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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　わたくしのご主人様は、良いご主人様でございます。

　地じ獄ごくのように欠点だらけのお方ですが、その地獄の奥底に煌きらめきを隠かくしておられます。そして、ごく偶たまにでございますが、わたくしにもそれを見せてくださいます。

　あの方は照れ屋なので、本当にそれは片手で数えられるほどに珍めずらしいことなのですが。

　それでも、それだけで、わたくしは充じゆう分ぶんに満足、幸福。

　わたくしのご主人様は、良いご主人様でございます。
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　不思議な存在でした。人間の形をしておりました。どうやら男性でした。あとは奇き妙みようで判然としません。道どう化け師しのようでした。手品師のようにも見えました。摑つかみどころがありませんでした。ゆえにわたくしはその男を警けい戒かいしました。

「待て」

　わたくしは侍じ女じよですので、ご主人様から三歩下がった位置で待機しております。そんなわたくしを振ふりかえりもせず、ご主人様は手を振って制止を命じられました。

　どうして？　と、わたくしは首を傾かしげます。あらゆる危機からあなたを守るのが、わたくしの役目。それがわたくしの存在意義ではありませんか。

「そう身構えんでもいい。古い知人じゃ」

　声にはどことなく楽しそうな、でもその百倍は不ふ機き嫌げんそうな、複雑な感情が浮うかんでおりました。なぜでしょうと戸と惑まどいましたが、待てと言われたからには待つしかなく、ただ警戒は解かずに再び奇妙な男を睨にらみつけました。

　仮面のような顔をしております。開いているのか閉じているのかわかりにくい目は右にふたつ、左にみっつ、合計でいつつもあります。厚あつ化げ粧しようなのか地じ肌はだなのか、肌は不自然なくらい純白で、着ている衣い装しようの原色によく映はえておりました。

　彼は何か倒とう壊かいした建物の瓦が礫れきに腰こしかけており、男性にしては長い、ボブカットの髪かみを風でゆらゆら揺ゆらしております。ちい、ちいちい、とそんな彼の周囲を、忙いそがしく三さん匹びきの鼠ねずみが走りまわっています。

　首から下がっているのは──笛。やはり派手な、装そう飾しよく過多な笛でございます。彼はしばらくその笛を吞のん気きに吹ふいておりましたが、すぐにこちらに気づくと笛から唇くちびるを離はなし、にっこり無む邪じや気きに笑いました。

「やあ。やあやあ、珍しい客だ」

　あまりにもその態度が、なんといいますか、とぼけていたので、わたくしはなんとなく毒気を抜ぬかれます。けれど油断はしません。ご主人様の弱体化は著いちじるしく、いまや小学生と喧けん嘩かしても負けるので、わたくしが守らなくてはなりません。たとえ相手が誰だれであろうとも、ご主人様が始末しろと命じれば始末いたします。

　ちい、と一匹の鼠が鳴き、男の頭に留まります。残りの二匹もしばらく居場所を探しておりましたが、彼の肩かたと座った膝ひざの上にそれを見つけて寝ねころびました。

　鼠まみれの笛吹き男は、そんな鼠たちを愛いとしげに指で撫なでます。

「鼠っていいよねえ。動物っていいよねえ。そう思わないかなあ？　ねえ、だって面めん倒どうくさいこと考えなくていいんだもの。素す晴ばらしいよねえ、〝虚きよ無む〟の」

「相変わらず小動物など飼っておるのか。貴様の趣しゆ味みは昔から不可解だ、〝喜き悦えつ〟の」

　そう応こたえたご主人様が、なんだか楽しそうに見えたのはわたくしの錯さつ覚かくでしょうか。

「飼ってないよ。仲良くしてるの。私たちはぁ、平等、平等なんでちゅよお、ねえ、オヴリビオン。私たちは友達だよねえ」

　鼠の一匹を撫で、本当に、幸せそうに男は笑いました。なんて純じゆん粋すいに笑うのでしょうとわたくしはかるい嫉しつ妬とすらおぼえました。わたくしは、いまだに感情というものをうまく理解できず、大声で笑ったこともないのでございます。

　などと、わたくしが個人的な悩なやみなぞに現うつつをぬかしているうちに、ご主人様は不用心に笛吹き男へと歩みよっていきます。あ、いけません。一人で動きまわってはいけませんと何度も何度もお願いいたしましたのに。子供扱あつかいするな、と、それに反はん抗こうしてばかりで、本当にもう──このご主人様は、厄やつ介かいな。

　ご主人様は笛吹き男の正面に立ち、積み重なった瓦礫の上にいる彼を見上げました。

「与よ太た話はいい。貴様に聞きたいことがある」

「そう？　私はあなたともっと話していたいよ、くだらない話をね、〝虚無〟の」

　にこにこ笑って、ぶらぶら足を動かして、本当に無む垢くな子供みたいな男でございます。

「変わったよねえ、あなたは。昔のあなたはもっと怖こわかったよ。いつも不機嫌そうでさ、あそこでは誰よりも強い力をもっていたくせに、ずっと不満そうでさ、何を考えてるのかわかんなくて──あの〝憤ふん怒ぬ〟や〝悲ひ哀あい〟もたいがい理解できなかったけど、あなたがいちばん不可解だった」

「あのような変態どもと我わが輩はいを一いつ緒しよにするな」

　心から嫌いやそうな顔をして、ご主人様は腕うでを組みました。それを見て、くすくすっ、と声をあげて笑い、笛吹き男は胡座あぐらをかくと短く口笛を鳴らしました。

「うん。もう一緒にしない。彼らとあなたはちがうよ、〝虚無〟の。私はあなたが好きだなあ。だって表情が柔やわらかくなったもの。ね？　ね？　いっぺん笑ってみて？　あなたの笑え顔がおが見たいなってずっとずっと思ってたのお」

「…………」

　ふふ、愚おろかですね笛吹き男。捻ひねくれ者のご主人様がそう簡単に笑顔を見せるものですか。わたくしだって滅めつ多たに拝見できないのに。身の程ほどを弁わきまえるがいいのでございます。

　そう思ったのに、ふっ、とご主人様は苦く笑しようを漏もらしました。

「相変わらず、阿呆だな。阿呆の思考は理解できん」

「あ、笑った。きゃあ、素す敵てき。〝虚無〟の、笑えるようになったんだねえ。めでたいよお」

　ぱちぱちぱち、と拍はく手しゆして、笛吹き男はとびきりの笑顔を見せます。ちなみにわたくしは大たい砲ほうを撃うちこまれたような衝しよう撃げきと敗北感に打ちのめされ、立ちすくんでおります。

　そんな、わたくしがいくら望んでもぜんぜん笑ってくれないのに、こんな、こんな怪あやしげな男に頼たのまれただけで笑顔を見せるなんて……あぁ、理解不能でございます。

「……おい、どうした、がくがく首を振って。壊こわれたか？」

「あ──いえ」

　深呼吸。わたくしの個人的な戸惑いなど置いておきましょう。今はこの笛吹き男が何者かを確かめ、ご主人様の身を守ることを何より優先させなくては。

「ん、その娘こ」

　不ぶ躾しつけにも、笛吹き男はわたくしを指さしました。

「そうか、その顔。なるほどねえ、やっぱりあなたを変えたのは──」

「お喋しやべりすぎるのが貴様の命取りじゃ、〝喜悦〟の」

　ご主人様の眼力で、さすがの男も黙だまります。ご主人様の目つきは悪すぎるというのが皆みなさんの評判でございます。

「こやつのことも、我輩のこともどうでもいい。問題なのは貴様じゃ、〝喜悦〟の。この場所で何をしている？　この場所で何があった？　どうして貴様がここにいる？　どうして──この場所は壊かい滅めつしているのじゃ？」

「質問が多いねえ。ま、仕方ないかあ」

　溜ため息いきをつき、男はわずかに肩をすくめました。その周囲にあるのはひたすらに瓦が礫れき。薙なぎ倒たおされた樹木。抉えぐれた地面。この場所でなんらかの破壊行こう為い、または戦せん闘とう行為があったのは確実でございます。

　そして、この空間にある、異様な違い和わ感。正面にいる笛吹き男も気配がなさすぎて気味が悪いですが、何よりこの場の空気そのものが変質しているような、居い心ごこ地ちの悪さは警けい戒かいに値あたいします。ご主人様に誘さそわれ、命じられるままについてきましたが──おそらく、それはこの異状を調べるためだったのでしょう。

　そして──これも推測ですが、正面にいる笛吹き男は何かを知っている。

「そうだねえ」

　やはり笑顔のまま、彼は指先で鼠ねずみを弄もてあそんでおります。

「……それじゃ、昔のよしみもあるし、あなたの笑顔が見られたことだし、かるぅく説明してあげようかなあ。この場所であった素す晴ばらしい出会いについて。楽しい、すっごく、楽しい出来事だったよ──〝虚無〟の。そうだねえ、どこから話したもんかなあ」

　歌うように、笛吹き男は語りはじめます。

「そう、まず始まりは……平へい凡ぼんな山道を、一台のバスが走っていて──」
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　平凡な山道を、一台のバスが走っていた。

　蜷局とぐろを巻いた蛇へびみたいにぐるぐる曲がった山径で、周囲はひたすらに鬱うつ蒼そうとした森。九月という半はん端ぱな時季だからか他ほかに走っている車もなく、通行人もなく、ただ延々と同じ景色がつづいていく。

　バスは飾かざり気のない車体に『古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校御ご一行様』という垂れ幕を下げていた。高校がチャーターしたバスなのである。かといってべつに修学旅行でもなんでもなく、ここにこうして走っているのには少しばかり複雑な理由があるのだが──。
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　花は散る。人は死ぬ。形あるものはいつか滅ほろびる。

　枯かれない花があったとしたら、それは造られた偽にせ物ものか、夢の中で咲く幻まぼろしだけだ。花とはそういう存在だから、空すかい井い伊い依よりは散っていく花びらを哀かなしみはするが、決して花を枯らさないようにする魔ま法ほうなんかを望まない。

　けれど咲かない花があったとしたら、どんな手段をつかっても応おう援えんする。綺き麗れいに咲ける可能性があるなら、それを永遠になくしてしまうのは駄だ目めだと思うのだ。

　枯れない花は望まないけど、咲かない花は見捨てられない。

　不変よりも進歩を、魔法よりも努力を、枯れない花より咲くかもしれない花を追い求める。

　古頃怪造高等学校一年星組出席番号七番、空井伊依はそんな少女だった。

「よく考えよう。落ちついて、考えよう。落ちつきかたがわからないなら、まずあたしが見本を見せるね。深呼吸。いぃち。にぃ。すぅ。はぁ。うん、落ちついた」

　平凡な少女である。どちらかというと地味な、小こ柄がらで瘦やせっぽっちの少女だ。長い黒くろ髪かみを頭の左右で結び、胸むな元もとには髑どく髏ろの首くび飾かざりを下げている。着ているのは在ざい籍せきしている高校の制服で、顔に浮うかべているのは困ったような、けれど決して揺ゆるがない覚かく悟ごを奥底に秘ひめた表情だった。

「──それで？」

　大げさに深呼吸を繰くりかえし、伊依は真っ直すぐに前を見つめた。

「……どうして、学校を辞やめたいの？」

　バスの車内である。古頃怪造高等学校は怪かい造ぞう学という特とく殊しゆな学問を専門にする高等学校であり、座席に所ところ狭せましと並んでいるのはそんな古頃の一年生だ。怪造学は少しばかり野や蛮ばんというか特異な学問なので、それを学ぼうとする生徒も個性的な人間が多い。

　限りなく遠い隣となりの世界、虚界アンダカ。その異世界から不思議な生き物──怪モン造ス生タ物ーを召しよう喚かんし、その生態や虚界アンダカの仕組みを解明していくのが虚界アンダカの怪造学だ。

　虚界アンダカにはいまだ謎なぞが多く、また怪モン造ス生タ物ーの扱あつかいは難しい。少し油断をしてしまえば、呆あつ気けなく命を落としてしまう危険な学問である。

　だからこそ、当然、志半ばで怪造学を学んでいくことを挫ざ折せつする生徒も多い。怪造学を究きわめてもお金にはならないし、将来の保証もない。ただの興味や好こう奇き心しんで長続きするほど生なま易やさしいものでもない。

　素す晴ばらしいものではないのだ。怪造学は漫まん画がやゲームによくある便利な魔法ではない。化け物を召喚して自由自在に操あやつりたい、なんて憧あこがれだけではすぐに現実を思い知ることになる。残ざん酷こくな──現実を。

「いや……まぁ、そんな切羽つまってはいないんだけど……」

　バスの最さい後こう尾び。八人掛がけの長い座席で靴くつを脱ぬぎ、横向きに正座した伊依──その正面で俯うつむいて語っているのは小綺麗な少女だった。この二人が深刻な顔で会話をしているので、車内は異様に陰いん鬱うつな空気に包まれてしまっている。

「あんまり……このまま、つづけていく気力がなくなっちゃったというか……」

　内心の悩なやみを吐と露ろしている少女の名前は、美み咲さき次じ郎ろう花はなという。普ふ段だんは明るく、馬鹿なことを言っては騒さわぎを生んでいるクラスのムードメイカーみたいな存在である。そんな彼女が珍めずらしく暗い表情をしていたので気になり、伊依が理由を尋たずねてみたら、もう学校を辞めたいなどと重い相談を持ちかけられたわけである。
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「…………」

　ごくり、と伊依は生なま唾つばを飲む。がっちがちに緊きん張ちようして拳こぶしを握にぎりしめ、座席に靴を脱いで上がりこんだまま次郎花を凝ぎよう視ししている。彼女はただ視線を落としていて、どこも見ていないというか、ひたすら落ちつきなく指遊びをしていた。

　躊躇ためらいがちに、次郎花の桜色の唇くちびるが薄うすく開かれる。

「その、ほら……あちゃし、上にお姉ちゃんが二人いるべや？　怪造学は、その二人に面おも白しろいよって言われて始めただけで、伊依ちゃんみたいに明確な目的があるわけでなし、かといって香か美みちゃんみたく才能があるわけじゃなくて、なんかな、無理してつづけていくのも疲つかれちゃったなぁって……」

　独特な、どこの方言だかは知らないが訛なまった口調。ただその声にはやはり普段のような朗ほがらかさはなく、聞きとりづらいくらいに掠かすれていた。

　桃もも色いろの髪に桃色の瞳ひとみ。頰ほおと制服には『２』というシール。見た目は派手で脳天気そうな彼女だが、その内心には脆もろいものを隠かくしていることを伊依は知っている。

　二人の優ゆう秀しゆうな姉への劣れつ等とう感をいつも抱かかえ、それなのに無理をして花咲さくように微笑ほほえんでいた彼女。そんな次郎花の笑顔を、今日は一度も見ていない。

　どうしよう、と伊依は焦あせっていた。

　こういう場合、どうしたらいいのだろう。断固として彼女を説得するべきか。それとも彼女の意思を尊重し、受けいれるべきなのだろうか。伊依個人の考えとしては、次郎花が学校を辞やめてしまうのは純じゆん粋すいに寂さびしい。けれどそんな、寂しい、とかで引き留めてもいいものなのだろうか。

　そんな思考を頭でぐるぐるさせているうちに、次郎花の瞳に決意が固まってくる。

「そう、それに……辞めるの、あちゃしだけじゃないし。伊依ちゃんだって、古頃の事件でわかったべや？　怪モン造ス生タ物ーは……怖こわい、怪造学は、危ないべさ……」

　古頃の事件。それは伊依の記き憶おくにも新しい、古頃怪造高等学校の校舎を半はん壊かいさせ、こうして伊依たちがバスに詰つめこまれて移動する原因にもなった出来事である。

　その事件には古頃の生徒のほぼ全員が巻きこまれ、何の抵てい抗こうもできないまま、無数の怪モン造ス生タ物ーに襲おそわれるという恐きよう怖ふの体験をした。

　その結果、古頃の生徒は半減した。

　単純に怪け我ががひどくて休学している生徒もいれば、怪モン造ス生タ物ーへの怯おびえが消せず、怪造ができなくなって退学した生徒もいる。怪造という技術には特に怪モン造ス生タ物ーを求める強い意志が必要不可欠であり、怪モン造ス生タ物ーを恐おそれていてはとても成功しない。

　次郎花は完全に怪造ができなくなるほど精神的に重じゆう症しようではないようだが、事件の最中に怪モン造ス生タ物ーに怪我を負わされたらしく、ひどく怯えている。それでも伊依たちとお別れするのは嫌いやなのか、我が慢まんしてバスには乗ったようだが、その内心は学校を辞める方向に傾かたむきつつあるようだった。

「ハナちゃん……」

　そんな彼女を励はげますことも、それこそ恐怖を払ふつ拭しよくしてあげることもできず、伊依はただ断続的なガタゴトというバスの振しん動どうを感じていた。

　このバスの目的地は日本三大怪造学校のひとつ、殻から蛇だ怪かい造ぞう高等学校だ。古頃の校舎が崩くずれ、正常な授業を受けられなくなったので、難民のようにしばらく殻蛇に厄やつ介かいになることが決まったわけである。

　知らない学校。知らない生徒。知らない授業。きっと新しん鮮せんな世界が伊依たちを待っているのだろうが、それを純粋に楽しめない伊依である。押し黙だまってしまった次郎花との気まずい沈ちん黙もくのせいか、なんだか胸に重苦しい不安が渦うず巻まいているような感覚がある。

「と、とにかく……」

　伊依は、次郎花の細い指先をそっと握りしめた。

「あたしは、何があってもハナちゃんの味方だからね。協力してほしいことがあったら言って、応おう援えんするから。だから……」

　そう宣言しても、次郎花は申し訳なさそうに微笑むだけで、それはこの延々とつづく山道のように深く暗い迷めい路ろの有様だった。
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　仇あだ祭まつり 遊ゆうは空を見ていた。梢こずえに密集した葉の緑色が空の青色をところどころ隠し、目を細めるとそれらが溶とけて混ざっていくように見えて面白い。飽あきない。ただ、退たい屈くつではないが楽しくもなく、遊は今日、何度目かもわからない溜ため息いきを漏もらした。

「…………」

　綺き麗れいな少年だった。ただしその『綺麗』には亀き裂れつがはしっている。顔を斜ななめに分断するぎざぎざの疵きず痕あと、そこを中心にして左右で肌はだの色がちがう。髪かみの毛も右側だけが化学繊せん維いのような質感で、同じく右目も意思がないかのように濁にごっていた。

　遊が寝ねころんでいるのはバスの屋根である。車体の天てつ辺ぺん、夏の陽ひ射ざしで熱せられたその場所で仰あお向むけになって空を見ている。薄い屋根を貫つらぬいて他ほかの生徒たちの声なども聞こえてくるが、遊には彼らに交ざる気力も資格もない。

　二週間前になる。古頃怪造高等学校は半壊した。その事件の犯人は遊だ。《卵アイ・姫ドール》という怪モン造ス生タ物ーを操あやつり、生徒や教師から怪造に必要不可欠な道具──《門ＧＡＴＥ》と呼ばれる腕うで輪わを奪うばい、怪モン造ス生タ物ーを暴走させて学び舎やを蹂じゆう躙りんした。

　他の誰だれでもない、その惨さん事じを引きおこしたのは遊だ。伊依はそれを許してくれたし、怪造学会も『監かん視しつきの無罪放ほう免めん』という判決を出したけれど、遊は決して自分の罪が帳消しになったとは思わない。

　多くの生徒に恐怖を刻みつけ、その夢を潰つぶしたのは自分だ。他の誰でもない、この仇祭遊だ。

　その事実は消えない。誰が忘れようと遊は覚えている。彼らを傷つけたのは自分。伊依を泣かせたのも自分。そんな自分を嚙かみしめて、二度と繰くりかえさないよう努力する。

「……それでいいかい、伊依ちゃん」

　憎ぞう悪おに狂くるった自分を止めてくれた、幼なじみの彼女を思う。彼女のように自分は変われるだろうか。時間はかかるだろうけど、変わりたい、と遊は思う。

　空井伊依。虐しいたげられて育てられて、それでも明るく笑える幼なじみの少女。

　彼女のことを思うと、遊はなんだか気分が良くなる。伊依の周りにはいつも笑え顔がおがあって、明るい希望に満ちている。それはたぶん、彼女が思っている以上に大切なことだ──壊こわしてはいけない。

「……伊依ちゃん、君は僕が守ってあげる」

　小声でつぶやく。もちろん返事はかえってこない。ただの確かく認にんだ。

　伊依たちにはあまり自覚がないようだが、彼女たちを中心にして何か得体の知れない陰いん謀ぼうが進行しているように思う。魔ま王おう。怪造学会。そして《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》。正体不明で強大で、油断のならない連中がそれぞれ思おも惑わくをもって行動を始めている。吞のん気きに騒さわいでいる場合ではないのだ。冷静に敵の企たくらみを解体し、撲ぼく滅めつしなければならない。

「──とはいえ」

　ただ陰いん鬱うつに悩なやんでいるだけでは気分が塞ふさいで自滅してしまう。だから彼女らはこのままでいいのだ。何かに巻きこまれるかもしれない。誰かに騙だまされるかもしれない。そのときは、自分がそんな彼女たちを守ればいい。それが仇祭遊の贖しよく罪ざいだった。

　だから遊は彼らと仲良くする必要はないし、最初からその資格もない。こうして、敵の行動を一秒でも早く察知できるよう身構えていればいい。

　それは被ひ害がい者しやである彼らに正面から向きあうことを避さけた、都合のいい自己弁護、現実逃とう避ひなのかもしれないけど。

「…………!?」

　ちりっ、と瞳ひとみに痛みがはしった。その事実に遊は戦せん慄りつする。痛みを感じたのは左目ではなく右目だった。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》という怪モン造ス生タ物ーに奪われ、異形の眼球を埋うめこまれた右目──怪造学会に『封ふう印いん』されたその右目は今やほとんど反応をしなかったのに、唐とう突とつに針で刺さすように痛んだ。

「……なんで？」

　戸と惑まどいながらも右目を指で押さえ、遊は素す早ばやくバスの屋根で上体を起こす。そして右目が何に反応したのか、周囲の状じよう況きようを見て確認しようと視線を巡めぐらせて──。

「な──んだ、これ!?」

　バスの進路、その向こう、平へい凡ぼんな山道の中ちゆう途とに、霧きりが舞まっていた。

　霧というか、水蒸気というか、茹ゆだった地面が沸ふつ騰とうし、薄うす茶ちや色いろの蒸気を噴ふん出しゆつしている──そんな感じに見えた。その蒸気は道の真ん中で立ちのぼり、ゆらゆら揺ゆれて、さながら壁かべのようにその奥の光景を隠かくしている。

　まるで、そこが世界の行き止まりなのだというように、目を凝こらしても霧の向こうには何も見えない。暑さのせいで空気が歪ゆがんだか、蜃しん気き楼ろうかとも遊は考えたが、それにしては何か奇き妙みようだった。言いようのない不安がある。蒸気の壁に近づくにつれて右目の痛みが増していく。

　すう──と優ゆう雅がに飛んでいた鳥が、霧に触ふれた瞬しゆん間かん、吸いこまれたように見えなくなった。それは明らかに不自然な消失だった。

　遊は不安定な屋根の上で立ちあがり、右手を伸のばして低く叫さけんだ。

「《宣トリ戦ツク布＆ト告リート》──怪かい放ほう！」

　瞬間、遊の右みぎ腕うでに漆しつ黒こくの光という矛む盾じゆんしたものが爆はぜた。その直後──亜あ空間に収納され、出番を待っていた二体で一組の怪モン造ス生タ物ーたちが解き放たれる。

　遊の右腕を飾かざる武骨な腕輪は《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》と呼ばれる特とく殊しゆな道具──呪じゆ具ぐで、そこには五体まで怪モン造ス生タ物ーを収納できる。通常、怪モン造ス生タ物ーをこの世界に召しよう喚かんするには呪文や呪印と呼ばれる特殊な手続きが必要なのだが、《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》から怪モン造ス生タ物ーを怪放するにはそんなものは不要だった。

　弾だん丸がんのように発射されたのは二粒つぶの球体だ。豆のような大きさだったそれらは空中で見る見る姿を変え、質量保存の法則を無視して鋭するどい刃やいばへと変へん貌ぼうする。飛び魚のような翼つばさをもったそれらは遊の意思のままに滑かつ空くうし、確実に狙ねらったものを切り刻む──はずだったが。

　すう、と刹せつ那な、蒸気の壁に触れると同時に《宣トリ戦ツク布＆ト告リート》は消滅する。先ほどの鳥と同じだ。溶とけるようにその存在が欠片かけらも残さずかき消える。

「ちっ──」

　舌打ちし、遊は停とまらないバスの上、身軽に移動すると屋根の端はしっこに身をかがめた。落下しないよう気をつけながらバスの側面で回転、わずかな出っぱりを手がかりにしてアクション映画の主人公のように窓をぶち破って内部に進入する。

　派手な音がした。

　砕くだけちる硝子ガラスと風が、お菓か子しや人間の匂においで満ちたバス内を攪かく拌はんする。文句のひとつでも言われるかと思ったけれど、不思議なことに内部は静まりかえっていた。

「………？」

　危なげなく着地し、不自然な静せい寂じやくを訝いぶかしんで周囲を見た遊は絶句した。

「……伊依ちゃん？」

　伊依が眠ねむっている。お菓子の袋ふくろを手にしたまま、バスの座席に体重を預けて目を閉じ動かない。否いな──彼女だけではない。みんな、電池の切れた玩具おもちやのように全すべての行動を中止して寝ね入いっていた。

　寝言も鼾いびきもない。死んだように誰だれも動かず声もあげない。がたごと、というバスの振しん動どうがやけに大きく響ひびいた。遊は不安になって適当な生徒の肩かたを揺さぶって呼びかける。反応はない。他ほかの生徒も同じ。一人の例外もなく意識を失っていて、ただ穏おだやかに寝息を繰くりかえしている。

「なんで──みんな」

　不自然だ。バスの前方に発生した蒸気の壁も奇妙だが、この現象も見過ごせない。

　遊が逡しゆん巡じゆんしていた時間は短かった。とある危険な可能性を思いついたのだ。

　みんなが眠っている──すなわち運転士もバスの操作を失っている可能性が高い。このままでは大事故になってしまう！

　とにかく、バスを停めないと。

「────」

　そう思い、眠りこけた生徒たちをかき分けてバスの先頭まで移動した遊は見た。

　正面、すぐ近くまで迫せまった蒸気の壁──。

　そして、運転席に腰こしかけた人物。

　格好は、乗車するときに見た運転士のそれである。濃のう緑りよくの制服に帽ぼう子し、白い手袋。彼は気絶しておらず、ただバス内の異状にも関心を示さず淡たん々たんと運転していた。

「ちょっと──あなた」

　身構えつつも、遊はバスを停めようと彼に手を伸ばす。とにかく何か様子が変だ。停まって、状況を確かく認にんしたほうがいい。

　穏やかなバスの振動と、しゅうしゅう噴ふきあがる前方の霧、悪夢みたいに曖あい昧まいな雰ふん囲い気きのなか──不意に、運転士がこちらを見た。

「────！」

　その顔に遊は戦せん慄りつした。こいつは──人間ではない。

　運転士の顔にある異常。楽しくて堪たまらないというように細められた目が、右にふたつ、左にみっつ、合計でいつつもある。

　厚あつ化げ粧しようをしたみたいに真っ白な顔の肌はだ。肩や足元を忙いそがしげに走りまわる三さん匹びきの鼠ねずみ。

　胸むな元もとに下げた、派手な装そう飾しよくを施ほどこされた笛。

　こいつは──なんだ？

「まもなく──目的地、殻蛇怪造高等学校」

　ぽつり、と運転士はつぶやいた。男か女かよくわからない、ただ透とう明めいな声。

「……うふふ。バスが走っているときに、立っていると危ないよお？」

　反応ができなかった。そんな生なま易やさしい速度ではなかった。

　とん、と恐おそろしいほどに伸びてきた運転士の指先が──額を突ついてきたその瞬しゆん間かん、遊の意識は呆あつ気けなく吹ふっ飛んだ。

「────♪」

　虫や鳥の鳴き声のような、誰かの笑い声のような、不思議な笛の音が最後に聞こえた。
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　目的地に到とう着ちやくしたのは夕方だった。遠い山に陽ひは落ちて、という歌があるが、まさに落ちてくるような夕暮れが世界を黄たそ昏がれ色に染めている。

「一年星組、集合しました」

「一年月組、集合しました」

　怪造学は珍めずらしい学問なので専せん攻こうする者もあまりおらず、古頃怪造高等学校の生徒は少ない。クラスも学年ごとにふたつずつであり、一学年は星組と月組にそれぞれ分かれていた。さらに例の事件で生徒数は半減しており、こうして一学年の生徒が集合してもどことなく寂さびしげな風ふ情ぜいがする。

　それぞれの学級委員に報告を受け、停車したバスの正面に立った教師が鷹おう揚ように頷うなずいた。先ほどはつい緊きん張ちように負けたか眠ってしまったらしく、まだ眠ねむ気けを引きずっている伊依は目元を擦こすりながら呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめている。

「……おいそこ、私語すんな。俺は寝起きで機き嫌げんが悪いんだよ、あんま不機嫌にさせんじゃねぇ」

　どこか高圧的に、そして投げやりに言ったのは若い男性教師である。灰色の髪かみと端たん麗れいな容姿の彼は蟻あり馬ま磁じ獄ごくといって、一年月組の担任であり教務主任、さらに今回のバス移動の引いん率そつを務めていた。

　彼を見ると、なぜだろうか、伊依は頭が熱くなって何も考えられなくなってしまう。ぽーっと蟻馬の仕草を眺めていると、遅おくれてバスから出てきた人物がその彼に呼びかけた。

「蟻馬くんー、蟻馬くんー、ちょっといいかなー」

　間延びした、独特の周波数に響く声で言うのは女の教師である。妖あやか森しのも吉りき音つねという名前をした彼女は、逆立った髪の毛がいい感じに獣けものの耳に見える穏やかな先生だ。糸目で、普ふ段だんは何を考えているかまるで読めない彼女だが、今ばかりはしっかり理解できる──困こん惑わく、である。

「ん？」

　珍しい妖森の困り顔に、蟻馬も怪け訝げんな感じに眉まゆをひそめる。そして彼女が背負っていた生徒を見て首を傾かしげた。

「仇祭？　どうしたんだ、そいつ」

　仇祭遊だ。伊依の幼なじみにして、今月の初めに転校してきた少年。たしか彼はバスが発車すると同時に危ないことに屋根の上へ移動して、それっきり見なかったはずだが、どうして車内から先生に背負われて出てくるのだろう？

　彼とは知らない仲ではない。伊依は心配になって、思わず整列を抜ぬけて駆かけ寄ってしまう。蟻馬も妖森も驚おどろいた顔をしたが、伊依には何も言わずに互たがいに情報を交こう換かんしている。

「んー、どうも寝ねてるみたいなんだけど、揺ゆすっても呼んでも起きないんだにょー。何かの病気かもしれないし、できればお医者さんに……」

「そうだな……。とりあえず、殻蛇の校舎に連れん絡らくするぞ。保健医の一人くらいはいるだろ。最悪、救急車を呼んでもいいが、山道だし時間がかかるだろうな……」

　伊依は妖森に背負われた遊の手をとる。本当に、ただ眠ねむっているだけのように見えるが……心配である。彼が屋根などに乗るのを無理にでも止めていれば、もっと早く彼の異変に気づいたかもしれないのに。

　そんな伊依の表情に何を思ったか、優やさしく微笑ほほえんで妖森が頭を撫なでてくれる。

「ん。心配ないって、空井さん。……あ、そうそう、蟻馬くん、もう殻蛇への連絡は案あん寿じゆちゃんに頼たのんだよー。どうせ到着したらあちらさんに報告する決まりだったし……案寿ちゃんは、えぇと、どこにいるかなー？」

「たっ、たたっ、たたた大変です妖森先生！　蟻馬先生！」

　妖森の台詞せりふを遮さえぎり、転がるような勢いでバスを降りてきたのは小こ柄がらな女だった。童顔で、普通に制服を着て並べば生徒と見分けがつかないような感じである。

　彼女の名前は園その日ひ暮ぐらし案あん寿じゆ。古頃怪造高等学校の新人教師で、スーツの上から修道着を羽織るという意味不明な格好をした人物である。胸むな元もとに下げた十じゆう字じ架かからもわかるとおり敬けい虔けんなクリスチャンであり、全すべての行動の底に〝信しん仰こう〟を据すえるという厄やつ介かいな性しよう分ぶんをしている。

　蟻馬磁獄。妖森吉音。園日暮案寿。この三人が今回、一学年の引率を担当する教師の全てである。他ほかの教師は二・三学年の引率をしていたり、半はん壊かいした古頃の校舎が復旧するまで休職扱あつかいで待機していたりする。

　ともかく、本来、生徒たちを導き安心させる規き範はんとなるべき数少ない大人であるはずの園日暮は、面おも白しろいくらいに狼ろう狽ばいし、顔を赤くしたり青くしたりして涙なみだぐんでいる。

「で、でで、ででで」

「ででで？」

　謎なぞな単語に蟻馬が訝いぶかしむと、爆ばく発はつするみたいに園日暮は叫さけんだ。

「でででで電話が繫つながらないんです！」

「なんだと？」

　空気に緊張がはしる。そばにいるだけの伊依もその内容に思わず目を丸くした。一方、園日暮は喋しやべっているうちに興奮してきたのか、見る見る挙動が不ふ審しんになっていく。

「は、はい！　あの──学校から持ってきた電話なんですが……ウンともスンとも言わなくて……。こ、これはもしや神の試練!?　あたくし試ためされてますか！　あぁ主よ！　厳しくも優しく敬虔なる仔こ羊ひつじを鍛きたえてくださるあなたの御み心こころに──ヘブシッ、なな、なんで顔面にチョップするんですか蟻馬先生！」

「……うるさいんだよ、おまえはいちいち、神だの信仰だの」

　冷れい淡たんにつぶやいて、蟻馬は無意味に園日暮の頭を殴おう打だする。

「しかし、電話が繫がらない──か。面めん倒どうだな、故障か？　はぁ、連絡を園日暮に任せるんじゃなかったなぁ。おまえは生徒の戦たたか橋はしに次いで学校の備品を壊こわしまくる破壊魔まなんだよなぁ。忘れてた……」

「なっ、ななっ、なんで全部あたくしの責任っぽくしてるんですか、蟻馬先生！　あたくし壊してませんよ電話！　べつに！　たぶん！　きっと！」

　そんな二人の不毛なやりとりに呆あきれつつ、なんだか仲良さげな彼らに複雑な気持ちになって、伊依は授業中のように手を挙げると提案してみた。

「あ、あのっ、電話が通じないなら──直接、校舎に行けばどうでしょう？　校舎って、えぇっと、あれでしょう？」

　伊依は手を伸のばし、バスの向こうを指さした。伊依たちがいる低い山の山頂、丘おかのようになった小高い位置、不気味な森に囲まれて古そうな校舎が見える。あれがたぶん、これからお世話になる殻蛇怪造高等学校だろう。

「そんなに遠くないみたいですし、直接あっちに行ったほうが早いんじゃないかと……」

「ま──それもそうだな」

　あっさり蟻馬が納なつ得とくしてくれたが、しかし彼は即そく座ざに無茶なことを言ってくる。

「じゃ、空井。おまえちょっくら走って殻蛇の先生か誰だれか呼んできてくれ。できれば保健医とか、担たん架かとか、そういったもんも用意してもらえるように……」

「こら、蟻馬くん。なんでも生徒にやらせちゃ駄だ目めだよー」

　一方的に命令してくる蟻馬に、妖森がこれも珍めずらしく怖こわい顔をして言い放った。

「初めての場所なんだし、何があるかわからないでしょー？　生徒を一人で行かせて何かあったらどうするのー？　空井さんに行かせるなら、蟻馬くんもついてってあげることー」

「……………え？」

　計画の失敗を知らされた悪の首領みたいな顔で、蟻馬が低く呻うめいた。そうしているうちに蟻馬と伊依は妖森に背を押され、ぐいぐい殻蛇の校舎の方向へ追いやられてしまう。

「いいから、二人で行くにょー！　ほら、急いで！　仇祭くんが大変な病気だったら君は責任とれるのかなー？」

「……あぁ、もう。わかったよ、仕方ねぇな」

　諦あきらめたように、蟻馬が苦い顔をして伊依を見てきた。伊依は瞬しゆん間かん的に紅潮し、期待に胸を膨ふくらませる。どうしてだろう。理由はわからない。わからないふりをする。この胸のときめきも、どきどきも、全て知らないふりをしてただ幸せに酔よう。

　しかしそんな伊依の淡あわい期待も、次の瞬間に打ち破られた。

「う──にゃああああ!?」

　甲かん高だかい園日暮の声と、爆発音、それに気づき、蟻馬と妖森が同時に顔を見合わせる。どうも彼女はバスに戻もどって再び通信を試みていたらしいが、失敗してなぜか爆発させてしまったのだろうと思う。爆発しないものでも爆発させてしまうのが園日暮案寿という教師の恐おそろしいところである。

「あー……」

　蟻馬は、ぽん、と伊依の頭に手をやった。

「悪い。俺はあの馬鹿を懲こらしめてから、他学年のバスと連絡とらなきゃいけないから一人でいけ」

「は、はいぃ……」

　伊依は涙目で、ちょっぴり園日暮を恨うらんだ。
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　奇き妙みような静けさに満たされた場所だった。たまに山歩きなどをする伊依は知っているのだが、通常、山や森はうるさい。梢こずえで葉が擦すれあう音。果実や枝が落ちる音。鳥や虫の鳴き声。風の音──それらが重なりあい、ひどいときにはほとんど喧けん噪そうとも呼ぶべき騒さわがしさになってしまう。

　それなのに、ここには音がない。

　否いな──音はある。けれど小さすぎるのだ。

　どこか草むらの陰かげで大きな獣けものが獲え物ものを狙ねらっているような、山の全すべてが何かに萎い縮しゆくして縮こまっているような、違い和わ感がある。

　あまり整備されておらず、長い雑草が足を絡からめる道を歩きながら、伊依はそんな違和感とともに儚はかなさを嚙かみしめていた。目的地は眼前に見える殻蛇の校舎。丘の上にあるその場所までは緩ゆるやかな坂を登っていかなくてはならず、最初は走っていたのだが、転びそうになったのと体力がつづかないのでやめた。

　九月も終わりとはいえまだ暑い。どっと噴ふきでてきた汗あせを拭ぬぐい、伊依は深々と溜ため息いきをついた。

「……凹へこむなぁ。蟻馬先生と二人っきりになれるかと思ったのに……」

〈凹む？　どこが凹んだの伊依？　誰かに攻こう撃げきされたの？〉

　伊依を心配してくれたのだろうが、とんちんかんな発言をしたのは伊依の頭に乗った怪モン造ス生タ物ーである。彼女の名前は梅うめ子こ。《愛シヤリ天テコ使ラール》という正式名めい称しようの彼女はぬいぐるみみたいな外見をしていて、側頭部では一いつ対ついの翼つばさを揺ゆらめかせている。

　そんな梅子は伊依の頼たよれる相棒であり、また大切な友達だった。

　彼女の心配を打ち消そうと、伊依が苦く笑しよう混じりに見上げると同時に──聞きたくもない陰いん険けんな声があがる。

『あぁ本当だ、大変だ伊依！　可か哀わい想そうに、胸が陥かん没ぼつしている！』

「あたしの胸がないのは母さんの遺伝だよ糞クソ親おや父じ」

　伊依は胸むな元もとの髑どく髏ろの首くび飾かざりを摑つかみ、びっくりするような握あく力りよくで捻ひねり潰つぶそうとしてみる。この首飾りは正確には装そう飾しよく品ではなく怪モン造ス生タ物ーで、そこには伝説の怪レイ造・モ学ンス教テイ授アと謳うたわれた父、空すかい井い滅めつ作さくの魂たましいが封ふう印いんされている。そして事あるごとに不快な発言をしては、伊依に残ざん虐ぎやくなお仕置きをされるというのが常だった。

　髑髏の寝ね言ごとはただの戯たわ言ごとだが、梅子の純じゆん粋すいな善意に伊依は少しだけ元気になる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、梅子ちゃん。大したことないんだ。ちょっとね、目の前に美味おいしそうな餌えさを置かれていきなり取りあげられた犬の気分だったので」

〈犬？　伊依が犬なの？〉

　複雑な隠いん喩ゆを理解できず、戸と惑まどう梅子が可愛かわいらしい。

　一方、滅作はどことなく気に食わなそうな声を漏もらし、いつものように嫌いや味みったらしい言葉を告げてくるのだった。

『……へん。ま、いいけどよ。阿呆なことに頭を悩なやませてねぇで、気をつけろ──伊依』

「気をつける？　なんで？」

　きょとんとして、どことなく真しん剣けんな彼の声に首を傾かしげる。

「また何か変な気配でも感じたの？」

　普ふ通つう、怪モン造ス生タ物ーには他ほかの怪モン造ス生タ物ーの気配──《魔ま力りよく》を感じとる能力が備わっており、怪モン造ス生タ物ーに魂を封じられた滅作もその例外ではない。怪モン造ス生タ物ーが接近すると、伊依に素す早ばやく警告してくれるのだ。

『あぁ。気をつけろ──いるぜ、でけぇのが』

　伊依としては冗じよう談だんで口にした言葉だったのだが、予想外に滅作の口調は真剣だった。低く、ほとんど脅おどすようにつぶやいてきた。

『こいつぁ……単純な気配だけなら《鳳フエニ凰ツクス》より上だ』

「え──」

　どういうことだろう、と伊依は眉まゆをひそめる。

《鳳フエニ凰ツクス》というのは、伊依がかつて相対した強大な怪モン造ス生タ物ーだ。怪造学上、怪モン造ス生タ物ーは上級・中級・下級と大ざっぱに分類されており、それぞれの級クラスで一位・二位・三位と細かく区分されている。能力や強さ、怪造の難易度で設定されるその分類では、《鳳フエニ凰ツクス》は上級一位。最も強力な怪モン造ス生タ物ーのはずである。

　その《鳳フエニ凰ツクス》より気配が大きい？

　それは──どういうことだろう。ここは平へい凡ぼんな学び舎やではないというのか？

「──わっ」

　どん、と何かにぶつかった。滅作の言葉に気をとられ、前方への注意が散さん漫まんになっていたらしい。伊依は尻しり餅もちをつき、落下しそうになった梅子を慌あわてて支えて上を仰あおいだ。

　そこに誰だれかが立っていた。

「…………」

　少女である。分厚い、人相を隠かくすのが目的ではないかと思うような瓶びん底ぞこ眼鏡めがね。髪かみはきっちり後頭部で結び、その制服もおろしたてのように清潔で、スカートの丈たけなども、きっちり校則に準じた感じの野や暮ぼったい長さだった。どことなく一いつ般ぱん的な制服を、一般的に着たような、お手本みたいな感じの外見だった。

　背後には殻蛇の校舎。いつのまにか到とう着ちやくしていたらしい。その昇しよう降こう口の前、硝子ガラス張りの入口の正面に立っていた眼鏡の少女は、倒たおれた伊依に手を差し伸のべるわけでもなく、ただ寒気がするような無表情で立ちつくしている。

「…………」

「………あ」

　奇き妙みような沈ちん黙もくが生まれた。伊依は一いつ瞬しゆん、まじまじと彼女を観察してしまったが、すぐに自分がぶつかったのがこの少女だと理解し、埃ほこりを払はらいながら立ちあがった。

「あ、あの」

「…………」

　呼びかけたが、どうやら殻蛇の生徒らしい彼女は反応しない。銅像のようにただ無感情に伊依を見つめ、すう──とここまで小こ脇わきに抱かかえていたノートパソコンを開いた。ぎちぎちぎち、と蟲むしの羽音みたいな、不気味な起動音がする。

「あ、あのう、えっと──ぶつかって、ごめんなさい」

「…………」

　ひとまず礼れい儀ぎとして謝ってみたが、やはり一言も応こたえてくれない。少女はまるで失言を恐おそれるように頑かたくなに口をつぐみ、片手でパソコンの筐きよう体たいを支え、片手で高速のタイピングをするという器用な真ま似ねをしている。

　かたかたかたかた、と規則的に響ひびく打だ鍵けんの音。

　伊依はそんな彼女の行動に、なんだか気味の悪さをおぼえて胸元の髑髏に囁ささやいた。

「……ね、父さん。さっきの気配ってこのひと？　彼女、怪モン造ス生タ物ー？」

『あ？　いや──違ちがうと思うが、例によって巨きよ大だいな気配が近くにあると細かい気配が読めなくてな。だが、こいつじゃないと思うぜ。《鳳フエニ凰ツクス》みたいな威い圧あつ感もねぇし』

　滅作の応えに、ひとまず伊依は安あん堵どする。べつに伊依は怪モン造ス生タ物ーだからって理り不ふ尽じんに恐れたり嫌けん悪おしたりしないが、人間扱あつかいされて機き嫌げんを損そこねる怪モン造ス生タ物ーもいる。対応を間違えて怒おこらせてはいけないのだ。

　相手が人間。ならば簡単だ、話せばわかる。それが伊依の考えだった。

「あのっ、殻蛇怪造高等学校の生徒さんですか？」

「か……ら、だ？」

　一瞬、少女はわずかに眉をひそめ、その名前をたどたどしく口にした。

　あれ？　と伊依は不安になる。もしかしてここ、殻蛇ではないのか？

「か…らだ、殻蛇怪造……高等学校、西せい暦れき２０００年に怪造学会教育部により設立。知識を詰つめこむことよりも怪造の技術を身につけることに重点を置き、また割高な授業料により一般人より良家の子女など……比ひ較かく的てきに裕ゆう福ふくな生徒が入学を希望する……」

　かたん、と彼女の指の動きが止まる。

「理解した」

　それも伊依に向けた言葉というより、むしろ独り言のようだった。

　すぐに、どういう仕組みになっているのか、パソコンの筐体からは一枚の紙が吐はきだされる。プリンター内蔵のノートパソコン？　そんなもの存在したのだったか？　機械に詳くわしくない伊依にはよくわからない。

　きっちり印字されたその紙を黙然と眺ながめ、少女は声もなくそれを後方に突つきだす。

「────」

　すぐに、見知らぬ誰かが素早く昇降口から走りでて、その紙をひったくると瞬時に校内に取ってかえしてしまった。あんまり動きが速かったので伊依にはよく見えなかったのだが、なんだか異様に細い身体からだをしていたような……気のせいだろうか？

　遠ざかっていく足音を背後に、少女は伊依を眼鏡越ごしに凝ぎよう視ししてくる。否いな──伊依というより、伊依の着ている制服だろうか。

　かたかた、と再びパソコンを操作し、彼女は初めて伊依へ明確な問いを発してきた。

「古頃怪造高等学校の生徒？」

「え──あ、はい。そうです。あの、バス酔よいか何かで倒れた生徒がいて、できれば保健医の先生か誰かを……」

「理解した。手配する」

　頷うなずき、彼女は昇降口を向くと、肩かた越しに振ふりかえって不思議そうに首を傾かしげた。

「入らないのか？」

「え………」

　どういうことだろう。伊依の目的はあくまで誰か助けを呼び、遊を診しん察さつしてもらうことだ。殻蛇の校舎に用はないのだが。

　ぷい、と視線を前に向け、やはり冷れい淡たんに少女が言った。

「付いてこい。紹しよう介かいする」

「え──あ、はい」

　生徒の代表が挨あい拶さつにきたとでも誤解されたのだろうか？　よくわからないが、ここで断るのも失礼かな、と思って伊依は黙だまって彼女の背中を小走りに追った。

　校内は薄うす暗ぐらい。当然だろう。もう夕方だ。けれど──そのはずなのに、あちこちから誰だれかの気配がするのは気のせいだろうか？　まだ居残って部活動でもやっている生徒がいるのかもしれない。

　ぎし、ぎし、と足音が響く古びた廊ろう下かを歩きつつ、伊依は不気味にざわついた静せい寂じやくに耐たえられなくなって声を発した。

「あ、あの──すいません」

「？」

　伊依のことなど無視するように、いまだ何かしらパソコンを操作している少女に呼びかける。

「えっと、失礼ですが、お名前は？　あの、あたしは空井伊依っていうんですが」

「な……ま、え」

　また反応が鈍にぶかった。もしかしたら彼女、難なん聴ちようなのかもしれない。しばし考えるように押し黙り、かたかたかた、とパソコンを操作する。

「巴ともえ 已い己こ巳み」

「え？」

「僕の名前」

「ぼ、ぼく？」

　使いかたもわからず、ランダムに選んだような一いち人にん称しようを口にして、巴已己巳と名乗った少女は頷いた。そして伊依の頭に乗った小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ー、梅子をかるく見つめ、かすかに口元だけを歪ゆがませた。

　笑った……のか？

「ようこそ。外からきたひとよ」

　それっきり、已己巳はまた元の無表情になって淡々と廊下を進んでいった。
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〝生徒会室〟──そんな古びたプレートが嵌はめこまれた扉とびらの前まで、伊依は案内された。どうも校舎は全体的に朽くちはてていて、照明などにも埃ほこりが溜たまっている気がした。殻蛇の設立はそんなに遠い昔ではないはずだが……と伊依はやはり不自然さを感じてしまう。

「────から、わたくしが生徒会長、………！──しょう!?」

「──るな！……！……のくせに！　俺を誰だと──」

　扉とびら越しに、何やら言い争うような声が聞こえてくる。若い男女の声だ。生徒会室ということは、殻蛇では生徒会が運営されているらしい。古頃にはない。学校を変えるとか、校則に異議を申したてるとか、そういった自主性のある動きが苦手なのだ、古頃の生徒は。

　ともあれ、なんだか穏おだやかではない雰ふん囲い気きである。

　伊依はどうしたものかと立ちすくんだが、已己巳は何も気にせずに堂々と扉を開く。

　一気に視界が拓ひらけた。

　それほど広い部屋ではない。一目で全体が見わたせた。会議用の長机に、配置されたパイプ椅子いす。調度は埃がかぶっていて、『乾けん坤こん一いつ擲てき』と墨すみ字じで書かれた標語もどこか色いろ褪あせている。いちおう電灯はついているが、それが逆に部屋の汚よごれを際きわだたせていた。

　物が散らかっているわけでも、泥どろや土で汚れているわけでもない。けれど、どことなく汚れている。古びた建物に特有の、屍し体たいみたいな部屋だった。

　已己巳と伊依の登場に、激しい勢いで口論していた男女がぴたりと押し黙る。

「…………」

　荒あれた部屋の内装に似合わない、どことなく高貴な二人だった。

　純白の制服をまとった、可愛かわいらしい童顔に似合わない凶きよう悪あくな表情をした少年。

　同じく純白の制服と、派手に渦うず巻まいた黄こ金がね色の髪かみが特とく徴ちよう的な少女。

「何事だ」

　已己巳の無感情な問いかけに、二人はどことなく居い心ごこ地ちが悪そうに咳せき払ばらいなどをして、じゃんけんぽん、と無言で何やらやっていた。結果は明らかで、金きん髪ぱつの少女が満面の笑えみで両りよう腕うでを広げる。

「ようこそ！　わたくしが殻蛇怪造高等学校生徒会長、戯ざれの小こう路じアルテと申しますわ！」

　同じく、目に見えて不満そうな少年が、どちらかといえば高貴な外見には似合わない──無理して作ったような掠かすれた声でつぶやいた。

「副会長、喪も時とき飽あき友とも」

「僕は──」

　已己巳が少し考え、扉のあたりで往生していた伊依の背中を押しつつ言った。

「じゃあ、書記。基本的に、殻蛇は生徒の自主性を重んじている。教師よりも、僕たち生徒会のほうが権限が強いので、何かあったら僕たちに言ってくれるといい」

「はぁ……」

　よくわからないが、そういう学校らしい。そういえば殻蛇は裕ゆう福ふく、かつ名家の生徒が通っていることが多いと聞いた気がする。教師もあまり彼らに逆らえないのだろう、と伊依は納なつ得とくした。

　ともあれ、吞のん気きに自己紹しよう介かいしている場合ではない。

「あの、それで──保健医の先生とかは」

「あぁ」

　已己巳が怪け訝げんそうな顔をするアルテと飽友を手で制して、さっさと自分もパイプ椅子に腰こしかけながら応こたえた。

「それならもう手配した。今ごろ誰だれかが救きゆう援えんに向かっているはず」

　救援って。そんな大げさなことでもないのだが。

「あらあらあら！　まあまあまあ！」

　伊依が困りきり、所在なげに棒立ちになっていると、アルテと名乗った少女が激しく立ちあがり、大おお股またで近づいてきて不ぶ躾しつけに伊依の肩かたを激しく揺ゆすった。思ったよりも力が強い。伊依は抵てい抗こうできずに前後に振ふられてしまう。

「わっ、わわわっ」

「巴の珍めずらしい冗じよう談だんかと思ったら、本当だったじゃない！　見なさい喪時！　あなたの好きな可愛い女の子が参上ですわよ？」

　よく通る、芯しんの強い声だった。それを間近で聞かされたものだから、彼女の声が耳から侵しん入にゆうし頭ず蓋がい骨こつで無限に反はん響きようし、伊依は脳が崩くずれてしまいそうになってしまった。

「……あん？」

　興味なげにそっぽを向いていた飽友が、アルテの発言にこちらを見て、なぜか失望の溜ため息いきを漏もらす。

「……んだよ、まだ餓が鬼きじゃねェかよ。俺は熟女が好きなんだよ、そんな骨っぽい女のコなんか食えたもんじゃ──」

「喪時！」

　鋭するどくアルテが叫さけび、飽友が嫌いやな笑いを口に浮うかべて手を振った。

「冗談だよ。あんまり激しく反応すると逆に怪あやしいぜェ？　くくく、しかし──巴、何人だって？　何人がこの場所にきた？」

「詳くわしくはわからない。あとで調べる」

　已己巳がじろりと飽友を睨にらみつけ、伊依の髪を引っぱったり、制服を摘つまんだりして興きよう味み津しん々しんなアルテに溜息をついた。そして諦あきらめたように伊依に視線を向けてくる。

「ところで、君たちはどうしてこの場所にきた？」

「え……？」

　どういうことだろう。殻蛇に事情が伝わっていないわけもないだろうし。伊依は奇き妙みような違い和わ感をおぼえながらも、知っているかぎりで説明した。

　古頃怪造高等学校の半はん壊かい。

　行き場を失った古頃の生徒が、難民として殻蛇怪造高等学校へ寄宿すること。

　期限は、古頃の復旧が終しゆう了りようするまで。……知っているのはこの程度だ。

「なるほどなるほど？」

　アルテが歌うように、独特の抑よく揚ようをつけて発言する。

「そういう事情でしたの。それは災難でしたわね？」

　にやにやと、奇妙な笑えみを顔に貼はりつかせて。

「そう、あなたたちは──失ったの？　敗北したの？　逃とう走そうしたの？　それは弱いからですわね？　なんと哀あわれな弱い生き物！　あははは！」

　哄こう笑しようするアルテを無視し、已己巳が冷静に伊依を見つめてくる。

「事情は理解した。ただこちらの準備も整っていない。なにぶん急な話だったから」

「あ。はい……」

　アルテの言葉にどことなく寒気を感じていた伊依だが、ひとまず考えないことにして頷うなずいた。なんだか、居い心ごこ地ちが悪かった。急に異世界に飛ばされてしまったみたいに、周りの状じよう況きようがうまく吞のみこめない。不安。ただそれだけが井い戸どの水のように湧わいてきて、その奥底には暗い恐きよう怖ふが眠ねむっている。

　已己巳は、ひたすら機械みたいに冷ややかな瞳ひとみでこちらを見み据すえていた。

「……ひとまず、当面の問題として、食事と寝ね泊とまりする場所がいる。食事はなんとかするが、君たち全すべてが安あん眠みんできるような寝ね床どこの用意はできていない」

「いいえ、巴、たしか裏の倉庫にテントや寝ね袋ぶくろが大量にありましたわよね？　あれを使っていただけば如何いかが？」

　アルテがさも名案、という感じに宣言する。已己巳が少し考えこみ、不思議そうに首を傾かしげた。

「そんなものがあったか？　僕は把は握あくしていないが」

「ありますの。わたくし、ここにきたとき探検しましたもの」

　踊おどるように、アルテはくるくる足あし踏ぶみをして廻まわる。

「探検するでしょう？　普ふ通つう、自分がこれから暮らす場所の周囲くらいは？　だって、ここはこれからわたくしという主役が演えん舞ぶをするための舞台なんですわよ？　細かい石ころに足を取られて転んだり、舞台袖そでに隠かくした大道具の使い方を知らずに恥はじを晒さらしたり、そんなもの嫌いやに決まっていますもの！」

　陶とう酔すいした彼女は、自分で自分を抱だきしめて花のように笑った。

「わたくしこそ主役！　世界の主人公！　この惑わく星せいの主プリ演マド女ン優ナ！　世界をわたくし中心に正しく回転させるためには、周囲の物事くらいはきちんと把握するのが当たり前！　宜よろしくて？　巴──それがわたくし、戯小路アルテですわ！」

「……だそうだ」

　已己巳が反応に困ったようにつぶやいて、伊依をじっと見つめてくる。

「裏の倉庫に、寝袋やテントがあるらしい。それらを使ってしばらく寝泊まりしてほしい。倉庫へは案内するし、運ぶのも手伝おう。何か質問はあるか？」

「え──あ、いや」

　いろいろと尋たずねたいことはある気がしたが、伊依がうまく言葉にできないうちにアルテが派手に手を挙げた。

「それでは、わたくし質問いいかしら？」

「君には何も尋ねていないが」

　已己巳の無表情をさらりと黙もく殺さつし、アルテは伊依の頭上、困ったように周囲を窺うかがっていた梅子を指さした。

「あなた、どうして人間と一いつ緒しよにいますの？」

〈……え？〉

　応こたえられない梅子を見て、楽しそうに今度はアルテが伊依を指さしてくる。

「あなた、どうして怪モン造ス生タ物ーと一緒にいますの？」

「え──っと、その」

　たしかに普通の怪モン造ステ学イス者トは、通常、怪造した怪モン造ス生タ物ーを役目が済んだらすぐに虚界アンダカへ戻もどしてしまう。一緒に行動しているほうが珍めずらしいのだ。もっとも、伊依はとある事情により、自分が怪造したわけではない梅子の観察を命じられてそばにいるのだが。

　それだけではない。伊依は瞬しゆん時じに表情を引きしめ、アルテを真っ直すぐに見つめた。

「梅子ちゃんは──友達だから。役目が済んだらさよならって、そういうのは嫌なんだ」

「ふふん？」

　アルテは興味深そうに伊依を見つめ、本当に、純じゆん粋すいに不思議そうな顔で首を傾げた。

「友達ってなんですの？」

「え………」

　かつて、伊依は同じ質問を幼なじみの少年にしたことがある。あのとき、彼はどう答えてくれたのだったか。考えているうちに、アルテはさも可笑おかしそうに高笑いした。

「仲間？　相棒？　奴ど隷れいと主人？　よくわかりませんが──たった一人で立てないなら、そもそも立っている資格がありませんわ！　誰だれかと協力する？　誰かの力を借りる？　そんな弱者、滅ほろびてしまったほうが迷めい惑わくが減って幸いですわ！」

　大おお真ま面じ目めに、戯小路アルテと名乗った少女は宣告した。

「たった独りで強く在る。それこそが、生物の完成した姿なのではなくって？　友達──というものに頼たよる、そばにいる、縋すがり、支えてもらう！　そんなもの、弱い生き物の価値観ですわ！　あなた、自分がどれだけ情けないことをしているかご存知？」

「な──」

　侮ぶ辱じよくされた。そう思った。伊依の夢。怪モン造ス生タ物ーは友達。それを真っ向から否定してくる価値観だった。

　だから、伊依は瞬間的に沸ふつ騰とうし、何も考えずアルテを見つめた。

「独りで立てる生き物ばかりじゃないよ、アルテさん……だったっけ？　あなたの言い方は、強い生き物しか存在してはいけないっていうふうに聞こえるよ？」

「そう言っているのですが何か？」

　あっさりと肯こう定ていする彼女に、伊依は絶句してしまう。違ちがう。このひとは違う。同じく最強の存在になることを求める侍さむらい少女が知人にいるが、彼女はその力を、誰かを守るためのものと定義している。けれど──アルテは、違う。この思想は。

　黄こ金がね色の髪かみに後光をまとった少女は、裂さけるような笑えみを浮うかべて堂々と言い放った。

「そう！　弱い生き物に存在価値はない！　そして、わたくしは強い生き物！　だから世界に存在する価値がある！　意義がある！　資格がある！　価値がない意義がない資格がない弱い生き物は、強者が生きるのに迷惑だから残らず滅べばいいのですわ！」

　戯小路アルテの、それは空井伊依の思考を真っ向から斬きり捨てる思想。

「そうして選民された世界に、最後に立っているのがわたくしだけでも、わたくしは、誰もいなくなった地球の真ん中で高笑いしてみせますわ！」

　あははははは、と力強い笑い声が生徒会室に響ひびきわたった。
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　わたくしは〝感情〟がわかりません。

　わからないものは要いらないものでございます。

　わたくしの役目は、ご主人様の平和な生活を守ること。そのために必要とあらば微笑ほほえみのひとつも浮かべましょうが、本当の意味で怒いかりや哀かなしみ、そういった感情をもつと役目に支障をきたすので要りません。そう思っておりました。

　なのに近ごろ、ご主人様が笑うと、わたくしは嬉うれしい。

　いつかこの平へい穏おんな生活が終わるときのことを思うと、憂ゆう鬱うつになる。

　そんな自分が恥はずかしい。

　笑ったり、泣いたりする人形など不気味なだけですもの。
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　ご主人様と笛吹き男は、特に楽しそうでもなく、けれど互たがいに不快そうでもなく、わたくしには理解できないお話をしております。

「この場所にはね、ひとつの学校があった」

　廃はい墟きよ。瓦が礫れきの山に腰こしかけて、道どう化けのように顔を白しろ塗ぬりにした男が両手を広げました。風景写真を汚よごした泥どろみたいに違い和わ感のある存在なのに、どうしてかこの場所の主あるじのように存在感があります。

　ご主人様は訝いぶかしげに、もはや元の形もわからないほど破は壊かいし尽つくされた建物の残ざん骸がいを眺ながめて首を傾かしげておりました。

「学校？」

「そう。学校というものの定義はよく知らないけど、私はこの場所を正しく学校だと思っていたよぉ、〝虚きよ無む〟の。世界についてよく知らない連中が集まって、互いに寄り添そい守りあい、大切なことを学んでいく、そんな素す敵てきな学校」

　うふふ、と笛吹き男は幼子のように笑いました。その声に合わせて三さん匹びきの鼠ねずみが彼の正面に並び、ちゅうちゅうと甲かん高だかい声で鳴きわめきます。

　その耳に響く声が、縒よりあわさって不思議なことに人間の言葉に変へん換かんされます。

〈ここは殻から蛇だ怪かい造ぞう高等学校！〉

〈異質な者どもが交じりあった、かつて存在しなかった、これからもきっと存在できない、世界でひとつの希け有うな学び舎や！〉

〈……もう潰つぶれちゃったけどね！〉

「はい、説明ありがとお」

　にっこり笑い、鼠たちに手を伸のばす男にご主人様は眉まゆをひそめました。

「なんじゃ、この鼠どもは。野生動物かと思ったら貴様の下従か。力を無む駄だに使うでない」

「無駄じゃないよお、〝虚無〟の。〝悲ヘツケン哀タール〟、〝憤クラム怒クラム〟、そして〝虚オヴリ無ビオン〟──この三匹をね、私はいちばん大切なお友達の分身だと思って愛しているの」

　その言葉に、ご主人様は皮肉げな嘲ちよう笑しようを浮かべました。

「救いようがない。我わが輩はいたちが友だと？　世界で最も相あい容いれない存在を友と呼ぶのか？」

「んふふ。そう、そうだよお、大公はみんな私の親友。そう思うことが平和への第一歩だって、あなたも理解できないわけないよねえ、〝虚無〟の」

「理解できるのと実行できるのとはちがう。我輩にはできぬ」

「むう。〝憤ふん怒ぬ〟も〝悲ひ哀あい〟もそんな感じなんだよねえ、大公どうし、どうせ切っても切れない関係なんだから仲良くすればいいのにさあ」

　やはり笑顔を崩くずさず、それでも物もの憂うげに笛吹き男は溜ため息いきをつきます。敵意のない、邪じや気きのない、寒気がするほど純じゆん粋すいな善意だけの存在。そんな彼の雰ふん囲い気きに、わたくしは警けい戒かいの念を禁じ得ません。

　こんな存在などありえないと思います。生き物は、生きているかぎり垢あかのように雑多な愛あい憎ぞうを身体からだにこびりつかせて、どうしても薄うす汚よごれ、また感情という不純物を取りこみ、濁にごっていくものなのに──この男は、今まさに産まれた赤子のように無む垢くでございます。

　人間の感情を物質化し、喜びとか嬉しさとか、そういうものだけ濾ろ過かしたら目の前のこの男になるのではないかと考えます。

「みんな仲良く、か」

　ご主人様は何かを思いだすように遠い目をなさいました。

「貴様は昔からそればかりだ。その結果が今の貴様ならば、この世界はよほど捻ひねくれた構造になっているらしい。なぁ、世界で最も弱い〝喜き悦えつ〟の大公よ。貴様の善意はどこまでも無意味のようじゃな。貴様の理想論で、みんな仲良くしたいという希望で、この世界の何かを変えられたか？」

「さてね。それはこれからのお楽しみ」

　にこにこ笑い、ご主人様の挑ちよう発はつ的な言動にもむしろ嬉しそうな顔をする笛吹き男でございます。何を言っても怒らない、純粋化した善意だけの存在、彼のほうがわたくしよりよほど人形めいていると思いました。

　彼は、くすくす、と幸せそうに微笑ほほえみました。

「少なくとも、今回の出来事は無駄ではなかったよ、〝虚無〟の。こちらの世界に、不思議な思想をもった少女がいたんだ。とびっきりの、きっと世界の全すべてを革命してくれる存在をね、見つけたの。今はまだ彼女は弱い。だから私が協力してあげる。彼女を中心として、橋はし渡わたしとして、この世界を私好みの仲良しこよしの世界にしてみせる」

「…………」

「あなたも協力してくれたら、とても嬉しい」

　笛吹き男の誘さそいに、それでもご主人様は反応しません。ただいつものように不ふ機き嫌げんそうな仏ぶつ頂ちよう面づらで、ただ何もかもがくだらないというように拗すねた顔をしているだけです。

　そう、世よ迷まよい言を申さないでくださいませ、笛吹き男。

〝喜悦〟の塊かたまりらしいあなたと、〝虚無〟の塊であるご主人様。二人は本来、対極に位置する存在なのでございます。そんな二人が協力するなど──。

「その『彼女』というのは、あの空すかい井い伊い依よりという少女か？」

　──え？

　ご主人様が口にした意外な名前に、わたくしは思考を無にして呆ぼう然ぜんとしました。

　混乱し、頭の中で情報と思考が錯さく綜そういたします。

　空井、伊依？

　あぁ、あぁ、思考が鬱うつ陶とうしい。感情が邪じや魔までございます。あらゆる不純物を排はい斥せきして冷静な思考をしなければ。わたくしは、わたくしは何も感じず考えない人形。

　全ての想おもいを拒きよ絶ぜつして考えねばならず。

　けれど、全てを捨てたらもう誰だれも愛することもできず。守ることもできず。

「……うん。この場所で、私は空井伊依と出会った」

　わたくしが理り不ふ尽じんな焦しよう躁そうに晒さらされているうちに、笛吹き男が微笑みました。

「私を初めて友達と呼んでくれた少女にね」

　理解──不能でございます。
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「──鬱うつの宮みや所長は現在、魔ま力りよく減退における存在希き薄はく化の抑よく制せい、すなわち強制怪かい消しようの原理に基づく部分的な怪消、移植技術の研究に従事しておりまして、ご存知のとおりあの方は研究中は何を言っても聞かずに引きこもるので面会は不可能でござい──」

「うっせぇ死ね！　ぐだぐだ言ってねぇで鬱宮の馬鹿を出しやがれよぉーっ！　もう集会を始めるから首に縄なわつけてでも引きずってこいって言われてんだからよぉっ！」

　虚界アンダカの怪かい造ぞう学には、表に知られない暗部がある。否いな──むしろその暗部こそが怪造学の本質であり、表に出ている怪造学は全すべて仮そめのものとも言えるので、その表現は微び妙みように正せい鵠こくを外していたが。

　ともあれ部外者立ち入り禁止の研究所で、一いつ般ぱん人にはまったく理解できないことを研究しつづけるここの連中はほとんど魔界の住人だ。日本語が通じない。こっちが何を言おうとも理解しようとしないので、怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア──爆はぜ川かわ嫌や凪なぎは門番のように立っていた研究所員を蹴けり飛ばして強ごう引いんに侵しん入にゆうする。

「どこだ！　鬱宮！　集会の前に面めん倒どうな研究は始めんなって何度も言っただろうがよぉーっ！　死ね！　あれで総長も気が短みじけぇから待たせると怒おこられちまうぞぉー!?」

　まだ年若い、豹ひようのようにしなやかな身体からだつきの女である。鮮せん血けつで染めたみたいな髪かみを三つ編みにまとめ、露ろ出しゆつの多い革かわ製の服と入れ墨ずみはどこか傭よう兵へいか殺し屋を思わせる。瞳ひとみは肉にく食しよく獣じゆうのごとき金色。口調も荒あら々あらしく、見た目は完全にそのへんにいるチンピラといった感じだった。

　しかし彼女こそが史上最年少で怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの資格を得た爆川嫌凪そのひとであり、怪造の技術を悪用した怪モン造ステ学イス者トや暴走した怪モン造ス生タ物ーを断罪する特とく殊しゆ部隊・怪造学会執しつ行こう部ぶの長を務める歴戦の英えい雄ゆうなのである。口を『へ』の字にし、その突とつ進しんを止めようとする研究所の連中を吹ふっ飛ばしながら歩くその姿は機嫌を損そこねた子供のようだったが。

　最さい先せん端たんの怪造学研究が行われている特殊な施し設せつ、〈裏〉研究部ラビュリントス。書類上はこの地上に存在しないはずの場所であり機関なのだが、このとおり、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アである嫌凪は許可さえあれば自由に出入りすることができる。薬品臭くさくて、うろつく所員もみんな陰いん気きで、気が滅め入いるのであまりこないが。

　何度も廊ろう下かを曲がり、階段を上り、ずかずか歩くが一向に捜さがし人は見つからない。手がかりもない。通りかかった所員を何度も捕つかまえて尋たずねたが、この施設の所長なはずの鬱宮の現在位置を知っている者はいなかった。彼は人望というものが壊かい滅めつしているし、そもそもいろんな意味で人間から遠いのでみんなに放置されているのだろうと思う。

「──ったく、相変わらず迷めい路ろみてぇな建物だぜ。しかもなんか入るたびに階段とか部屋とか増えてねぇか？　どういう仕組みになってんだこりゃ？」

　ぶちぶち愚ぐ痴ちを零こぼしながら嫌凪は自や棄けになって歩きまくった。

　一年に一度だけ開かい催さいされる怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア集会──一年間の活動結果と、今後の活動方針が話しあわれる怪造学会にとって重要な会議がまもなく始まろうとしている。基本的によほどの理由がないかぎり怪レイ造・モ学ンス教テイ授アは全員が強制参加、拒きよ否ひしようとしてもこうして誰かが無理やり引きずっていくことになる。

　鬱宮は精神的にも肉体的にも引きこもりで、他人に心を開かない厄やつ介かいな人物である。嫌凪は比ひ較かく的てきに好かれているので彼をつれてくる役割を任せられたのだが、嫌凪のほうが鬱宮は苦手だ。できればこんな腐くされ仕事はさっさと終わらせたかった。

　けれど行けども行けども廊下は終わらず、鬱宮は見つからない。いいかげん面倒になって嫌凪は深々と溜ため息いきをついた。

「あー、かったりぃ……」

　研究部長にして怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、非公式にだが数々の発明をもたらし怪造学界の技術力を五十年は先に進めたと謳うたわれる天才科学者──鬱うつの宮みや噓うそ。その名声は高く、成し遂とげた偉い業ぎようを知れば誰もが尊敬するだろうが、彼の実態を知ったものは鬱宮と二度と会いたくないと口を揃そろえて言う。会うと幻げん滅めつする。夢のままにしておきたかった。

　嫌凪はわりと好き嫌きらいがはっきりしていて、それは食べ物でも音楽でも人間でもなんでもそうだが、好きなものはとことん好きになるし、嫌いなものはとことん嫌いになる。そしてはっきり言って鬱宮のことは嫌いなのだ。陰気で不気味で、理解不能で、気持ちが悪い。できれば会いたくない。このまま引きかえして『彼は不在でした』とでも報告したい。

「──ま、んなわけにゃいかねぇんだけどよぉー。……はぁ」

　外見からは誤解されるが、嫌凪は真面目まじめな性格をしている。噓をつき任務を放ほう棄きするのは我が慢まんならなかった。

　帰りたいと主張する悪あく魔まと帰っちゃだめだと主張する天使が、脳内で侃かん々かん諤がく々がくの言い争いをするのをぼんやり眺ながめつつ、嫌凪はポケットに手をつっこんで歩いているうちに見知った顔を発見した。

「あれっ、あんた──おい」

「………？」

　髪を後ろに撫なでつけた、神経質そうな男だった。薄うす縁ぶちの眼鏡めがねをかけていて、汚よごれのひとつもない白衣をまとっている。彼は小こ脇わきに書類の束をまとめ、口内でぶつぶつ数式だかなんだかをつぶやきながら歩いていた。

　誰だれだったか、見覚えはあるのだが──と少し考え、やがて思いいたって嫌凪はポンと手を叩たたいた。

「あ、そうそう。あんた、倉くら波なみ無な楽らく」

「爆川嫌凪……部長」

　呼び捨てにし、それから思いだしたように肩かた書がきを口にして、倉波無楽という男はかるく会え釈しやくした。彼は以前、あの空すかい井い伊い依よりも関かかわった《愛シヤリ天テコ使ラール》の事件で世界滅めつ亡ぼうのために行動した犯罪者だが、その技術力を評価されてこの〈裏〉研究部に配属されたのだった。彼の他ほかにもそういう経緯で研究に参加させられている技術者は何人かいる。怪造学会はつねに人材不足なのだ。

　気安く手を挙げ、なんだか活いき活きしているような彼に笑いかける。

「よっ。なんか元気良さそうじゃねぇの、もう研究所には慣れたか？」

「おかげさまで。この研究所にいる連中は他人との世間話もできない、人生の幸せを見失っている、けれど知的好こう奇き心しんと探究心だけが過か剰じような人外どもです。そしてね、私もどうやらそんな化け物どもの仲間だったようで、自分でも驚おどろくほどに居い心ごこ地ちがいいですね」

「なるほどなぁ。あ、わかった、だからラビュリントスって名前なんだなぁこの研究所。それってよ、化け物どもが出られないよう閉じこめるための迷宮の名前なんだぜ」

　ひひ、と笑うと、倉波も苦く笑しようした。彼は以前よりも表情が柔やわらかくなったな、と嫌凪は思う。嫌凪は悪党は許せないし、悪事を誰よりも憎にくむ。けれどこうして更こう生せいし、優やさしく笑えるようになるならば、無理してみんな断罪し処しよ刑けいしようとまでは思わない。

「今はどんな仕事してんの？　あんた、たしか呪じゆ具ぐの開発が専門だよな？」

「ま、新入りですし、そんな大したことはさせてもらえませんね。主に怪造の理論を利用した電子レンジとか、あまり研究を急がないお遊びのような発明品の開発を。そうですね──呪文を唱えるだけで電気がつく照明とか、眠ねむったときに好きな夢が見られる装置とか」

「あ、いいな、それ欲しい」

　そんなくだらない会話をしていると、倉波が不思議そうに首を傾かしげた。

「そういえば、爆川部長はどうしてここに？　さっき研究所の入口あたりが騒さわがしかったようですが……」

「あぁ、これから集会だから鬱宮を呼びにきたんだけどよぉー、どいつもこいつも、どこにいるかわかんねぇって寝ね言ごとぬかしやがるから暴れたの、俺」

　悪意なく笑う嫌凪に、なぜか懐なつかしそうに倉波は苦笑いをする。知人に嫌凪と似た性格の誰かでもいるのだろうか。

「鬱宮所長ですか。……私でよければご案内しましょう。ここのところ、ずっと所長は地下に閉じこもっていましてね」

「うん。助かる。しかし地下か──」

　地下の暗がりにいる鬱宮の姿を想像し、嫌凪は眉まゆをひそめる。

「化け物どもの親玉は、いったいンなところで何やってやがるんだ？」

「いつものとおり──現実逃とう避ひでしょう」

　冷れい淡たんに応こたえる倉波の背を、嫌凪はまた大きく溜息をついて追いかけた。
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「はぁ──────」

　陰いん鬱うつな部屋だった。薄うす暗ぐらく、部屋にかろうじて輪りん郭かくを与あたえているのは小さな裸はだか電球がひとつだけ。剝むきだしのコンクリート壁へきには赤黒く得体の知れない染しみが目立つ。

　拷ごう問もん部屋、そんな単語を嫌凪は思い浮うかべる。

「うぅ………………」

　なかでも根本的に部屋の内と外を隔へだてているのは、空気だ。さながら異世界のように大気の構成物質が異なっている。嫌いやな臭においが立ちこめており、ここは長くいてはいけない空間だと肺が悲鳴をあげて訴うつたえる。揮発した薬品や、濃のう厚こうな血と吐と瀉しや物や、何よりこの部屋の主あるじが吐はきだす滅めつ々めつとした溜ため息いきが酸素や窒ちつ素そを変質させ汚お濁だくさせている。

「あぁ──────」

　轟ごう々ごう、と反はん響きようする低い呻うめき声に、嫌凪は眉をひそめて室内に呼びかけた。

「鬱宮！」

　瞬しゆん間かん、ぴたりと誰かが嘆なげくような声が止まり、痛いほどの静せい寂じやくが返ってくる。嫌凪は夜目が利きくほうだが、部屋のどこに目的の人物がいるのかは判然としない。廊ろう下かから差しこむ眩まぶしげな照明も室内の闇やみを駆く逐ちくするには至らず、逆にその漆しつ黒こくを際きわだたせている。

　何が落ちているかわからないので、踏ふみこむのに躊ちゆう躇ちよし、嫌凪は後方に倉波を控ひかえさせたまま声をはりあげた。

「俺だよ！　鬱宮さんよぉー、もう集会が始まるっつーの！　さっさと出てこい！　どこにいやがる!?」

「うぅ──────」

　すると返答なのか、ただの嘆たん息そくなのかよくわからない唸うなり声と。

「外は……怖こわい………」

　水すい滴てきを床ゆかに落としたような、独特の余よ韻いんを残す鬱宮の台詞せりふが聞こえた。

　いつもながら喋しやべっているだけで体力が磨すり減っていくというか──まぁそれは鬱宮に限らずどの怪レイ造・モ学ンス教テイ授アも同じなのだが、暗い気分になる亡ぼう霊れいのごとき声だった。

　研究部長・鬱宮噓は闇に融とけたまま囁ささやく。

「ここは……居心地がいい。元来、アタシは闇に生まれ闇に暮らし闇に死ぬべきこの世界の異物。ひひ。光は嫌きらい。外は嫌い。だってそこはアタシの世界じゃなくて、アタシは世界の素そ粒りゆう子しひとつひとつから嫌けん悪おの視線を向けられて攻こう撃げきされ殺そがれていく。ここはオマエのいるべき世界じゃないんだ……。出ていけ……、出ていけ……、聞こえない？　アナタには、世界がアタシを拒きよ絶ぜつする声が────」

「…………」

　会話が成立しているようでいて、実際のところ完全に破は綻たんしている。昔からずっとこうだ。嫌凪が初めて鬱宮に会ったのはまだ空すかい井い滅めつ作さくという上司の下もとで見習いをやっていたころだが、そのときから彼は滅作が引きずりださなければ暗い部屋の隅すみっこでぶつぶつ独り言をつづけていた。延々と。

　嫌凪は倉波に目配せし、しゃん、と怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの階級を示す金色の腕うで輪わ──《門ＧＡＴＥ》を振ふった。

「……聞こえねぇなぁ、ンな声は。たとえ聞こえたとしても『うっせぇ放ほうっとけ』って感じ？　おい鬱宮、空井のオッサンがいつも言ってただろうがよぉー、そんなに思い悩なやまなくても世界はてめぇなんか特に気にしてねぇー、てめぇを攻撃するほど暇ひまじゃねぇーって」

　瞬間、嫌凪の腕輪から虚界アンダカの出口にして入口──激しく鮮せん烈れつな光が迸ほとばしる。本来、この状態で呪文を唱え、呪印を刻み、怪造を実行するのだが、今の嫌凪は単純に部屋を照らすための照明としてこの光を利用しただけだった。

　ばちばちと爆はぜる火花は太陽もかくやというほど輝かがやき、泥どろのように沈ちん殿でんしていた闇を残らず除去していく。少しでも怪造学を齧かじったことのある者ならばその光量、そして持続時間に驚おどろくだろう。普ふ通つうはこのような松たい明まつのごとき明るさではない。

「──────ひっ」

　拠より所である暗がりを奪うばわれ、鬱宮がか細く悲鳴をあげる。

　その姿は異様だった。

　泥人形。あるいは闇人形。どう表現してもいい、とにかく人間ではないと一目で理解できる外見だった。沸ふつ騰とうした闇──ごぽごぽと泡あわ立だち、時おりその輪郭を歪ゆがませる人ひと型がたをした黒い色。頭部らしき位置に妙みように丸い眼球があるが、驚いた表紙にボタボタッと落ちたことからわかるとおり、ただの飾かざりで視覚はない。

　鬱宮噓の偉い大だいなる発明、尊敬すべき功績が世間には残らず秘ひ匿とくされているのには理由がある。

　彼は人間ではなく、とある研究により突とつ然ぜん変へん異いを起こした怪モン造ス生タ物ーなのだ。

「あ──あ、ひ、い……、アタシ、アタシ」

　ぶくぶく煮にたち、粘ねん性せいの液体のように瞬間的に溶とけ崩くずれ、水たまりのようになった鬱宮は床をずるずると這はいまわる。そのまま光を畏おそれるように部屋の隅っこまで移動し、原形をなくして吹ふき溜だまったまま怯おびえる。

　彼の過去に何があったのか、彼が本来、どんな名前で呼ばれていた怪モン造ス生タ物ーなのか、嫌凪は知らない。彼が空井滅作に怪造されたという事実だけは聞いたことがあるが、他ほかのことは何もわからないし、興味もない。

　彼の名前は鬱宮噓。様々な研究を発展させて成功させた怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア。嫌凪の仲間。それだけが事実だった。他の全すべてはどうでもいい。彼が怪モン造ス生タ物ーだとかそういう理由で差別するつもりはない。

　嫌凪の思考は単純である。人間であれ、怪モン造ス生タ物ーであれ、うじうじ悩むようなやつは嫌いだ。行動をせず怯えるだけの相手なら、首筋を引っ摑つかんで無理やりにでも外へ出す。そして、そんな我がままを通すからには全力でそいつを守ってやる。

「鬱宮。集会の時間だ。仕事はきちんとやりやがれよぉー」

「…………」

　応こたえない鬱宮に、嫌凪は歩み寄り、落ちていた眼球を闇色の水たまりに浮うかべてやる。

「職務怠たい慢まんなやつはよぉ、たとえ怪レイ造・モ学ンス教テイ授アでも執しつ行こう部長のこの爆川嫌凪が許さねぇぜぇー。それによぉー、あんたは怪レイ造・モ学ンス教テイ授アじゃまだ信用できるほうなんだからさ、あんたが参加してくんねぇとあの集会が居い心ごこ地ち悪わりぃだろぉー？」

「…………」

　引きこもりの不定形生物は震ふるえ、沈ちん黙もくを固持している。何を言っても無む駄だ。そんなことは知っている。極度の人見知りと人間嫌ぎらい、鬱宮噓はいつも死力を尽つくして外出を拒こばむ。

「はぁ。じゃ──仕方ねぇ」

　嫌凪はそんな彼のそばにしゃがみこんだまま、長く溜ため息いきをつき、手持ちぶさたの倉波を振りかえりもせず呼びかける。

「……おい倉波、モップとバケツ持ってこい」

　その嫌凪の発言の意味を正しく理解したのか、びくっ、と鬱宮は電でん撃げきが走ったみたいに反応した。

「────────やだ」

　そして変な虫のように嫌凪の手元から逃のがれ、悲鳴をあげて部屋を縦じゆう横おう無む尽じんに這いずりまわる。

「やだっ！　やだっ！　やだ──っ！　外は怖こわいのぉぉぉ！　他人になんか会いたくない！　誰だれかと喋しやべるのも嫌いや！　嫌！　嫌！　嫌！」

「待てコラ────ッ！　おい倉波、早くしろ！　どこ行きやがる鬱宮ぁぁ！　この俺から逃にげられると思ってんのかよぉーっ！」

　結局、いつもこうなる。嫌がる鬱宮を強制的に捕ほ獲かくして引きずっていくことになる。

　滅作はもっと巧うまくやっていたのにな──と嫌凪は一いつ瞬しゆんだけ少女らしい表情になって、溜息をついた。
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「────うぅ、しくしくしく…………うぅぅ、しくしくしく……──」

　バケツいっぱいの鬱宮の重さを感じつつ、変な幽ゆう霊れいみたいに泣きつづける彼を無視して嫌凪は狭せまい航ヘリ空コプ機ターの座席に座りこんでいる。あれから根こん性じようで鬱宮を捕獲し、こうして何かの罰ばつのように両手にバケツを持って怪造学会本部に帰き還かんした。気分としては小学生のころ遅ち刻こくしてバケツを持ったまま廊ろう下かに立たされたあの感じに似ていた。ひたすら惨みじめだ。

　待機させていたヘリで〈裏〉研究部を出発し、そこから怪造学会本部に到とう着ちやくするまでの数十分、鬱宮は飽あきもせず陰いん気きに泣きつづけていた。さすがの嫌凪も気分が暗くなり、また体力を失い、これからさらに変態的な他の怪レイ造・モ学ンス教テイ授アと会議をしなければいけないという事実に暗あん澹たんとする。

「はぁ──、面めん倒どうくせぇ」

　やがてすぐに目的地に到着。ばるばるばる、と回転する航空機のプロペラ。それが巻きおこす風と騒そう音おんを背中に受けつつ、嫌凪は機内から飛びおりた。そして鬱宮を両手に持ったまま遊歩道をのんびりと進んでいく。寂さびれた樹木が目立つこの道はすでに怪造学会本部の敷しき地ち内だが、目的地はさらにここを踏とう破はした先にある灰色の建物だ。大きな建築物なのでここからでも木々の隙すき間まに見える。もっとも、あの建物は幻げん影えいだかなんだかで演出された偽にせの外観でしかないのだが。

「…………」

　長閑のどかに小鳥が鳴いている。それにわずかに和なごんだが、鬱宮の悲ひ哀あいに満ちた啜すすり泣きが嫌凪の心の平へい穏おんを邪じや魔まする。どうしてこう、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アにはまともなやつがいないのだろう。

　考えていると──不意に。

　どん、と背中に衝しよう撃げきを感じた。

「お……？」

　気配がなかった。とくに警けい戒かいはしていなかったが、油断していたわけでもない。だからこそ、嫌凪は一瞬だけ戸と惑まどった。重いバケツのせいもあって体勢を崩くずし、前のめりに傾かしいでいく身体からだを止めることができない。

　視界が上にスライドし、あぁ転んでしまう、と思って足を踏ふんばろうとする。

　その刹せつ那な、十分の一秒か、百分の一秒かの短い間かん隔かくで第二の衝撃がきた。

「う──わっ！」

　今度はさっきよりも強きよう烈れつだった。嫌凪は堪たまらずバケツを放ほうりだし、三つ編みを舞まわせて派手に転んでしまう。地面にぶつけた鼻っ面つらの痛みと、正体不明の衝撃に対する狼ろう狽ばい──焦あせっているうちに、あろうことか、倒たおれた嫌凪の後頭部に重みがはしった。

　ぐりぐりぐり……。

「…………」

　嫌凪は、冷静に己おのれの置かれた状じよう況きようを把は握あくすることに努めた。自分は何者かに背後から攻こう撃げきされ、倒れ、今──屈くつ辱じよく的なことに、靴くつで踏みつけられてぐりぐりされている!?

　頭に、かっ、と血がのぼった。

「ぐぐぐ………」

　せめて立ちあがろうと地面に手をつき、頭を上げようとしたが踏んでくる力は意外に強い。何か巨きよ大だいな瓦が礫れきにでも圧のしかかられているような重み──。

「ふんぬぅぅ！」

　しかし諦あきらめず、嫌凪は全力を振ふりしぼると誰かの足を振りきって跳ちよう躍やく。痛む頭を手で押さえて怒ど鳴なった。

「だ──誰だコラぁ！　死ね！　いきなり……、なに………、を」

　怒いかりに充みち満ちた声が、だんだんと尻しりすぼみになる。べつに相手に敬意を払はらったわけでも、大好きな相手だったから向かっ腹が立たなかったというわけでもない。むしろ逆だ。嫌凪がこの世でいちばん嫌きらいな存在がそこにいて、そんな相手に自分が頭を踏みつけられたという事実に憎ぞう悪おが飽ほう和わして頭が真っ白になってしまったのだ。

「てンめぇぇぇぇ………！」

　全身が恥ち辱じよくと激げき昂こうに震ふるえ、嫌凪は額に血管を浮うかばせ、臨戦態勢になって唸うなる。瞳ひとみは炯けい々けいと輝かがやき、歯は軋ぎしりをして己の怒りを全身で表現する。

「不ふ動どう霧きり晴はる……！」

　そこに立っていたのは、気け怠だるげな男。姿勢が悪いのでそうは見えないが長身で、身体つきも筋肉質で、がっしりとしているのが服の上からでもわかる。盛りあがった腕うでの筋肉に、絞しぼられた腹筋、戦うために生まれたような、絵画に描えがかれる戦士のごとき恵めぐまれた肉体。

　腰こしと肩かたと背中、それぞれに長さのちがう刀をぶら下げ、頭部の鉢はち金がねと籠こ手てには真しん紅くで〝斬ざん〟という文字が刻まれている。光の加減か、どこか狂きよう気きを孕はらんだ両目は左右の色が違ちがって見えた。
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　殺しあうための肉体に、危険な兵器を忍しのばせた悪あく魔ま。

　彼の名前は不動霧晴。怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの資格を与あたえられ、怪造学会本部に出入りする権利を与えられたものの、特定の職務をもたずに総長の勅ちよく命めいのみを遂すい行こうする〝役番無し〟の男。

　そして嫌凪の宿敵。生しよう涯がい、相あい容いれないだろう人生における天敵だった。

「てめぇ……、今、俺に何しやがったかわかってんだろうなぁ……？　あ？　死にてぇのかコラ？　不動……！」

　顔を泥どろで汚よごしたまま、嫌凪は鉢金で隠かくされた彼の鋭するどい目を睨にらみあげる。しばし両者の狭はざ間まで稲いな光びかりのように視線が弾はじけ、ざわっ、と周囲の木々が殺気に反応して震えた。

「あぁ……」

　不動は、とくに面おも白しろそうでもなく、厭えん世せい的な表情でつぶやいた。

「なんや……。足元をチョロチョロ動いてる虫がいんなァと思うたら爆川の小こ娘むすめかい。何やっとんのこんなところで？　目め障ざわりやから道の隅すみっこを歩いてくれる？」

「あぁん？　ンだとてめぇ……」

　嫌凪は彼のことが世界でいちばん大嫌いで、彼も嫌凪のことが宇宙でいちばん目障りらしい。会えば必ず喧けん嘩かになり、高確率で殺しあいになる。

　嫌凪は不動が心の底から嫌いだ。その表情が、口調が、声が、仕草が、その全すべてが嫌いだ。吐はき気がする。なんでこんなに腹の立つ生き物を生みだしたのか神と地球に文句を言いたい。世界に死んでいい生き物がいるとしたら、それは間違いなくこの不動霧晴だ。

　ぐっと背せ伸のびし、眼力で相手を殺すつもりで睨みつける。吐と息いきすら触ふれる距きよ離り。近くから見てもこいつは癪しやくに障る。目鼻立ちに苛いら々いらする。体たい臭しゆうに不快になる。彼が呼吸をしているのを感じてこいつのために酸素が消費されているという事実を知り憤いきどおる。

　腰に手を当て、低く相手に宣告する。

「てめぇ──帰れよ、消えろよ。むしろ死ね。本当に死ね。無意味に死ね。土に還かえるのも不ふ愉ゆ快かいだから、分子崩ほう壊かいを起こして完全に消しよう滅めつして死ね」

「あ？　おまえ誰だれに命令してんの？　すごく不思議。あのね、弱いやつがね、自分より強いやつに命令するのは世界の摂せつ理り的に違い和わ感ありまくり」

　挑ちよう発はつ的な不動の言い分に、視界が赤く染まり、理性が吹ふき飛び、嫌凪は拳こぶしを握にぎりしめて胸の前に挙げる。意思を無視して手首の《門ＧＡＴＥ》が爆はぜ、攻こう撃げき的な光を舞まい散らしている。

「誰が弱いって？　試ためしてみるか？　あ？」

「試さなくてもさぁ、経験的にわからんかな？　おまえさぁ、おれに会うたびに喧嘩売ってくるけど、これまで一回もおれに勝ったことないやろ？」

　自然体で構え、茶飲み話でもするように語りつつも、その姿勢にも雰ふん囲い気きにも油断はない。きっかけがあれば、その三本の刀のうち何本かが嫌凪に向かって解き放たれる。居合い抜ぬきには向かないほとんど触れている距離だが、不動霧晴に限ってはあらゆる戦せん闘とうの常識が通用しない。

　こいつに会うたびに思う。不動は戦うために生まれてきた男だ。他ほかの才能は残らず摩ま滅めつしており、ただ相手を傷つけ倒たおし殺しまくる技術と才覚のみに特化している。

　戦えば勝てる保証はない。むしろ彼が言うとおり、嫌凪は彼に勝ったことが一度もない。けれど、だからといって彼は見過ごせない。嫌凪の存在意義に関かかわる問題だ。こいつが生きてこの地上を歩いていることが嫌凪には我が慢まんならないのだ。

「余よ裕ゆうこいてんじゃねぇぞ、この殺さつ人じん鬼きが……。本当に殺してほしいのかよぉ？」

「あ、すまん。それは無理や。実力のちがいがまだわからへんかな？」

「────」

　ここまで馬鹿にされたら、もう引けない。爆川嫌凪は怪造学界の秩ちつ序じよを司つかさどる執しつ行こう部ぶの長。こいつはかつて大量の人間を殺さつ戮りくしたくせに、その罪を問われずにのうのうと生きて反省もしない犯罪者。仲良くできるわけがない。存在そのものが対極に位置している。

　本当に──ここで殺してやろうか。

「……あ、今日はマジやね、爆川。なんか嫌いやなことでもあった？」

　口調だけは吞のん気きに、その全身から濃のう密みつな殺意を零こぼれさせ、不動は腰の刀に手をやった。殺しあいを好む彼が故意に嫌凪の神経を逆さか撫なでし、死闘を始めようとしているのはわかっている。そんな相手の思おも惑わくに乗るのも気にいらないが、わかっていても彼に対する嫌けん悪おは抑おさえられない。

　わずかに後方へ跳とんで距離をとり、全身に攻撃の意思を循じゆん環かんさせて唸うなる。

「殺してやる……」

「殺してやる……」

　異口同音に宣告すると、互たがいの殺気が反応しあい、融ゆう合ごうし爆ばく発はつして止まらなくなる。水と油の関係だ。こうなることは最初からわかっていた。嫌凪は露ろ出しゆつさせた肌はだの入れ墨ずみに燐りん光こうをまとわせ、目の前の相手を挽ひき肉にくにしてやろうと思い、身構え──。

　瞬しゆん間かん。

「────!?」

　世界が、真っ黒になった。

　瞬まばたきのうちに夜になったのかと疑う。あるいは刹せつ那なに首でも飛ばされたか。しかし嫌凪の予想に反し、昼夜が逆転したわけでも殺されたわけでもなかった。

　地じ響ひびきが、視界の黒に遅おくれて嫌凪の身体からだを震ふるわせる。地面に亀き裂れつが走るほどのその震しん動どうに、空から、何か途と方ほうもなく重いものが降ってきたのだと嫌凪は理解した。

　正面を注視する。そこに嫌凪の視界を隠した巨きよ大だいな人ひと影かげが立っている。

「高たか橋はし………」

　それは奇き妙みような巨人だった。他に表現のしようもない。全身を西洋の鎧よろいのごとき黒光りする甲かつ冑ちゆうで覆おおい、どこにも肌が露出していない。不動よりもさらに高い背せ丈たけは二メートルをかるく超こえているか、威い圧あつ的な、けれど空くう虚きよな印象をもつ不思議な人物だった。

　腕うでを組み、手首の先から刃やいばを伸のばしたその姿は十じゆう字じ架かに似て神こう々ごうしい。

　嫌凪と不動の中間──殺意が充じゆう満まんし、今にも破は壊かい力が弾けそうだったその隙すき間まに怯ひるみもせずに落ちてきて、ゆっくり周囲を睥へい睨げいしたその巨人は低く呻うめいた。

「────ギ」

　喧けん嘩かしてはいけない、仲良くしなくてはならない、と穏おだやかに輝かがやくその双そう眸ぼうが無言で語っている気がした。

　彼の名前は高たか橋はし十とう。怪レイ造・モ学ンス教テイ授アにして怪造学会の防衛部長。その正体は不明で、嫌凪は彼が鎧を脱ぬいだ姿を見たことがないが、変人奇き人じんが集まった怪レイ造・モ学ンス教テイ授アのなかでは最も善良な存在だと嫌凪は彼を評価している。

「邪じや魔ますんじゃねぇ──高橋」

　すでに大方の殺気は霧む散さんしていたが、空回りした悪意を持て余し、嫌凪は高橋を睨ねめあげる。ほとんど自分の二倍近い身長をもつ高橋を前にすると、ぎゃんぎゃん騒さわいでも子供の我がままにしか見えなくて情けないが。

　無言で腕を組んだまま、直立不動の高橋の肩かたの上、にゅるん──と不意に不定形の鬱宮が現れ、作りものの眼球でこちらを見下ろしてきた。どうも彼が通りすがったか見回りをしていた高橋を見つけ、ここまで連れてきたらしい。鬱宮は平和主義者ではないが、悪意に敏びん感かんなので誰かが争うことを嫌きらう。

「………喧嘩しちゃだめ。総長が怒おこるし……。アタシはどうでもいいけど……、みんな死んでもいいけど………、仲間どうしで殺しあうとか、そういう光景を見ると死にたくなるし──あぁ、あぁぁあ……嫌な想像をしてしまった──なんでアタシがこんな気分にならなくちゃいけないの……？　世界なんか滅ほろべばいいのに……！」

「ギ」

　譫うわ言ごとをつぶやく鬱宮を無視し、高橋が嫌凪に手を伸ばしてくる。そのまま嫌凪は彼に軽々と持ちあげられ、その肩にがっしりと担かつがれてしまった。

「なっ、なにしやがる高橋！　放せ！」

「…………」

　じたばた暴れたが無む駄だで、高橋は地響きをたてつつ無言で道を進んでいく。体格差がありすぎる。相手をぶち倒たおすつもりで抵てい抗こうすれば逃のがれられそうだが、高橋は何も悪くないのだからそれもできない。どうしたもんか──と考えているうちに疲つかれてきて、どうでもよくなって、嫌凪は高橋の肩でぐったりと身体を投げだした。そのまま普ふ通つうに運ばれていく。

「……ちぇっ」

　不動がどこか玩具おもちやを買ってもらえなかった子供のように舌打ちをしたが、すぐに彼もやる気をなくしたのか、高橋を追いぬき怪造学会本部へ向かっていった。

　長閑のどかな道を──奇妙な人物たちが進んでいく。

　かくて全すべての怪レイ造・モ学ンス教テイ授アがこの地に集まり、今年度の怪造学会集会が開かい催さいされる。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　戦たたか橋はし舞まい弓ゆみ。剛ごう毅きで実直、曲がったことが大嫌いな正義の侍さむらい少女。蜘く蛛もの巣柄がらのバンダナを巻き、今はタンクトップにジーンズの軽装に銀の首くび飾かざりだけを下げている。ただ手の届く位置に置いてある日本刀が存在感を主張していて、微び妙みように怖こわい。

「ふむ。強くなりたい──か」

　殻から蛇だ怪かい造ぞう高等学校が建つ丘おかの下、程ほど良く雑草なども刈かられている広場である。人数分のテントと寝ね袋ぶくろを用意してもらった古こ頃ころの一年生は、それぞれ適当な人数で班を組んでテントを張っていた。

　伊依は一年星組、舞弓は一年月組だが、今の古頃にはクラスの区別などあってなきがごとしなので誰だれも文句は言わない。そもそも人数が少ないのだ。選えり好みをしていたら班すら作れない。

「うん。殻蛇の生徒の、戯ざれの小こう路じさんってひとが言っていたんだけど」

　力仕事が苦手な伊依は、手て際ぎわよくワイヤを張りプラスチックの釘くぎを打ちつけている舞弓を懸けん命めいに補ほ佐さしている。

　汗あせを拭ぬぐい、釈しやく然ぜんとしない表情で伊依は世間話のついでに語らう。

「あのひとが言ってることは、筋はとおっていたの。理り屈くつではわかるの。でもなんだか、納なつ得とくできないんだ。弱いからみんな仲良くする。なら弱いのは悪いことなの？　仲良くするのも弱くて情けないことなの？　独りぼっちで強くなることが人間の完成した姿なのか、あたしわかんない」

「私が思うにな」

　手を休めず、息も切らせず作業をつづけて舞弓が応こたえてくれた。

「そいつは手段と目的を取りちがえている」

「……どういうこと？」

　反問し、伊依は舞弓を見る。侍少女は、かつての失敗を悔くやむような表情で不ふ機き嫌げんそうに言った。

「つまりだな、お金にたとえて説明してやろう。お金が欲しい。たくさん欲しい。そう望んでいるやつがいるとする。普通は、何か買いたいものがあるとか、病気を治ち療りようしてもらうにはお金が必要だとか、そういう理由があってお金を欲しがる。当たり前だ。お金そのものに価値などない。ただの紙か安い金属の塊かたまりだ。それは何かと引き換かえにしてこそ初めて意味がある」

　舞弓もこちらを見た。真っ白な髪かみに深しん紅くの瞳ひとみ。ときどき、驚おどろくほど美しく感じるこの少女は、切れ長の瞳でただこちらを注視している。

「だが、ごくたまに、お金を儲もうけること、お金を手にいれることが目的になってしまう人間もいる。伊依も見たことはないか？　お金が欲しい欲しいと言っていて、実際、お金を手にいれたら何を買うの？　と尋たずねたら言葉に詰つまってしまうやつ。そいつはただ、お金がたくさんあれば自分は幸福になれるのだと勘かん違ちがいした愚おろか者だ」

　そうか、と伊依は思う。だから舞弓は手段と目的を取りちがえていると言ったのだ。お金はあくまで何かを手にいれるための手段にすぎない。その手段をたくさん増やすことが目的になってしまえば本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「お金を強さに置きかえれば、その戯小路なんとかの思考もわかるだろう。たった独りで強くなって、世界の何もかもを実力でもぎとれるようになって、何が嬉うれしい？　考えてみろ、世界中のお金を手にしたって、生き残ったのが自分だけだったらそんなもの無価値だ」

　伊依は想像してみた。そして、あまりにも悲ひ惨さんな光景に背筋が冷えた。無数の屍しかばねが転がった地球で、ただお金に縋すがりついている誰か。それは世界で独りだけ生き残っても、地球の真ん中で笑ってみせると告げたあの少女の姿に重なった。

「力も同じだ。大切な何かを、あるいは誰かを守るために強くなりたいと望んだはずなのに、いつのまにか強くなることそのものが目的になってしまう。自分の筋肉を眺ながめて何が楽しい？　積みあげたお金を見つめて悦えつにいっているような、そのくせ何も手にいれられない、何も守れない、哀あわれなやつだ、そいつは」

「…………」

　突つきはなすような舞弓の言葉に、伊依は押し黙だまってしまう。たぶん、舞弓もかつてアルテと同じようなことを考えたことがあるのだ。そして今のような考えに至って、やめた。あるいはいつも自分に言い聞かせているのだろう。そうでなければこうも流りゆう暢ちように語れまい。

　強くなる。そのことの意味をきちんと理解して、努力をつづける彼女が、伊依は純じゆん粋すいに偉えらいと思った。同時に、アルテのことが心配になってしまう。

「ただ、気をつけたほうがいい。伊依」

　舞弓が、深く斬きりつけるような声で告げてきた。

「私はその戯小路とやらを知らぬが、そういう思考をもった輩やからは危あやうい。お金が欲しくて堪たまらない人間は、あらゆるものを売りはらい、また他人の財産を盗ぬすみ、あるいは無計画に借金し、そのくせ、いくらお金を手にいれても満足できず──周囲と、己おのれに、破は滅めつを呼ぶ」

　なるべく近づかないほうがいい、と舞弓は神しん妙みように忠告してくれた。

　伊依は考える。戯小路アルテ。世界の主人公と己を定義し、世界に生きる資格があるのは強者のみと語った彼女。彼女は本気だった。手段と目的を取りちがえ、暴走している。本当に──危ういな、と思った。

　しかし。ふと疑問に思った。お金なら、たしかに何かを売りはらったり、借金をしたりして増やすことができるだろう。だが強さはどのように増やす？　強さの借金、強さを盗む、そんな芸当が可能なのか？

　ありえない空想だが、もしも可能だとしたら──。

　なんだか、心臓を鷲わしづかみにされたような、ぞっとする感覚が伊依を襲おそった。そんな生き物がいて、アルテのような思想をもっていたら、本当にあらゆる他者の強さを奪うばって全ぜん滅めつした地球で高笑いする。

　そして、そんな地球は、伊依が望む世界の対極に位置する寂さびしい世界だ。

「心配するな、伊依」

　舞弓が、伊依の心を読んだように低く宣言した。

「そのような愚か者は、いずれこの戦橋舞弓という壁かべにぶつかって滅ほろぶ宿命にあるのだ。この世に正義があるかぎり、悪の栄えた例ためしなし！　咲さかせてみましょう無む辜この花！　という感じで」

　という感じで、と言われても。

　伊依は呆あきれたが、なんだか不安が解けていくのを感じた。まだ胸の内側に嫌いやな感じが渦うず巻まいているが、今はまだ、それは明確な形をとらずに漂ただよっているだけだった。
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　夕飯は焼き肉に決まった。

　急きゆう遽きよ、テントに泊とまることになった古頃の生徒一同は、もはやほとんど当初の目的を忘れ、降って湧わいたキャンプ生活を楽しんでいるようだった。マイペースな人間が多いのだ、古頃の生徒は。

　もちろん伊依もご多分に漏もれず、未解決の問題をいくつも抱かかえていたものの、それなりに楽しい時間をすごしていた。

　腕うで時ど計けいを確かく認にんするともう午後の七時で、まだ空はそれなりに明るいが、空気がきれいなのか薄うすく星が見えた。そんな幻げん想そう的な空の下、生徒たちはそれぞれ分担して鉄板を運んだり、ついでに行われることになったキャンプファイアの準備をしたりしている。

　ちなみに、今夜の焼き肉は古頃と殻蛇の合同である。これから一いつ緒しよに学んでいく仲間だということで、親しん睦ぼくを深めるために古頃の側から彼らを誘さそったのだ。喋しやべってみれば気のいいひとたちで、今はともに準備を手伝ってくれたりしている。

　殻蛇の生徒は高貴な身分のひとが多いということだから、仕方ないのかもしれないが、包丁の使い方を知らなかったり、思わぬ一いつ般ぱん常識が抜ぬけていたりするが、まぁ大きな問題もなくそれなりに和わ気き藹あい々あいとやれているようだ。

　アルテとの会話で少しだけ彼らを警けい戒かいしていた伊依だが、そんな和なごやかな光景を眺め、すぐに楽観すると胸のなかの不安を消してしまった。

　赤あか錆さびの目立つ、少し古ぼけた炊すい事じ場ばである。流しにまな板を置き、さて野菜どもを切り刻んでくれよう、と腕まくりしていた伊依はすぐそばに見知った少女を発見した。

　とん、とん、とん、という定期的な音。危なげなく包丁を握にぎり、機械のような正確さで野菜を切断しているのは巴ともえ 已い己こ巳みと名乗った少女である。殻蛇生徒会の書記だったか、やはり見本のような制服姿で、お手本みたいな包丁さばきを見せていた。

　裸はだか電球に照らされ、彼女の瓶びん底ぞこ眼鏡めがねが光っている。伊依はしばし黙だまって見つめていたが、自分も玉たま葱ねぎの皮を剝むきながら朗ほがらかに挨あい拶さつしてみた。

「こんばんは！」

「…………」

　くい、と滑なめらかな動きで已己巳がこちらを見る。驚おどろいたような、わずかに怪け訝げんそうな表情だった。もしかして忘れられたかな、ほとんど初対面だし、と思った伊依は名乗ろうかどうしようか迷ったが、すぐに已己巳が遅おくれて反応してくれた。

「こんばんは」

　それから少し考え、こちらを指さし不思議な断定口調で言ってくる。

「君は空井伊依だ」

　そのとおりだが。なんだろう、この、ＡＩを調整中のロボットと喋っているような違い和わ感は。伊依は困った感じに微び笑しようしたが、相手から敵意は感じなかったので会話をつづける。

「今日も暑いね」

「なるほど人間が活動するには適当ではない温度だと判断するが、僕個人としては暑いという感覚を得てはいない」

　なんだろう、喋るの苦手なひとなのだろうか。そんな感じはするが。

　そんなことを考えつつ、輪切りに玉葱を刻んでいく。玉葱は切ると泣けるから嫌きらいだ。

「そういえば、他ほかの生徒会のひと、戯小路さんたちもきてるの？」

「殻蛇の生徒は全すべて集まっていると思うが、戯小路は古頃の生徒との関係が険悪になってはいけないと思い、校舎に置いてきた。野菜を切るのでも鉄板を並べるのでも、なんでも勝負事にしてしまうし、勝つまでやめないから、彼女は」

　誇ほこるでなく嫌けん悪おするでなく、ただ事実のみを告げてくるような已己巳の口調である。本当に、戯小路はそういうひとなのだろう。

「ま、そろそろ校舎にいるのにも飽あきてこちらにくるだろう。喪も時ときも協調性がないから作業はサボっているだろうが、肉の匂においにつられてそろそろ現れるはずだ。彼らに何か用なのか？」

「え。あ、べつに。世間話だよ？」

　涙なみだを堪こらえて玉葱を切り終わり、今度はじゃがいもに手を伸のばす。見ると已己巳はいまだに一本の人にん参じんを等とう間かん隔かくに切断する作業に没ぼつ頭とうしていた。

　気になって、つい伊依は口をだしてしまう。

「已己巳ちゃん、そんな丁てい寧ねいに切らなくても、お腹に入っちゃえば同じなんだし、どうせ焼いたら形も崩くずれるよ？　だからもう速度優先で、ちゃちゃちゃーって」

「難しい」

　已己巳は困ったように包丁を止め、すう──と息を吸う。

「でも努力する」

　生き真ま面じ目めな彼女に、伊依は微笑ほほえましくなってしまう。

「がんばれ、已己巳ちゃん。あ、今さらだけど已己巳ちゃんって呼んでいい？　あたしも好きに呼んでいいから」

「好きに……と言われても。空井、と？」

　鬱うつ陶とうしがられるかとも思ったが、已己巳はべつに迷めい惑わくそうでもない。ならばこのまま一気に仲良くなってしまおう、と伊依は思った。友達になれるなら、絶対にそのほうがいいのだ。無理にその関係を強制はしないけど、仲良くできるならそうしたい。

　伊依は陽気に笑った。

「あはは、そんな空井って他た人にん行ぎよう儀ぎな。もうお友達じゃない、伊依ちゃんでいいよ、伊依ちゃんで」

「難しい」

　なぜかまた悩なやみ、不器用に已己巳はこちらを見て言ってくる。

「伊依……ちゃん」

「そう、伊依ちゃんだ！」

「伊依ちゃん」

「伊依ちゃんーっ！」

　傍はたから見ると阿呆みたいな感じに、二人は伊依ちゃん伊依ちゃんと連呼した。伊依の頭に乗ったままウトウトしていた梅うめ子こが、何事かと思ったのか飛び起きたのがわかった。

　うん、と伊依は思う。警けい戒かいすることはない。殻蛇の生徒とも仲良くできる。きっと、アルテとも、真心をこめて話しあえるときがくる。地球のぜんぶを皆みな殺ごろしにして独りで高笑いするより、たくさんの友達と楽しく微笑む時間のほうがずっといいはずだから。

　伊依はそう思い、自分の作業をあっさり終わらせると位置を移動した。已己巳と肌はだが触ふれるほど近くにきて、彼女の籠かごにまだ残っていた野菜を洗う。

「うん。まぁそんな感じで仲良くなれたのはいいとして、手が止まってるよ已己巳ちゃん。このままじゃいつまでもみんな食べらんないよ。ほらほら、こんな感じに、ちゃちゃちゃーって」

「ちゃ……、ちゃ……、ちゃ……」

「遅おそっ！　うん、あ、いや、急ぎすぎたら危ないけど、形にこだわっちゃいけないよ！」

「難しい」

　ただ野菜を切るだけのことでも、二人で仲良くやればこんなに楽しい。これだ、この感覚が好きだから、伊依は自分の夢を追い求める。みんなが仲良く暮らせる世界。その世界を実現するために、全力で努力する。

　已己巳の籠から次々と野菜を取りだし、食べやすいサイズに切っていく伊依を彼女は不思議そうに見てきた。

「少しだけ疑問が浮うかんだ。質問していいか？……気に障さわったら無視してくれるといい。どうして君は、自分の役目ではない作業を、自ら進んでやる？　それで君にどんな得がある？」

「どうしてって……」

　こちらこそ、どうして、である。どうして殻蛇の生徒は、こう、簡単なことがわからないのだろうか。伊依は苦笑して、こつん、と頭を已己巳に触れさせる。

「已己巳ちゃん、伊依ちゃん、そう呼びあえば、あたしたちはもうお友達じゃない。お友達を助けるのに、損とか得とか関係ないじゃない。自分の役目とか、ぜんぶ理り屈くつつけたり、利益とか計算してたら人生つまんないよ？」

「…………」

　已己巳は、何か理解不能なことを入力された機械のように、しばし硬こう直ちよくし──やがて髪かみを揺ゆらして首を傾かしげた。

「とも……だち」

　そして低く、ほとんど聞きとれない声でつぶやく。

「損得ではない……役目でもない……無む駄だな、でも楽しい、概がい念ねん？　関係……ともだ……ち、それが……友達？」

「うん？」

　どうしたのだろう。様子がおかしいが。自分は何か変なことを言っただろうか。

　伊依が彼女を気き遣づかう台詞せりふを発する前に、已己巳が神しん妙みような顔でこちらを見つめてきた。

「伊依……ちゃん。みんなが、友達になれば、みんなが幸せか？　みんなが仲良くできて、みんなが誰だれかのために行動できて、そのくせ楽しくて、幸せになれるか？」

「え──あ、わかんないよ？　すごく難しいことだし、そんな世界はまだ実現されたことがないし。……でも、たぶん」

　予想外に大真面目な反応をされたので、少し断定を避さけつつ、それでも真面目に伊依は応こたえた。

「みんな友達になれれば、たぶんそれは幸せだよね？」

「では努力する」

　已己巳が小さく頷うなずいた。
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　櫓やぐらが立っている。無数の組みあわされた材木で、ここに発火燃料と種火を放ほうりこめばキャンプファイアが燃えあがる。ただし、なにぶん急にキャンプになってしまったわけで、材木はともかく発火燃料がなかった。

　そして、ここぞ怪モン造ステ学イス者トの本領発揮、と誰かが炎ほのおでも吐はく怪モン造ス生タ物ーを怪造しようとしたらしいのだが……。

「怪モン造ス生タ物ーが怪造できない？」

　已己巳と仲良く作業を終え、校舎に置いてきたアルテの様子を見てくると告げた彼女と別れ、こうして櫓の見学にきた伊依は、そんな信じがたい発言を聞いた。

　集まっているのは、見知ったクラスメイトたちである。

「ん。しかも特定の怪モン造ス生タ物ーだけは無理とか、技術の未熟なひとは駄だ目めとか、そういう区別なくみんな怪造できないの。あちきもできない。困った困った」

　あまり困ったふうでなく、独特の口調で語っているのは魅み神かみ香か美みだ。伊依の中学時代からの友達で、海のような空のような青い髪を長く伸のばしている。みんなバスから降りたあと、私服に着き替がえているので、今の彼女はダボっとした、何かどこかの民族衣い装しようのようなものを着ていた。

「どうするっ、どうするのだ学まなぶっ！　怪造ができないなどと父上に知られたら私は殺されるっ！　どうしてだっ、日々を堅けん実じつに生きてきたこの私が怪造できないなどとっ!?」

「うるさいな……知らないよ。縋すがりついてくるな気持ち悪い。あと暑苦しい。あ、伊依さん、こんばんは。まぁそういうことで、みんな困りはてているんだけどね？」

　香美の隣となりで漫まん才ざいをしているのは、二人の少年だ。見るからに高価そうな刺し繡しゆうが入った服を着た貴族然とした少年と、彼に抱きつかれ、ものすごく嫌いやそうな顔をした影かげのような少年である。豪ごう華かなほうが魑ち魅み寺でら屍かば丸まるで、地味なほうが駒こま崎ざき学まなぶという。

　二人の関係は親友ということだが、ところどころ不可解な言動はあるし、どう考えても学が屍丸に見せる態度は友達のそれとは微び妙みようにちがう。かといって何か、と尋たずねられたら伊依も困るのだが。

　とにかく、今は彼らの関係などどうでもいい。

「怪造が──できない？　えっと、ちょっと待って」

　しゃん、と伊依は両手を掲かかげて手首に嵌はまった白い腕うで輪わ──《門ＧＡＴＥ》を擦すり鳴らす。この《門ＧＡＴＥ》こそ限りなく遠い隣りの世界、虚界アンダカと現界カナイを結ぶ入口にして出口なのだ。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め」

　それは怪造に必ひつ須すの力のこめられた言葉──呪じゆ文もん。通常、呪文に反応してすぐさま《門ＧＡＴＥ》は光り輝かがやくはずなのだが、実際、伊依がどれだけ呪文を重ねても効果はなかった。

　伊依は焦あせり、何度も無意味に呪印を形作る。怪造ができなくなってしまえば、伊依は己おのれを構成する大部分を失うことになる。それが怖こわい。自分の声が虚界アンダカに届かないって、その事実が堪たまらなく恐おそろしい。

「あれ？　あれれ？　あれぇ──本当に、怪造できない。みんなも同じ？」

「そうみたいだね」

　見たところあまり動どう揺ようはしておらず、落ちついている学が応えてくれた。

「僕らはともかく、学年トップの魅神さんも無理みたいだし、さっき先生たちも試ためしていたけど──やっぱり駄目そうだった」

　教師たちは、見た目はかるく頼たよりないが、あれでも公おおやけに認められた怪モン造ステ学イス者トである。彼らに無理ならば、駆かけだしの怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グである自分にはとうてい不可能だった。

　困った。予想外の事態に頭が追いついていないが、これは大変に絶望的な状じよう況きようなのではないだろうか。じわじわと恐きよう怖ふが湧わいてきて、伊依は思わず頭を搔かきむしりたい衝しよう動どうに囚とらわれる。

　そんな伊依の動揺をさらに煽あおったのは、みんなの陰かげでぼんやりしていた、桃もも色いろの髪かみの少女だった。美み咲さき次じ郎ろう花はな。学校を辞やめたいと漏もらした彼女は、あの事件以来、恐れるように《門ＧＡＴＥ》を外しており、今は何もない手首を見つめて力なく微笑ほほえんでいる。

「……でも、良かったかもしれないべや。これでもう、怪モン造ス生タ物ーは出てこない。なんか……悪いけど、あちゃしは安心した。本当にまったく怪造ができなくなって、さっぱりした」

「……ハナちゃん」

　伊依は彼女にかける言葉を模も索さくし、けれど怪造ができないという事実に打ちのめされて自信を失い、うまく考えが紡つむげない。困った。せっかく楽しいキャンプになりそうだったのに、怪造ができないだけでこんなに自分たちは弱くなる。

　弱い。心理的にも肉体的にも、自分は怪モン造ス生タ物ーに依い存ぞんしていたのだと知った。

「あらあらまあまあ！　何を揃そろって河童かつぱに尻しり子こ玉だまを抜ぬかれたような顔をしていますの？」

　瞬しゆん間かん。それこそこの場に足りない炎のように、荒あらぶる声が背後から解き放たれた。驚おどろいて振ふりかえると、そばに已己巳を従えた戯小路アルテが誰だれに憚はばかることのない、堂々とした姿で立っていた。

「……アルテさん」

　伊依は、やはり少しだけ警けい戒かいしてしまう。自分の思想と真っ向から対立する少女。たぶん、伊依の夢の天敵。そんな彼女が怖くないと言えば噓うそになる。彼女の正しさが証明されれば、それは結果的に自分の夢が敗北したということだ。

　相あい容いれない、けれど無視できない、伊依の天敵。

　戯小路アルテは、伊依を不安にさせるほど傲ごう慢まんに、しかし美しく笑っていた。

「話は聞いていましたわ！　ちゃんちゃら可笑おかしくて臍へそで茶が沸わきますわね？　そう思いませんこと、巴？　怪モン造ス生タ物ーがいなければ、親とはぐれた迷子みたいになってしまうのね、あなたたちは！」

「なっ──」

　明確に馬鹿にされて、誇ほこりが高く我が慢まんも利きかない屍丸が一瞬で沸ふつ騰とうした。

「なんだと貴様！　いきなり出てきて無礼だぞ！　私たちを侮ぶ辱じよくするつもりか！」

「……屍丸くん、どれだけ格好いいこと言っても僕に抱だきついたままだと逆効果だからね？」

　冷静に屍丸を引き離はなし、学がそれでも少し頭にきたのかアルテを睨にらみつける。

「まぁ、失礼ではあるね。名乗りもせずにいきなり挑ちよう発はつするなんて。見たところ殻蛇のひとみたいだけど、なんの用かな？」

「あら？　これは失敬。憶おぼえておきなさい、わたくしは戯小路アルテ。いずれ世界中の人間にとって忘れられない名前になるはずですわ」

　自信満々に、彼女は少しも怯ひるまず言ってのける。本気だ。やはり彼女は本気だった。銀幕の大女優か、邪じや悪あくな独裁者か、衆しゆう愚ぐを救う宗教家か、とにかく明確に自分の名を歴史に残そうとしているにちがいない。

　傍そばに控ひかえていた已己巳が、少し心配そうにこちらを見て、すぐアルテに視線を向けた。

「戯小路、君の大たい言げん壮そう語ごはいつものことだが、時と場合を選べ。今は非常に繊せん細さいな心配りが必要な時期だ、無む駄だに彼らと関係をこじらせて険悪になってはいけない」

「あら？　これまた失敬。……くくくっ」

　堪こらえきれないというように笑い、演技っぽい慇いん懃ぎんさで頭を下げる。

「ごめんあそばせ。皆みなさま今日はご機き嫌げん麗うるわしく、わたくし──殻蛇の生徒会長を務めておりますので、殻蛇のことで何か困りごとがありましたらお気軽にどうぞ。そうですわね……今は、この櫓やぐらですか？」

　その場で回転し、いまだ火が灯ともされていない櫓を彼女は振りあおぐ。そしてまた忍しのび笑い、洗練された動作でそちらに近づいていく。櫓のそばではまだ何人かの生徒が怪造を試みており、いきなり近づいてきた派手な少女に面食くらうような顔をしていた。

「……下がっていなさい。火傷やけどをしましてよ」

　不思議な言葉とともに戯小路アルテは、その袖そでから何かを滑すべりださせ──組まれた木材を軽かろやかに叩たたいた。

　刹せつ那な。ぼんッ、と櫓が燃えあがる。

「え………？」

　轟ごう々ごうと猛たけり、暗くなってきた空を染めあげる真しん紅くに、伊依は啞あ然ぜんとする。

　今──アルテは何をした？　どうして急に炎ほのおが……？

「くくく」

　アルテは、素す早ばやく何かの棒に見える──とても発火機能などなさそうな物体を袖に戻もどし、こちらを振りかえって胸を張った。

「あぁ可笑しい──困ったときには他人に頼ることばかり考えて、自身を鍛きたえる努力を怠おこたるから、全体が愚おろかになって、緩ゆるやかに腐くさっていく。あなたたち、怪モン造ス生タ物ーに助けてもらうことに慣れすぎですわ！　一人では何にもできない迷子！　仲良しこよしの理想論で友達ぶって、お互たがい支えあって動けず潰つぶれて、滑こつ稽けいですわ！　醜しゆう悪あくですわ！」

　たった独りで、他ほかのみんなを置いてきぼりに、戯小路アルテは高笑う。

「あはは！　あはははは！　あはははあはははははははは！」

　その嘲ちよう笑しように反論もできず、伊依は無力さを嚙かみしめて立ちつくした。

　そうだ──怪モン造ス生タ物ーがいない、怪造ができない自分に、いったい何ができるというのだろう……。
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　ようやく目覚めたらしい仇あだ祭まつり 遊ゆうをつれて、今まで姿を見せなかった戦橋舞弓が現れたのはその直後だった。戯小路アルテはひとしきり爆ばく笑しようすると気が済んだらしく、あちこちの鉄板で肉の焼き方に文句をつけている。已己巳はその後に黙もく々もくと従っていた。

　彼女らのことは憂ゆう慮りよの種だが、こちらの二人の組みあわせも珍めずらしくて気になる。

　遊と舞弓は犬けん猿えんの仲だ。会えば必ず口くち喧げん嘩かになる。まさか舞弓が献けん身しん的に遊の看病をしていたわけもあるまいし、なんで一いつ緒しよにいたのだろう。

　尋たずねてみると、舞弓はべつに隠かくさず説明してくれた。どうも気絶していたはずの遊がそのへんをうろついていたので、首根っこを摑つかんでここまでつれてきたらしい。遊が何をしていたのかは謎なぞだが、こちらは聞いても答えてくれなかった。

「ふむ──？」

　舞弓が早々にその話題を切りあげ、伊依たちの表情が暗い理由を素早く聞きだすと首を傾かしげた。

「怪造ができない？　それは摩ま訶か不ふ思し議ぎだな、何者かの陰いん謀ぼうの匂においがする……」

　大おお真ま面じ目めにそんなことを言う彼女に、遊がときどき無自覚に他人の神経を逆さか撫なでする余よ裕ゆうげな笑えみを浮うかべた。

「ふふ……。いや、舞ちゃんは元から怪造できないからプラスマイナスゼロだけど、みんなにとっては深刻な問題なんだと思うよ？　陰謀とかそういうネタで茶化しちゃだめでしょ？」

　まだ調子が悪そうな遊は、じゅうじゅう湯気をたてている鉄板から野菜を取って息を吹ふきかけている。それを横目で睨みつけ、舞弓が自ら肉を焼く係を買ってでて意外に几き帳ちよう面めんな焼き肉奉ぶ行ぎようっぷりを見せている。

「……失礼な。茶化してはいない。私も先ほど試ためしたが、怪かい造ぞう剣けんがうまく発動しなかったし……他人ひと事ごとではないのだ」

「ん？　舞ちゃん、怪造剣ってあれ？　武器の形が変わるやつ？　あれさ、前から僕は不思議だったんだけど──どういう仕組みなの？」

　舞弓はいろいろと心中複雑なのか、愛あい想そがないが、それでも遊と普ふ通つうに会話している。それは純じゆん粋すいに良かったと伊依は思う。大切な幼なじみと頼たよれる相棒が、険悪な仲のままというのは哀かなしいから。

　伊依は二人にお茶が入った紙コップを渡わたしつつ、難しいことが苦手な舞弓に代わって説明してみる。

「舞さんの怪造剣は、あるひとが言うには物ぶつ造ぞうなんだって。虚界アンダカから生き物を召しよう喚かんするのが怪造、生き物じゃない物体を召喚するのが物造、基本的な仕組みは一緒なんだと思うよ？」

「ふぅん。しかし不思議だね、まさか虚界アンダカが滅めつ亡ぼうしたわけじゃないだろうし、これは舞ちゃんが言った陰謀説に一票かな？」

　陰謀。誰だれかが、悪意をもって伊依たちの怪造を封ふうじているというのか。しかし、いったい誰が？　何のために？

　考えていると、舞弓が深く頷うなずき、神速で抜ばつ刀とうすると遊の喉のど元もとに突つきつけた。もちろん遊は戸と惑まどい、けれど動じず肩かたをすくめた。

「えーと、舞ちゃん、この刀はどういう意味？　ここに焼き肉を刺さして食べたいという不思議な欲求が芽生えたの？　口のなかが切れるからやめたほうがいいよ？」

「黙だまれ悪党。どうせまた貴様が犯人なのだろう……」

　うわ、舞弓が本気の目をしている。まぁ彼女は遊に身体からだを斬きりつけられたことがあるので仕方ないが、遊は伊依に心を入れ替かえると約束してくれたのだ。陰謀を巡めぐらせている誰かがいるとしても、彼ではないと思う。

　遊は深々と嘆たん息そくした。

「悪いけど、僕じゃないよ……。いや本当に。僕、これでも怪造学会に監かん視しつけられてるからね、怪あやしい真ま似ねをしたら消されちゃうんだよ？」

「むう。貴様じゃないとしたら誰だというのだ？　いや待て、貴様は本当に仇祭なのか？　上手に化けた偽にせ者ものではないのか？　仇祭にしても偽者にしても斬って困るものは誰もいまい、試しにちょっと斬ってみよう」

「わあ、舞ちゃんが魔ま女じよ狩がり思考をしている。そんなに僕のことが嫌きらいなのかい？」

　困ったように苦笑して、遊は普通に肉を食べはじめる。

「ま──いいけど？　疑うなら斬れば？　僕には前科があるからね、べつに文句は言わないさ。あ、このお肉おいしくないね。哀しい……、これが仇祭遊の最後に食べた肉になるんだ……。そう思うと不思議と美味に感じるよ……」

「…………」

　遊の哀あわれっぽい言葉と、周囲の責めるような視線に居たたまれなくなったのか、舞弓は無言で刀を納めると低く溜ため息いきをついた。そして肉を焼く作業を再開する。

「こいつが犯人なら話は早かったのだがな……。まぁいい、ただし憶おぼえておけ。私は君を信用したわけではないからな、仇祭」

「はいはい」

『降参』という感じにかるく両手を挙げ、それから遊は目を細めると周囲を眺ながめた。

「……しかし、妙な連中が普通にお肉を食べてるけど──あれはなんなの？　僕、どうも気絶した前後の記き憶おくが曖あい昧まいでさ、状じよう況きようが理解できないんだけど？」

　気がつけば、已己巳やアルテだけではなく、あちこちで作業をしていた殻蛇の生徒たちが焼き肉を食べるために続々と集まってきていた。揃そろいも揃ってこの暑いのに純白の制服姿ブレザーだからよく目立つ。

「あれは殻蛇の生徒さんだよ。でも遊くん、これからお世話になるんだから、妙な連中とか言ったら失礼じゃない」

　伊依はそう言ったものの、その口調にはあまり力をこめられなかった。

　なぜなら、遊の言うとおり──殻蛇の生徒は、何か変なのだ。

　曰いわく名状しがたい、この感覚は不可解だが、それでも思う。何か変だ。あちこちで黙もく然ぜんと、あるいは甲かん高だかい声で喚わめきながら食事をしている彼ら彼女ら。

　それが、見たところ、違い和わ感があるのだ。

　たしかに古頃の生徒にだってまともな生徒のほうが少ない。奇き人じん変人ばかりである。けれど殻蛇の生徒は、何かが根本的に違ちがっていた。瞬まばたきをせず丸い目で周囲を眺めている生徒、岩みたいな肌はだに苔こけのようなものをこびりつかせた生徒、骨のように瘦やせた生徒、逆に歩いているのが不思議なくらいに肥満した生徒。異様に小こ柄がらな生徒。あるいは異様に大柄な生徒。

　伊依がいる鉄板からはみんな距きよ離りが遠いから、喋しやべっている内容は聞こえないが、どうも日本語らしくないというか、ぎいぎい鳴いているようにしか聞こえない。

　がさがさがさ、と背後で物音がしたので振ふり向くと、無意味に殻蛇の生徒が疾しつ走そうしていた。気分が悪そうに四つんばいになった生徒も、何か気持ち悪くてそうなったというより、二足歩行をするのに疲つかれたという感じがした。

　けれど、誰もが、人間の姿をしている。

　それは間違いない。少し変だが、人間である。だからこそ、そのわずかな差異が目立っているのだが──。

「…………」

　遊はそんな殻蛇の生徒たちを不ふ審しんそうに眺めている。けれど彼らは面と向かえばちゃんと喋るし、作業もきちんと手伝ってくれた。普通の人間なのだ。伊依はそう思う。

　しかし遊は疑わしげな眼まな差ざしを消さなかった。

　どうしてだろう、と伊依は思う。思って──不安になる。

「────」

　瞬しゆん間かん、ぞくぞくぞくっ、と背筋が粟あわだった。

「………え？」

　みんなが同時に反応していた。仇祭遊が。魅神香美が。美咲次郎花が。魑魅寺屍丸が。駒崎学が。そして誰だれより──強く、早く、反応したのは。

「………誰だ？」

　舞弓が視線を向けた先、燃えあがり、螺ら旋せんを描えがいて炎ほのおを放つ櫓やぐらの近く、こちらを見つめて立っている少年がいた。やはり可愛かわいらしい童顔に似合わない、野や獣じゆうのような瞳ひとみ。

　あれはたしか、殻蛇生徒会副会長、喪も時とき飽あき友とも。

　彼の表情は炎の照りかえしを受け、ひどく曖昧だ。なんだか──伊依には、たぶん気のせいだと思うが、一瞬、彼の口が裂さけ、びっしりと並んだ牙きばが見えたような……。

「何か用か、そこの君」

　舞弓が鋭するどく言う声に正気に返る。恐きよう怖ふを払はらってよく見ると、飽友は普ふ通つうの人間の顔をしていた。得体の知れない寒気も風のように抜ぬけていく。

「いや──べつにィ」

　飽友は表情を変えず、ただ一心に舞弓を見つめ、くっくと喉のどのみを笑わせた。
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「あぁ、俺も肉を食いてェな……。腹が減っちまったよ、堪たまんねェえ……くくくっ」

　言い捨てて、野獣のような少年は、純白の制服を舞わせ炎の向こうに消えていった。

　正体不明の悪お寒かんと、言い知れぬ恐怖をこの場に残して。
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　自分という概がい念ねんが不可解でございます。

　他人という概念が不可解でございます。

　どこからどこまでが他人で、どこからどこまでが自分なのでございましょう。線引きが不明確で、輪りん郭かくも曖あい昧まいで、どこで区切りをつけたものだか困こん惑わくしてしまいます。

　たとえば、わたくしはご主人様に笑っていただきたい。いつも叱しかられた子供みたいに不ふ機き嫌げんな顔をしたあの方を、くすり、とでも構いません、にこり、とでも充じゆう分ぶんです──少しでも笑わせられたら、他ほかの何も望みません。

　けれど、思うのでございます。

　わたくしは、誰のために、ご主人様の笑え顔がおを望むのか。

　他人は他人で自分ではございませんから、他人の痛みも哀かなしみも悦よろこびも幸せも、わたくしにはまったく感知できません。それらの感覚は他人という器うつわのなかで完結し、決して外にいるわたくしに影えい響きようを及およぼしません。

　他人の傷の痛みを、わたくしは感じられません。

　それなのに、わたくしは他人の笑顔を望む。どうして？　他人がいくら幸福になろうとも、わたくしはまるで幸福にはなれないというのに。

　否いな、ご主人様が微笑ほほえむと、わたくしも自然と笑顔になる。どうして？　不可解です。わかるのは、わたくしはきっとそのときの感覚が好きだからこそ、ご主人様の笑顔を望むということ。

　他人を幸福にすることで、自分も幸福になりたいと望んでいる？

　けれど他人は他人で、自分とは違ちがう輪郭をもち、自分とは違う場所に完結して存在していて、その存在がどれだけ幸福になろうともわたくしには無関係のはずなのに、それを望んでいる。そのときたしかに他人と自分の幸福が同調し、自分と他人が同調しているのです。

　世界にあるあらゆるものは、互たがいに関係し、あるいは融ゆう和わして影響しあっているようでございます。全は一であり、一は全であるのでしょう。

　他人が哀しいと、たぶんわたくしも哀しくなる。

　他人が傷つくと、たぶんわたくしも傷ついてしまう。

　そうして──世界に存在する全すべてのものが関係しあっているならば、世界の何かを憎にくみ、また攻こう撃げきすることは、己おのれ自身を攻撃するのと同意ではないでしょうか。

　それならば、どうしてみんな互いに争い、傷つけあったりするのでしょう。

　世界は不可解です、ご主人様。

　他人も、自分も、不可解です──ご主人様。
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「私がここにいるのはね、あそこに居場所がなくなったから」

　にこにこ、と朗ほがらかに微笑んで、笛吹き男は語りつづけております。なんでしょう、この男、外見的にはとても怪あやしいし、語る内容は軽けい薄はくで意味が不明ですし、とても怪しいのですが──なぜか、そばにいて敵意をもちにくい。彼を攻撃し、始末するということがなんだかひどく間違ったことのように思えるのでございます。

　たとえば、可愛かわいらしい動物の赤子を、無む垢くな人間の幼児を、喜々として殺せるでしょうか？　まともな精神をもっているならば、道みち端ばたなどで楽しそうに遊ぶ子供たちが、無む惨ざんに死んでいる光景を想像するだけで身の毛のよだつような感覚に陥おちいることでしょう。

　彼──道どう化けのようなカタチをした、不思議な笛吹き男の雰ふん囲い気きはそれに近いのです。奇き妙みように邪じや気きがない。攻撃するのを躊躇ためらってしまう。心や感情が設定されていないはずの、人形のわたくしですらそう感じるのですから、普ふ通つうの人間ならばさらに駄だ目めでしょう。

　彼を殺すということは、己のなかの幸福、〝喜き悦えつ〟の情を潰つぶすような──不条理なことに思えます。誰だれが好きこのんで、自分の幸せな気分をぶち壊こわしにしたいと望むでしょう。

「……居場所がない？」

　ご主人様が訝いぶかしげに、まとわりついてくる三さん匹びきの鼠ねずみを手で払はらいながら尋たずねました。

「うん。なんかねえ、今、あそこでは〝憤ふん怒ぬ〟と〝悲ひ哀あい〟が喧けん嘩かしてるの」

　そこで初めて、彼は少しだけ憂うれいを帯びた表情をつくります。

「あなたが追放されたせいであそこはだいぶバランスを崩くずしてたんだけどさ、それに加えて今回の喧嘩でしょ？　すっかり私は居場所がなくなって、こうして、弾はじかれて外に放ほうりだされてしまったわけなのね」

　ご主人様の表情が劇変しました。恐おそれるような、あるいは、苛いら々いらしたような顔でございました。

「〝悲哀〟と〝憤怒〟が──喧嘩？　戦争か？」

「んー、今はまだ小こ競ぜりあいだけどねえ。なんかきっかけがあれば戦争になるかも。ほら、〝悲哀〟は基本的に宇宙人だから何考えてるかわかんないじゃん、そこが直情系の〝憤怒〟には気にくわないらしくてさあ、前から彼らの関係は険悪だったんだけど、今はもう互いに宣戦布告して完全に敵対しているかな」

　彼が何を語っているのか、多くを知らされていないわたくしには判断できかねますが、何か途と方ほうもないことを言っているような気がしました。相変わらず笛吹き男の口調は無意味に軽いのですが、ご主人様の顔が見る見る色を失っていくのがわかります。

　ご主人様は、そこで責めるように笛吹き男を睨にらみつけました。

「それで──貴様は何をしておるか、〝喜悦〟の。貴様は事態を理解しておるのか？　〝憤怒〟と〝悲哀〟が潰しあうだけならまだいい。これまで何度もあった無意味な争いじゃ。だが仮にどちらかが完全に勝利を収めたら？」

「〝悲哀〟か、〝憤怒〟か、ま──どっちが勝つにしても愉ゆ快かいな結果にはならないだろうねえ」

　くすくす、と緊きん張ちよう感のない笑いを漏もらして、彼は足を気け怠だるげに揺ゆらします。

「だけどね、知ってのとおり私は大公のなかでいちばん弱い。どうしようもなく、弱いからねえ、正面から彼らを止めようとしても無理なの。わかる？　同様に、追放されたあなたにも無理だ。あなたはあらゆる意味であちらに関かかわることができない」

「…………」

　正論だったのか、ご主人様は押し黙だまります。けれど、いつも面めん倒どうくさがりで、何をするにもやる気のないこのお方にしては珍めずらしく、積極的に事態に介かい入にゆうしようとしているようでございます。

　どうして？

　従僕であるわたくしに知る権利はございませんが、いやに気になります。

「ま──希望がないわけじゃないよう、〝虚きよ無む〟の」

　風にボブカットの髪かみを揺らし、笛吹き男は世間話のように語りました。

「少なくとも、私はこの事態を解決できる糸口を見つけた。〝憤怒〟と〝悲哀〟の対立、そこに食いこむための鍵かぎをね。できればあなたにも協力してもらいたいけど、ま──そこまでは期待しないよ。あなたの属性は〝虚無〟だ、私とは本来──対極に位置するわけだしねえ」

「その糸口とは──鍵とは、なんじゃ？　あの空すかい井いという小こ娘むすめか？　ここで崩ほう壊かいしている殻から蛇だという学校は、何か関係があるのか？」

「んー、そこまで説明してあげる義理はないけどなあ」

　そこで彼は滑なめらかな口ぶりを一いつ瞬しゆんだけ停止させ、少し考えこみ、やがてまた能面のような笑え顔がおになりました。

「……うふふ、まぁ、最後に勝つのはこの私だもんね。みんな友達、みんな仲良し、そんな世界にするために、私はがんばっちゃうよお。弱いなら弱いなりに──戦い方などいくらでもあるものさ、〝虚無〟の」

　それだけ言って、笛吹き男は高らかに笑いました。他者を癒いやし、幸せにするはずの笑い声というものが、そのときだけは、わたくしにはどこか不ふ吉きつなものに聞こえました。
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　薄うす暗ぐらい教室である。窓の外は深夜。煌こう々こうと照る月明かりのみが世界を仄ほのかに浮うかばせている暗くら闇やみで、時おり怪あやしげな鳥の声が静せい寂じやくを切り裂さいて響ひびいている。

　人ひと気けのない、寂さびしげな殻から蛇だ怪かい造ぞう高等学校、その一室。

「──どうする？」

　本来ならば誰だれも用がないはずの真夜中の学び舎やで、低く会話をしている人ひと影かげが、みっつ。

「どうする、とは？」

　嘲あざけるように、あるいは挑ちよう発はつするように、黄こ金がね色の髪を渦うず巻まかせた少女がつぶやいた。殻蛇怪造高等学校生徒会長──戯ざれの小こう路じアルテは空いた座席へ優ゆう雅がに腰こしかけ、手鏡を眺ながめて目元を化け粧しようすることに忙いそがしい。

「……とぼけるなヨォォ、この淫いん売ばいがァァァ」

　唸うなり声。気け怠だるげに顔をあげたアルテの視線の先で、生徒会副会長──喪も時とき飽あき友ともが蟲むしの羽音のごとき不快な声を放っていた。口元には涎よだれ。眼光は炯けい々けいとし、表情は野や獣じゆうのそれで、昼間に見せた余裕げな態度などはどこにもない。

　髪の毛を逆立て、手当たり次し第だいに机を蹴け散ちらして飽友は喚わめいた。

「ヘイ！　ヘイ！　ヘイ！　わかってんだろォォ戯小路ァ!?　今の状じよう況きようがよォ、えっ!?　わかっててンな吞のん気きな顔してんならてめェの脳はミソカスだァァァ！」

「………まったく」

　ぱたり、と手鏡を閉じ、優雅に足を組んでアルテは瞑めい目もくした。

「本当に、育ちが悪い輩やからはこれだから。聞き苦しいったらありませんわ。いいこと、喪時──わたくしとて事態を軽く見ているわけではありません。この場所に外の人間が混ざりこんできたという異常事態をね」

「だったらよォ！　おぉ！」

　がしゃん、と狂きよう乱らんして教きよう壇だんを蹴け倒たおし、身を振ふって飽友が主張した。瓦が礫れきが散らばり、無言で立っていた已い己こ巳みは被ひ害がいを避さけるように教室の隅すみまで移動する。

「どうすんだ！　どうすんだよ戯小路ィィ!?　澄すました顔ォしやがって、明日からどうするかわかってんなら言ってみろよ、このタコナスがァァ！」

　他ほかに誰もいない、蒸し暑い空気の満ちる教室。照明はつけられておらず、呼吸の音すら高く響く寂じやく静じようとした夜で、この場にこうして、制服姿の男女がいるというその光景は非現実的だ。

　そう、ありえないことなのだ、これは──と已己巳は思う。だからアルテも飽友も、こうして落ちつきを失っている。已己巳のみは表情も内心も平静だが、それはただの性格であって、事態の全すべてを把は握あくしているわけではない。

　この場所に、今日、古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校の生徒たちがやってきた。ただの子供たちと、少数の大人。本来ならば警けい戒かいするほどの相手ではないが、ここに、外の人間が入りこんできたというその事実だけでアルテの言うとおりに異常なのだ。

　けれど──。

「口論をしても始まらない」

　睨にらみあい、互たがいを罵ば倒とうしている二人に已己巳は声をかける。

「現状を正しく理解し、彼らがここに侵しん入にゆうできた理由を究明すべきだ」

「巴ともえの言うとおりですわ。落ちつきなさいな、喪時。見苦しくってよ」

　つぶやき、冷たい瞳ひとみでアルテは飽友を見下ろす。アルテは座っていて、飽友は立っているから、状態的には見上げているのだが、心情的には嘲り見下ろしているようだった。

　そんな彼女の視線が気にくわなかったのか、飽友はこめかみに血管を浮かべる。

「ンだぁ……てめェら、平然としやがって、あァ？　なんか企たくらんでんじゃねェだろぉな!?　あいつらをここに招きいれたのもよォ──てめェらなんじゃねェのか、コラ！　戯小路！　巴！」

　付きあっていられない、とばかりにアルテは肩かたをすくめる。そして手近に置いたポシェットを開き、道具を出して丁てい寧ねいにネイルアートを始める。

「だから落ちつけと言っているでしょう。仲間うちで疑いあってどうするんですの？　そもそも、彼らをここに侵入させて誰がどのように得をすると？」

「仲間──仲間、ねェ」

　飽友は目を剝むいた。白目がちなその眼球はひどく血走っている。

「俺は、てめェらを丸ごと信用したわけじゃねェんだよ。たしかに俺たちゃ一いち蓮れん托たく生しようさ、だからといって家族でも友達でもねェ、ただの運命共同体なんだよ。何か企んでいやがる裏切り者がいるならよォ、そいつを早めに見つけて処分しなきゃいけねェだろうが！」

「裏切り者がいるとしたら、ね」

　あからさまに馬鹿にするようなアルテの口調に、飽友は簡単に逆上する。

「いるとしか考えられねェだろうが！」

　周囲に壊こわす物がなくなったからか、黒板に拳こぶしを打ちつけて彼は叫さけんだ。一いち撃げきで蜘く蛛もの巣のような亀き裂れつが壁かべにまで走り、衝しよう撃げきでチョークが舞まって床ゆかに炸さく裂れつした。

「ここは大公の結界だ！　破れるわけがねェ！　外の連中が侵入できるわけがねェんだよォォわかってんだろうが！」

「大公殿下、でしょ。喪時？　言葉遣づかいには気をつけなさい」

　おそらく故意に挑発的に、アルテが飽友の失言を指し摘てきする。

　当然、飽友は殺意すらこもった瞳でアルテを睨んで怒ど鳴なった。

「うるせェ！　その大公殿下サマの結界に、どうして何十人も人間が紛まぎれこんでくるんだよォォ！　誰だれか手引きしてやがるやつがいるに決まってんだろうが！　てめェか戯小路！」

　ぐん、と目の前のアルテを破は壊かいしようとするがごとく、拳を握にぎりしめて飽友は叫ぶ。視界を巡めぐらせ、微び動どうだにせず立ちつくす已己巳を睨みつける。

「それともてめェか、巴!?」

「喪時！」

　我が慢まんも限界にきたのか、マニキュアの小こ瓶びんを握り潰つぶしてアルテが激しく立ちあがった。

「いい加減にしなさい！　落ちつけというのがわからないの!?　自分の立場を弁わきまえるがいいですわ！　少しばかり戦せん闘とう能力に秀ひいでているからといって、なんでも自分の我がままが通ると思ったら大おお間ま違ちがいです！」

「てめェこそ、誰に向かって口利きいてンだ戯小路ィィ！　てめェごとき雑魚ざこが俺に！　この俺に！　生意気な口を利いていいと思ってんのか!!　食い殺すぞ！　あァ!?」

　がしゃん──と鮮せん烈れつな音が響ひびいた。臨戦態勢で身構え、睨みあうアルテと飽友の真横、教室の窓まど硝子ガラスを叩たたき割り、已己巳が低くつぶやく。

「ここは争うための場所ではない」

　水を差されたせいか、憤ふん怒ぬの表情のままこちらを見る二人に已己巳は淡たん々たんと告げる。

「喧けん嘩かがしたいなら出ていけ、と喜き悦えつ大公なら仰おつしやるだろう」

「…………」

　喜悦大公──その名前に、平常心を失っていた二人もたちまち押し黙だまる。しかし憤いきどおりは残っているようで、また飽友がこちらを睨んで難なん癖くせをつけてくる。

「喜悦大公、喜悦大公というがよォォ──おい、巴、その大公殿下はどこにいるんだよ？　結界だけ張ってあとは放ほったらかしか!?　どこで何やってやがるんだよ！」

「喜悦大公は、君たちのことを完全に信用したわけではない」

　瓶びん底ぞこ眼鏡めがねを照らすのは、先ほど起動させたノートパソコンの画面だ。床に座り、膝ひざの上で細かくタイピングし、飽友を見もせずに作業へ没ぼつ頭とうする。

「この結界の維い持じにより、喜悦大公は弱体化している。ゆえに──あらゆる事態への対応は、僕たち三人に任せられている。そんなことすら忘れたのか？」

　無感情に語り、ぴた、と已己巳は手を止める。

「確かく認にんできた。今日、殻蛇に侵入してきた三十七人の子供と、三人の大人はみんな古頃怪造高等学校の生徒と教師で間違いない」

「そうね──触さわってみた感じも、普ふ通つうの人間でしたわ」

　何かを思いだしているのか、アルテが手をにぎにぎと動かしている。その横、少しは落ちついたかと思ったら、飽友が今度はいやらしく笑っていた。

「人間……人間が、四十人か、おい、巴、戯小路、二、三人くらい喰くってもいいだろォ？　人間なんかもう何年も喰ってねェ。今日も近くにいるやつらを見てたら涎よだれが止まらなくてよォォ──へ、へへへっ」

　ハンカチで口元を拭ぬぐい、食欲を隠かくしもせず露あらわにする彼に、アルテが忌いま々いましげな視線を向ける。

「喪時、あなたが彼らを残らず夕食にしようがべつに構いませんが──その結果、人間たちと敵対することになったとして、あなたはその責任をちゃんと取れますの？……もしも我がままに動くなら、その尻しりぬぐいくらいは自分でやるのが最低限の矜きよう持じというものですわ。今は巴の言うとおり、足場を固めるまでは不用意な真ま似ねをしては賢かしこくないと──」

「喰いてェ──ェェへへへ喰いてェ、喰いてェ、へへへへっ」

　すでに飽友には言葉が届いていない。彼はどこまでも攻こう撃げき的だし、快楽に貪どん欲よくだ。それは彼が他ほかのみんなのように喜悦大公の傘さん下かではなく、別の大公の支配下から流れてきた存在だからか。思考がちがう。思想がちがう。根本的にちがう生き物だと已己巳は思う。

「ですが──巴」

　不意に、諦あきらめたように飽友から視線を已己巳に移し、アルテが何かを疑うように目を細めてきた。

「あなた、喜悦大公の代理人のような顔をして偉えらそうに語りますが──もしかして、喜悦大公がどこにいるのか知っているんですの？」

「…………」

　已己巳は応こたえない。結局、アルテも根本的には周囲の連中を信用していないのだ。家族でも友達でもない。ただの運命共同体。飽友の言い分は──悔くやしいけれど当たっていた。

　邪じや悪あくに微び笑しようし、アルテが問いかけてくる。

「それとも、あなたが──喜悦大公、本人ですの？」

「僕は彼の第一の臣下だ。それ以外の何でもない」

　已己巳も声を鋭するどくし、厚あつ化げ粧しように彩いろどられたアルテの顔を見つめる。

「……君こそ、僕の知っているデータとどこか食いちがっている。だからこそ、僕は君のことも疑う。君こそ、この異常事態を引きおこした犯人なのではないか？」

　正直に、透とう明めいな声で尋たずねた。

「君はいったい誰だ？」

「…………」

　アルテは微笑を崩くずさず已己巳の問いを黙もく殺さつすると、再び優ゆう雅がに姿勢を正して爪つめを塗ぬりはじめる。飽友を見ると、何事か譫うわ言ごとをつぶやきながら教室の床ゆかで獣けもののように吼ほえている。

　已己巳はそんな彼らを眺ながめつつ、ふと──夕方、自分に気安く喋しやべりかけてきた少女を思いだした。

「とも……だち」

　彼女の口にした言葉を、嚙かみしめるようにつぶやいて。

「難しい」

　巴ともえ 已い己こ巳みは溜ため息いきをついた。
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　美み咲さき次じ郎ろう花はなには夢も希望もない。

　なんて、そんなことを言うとネガティブなひとと思われるが、この場合、夢と希望の意味がちがう。次郎花は基本的に楽観的だし、毎日がそこそこ楽しければそれでいいという性格をしている。強きよう烈れつに何かが欲しいとか、素す晴ばらしい理想があるだとか、そういうことがまったくないのだ。

　将来の夢がない。何かを得たいという希望もない。夢も希望もなくても花は咲さくという感じに、これまでは適当に生きていければそれなりに満足できた。毎日それとなく学校へいって、くだらないことを友達とお喋りして、そんな日々が胸を張って幸せだと断言できた。

　けれど──古頃の事件で、次郎花は心に恐きよう怖ふを、身体からだに疵きず痕あとを刻まれた。

　あんな恐おそろしいことは二度と御ご免めんだった。本当に、心の底からそう思う。けれど──このまま怪かい造ぞう学をつづけていけば、また同じような事件に巻きこまれるかもしれないのだ。

　それを知ってしまった。すると、夢も希望もなく、ただ漫まん然ぜんと生きていた次郎花はあっさりと学校が嫌いやになった。あんな怖こわい目に遭あってまで、苦しんだり傷ついたりしてまで、怪造学をつづけていたくはなかった。元から、二人の姉たちに誘さそわれて入学しただけなのだ。自分の意志ではなく……、怪造学に強い執しゆう着ちやくはなかった。

　香か美みのように才能はなく、伊い依よりのような目的もない。今の次郎花を繫つなぎとめているのは、仲良くなった友達と別れたくない、という怪造とは無関係な絆きずなだけにすぎなかった。

　学校を辞やめても、伊依たちは仲良くしてくれると思う。

　だったら──もう辞めてもいいかな、と考える。

「はぁ……」

　悩なやみすぎて眠ねむれない。

　深夜。黴かび臭くさい寝ね袋ぶくろで次郎花は溜息ばかりを生産していた。鬱うつだ。目を閉じても嫌な考えばかりが湧わいてきて、かといって目を開いても闇やみしか見えない。眠りという無む我がの境地に恋こい焦こがれるが、胸のむかつきと地じ獄ごくのように湧いてくる憂ゆう鬱うつがそれを邪じや魔まする。

　上体を起こし、次郎花はぎゅっと自分で自分を抱だきしめる。

「う……、うぅ……」

　苦しい。本当に、苦しい。

　学校を辞める辞めないで悩んでいるなんて、そんな些さ細さいな問題のどこが苦しいと大人は笑うかもしれない。けれど苦しいのだ。自分の周りに今、当たり前に存在している世界の全すべてを放ほうりだすのは。学校を辞める。そうすればきっと楽になる。わかっている。けれど今の全てを捨て去るのも怖い。

「う──く、うぅ」

　涙なみだまで溢あふれてきて、次郎花はこのまま潰つぶれたいとすら思い、力強く自分を抱く。周りには同じく寝袋に収まった空すかい井い伊い依より、魅み神かみ香か美み、戦たたか橋はし舞まい弓ゆみがいる。彼らは寝苦しそうながら、次郎花のように悩みに翻ほん弄ろうされて眠れないという馬鹿なことはない。

　弱いのは次郎花だけだ。それが哀かなしい。世界で独りぼっちになったみたいだ。儚はかなくて、誰だれかを揺ゆり動かして起こし、泣きつきたいと思ったが、それも迷めい惑わくなのでやめる。

　夢に向かって進んでいる彼女らに、自分の弱気が移ったら申し訳ない。

　次郎花は目元を拭ぬぐい、パジャマのままそっと寝袋を抜ぬけ、音をたてないよう気をつけてテントを出た。電灯もない外は月明かりのみが目立って、やはり暗い。

　つっかけを履はき、その場でしばし立ちつくし、月を見つめた。

　首を振ふり、次郎花はやはり独りぼっちだ、と思った。

「う……うえぇ、うえぇぇ」

　吐はき気のような、泣きたい衝しよう動どうのような、それらが混ざったような感覚に襲おそわれて、次郎花はしゃがみこむと泣いた。

　普ふ段だんの次郎花を知るひとには、今の姿が不思議に見えるかもしれない。明るくて、脳天気で、何も考えていないように見えるのだろう。けれど鬱は心の風邪かぜ。風邪は患かん者じやを選ばない。誰にでも平等に襲いかかり、心を病気にしてしまう。

　人間の心というのは、それほど強くないのだ。

「………トイレ」

　いつまでも泣いていてはいけないと思い、涙を拭うと次郎花は立ちあがって歩きだす。とくに催もよおしていたわけではなかったが、炊すい事じ場ばの近くのトイレに目的地を定める。少し散歩して、夜風を吸いこんで、すっきりしたいと思った。胸に何かが詰つまっているようで、ひどく息苦しいのだ。

　丘おかの下。拓ひらけた草原を、次郎花は独りで歩いていった。寝間着のままだったが、誰に見られて困るわけでもなかったし、もう九月も終わりとはいえけっこう温かい。何よりテントに戻もどって着き替がえるのが億おつ劫くうだった。

　何も考えず、次郎花は幽ゆう霊れいのように彷徨さまよった。

　気がついたら草原の端はし、焼け焦げた櫓やぐらが墓標のように立つ炊事場の近くにきていた。大した距きよ離りではない。暗くて足元が不安だったが、特に転んだりはしなかった。

「………？」

　ふと、次郎花は怪け訝げんになって顔をあげる。何か変な音がしたのだ。

　なんだろう、言いようのないこの変な感じ。どこかでよく聞いたことがある音なのだが、それがなんのときに出る音だか思いだせない。水が跳はねる音──ちがう。何かを叩たたく音──ともちがう。

　これは、なんの音だったか。

　次郎花は、ほとんど何も考えず、ふらふらと歩いた。

　次し第だいに音が近づいてくる。

「…………」

　炊事場。包丁やまな板が片付けられず転がったままの流しのそば。使い切れなかった材料などが置いてあった場所。そこで何かが動いている。

　びく、と次郎花は震ふるえた。

　なんだ。なにかいる。引きかえそうかと思った。むしろ本能は強くそれを望んでいた。けれど鬱に支配された次郎花の思考は、ほとんど麻ま痺ひして働いておらず、本能の鳴らした警けい鐘しようもろくに届かなかった。

「あの……」

　誰かがこっそり煙草たばこでも吸っているのか、そう思った。それは何人かの人間が蹲うずくまっているように見えたからだ。暗くて、ほとんど視界は判然としないが、人ひと影かげとそうでないものの区別くらいはつく。

　しかし、この音はなんだろう。気味の悪い、べたべたした音。

　次郎花は炊事場のなか、闇やみで蠢うごめく人影の背後に立ち、何をしているんだろう──と確かめようとして。

「…………」

　そこでようやく、音の正体に気づいた。

　それは誰かが何かを食べる音だ。たとえばまだ瑞みず々みずしい、血が滴したたるような肉を。

「………え？」

　食事に夢中になっている彼らは、白い制服を着ていた。古頃の制服も基本は白だが、彼らは暑いのに厚みのあるブレザーをきちんと着ていたから、よくわかる。

　殻蛇の生徒だ。

　殻蛇の生徒が夜の炊事場に座りこみ、何か赤黒い肉のようなものを食べていて──。

　物音に気づいたか、獣けものみたいに、一いつ斉せいに振りかえった。

「い………」

　びくん、と次郎花は背筋を震わせる。

　その顔は。その身体からだは。彼らが食べていたものは──。

「い──やぁぁぁぁぁああああああああ!!」

　夜空に次郎花の絶ぜつ叫きようが響ひびきわたった。
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「……それで？」

　ちきちきちき、とカッターナイフの刃はを伸のばし、戯小路アルテは他人を小馬鹿にするような笑え顔がおを見せた。

　場所は殻蛇怪造高等学校。相変わらず古びた感じの生徒会室。集まっているのは、戯小路アルテ、喪時飽友、巴已己巳の生徒会のメンバー。それと向かいあっているのは、空井伊依。その背後には青ざめ、今にも倒たおれそうな身体を魅神香美に支えられている美咲次郎花。

　アルテは真っ白な肌はだにナイフの刃を当て、綺き麗れいに微び笑しようして言った。

「あなたたちは、わたくしたちが怪モン造ス生タ物ーを飼っていると仰おつしやりたいの？　それとも──わたくしたちが、人間に化けた怪モン造ス生タ物ーだとでも？」

「……そうは言ってないよ」

　ちきちきち、きちきちき、とナイフを伸ばしたり縮めたりしている彼女に、伊依は真っ直すぐに挑いどみかかる。

「ただ、ハナちゃんが夜中に殻蛇の制服を着た怪モン造ス生タ物ーを見たのは本当なんだ。べつにあなたたちを疑っているわけじゃない。心当たりがあれば教えてほしいし、何もなければ事実を調べるのに協力してほしいんだ」

　事の顚てん末まつはこうだ。深夜、トイレに向かった次郎花は、炊すい事じ場ばで何かを食べている怪モン造ス生タ物ーを目もく撃げきした。詳くわしい数はわからないが、少なくとも二に匹ひきや三匹ではなかったらしい。しかも全員が純白の、殻蛇の制服を着こんでいた。

　幸いだったのは、彼らが食べていたのが焼き肉のときに食べきれなかったり、使い切れなかったりして捨てた牛肉や野菜であり、次郎花も慌あわてて逃にげたおかげか被ひ害がいを受けなかったということである。これで食べられていたのが人間だったり、次郎花が襲おそわれていたりしたら伊依ももっと険悪な顔になっている。

　夜が明けて朝、早々に蟻あり馬またち教師に報告し、自分は殻蛇に乗りこんで、こうして伊依はアルテたちと対面している。何かを知っているなら教えてほしかったし、事実を調べるのに協力してほしいというのも本当だ。

「………はぁ」

　生徒会長、戯小路アルテは深々と溜ため息いきをつき、疲つかれたように已己巳へ視線を向けた。書記の彼女はやはり人形のように無表情で、ただ淡たん々たんと発言する。

「今のところ、僕から出せる情報はない。せめて写真でもあれば怪モン造ス生タ物ーの種族などを特定できたのだが」

「ハナちゃんが言うには……」

　次郎花はひどく怯おびえていて、香美からぴったりと離はなれない。当然だ。古頃の事件で怪モン造ス生タ物ーに怪け我がを負わされ、怯えていたときに不意打ちで怪モン造ス生タ物ーを目撃したのだ。その驚おどろき、恐きよう怖ふはどれほどのものだっただろう。

　伊依は内心で歯は嚙がみしつつ、アルテから目を逸そらさない。

「下級の、ほとんど危険がないはずの怪モン造ス生タ物ーだったみたい。放ワイ浪ルド怪・モ造ンス生タ物ーの可能性もあるけど、それだったら殻蛇の制服を着ている意味がわからないよね？」

　言外に、何か知っているだろう、というニュアンスをにじませたつもりだったが、アルテは狸たぬきなのか本当に何も知らないのか、そらっとぼけた態度で手を振ふった。

「本当に、不思議なこともあるものですわね？　怪モン造ス生タ物ーが殻蛇の制服を着ているなんて、とんと理由に見当がつきません」

　そして真顔になり、こちらを威い圧あつ的に見つめてくる。

「まぁ、お預かりしている古頃の皆みなさんに万一のことがあってはなりません。調査をしたいというならご自由に。ま──これは勘かんですが、無む駄だでしょうがね」

「どういう意味？」

　やはり、言動のひとつひとつが伊依の気に障さわる。こんな相手は珍めずらしい。伊依は幼少期に嫌いやな目にはさんざん遭あわされ、その後も性しよう悪わるの父親にさんざんシゴかれた経験があるので、並なみ大たい抵ていの嫌なやつでは彼らと比べればぜんぜん良いひと、と許せるのだが。

　なんだろう、アルテのこの、わざと他人に嫌きらわれようとしているような──挑ちよう発はつ的な言動は。

「……あら、だから言いましたでしょう。根こん拠きよのない勘ですわ」

　微笑ほほえみ、アルテは手にしたカッターナイフをこちらに投げてよこす。

「ま、わたくしたちを疑うなら、一人一人、それで生皮でもお剝はぎあそばせ？　もしかしたら一匹くらいは怪モン造ス生タ物ーが化けているかもしれませんわよ？」

「…………」

　伊依はもちろん落ちたナイフは無視して、ただ真っ直すぐにアルテを見つめた。

「……じゃ、何かわかったら教えてね。あたしたちも、自分の身を守るためにいろいろと調べさせてもらうから」

「あらあらまあまあ。それは結構、けれど──これは忠告なのですがね」

　その一いつ瞬しゆんだけは、悠ゆう然ぜんとしたアルテの瞳ひとみが氷点下にまで冷えた。

「自分の実力も弁わきまえず、弱い人間が、あまり危険なことに首をつっこむと──早死にしますわよ？」

「何もせずに長生きするより、誰だれかを助けて早死にしたいよ。ただ強くなった自分に酔よいしれるより、不格好でも、ほとんど何もできなくても、友達のために何かして死ぬよ」

　アルテの青い瞳と、伊依の黒い瞳が交差する。

　見つめあっていたのは、数秒か、数分か──とにかく、最後まで二人は目を逸らさなかった。お互たがいに、宣戦布告のような言葉をぶつけあうまで。

「なるほどねぇ──」

　アルテは綺き麗れいに微笑んで、長机を激しく蹴けりつけた。不ふ愉ゆ快かいさを隠かくしもせずに、音をたてて倒たおれる机や巻きこまれた椅子いすを見もせずに。

「……あなたとは、たぶん一生わかりあえない気がしますわ。空井伊依さん」

「うん。あたしたちは天敵だよ。でも、仲良くできるならそのほうがいいけどね──戯小路アルテさん」

　ははは、ははは、と二人は乾かわいた笑いを漏もらした。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　そうして伊依が生徒会室で物ぶつ騒そうな空気を味わっていたころ、仇あだ祭まつり 遊ゆうはまだ人ひと気けのない殻蛇の廊ろう下かを歩いていた。照明はついていないが、窓から差しこむ陽光が眩まぶしくて明るさには問題ない。そういえば見るかぎりカーテンがかかっている窓がひとつもなかった。

　今朝は朝の九時から登校し──これからの日程などの説明を受けることになっていた。けれど遊は朝食をすっぽかしてきたので、まだ朝の七時。時間には余よ裕ゆうがある。

「………さて、どこから調べたものかな？」

　周囲を警けい戒かいはしているが、遊の歩調は余裕げだった。外から見れば脱だつ力りよくしているようにすら見えるだろう。けれどこれは気を抜ぬいているわけではなく、五感を鋭えい敏びんにしているし、緊きん急きゆう時には瞬時に動けるよう気をつけている。自然体なのだ。

　怪あやしまれないよう、かといって油断することもなく、普ふ通つうに歩く。

　昨夜、美咲次郎花が殻蛇の制服を着た怪モン造ス生タ物ーを目もく撃げきしたという。その事実を知って、遊の疑いはほぼ確信に至った。

　この学校はどこかおかしい。この校舎も、生徒も、何か違い和わ感があるのだ。

　遊はこの場所にきたとき、気絶したままのふりをして傍そばにいた教師たちの会話を聞いていた。彼らが言うことには、外との連れん絡らくは完全に遮しや断だんされ、またバスでも脱だつ出しゆつできなくなっているのだとか。さらに、これも考えればおかしいのだが、古頃の二学年と三学年の生徒がいつまでたってもここに辿たどりつかない。

　生徒に不安を与あたえないようにか、それらの事実は隠されているようだが、遊はそこからとある疑問を導きだした。

　ここは、本当に殻蛇怪造高等学校なのだろうか。

「伊依ちゃんたちも調査を始めると言っていたから……、急がないといけないね。危険なことは僕が担当、汚よごれ仕事はいつでも死神の役目だよ──っと、うーん」

　しゃがみこみ、廊下を手でなぞる。やはり材質が古すぎる。だいたい木造建築なんかいまだに現げん役えきで使っている学校はない。名家の子女が通っているなら学費も高いだろうし、改築や増築をしないわけがないのだ。

　だいたい、ここにはいろいろなものが足りなさすぎる。体育館などの各種施し設せつ、生徒たちが生活している学生寮りよう、そして──そもそも、どうして教師が一人もいないのだ？

　舞ぶ台たい劇に用いる書き割りのように、必要な部分だけを模も倣ほうした偽にせ物もの。そんな感じがした。今はまだ授業が始まっていないから他ほかの生徒も違和感が薄うすいようだが、たぶん殻蛇の連中にまともな授業はできないし、破は綻たんするのも時間の問題だ。そうなったら、自や棄けになった彼らが何をするかわからない。

　そのときまでに、ここが殻蛇ではない確実な証しよう拠こを見つけだし、全力をもって脱出しなくてはいけない。場合によっては戦いにもなるだろう。

　遊は神しん妙みような顔で、そっと廊下を歩いていく。

「………おっと」

　前方から複数人の足音がしたので、曲がり角の直前、陰かげになった部分に貼はりついて気配を殺す。遊はかつて目的のために怪モン造ステ学イス者トたちから《門ＧＡＴＥ》を盗ぬすみまくったことがある。気配の消し方はそのとき学んだ。影かげに溶とけ、呼吸を潜め、植物のようにその場に馴な染じむ。

　足音とともに、気け怠だるげな会話が聞こえてくる。

　どうやら殻蛇の生徒のようだが、彼らの喋しやべる内容は遊には意味不明だった。

『──気づかれてねぇよなぁ、どうせ普通のやつには俺らの区別なんかつかねぇし、たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけどなぁ』

『だいたいおまえが残り物を漁あさろうとか言いだすから。これだから犬は浅ましいっつうか』

『犬じゃねぇっつうの豚ぶた野や郎ろう。おまえも乗り気だったじゃねぇか。あ、やべぇやべぇ、どこで聞かれてるかわかんねぇんだから、この話題はもう止やめな』

　………？

　日本語だ。内容も、理解はできる。意味がわからないが。

　遊は訝いぶかしげに、ひたすら無になって耳を澄すませる。

『そうそう、上の連中に聞かれたらやばいって。俺ら、絶対に証しよう拠こ隠いん滅めつとか責任とかで殺されるって。でもなー、腹減ってたんだもんな、なー？』

『だいたいあの食料、最初から僕らのだしね。食べて何が悪いっていうの？　ほとんど備び蓄ちくもないのに貴重な肉をあんなにさ……』

『だーかーらーその話題は止めって言ってんべ？』

　そこで遊の正面を人影が通りすぎる。こういう場合、きっちり陰に潜ひそみ、しゃがみこんでしまえば意外に見つからない。喋っているときはお互い相手の顔しか見ていないし、下のほうは大たい抵ていの場合、死角になっている。

　今回もご多分に漏もれず、複数の生徒たち──五人ほどが息を殺した遊の前を吞のん気きに喋りながら通過していった。見たところ普通な、白い制服を着た殻蛇の生徒だ。もっとも、顔立ちや体形に、どこかしら人間らしからぬ部分はあるのだが。

『代理人のやつはともかくよ、《花オデツ火ト・オ花デール》様は怒おこるとマジで怖こわいぜ？　いやいつも怖いけど。あの方が戦うとこ見たことあるか？　実際、あの方が本気で殺しにきたら俺は三秒で死ねる自信があるね』

『何を自じ慢まんげに。つうか、おまえ知らねぇな？　あれで《花オデツ火ト・オ花デール》様はけっこう部下想おもいなんだぞ？　敵には容よう赦しやしねぇけどさ、俺らにはいつも優やさしいじゃん。ま、近ごろなんか様子が変だけどさ……』

『あ、あたしもそれ思った。どうもね、《花オデツ火ト・オ花デール》様らしくないの……なんだろうな、ここにきてから変わっちゃった感じ。あたし《花オデツ火ト・オ花デール》様のこと好きだったんだけど……今はなんか、やだな、ぴりぴりしてて』

『あの方も追いつめられて焦あせってるんだろ。それよりさ……、あれだ、〝憤ふん怒ぬ〟のところからきた……』

『あぁ、あいつね。あいつは本気でマジやばい。おまえら絶対に近づくなよ。正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だぞ、あれは、気まぐれで殺されたら堪たまんねぇぜ』

『了りよう解かい。あー、しかしタルいなぁ、今日から授業だろ？　授業ってなぁに、お母さんー、僕よくわかんないのー、教えてー』

『誰だれがお母さんよこの豚野郎』

　声が遠ざかっていって、遊が聞きとれたのはそこまでだった。彼らは廊ろう下かの突つきあたりを曲がり、いずこかへと姿を消してしまった。それでも遊はしばし動かず、跳はねあがった自分の鼓こ動どうをただ感じていた。

　やがて無表情で立ちあがると、思わずそばにあった窓まど硝子ガラスで自分の顔を確かく認にんする。

「…………」

　蒼そう白はくになっていた。最悪の可能性を思いついてしまったのだ。

「これは……思ったよりも、まずい事態なのかもしれない」

　独り言をつぶやき、急いで誰かに自分の仮説を伝えなくてはいけないと決めた。誰がいいだろう。常識的に考えたら教師の蟻馬か妖あやかし森のもりだが、証拠も根こん拠きよも集めきっていない今、彼らにうまく自分の不安を説明できる自信がない。

　では、伊依か？──否いな、なるべく彼女は巻きこみたくない。

　魅神香美──は、実力が不明確だし、何より極きわめて個人的な事情でしか動かない感じがする。

　ならば──ここは、〝正義の味方〟に頼たよるしかないか。

「舞まいちゃん……かな、ひとまず」

　戦橋舞弓。たぶん遊の推測を伝えれば彼女は即そく座ざに動く。絶対にそのまま暴走すると思うが、そこは自分が御ぎよしてやればいい。怪造が使えない今、生身の戦力として期待できるのは彼女しかいない。

　古ぼけた廊下を、靴くつを置いてきた昇しよう降こう口に向かってひた走る。腐くさりかけているのか床ゆか板いたは柔やわらかく、踏ふみ抜ぬいてしまいそうで心こころ許もとない。

　とりあえず、舞弓がいるとしたらまだテントか、朝食が配られた炊すい事じ場ばか、伊依たちとともにどこかで行動しているか、いずれかだろうと思う。可能性が高いのは最後のそれだが、ひとまず場所が確定しているテントや炊事場から廻まわることにした。

　下げ駄た箱ばこで適当に靴を隠かくしていた箱を開く。もはや誰にも使用されていないその空間に──こっそり置いておいたはずの自分の靴がない。

「あれ？」

　靴がない。特に神秘的な出来事ではないが、焦っていた遊は状じよう況きようが理解できずに数秒だけ呆ぼう然ぜんとした。確かにこの番号で合っていたような、と箱の蓋ふたを閉めて確認する。

「……捜さがしものはこれか？」

　不意に、背後から声がかけられた。同時に、どさ、と軽い音がした。音源を確かめると、足元に見慣れた自分の靴が左右そろえて置かれていた。

　ゆっくり背後を振ふりかえる。冷や汗あせが、遊の頰ほおを静かに伝った。

「そう緊きん張ちようしないでくれ。君と敵対する意思はない」

　そこに立っていたのは、小こ柄がらな少女だ。

　模も範はん的な制服と、同じく飾かざり気のない容よう貌ぼうの、瓶びん底ぞこ眼鏡めがねが目立つ地味な少女だった。どこかで見たような気がするが、名前は知らない。

「僕の名前は巴已己巳」

　胸に手を当て、已己巳と名乗った少女はこちらの胸を指さしてきた。吐と息いきが触ふれるほど至近距きよ離りに立っているのに、驚おどろくほど気配を感じない。

「君の名前は仇祭遊。三年前の連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件により両親を失った過去をもつ。そのとき、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》という禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーと接せつ触しよくしたともいうが、詳しよう細さい不明」

　彼女が口にしたその言葉に、どくん、と一いつ瞬しゆんだけ心臓が高鳴る。

　こいつ──何を知っている？

「……詳くわしいね」

　遊が内心の動どう揺ようを抑おさえて言うと、特に誇ほこるわけでもなく彼女は小こ脇わきに抱かかえたノートパソコンを示してきた。

「調べた。小さな新聞記事に君の名前が載のっていた」

「できれば事件の被ひ害がい者しやじゃなく、偉えらいことをして新聞には載りたかったけどね」

　戯おどけた調子でそう言って、正面から彼女を見つめる。

「で、何か用かな？　僕は今、君たちに対してかなり疑ぎ惑わくをおぼえているんだけど？」

「その疑惑を、忘れてほしい」

　已己巳は小さくそう告げてきた。遊は思わず呆あつ気けにとられる。

「忘れろ──だって？」

「忘れるのが無理なら、せめて誰にも僕らのことを語らないでほしい。本当に──僕らには、君たちに危害を加えるつもりなんてない」

　巴已己巳は、ただ淡たん々たんと、けれど縋すがるような、必死な様子でつぶやいてきた。

「僕たちは、ただ、静かに暮らしたいだけなんだ……」

　沈ちん黙もくが流れた。遊はあまりにも予想外のことを言われてしまったので、啞あ然ぜんとする。遊はすでになんとなく彼らの正体を推測できているのだが、その彼らが、静かに暮らしたいなんて望むとは思えなかったのだ。

　けれど已己巳の表情は、怖こわいくらいに真しん剣けんだった。脅おどしているわけでも、噓うそをついているわけでもなく、ただ純じゆん朴ぼくに正直な気持ちを語っているように見えた。

　けれど遊は首を振る。

「……ごめん、それは無理だよ。だって君たちは──」

「わかっている。君たちは、僕たちがここにいるだけで許せないんだろう。わかっている……いつも僕らは、そういう連中から逃にげてきた」

　寂さびしげに目元を伏ふせ、遊に背中を向け、已己巳はやはり静かに語った。

「次はどこにいけばいいんだろう。ここを追われてしまえば、僕らは本当にどこにもいけなくなる……」

「…………」

　とぼとぼと歩いていく彼女の後ろ姿が──なんだか儚はかなくて、それが幼いころに見た、誰だれにも愛されなかった少女の姿に重なり、遊は思わず声をかけてしまう。

「待って」

　振りかえる彼女に、遊は真しん摯しな表情で告げた。

「女の子にそんな顔されちゃ、僕もさすがに寝ね覚ざめ悪いよ。いいかい、已己巳ちゃんと言ったね？　取り引きをしよう」

　両りよう腕うでを広げ、大おお股またで彼女に近づき、その顔を覗のぞきこむ。

「ひとまず、今はまだ誰かが傷つけられたわけじゃない。だから──もしも、古頃の誰かが被害にあったら、そのときこそ僕は全力で君たちを叩たたき潰つぶす。それまでは、僕も貝のように君たちの正体については黙だまっていると誓ちかおう」

「…………」

　已己巳はしばし、遊の真意を探さぐるように黙っていたが、やがて不思議そうに首を傾かしげた。

「……それで、君は何を得る？　取り引きというからには、無条件というのは考えられないのだが」

「当然。もちろん──それなりの対価をいただくよ」

　にっこり笑って、遊は已己巳に条件を示す。

「教えてもらいたいことがあるんだ。……それはたぶん、君たちにしかわからないことだよ、已己巳ちゃん？」
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　遊と已己巳がそうして人知れず取り引きを交かわしていたとき、殻蛇の校舎の片かた隅すみでは喪時飽友が薄うすら笑いを浮うかべていた。可愛かわいらしくすら見える童顔に、今は隠かくしもせずに獰どう猛もうな表情を浮かばせて。

　暗く、狭せまい部屋だ。元は何かの倉庫だったらしいが、飽友は興味がないから詳しく知らない。足元には打ち捨てられた古い教材や、分厚い埃ほこりが積み重なっている。

　周囲には写真。壁かべという壁に画が鋲びようで貼はりつけられ、眺ながめられるようになっているのは古頃の生徒、その全すべてを写した四十枚ほどの写真だった。正確には已己巳に頼たのみ、プリントアウトしてもらった印画紙だが──。

「へェ……なんつぅか、ふゥん、へへへ。笑いが止まんねェなァ、おい？」

　一枚一枚、熱のこもった視線で印画紙を見み据すえ、飽友は低く声を漏もらす。何枚かを躊躇ためらいもなく千切って捨て、また何秒か考えてはいくつかを床ゆかに落としていく。残ったのは、容姿が整った、何より健康で豊満な肉体をもった少女たちだった。

「ふん。ふんふんふん」

　思わず鼻はな唄うたなども口ずさみ、くくくっ、と堪こらえきれずに笑う。

「だーれーかーらー喰くおぉかなァっっと、ったくよォ、巴も便利なやつだよなァ、写真をよこせって言ったら簡単に用意しやがって──俺がなんでそんなもん欲しがるか考えもしねェ。ま……ここの連中はみんなそうか、お人ひと好よしが雁がん首くび揃そろえやがってよォ……」

　馬鹿にするように鼻を鳴らし、ふと手を止めて一枚の印画紙を凝ぎよう視しする。飽友は興奮しきっていた表情を張りつめさせ、そこに写った少女の鮮せん明めいな画像のデータを探した。たしか巴が古頃の生徒の外見と一いつ緒しよに、調べられるかぎりの情報を印刷してくれていたはずだ。

「……一年月組、戦橋舞弓」

　白い髪かみに、深しん紅くの瞳ひとみ、変わった服装に銀細工をちりばめた、可愛いというより凜り々りしいという形容が似合う長身の少女だ。飽友はもう少しぽっちゃりしていたほうが好みなのだが、なぜだろう、彼女の顔と──身体からだを見た瞬しゆん間かん、飽友の肉体の奥で何か異様な感覚がした。

　内臓が熱く溶とけるような、ちりちりと炙あぶられるような、この感覚はなんだ？

「…………」

　しばし飽友は黙もつ考こうし、他ほかの写真を全て引きちぎってただ舞弓の写真を見つめる。我知らず歯がかたかたと鳴り、喉のどの奥が何かを求めて震ふるえた。

「戦橋。戦橋……ふん？」

　どこかで聞いた憶おぼえがあるが、あれは──どこだったか？

　考えながらも、喪時飽友は食いいるように写真の舞弓と視線を合わせつづけた。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　そして同じころ、殻蛇の校舎の片隅、自動販はん売ばい機きの前に魅神香美は立っていた。恐きよう怖ふで憔しよう悴すいした次郎花を伊依に任せ、先ほど生徒会室で感じた、言いようのない危機感について頭を悩なやませながら。

「……さすがに気づくっちゅうの」

　廊ろう下かで一人っきり、周囲に誰もいないことを確かく認にんして深く頷うなずく。

「この学校は、おかしい」

　そうだ──おかしいのだ。校舎も、生徒も、何もかも。

　もしかしたら、自分が動く必要があるかもしれない。そんなことはできれば面めん倒どうだから遠えん慮りよしたいが、もう、そうも言っていられないだろう。

「誰だれが何を企たくらんでるのか知らないけどさ……頼むから、あちきを怒おこらせたりしないでよぉ」

　独り言をつぶやき、正面の自動販売機を凝視する。

　お茶。珈琲コーヒー。林りん檎ごジュース。紙パックの、何も奇き抜ばつなところのない百円均一の自動販売機である。中学時代は牛乳しか置いてなくてみんな文句たらたらだったなぁ、などと思いながら香美は首を傾かしげて肩かた関かん節せつを鳴らした。

　それからやはり気け怠だるげに、なんだか気安く声をかける。

「ナイトくん」

　こんこん、とそこが誰かの家の扉とびらだというように、香美は自動販売機をノックした。冷たく、そして硬かたい感かん触しよく。もちろん返事はない。

　けれど香美の表情はあまり変わらない。ちょっとだけ眉まゆをひそめ、再び呼びかける。

「ナイトくん、ナイトくん、いるのはわかっているのよぉ？」

　ありえない現象が起きた。

　がばん──と自動販売機が開いた。飲み物の補ほ充じゆうや代金の精算のためにこの機械は開くような構造になってはいるが、それには専門の鍵かぎが必要であり、こんな簡単に開放されるようにはできていない。

　しかも自動販売機は内側から開いた。冷気が、真っ白な空気を蚊か遣やり火のように撒まき散らし、香美の正面、そこで重々しい金属音を響ひびかせながら開いていく。

　香美は無表情のまま、いつもは猫ねこ背ぜがちの身体を伸のばしてただ見守っている。

　くるくる巻いた何かの歯車と、金庫みたいないくつもの扉と、噴ふきあげる純白の蒸気と、低く──重々しく、そこに鎮ちん座ざしている異形の何かを。

「……貴女あなたの騎き士しは、此こ処こに」

　本来、不自然なはずの光景だった。

　自動販売機の内部──そこには、ぐるぐるに緊きん縛ばくされた人物が収納されていた。

　体格は、よくわからない。四し肢しを折りたたみ狭せまい空間に収まったその姿はひどく窮きゆう屈くつそうだ。全身は得体のしれない真っ赤な紐ひもや包帯で梱こん包ぽうされており、一目ではその外見を把は握あくするのが難しいのだが。

　棺かん桶おけに収納される屍し体たいのごとく、正体不明の奇人は、そこに当たり前に存在していた。

　自らを抱だきしめるような窮屈そうな姿勢。その腕うでの隙すき間まには大口径のハンドガンらしきものが収まっており、包帯の隙間からは脆もろそうな髪の毛や、どう考えても骨や皮のなれの果てらしい不気味な黒いものが覗のぞいている。唯ゆい一いつ──生気に満ちているのは片目だけ露ろ出しゆつした瞳だが、それすらどこか機械的で、無感情な光を宿していた。

「あ、よかったナイトくん。ちゃんといるじゃん」

　目の前に展開する非日常にも、香美の吞のん気きな顔は変わらない。十年来の親友に語りかけるように、気負わず、怯おびえず、にっこり笑う。

「なんか、ここ怪造ができなくてさ、もしかしたらナイトくんにも二度と会えないんじゃないかって、香美ちゃんはちょっぴり心配しました」
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　戯おどけるように言うと、ナイトと呼ばれた包帯男は──性別は判然としないが──腐ふ汁じゆうが滴したたるような声で応こたえた。

「……この命が尽つき果てるまで、拙せつ者しやは貴女の傍そばにある。それが契けい約やくであり、約束であり、偽いつわらざる本心。して姫ひめ様、この醜みにくい腐肉めに何用か」

「姫様ってやめてよね。いつも言うけどさ」

　ものすごく嫌いやそうな顔で、香美は目を細めて腰こしに手を当てた。次から次へと湧わいてくる蒸気が髪かみを穏おだやかに揺ゆらしている。

「ていうか、なんでナイトくんいつも自動販はん売ばい機きに隠かくれてるの？　どういう原理？　便利だから呼びだすにはいいけどさぁ、理り屈くつがわからなくて気持ち悪い」

「拙者は腐肉。肉体の保存にはこの場所が最適」

「……説明になってないけど、まぁ、いっか」

　いつものように深入りせず、あっさり納なつ得とくして香美はナイトを見つめた。

「ナイトくん、この学校──なんだか変だと思わない？　あちき、ここにきてから怪造ができなくなったし、ぽろぽろ不自然なところが見つかるし……。たとえば、そうだなぁ、殻蛇の生徒とか──なぁんか普ふ通つうの人間に見えないんだよねぇ」

「ふむ」

　身じろぎし、腐肉の騎士は濃のう厚こうな血の臭においを漂ただよわせながら応えた。

「姫様の仰おつしやるとおり、何かいるようですな──巨きよ大だいな存在が。ふむ……この気配、かつてどこかで……」

　重苦しく、聞き取りにくいその声。けれど香美は慣れているので不便は感じない。慎しん重ちようなこの存在が口にすることは、だいたい信用していいということも理解している。

　ナイトは、昆こん虫ちゆうみたいに無機質な目でこちらを見つめてきた。

「姫様、貴女から怪造の能力が喪うしなわれたのは、おそらく此処では法則が異なっているから。怪造とは、魔ま王おうの直ちよつ轄かつ地でのみ行使可能な契約。しかし、ここは魔王の地に非あらず。もっと何か別の──強大なものの支配地でござる」

「むむむ？」

　難しい物言いは今に始まったことではないが、彼の言動はいちいち理解するのが難しい。香美は唸うなり、しかし数秒で思考を放ほう棄きして腕を組んだ。

「よくわかんないけど──あちきの勘かん違ちがいじゃなく、やっぱりこの場所は変なのね？」

「遺い憾かんながら」

　しばし見つめあい、やがて香美は誰だれにも見せない、冷れい徹てつな表情になって頷うなずいた。それは目の前の腐肉の騎士に似た、突つきつめて無感情な、屍体の顔だった。

「……じゃ、ナイトくん」

　その声にも、血と腐敗の臭いが混ざる。

「なんか危なそうだったら、ナイトくんが叩たたき潰つぶしちゃって。行動するのを許可するよ」

「おぉ──」

　ナイトが、初めてその身体からだで感情を表現した。歓かん喜き、あるいは幸福、餌えさを与あたえられた猟りよう犬けんのように残ざん忍にんな悦よろこび。

「言のままに。姫様」

「ん。あ──でも、あちきのお仲間さん、古頃のひとには手ぇださないでね。あの子たちはあちきと同じで、この空間に取りこまれただけの被ひ害がい者しやなんだからね」

「否いな。それは約定できませぬ」

　厳いかめしく、ナイトは拒きよ絶ぜつした。

「拙者が最優先するのは、他ほかならぬ貴女の安全。他の誰かが貴女の命を脅おびやかすのならば、魔王とて例外なくこの手で討ち果たしましょう。その使命に邪じや魔まならば、他の者どもの安あん寧ねいなど迷わず切り捨てる所存」

「どうしても？」

「どうしても」

「香美ちゃんが猫ねこ耳みみで可愛かわいくお願いしても？　にゃーん？」

「〝猫耳〟という単語の意味がわかりかねます」

　にべもなく言い捨てる彼を見て、香美は珍めずらしく疲つかれきったような溜ため息いきを漏もらした。

「……はぁ、これだからあんまりナイトくんには頼たのみ事をしたくなかったんだけどなぁ。けど──怪造ができないってんなら、あちきの武器はナイトくんしかいないし……。もう、融ゆう通ずうがきかないというか、茶目っ気がないというか、もっと適当に生きてください」

「生きてはいませぬ。腐肉ですので」

　冗じよう談だんではなく、本当に真面目まじめな口調でそう言って、腐肉の騎き士しは低く唸った。

「では、貴女の勅ちよく命めい、確かに承うけたまわりました。貴女の平和を脅かす逆ぎやく賊ぞくどもは、残らず拙者が討ち滅ほろぼしましょうぞ、姫ひめ様」

　宣言し、開いたときと同じくらい唐とう突とつに自動販売機は閉まった。一いつ瞬しゆんにして立ちこめていた腐ふ臭しゆう混じりの蒸気が拡散し、残された香美は頭痛でもおぼえたみたいにこめかみを指で撫なでる。

「姫様じゃないっつうに。……あぁもう、やっぱりナイトくんに頼んだのは間ま違ちがいだったかなぁ？　なんでこう言うことちゃんと聞いてくれないのかなぁ？」

　つぶやいて──殻蛇の古びた廊ろう下かで一人、魅神香美は再び暗く重く嘆たん息そくした。
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「俺が怪造学会総長──激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかである！」

　景気よく鐘かねを鳴らすがごとく、深く腹の底まで響ひびいてくる男の声が放たれた。同時に世界には凜りんとした緊きん張ちようが満ち、誰もが温度すら冷えこんだように錯さつ覚かくする。

　広い、曰いわく形容しがたい光が溢あふれた空間である。

　見えるのは、口々に咨し嘆たんのこもった呪じゆ文もんを唱え、寸分の狂くるいもなく同じ動作、同じ姿勢をとりつづける無数の男女の姿。円座した彼らが囲む水すい晶しようのような氷山のような、内部に誰かを閉じこめた透とう明めいの鉱物。人々が手首に嵌はめた腕うで輪わが、そして鉱物の塊かたまりそれ自体が、寄せては返す波のごとく紫し電でんを弾はじけさせている。

　その輝かがやきを背景にして、逆光により表情を陰いん影えいに塗ぬりつぶされた人物が、低く語る。

「愛いとおしい俺の奴ど隷れいども、今日も俺のために魂たましいを加速させているか？　俺のために生き急ぎ、命を燃やして働いているか？」

　引力とも形容すべき言葉の奔ほん流りゆうを受け、声の主の正面に立ついくつかの影かげが囁ささやくように応こたえ──またかるく会え釈しやくした。

　すると、爆はぜるように声は激げき昂こうした。

「返事が、小さい！」

「──押お忍すッ！」

　爆はせ川がわ嫌や凪なぎはどれだけ体験しても慣れない彼かの人物の怒ど鳴なり声に、身をすくませ、また背筋を伸のばして肺から声を振ふりしぼる。

　そんな嫌凪の態度に満足したのか、一転、穏おだやかに影は語った。

「宜よろしい──貴様らは俺のために死ね。さすれば決して、俺は貴様らの命を無む駄だに遣つかいはせんぞ」

　号令一いつ喝かつ、怪造学の支配者──激流院潮静は空気を裂さかんばかりの大声を張りあげた。

「これより怪造学会集会を始める！」

　花おい魁らんのように着き崩くずした和服に、色気を演出する簪かんざしと煙管きせる。場に座し、一ひと振ふりの刃やいばのように姿勢を正していた総長は、その傍かたわらに控ひかえていた己おのれの腹心に視線をやった。

　慣れた手つきで燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火をつけていた人物、怪造学会副総長・久く渡ど貴き乃の子こがよく観察しなければわからないほどわずかに頷うなずく。

「……はい。それでは総長に代わりまして、これより久渡が集会の進行を仕つかまつります──どなたか異存がおありですか？　と誰だれにも異議がないのを知りつつあえて確かめるのは、この役目を総長から与あたえられるのは世界で久渡ただ一人だけ、という特別視されることによる快楽をより深く味わうためです」

　余計なことまで包み隠かくさず口にする彼女は、自分の頭よりも大きな帽ぼう子しをかぶるという特とく徴ちよう的な外見をしていた。見た目には小学生のようだが、実際の年ねん齢れいは嫌凪もよく知らない。久渡の肩かたに垂らした緑色の髪かみから目を逸そらし、蠟燭の火が弾ける音を聞きつつ周囲を窺うかがった。

　総長はある特別な理由によりこの場所を離はなれることができず、会議はいつもこの仄ほの暗ぐらい空間で行われる。背後には呪文と呪印をつづける無数の怪モン造ステ学イス者トたちがいるが、彼らは少しでも集中を途と切ぎれさせれば即そく死しという危険な『封ふう印いん』の儀ぎ式しきを実行中であり、会議の内容も耳に入りはしないので、盗ぬすみ聞きの心配はいらない。

　年に一度だけ行われる怪造学会集会、そこに参加できるのは世界に七人しかいない怪レイ造・モ学ンス教テイ授アのみだ。上座に位置し、修しゆ行ぎよう僧そうのように隙すきなく座ざ禅ぜんを組んでいる総長・激流院潮静。そんな彼のすぐ近く、回りくどく会議の前口上を述べている副総長・久渡貴乃子。残りの五人は思い思いの位置に座り、独特の存在感を漂ただよわせて黙だまっている。

　白金色の髪を肩まで伸ばし、不自然なほどに厚着した教育部長・宇う宙つ木き氷ひ蜜みつ。

　銅像のように鎮ちん座ざし、微み塵じんも動かない巨きよ大だいな全身鎧よろいは防衛部長・高たか橋はし十とう。

　歪いびつな人型を形作り、何事か独り言をつぶやいている研究部長・鬱うつの宮みや噓うそ。

　会議に参加する意思がないのか、ただ闇やみを眺ながめている役番無し・不ふ動どう霧きり晴はる。

　そして、緊張して正座し、拳こぶしを握にぎりしめている自分、執しつ行こう部長・爆川嫌凪。

「…………」

　情けない、と嫌凪は唇くちびるを嚙かむ。いくら怪レイ造・モ学ンス教テイ授アになっていちばん日が浅いのが自分とはいえ、他ほかの連中が平然としているなか、一人だけ怯おびえて縮こまっている。

　痙けい攣れんしそうな喉のどを撫で、無意識に震ふるえる膝ひざを叱しつ咤たする。周囲から迫せまってくる威い圧あつ感、空気の異質さは凄せい絶ぜつだった。集まったやつらは残らずどこかが外れた存在で、この空間も、本来は存在しないことになっている秘密の場所。

　萎い縮しゆくするなというほうが無茶だった。

　冷や汗あせを拭ぬぐい、己おのれを恥はじ、嫌凪は表面だけでも平気なふりをしようとただ真っ直すぐに前を見つめた。偶ぐう然ぜんか、不動と目が合い、その瞳ひとみがなんとなく自分を嘲あざ笑わらっているようだったので、嫌凪は奮起して彼を睨にらみかえしてやった。

　負けない。純じゆん粋すいにそう思う。この違い和わ感にも、不動の嘲ちよう笑しようにも、何にも負けないと強く心に誓ちかう。そうしなければ、ただここに座り息をしているだけで気が遠くなりそうだった。

「さて──議事を進める前に、今年一年の、それぞれの部署の活動結果を報告していただきましょう、と久渡が毎年恒こう例れいなことなのにあえて説明するのは、だらだらと会議を延ばして一秒でも多く総長の隣となりにいようという下心があるからです」

　無表情で、ただ淡たん々たんと語る久渡の視線が、すう──と鬱宮を捉とらえた。

「まずは研究部、どうぞ」

「はぁ────」

　途と端たん、鬱宮はその不定形の身体からだを震わせ、低く陰いん気きな声で独りごちる。

「……どうして。どうしてアタシから？　いちばん最後がいい……最後という単語が好きだし、他のひとがみんな喋しやべり終わったあとに世界が滅ほろぶ可能性もあるし、そうしたら活動報告をしなかったぶんだけ体力を使わなくて楽だってぇぇ……あぁ……こうして文句を垂れるのも面めん倒どうくさいの……」

　聞いている者の心を蝕むしばむような、ひどく憂ゆう鬱うつな声こわ音ねだった。

　けれど久渡はまるで頓とん着ちやくしない。もう慣れているのだ。

「……鬱宮、不平不満を混じえず、簡潔に報告なさい。なぜなら久渡は自分が延々と喋るのを好み、他人が長話をするのを嫌きらう、という独善的な性格をしているのです──とあえて語るまでもない事実をあえて語るのは、久渡が──」

「…………はぁ、久渡は喋りすぎ……どうしてそんなに喋るのか解かい剖ぼうして調べたい────あぁ、それもいい。それもいい。ふふ──」

　あくまで辛しん気きくさい言葉を投げかけ、鬱宮は体形を保つのも嫌いやになったのか煮にくずれた。

「……研究部の活動結果は多た岐きにわたるし、アタシもぜんぶ把は握あくしてるわけじゃないから──細かいところはいつも提出してる書類を見てほしいの……はぁ」

　喋っているうちに疲つかれたらしく、重く溜ため息いきをついて鬱宮は黙った。それから五分ほど居たたまれないような静せい寂じやくが満ちたが、やがて思いだしたように彼は小声で囁ささやいた。

「うぅ………代表的な発見はぁ、虚界アンダカにおける怪モン造ス生タ物ーの四系統分類と、その副次的な理論延長上の理り屈くつづけ、融ゆう合ごうの最適化、呪じゆ文もんの最適化……つまりぃ、ある程度までは虚界アンダカのどこにどんな怪モン造ス生タ物ーがいるか判明したってことね。まぁ分布は流動的だから数年で無意味になる研究だけど……無意味……いい言葉。死ぬときは無意味って叫さけぼう。うふふ」

「怪モン造ス生タ物ーの分布については──後にそれを参考にしたい議題がありますので、そのときまた詳くわしく説明してもらいます」

　久渡がかるく頭を揺ゆすり、どんより笑っている不定形の黒色に呼びかけた。

「他には？」

「…………。怪造の才能をもつ人間と、そうでない人間の見分け方とか。あとは新しい呪具が７０種類。新しい呪文と呪印が合計で２７種類。新しい怪モン造ス生タ物ーが２４２種類で、滅んだ怪モン造ス生タ物ーが５１９種類。奥地の怪モン造ス生タ物ーは絶ぜつ滅めつが止められないね……あぁ絶滅もいい言葉だ、いい言葉が多くてまた世界が嫌いになった。もう死のう」

「……わかりました。もう結構です。また何か研究部の知識を借りたいときは話しかけますので、死なずに待機していてください」

「────めんどくさいの……」

　水たまりのようになり、もはや反応しなくなった鬱宮から目を逸そらし、久渡が二人の遣やりとりを楽しげに見ていた宇宙木に視線を向けた。

「では宇宙木、教育部の今年の報告を」

「ん？……ん、そうね」

　童話にある雪女のように、美しいだけではなくどこかに毒を潜ひそませた微び笑しようで、宇宙木は手を広げる。

「今年は素す晴ばらしい年だったわ。たくさんの才能ある生徒たちが入学してきた。私は彼らの可能性に期待し、それはもう、かつてないほど精力的に生徒たちの育成に励はげんだわ」

　そして皮肉げに唇を歪ませ、さも不快そうに手をふった。

「だけどその喜びも努力も先日の亜あ玉たまと古頃の事件でパー。今はあの事件の後始末と、早期の教育体制の復活が主な活動内容。それがまた遅ち々ちとして進まないし、圧あつ倒とう的にいろんなものが足りないから──支し援えんを要求するわ。資金と人材のね。教育部からは以上」

「……支援については検討しましょう。では執しつ行こう部ぶ」

　きた、と嫌凪は思った。鼓こ動どうが一回だけ高鳴る。

　深呼吸。いつまでも醜しゆう態たいを晒さらしてはいられない。努めて堂々と発言する。

「執行部の活動は例年どおり、馬鹿どもが飽あきもせず怪造を悪用しやがるから大おお忙いそがしっすよぉー。窃せつ盗とうだとか誘ゆう拐かいだとか、くだらねぇ細かい事件と、《鳳フエニ凰ツクス》を怪造するとか大規模な事件と、両極化が進んでるのも変わりなし」

　怪造は便利な技術だ。異世界から様々な能力をもつ怪モン造ス生タ物ーを召しよう喚かんし、自由に行使するというその実用的な性質は困った人間にはたいへんに魅み力りよく的に映るのだろう。だからこそ日常的に、怪モン造ステ学イス者トによる安易な犯罪が横行する。人間の欲望は限りなく多岐にわたり、潰つぶしても潰しても犯罪の芽はけして絶えることがないのだ。

　その事実は時おり嫌凪に徒労感を味わわせ、憂鬱にさせる。先代の執行部長──空すかい井い滅めつ作さくは仕事は仕事と割りきって思考を放ほう棄きしているような感じだったから、嫌凪にはことさら繊せん細さいな乙女おとめのように悩なやむ自分が不ふ甲が斐いなく思える。

　滅作は滅作。嫌凪は嫌凪。どちらが優すぐれているも劣おとっているもない。嫌凪は誰だれになんと言われようとも己おのれの最善を尽つくすだけだ。それはわかっているが、こうも防犯の努力を嘲あざ笑わらわれるように事件が多発すると気分が悪い。

　そんな不快さを隠かくしもせずに表情に載のせ、嫌凪は内心の苛いら立だちを溜息にこめて吐はきだした。

「……ま、人材がもっと欲しいのは執行部も同じ。いつも言ってることだし、怪造学会に人手が足りないのはわかってるから強要しねぇけどよぉー」

　自分たちががんばればいいのだ。この世から犯罪をなくすことはできないかもしれないけど、減らすことはできる。この手で、ひとつひとつ悪を潰していくことはできるのだ。

　ならばそれをしよう、と単純に、強く嫌凪は誓ちかう。

「あとさぁ、罪を犯おかした怪モン造ステ学イス者トがどんな酷ひどい罰ばつを与あたえられるのか、もうちょい怪モン造ステ学イス者トどもに実感させらんない？　なんで罰ばつ則そくを曖あい昧まいにしとくわけ？」

「──苦く渋じゆうの選せん択たくなのだ、爆川」

　不意に、固く唇くちびるを閉じていた総長が重々しく口を開いた。

「怪造学界は常に新たな発見を求めている。発見に必要なものは個人の強い探究心と努力だ。そして、それらが最も強く発揮されるのは、人間が己の欲求を満たしたいと思ったとき──たとえ犯罪だろうとも、何かが欲しい、そう思ったときだ」

　こん、と煙管きせるの火受けで床ゆかを叩たたき、激流院潮静は朗々と語る。

「犯罪は嘆なげかわしいが、欲望を抑よく圧あつすれば停てい滞たいする。厳しすぎる罰則を知れば怪モン造ステ学イス者トどもは停とまって腐くさる。俺は、そして怪造学は、腐った者どもに用はないぞ」

　以上だ──と有う無むを言わさぬ口調で告げられ、嫌凪は二の句が継つげなくなる。いつもながら、この世に摂せつ理りを与えた神のような、反論を許さない雰ふん囲い気きの男だった。彼の正体は嫌凪もよく知らないが、人間離ばなれした高橋や鬱宮よりもよほど異質に思える。

　彼は間ま違ちがいなくこの場の支配者で、その発言は世界の法則と同等に絶対だった。

　けれど──。

「はッ。くくくッ」

　総長が声を放ったことで重さを増した空気を、切り裂さくように冒ぼう瀆とく的な笑い声があがった。その哄こう笑しように含ふくまれたあからさまな悪意に、滅めつ多たに動かない総長の無表情な顔がわずかにしかめられた。

「……何が可笑おかしい、不動」

　不ふ愉ゆ快かい、というよりは訝いぶかしげに、総長が腹を抱かかえて忍しのび笑う不動霧晴を見た。鉢はち金がねでその顔は隠されているが、不ふ吉きつに歪ゆがんだその口元だけは嫌凪にも見えた。

　肩かたを震ふるわせ、不動は堪こらえられないというように呻うめいた。

「いや──いや、悪いなぁ、くくくっ、総長はん、あんまり面おも白しろいこと言わはるからつい笑わろうてしもたわ」

　嫌いや味みな味が混ざった独特の関西弁に、総長は変わらず威い厳げんに満ちた仕草で首を傾かしげた。

「意味がわからんぞ、不動。俺は小こ癪しやくな皮肉を好かんので要点を言うがいい」

「だってさぁ、くく、……いちばん停まっとうのは総長はんやないの？」

　この戦うことしか考えていない危険な男は、普ふ段だんは隠されている色違いの両目で総長を見つめた。

「そんなあんたが、大おお真ま面じ目めに停まれば腐るとか言うからもう可笑しくてなぁ。じゃあ総長はんはとっくに腐ふ乱らんしきって土に還かえってしまっとるんとちゃう？　いつも顔色が悪いのは、もしかして死体だからなのかなぁって思ったら楽しくなってな！　あはは！」

「なるほど、皮肉の要点は理解したぞ。だが腐る云うん々ぬんはただの比ひ喩ゆだし、俺は俺が死体でないことを知っている。貴様の見解は笑えるが、少しばかり的はずれだぞ、不動」

　挑ちよう発はつ的な不動の物言いに、総長は不思議な返答をしつつ興味をなくしたように彼から目を逸そらした。総長は、いつもこう、何を言われても怒おこらないし哀かなしまない。感情がないというより、達観しすぎて無む駄だに感情を動かさないというか、そういう些さ細さいな心の動きを超ちよう越えつした精神を持っている気がする。

「不動──」

　けれど彼の周りにいる人間が全すべて彼と同じ悟さとりきった人格者なわけがない。

「極きわめて個人的な意見を述べさせていただきますと、あなたが誰に喧けん嘩かを売ろうと自由、どんな皮肉を言おうと問題ありません。けれど総長は──ただ総長そのお方のみは、侮ぶ辱じよくするとこの久渡貴乃子が許しませんよ」

　奇き妙みような周波数に響ひびく、機械のような久渡の声が薄うす闇やみを這はう。

「そうですね──わかりやすく表現してさしあげますと、調子にのるな、貴様ごときいつでも始末できるのだぞこの虫けらが、となります。理解しましたか？」

　普段より少しばかり毒の割合が多い台詞せりふに、不動は何を思ったか、不意に立ちあがると音もなく抜ばつ刀とうして地を蹴けった。

「な──」

　風圧に燭しよく台だいが揺ゆれ、久渡が目を丸くして息を吞のむ。嫌凪の知るかぎり久渡の戦せん闘とう能力は皆かい無むに等しい。動きは鈍にぶく、武器を持たない。ならば本気の不動に抵てい抗こうできるわけがない。

　殺される。

　否いな──殺す。不動なら、どんなくだらない理由からでも他人を殺せる。

「てめぇ不動！　止よせ！」

　ほとんど絶ぜつ叫きようじみた一いつ喝かつを放ったが、もちろん不動は止まらない。弾はじけるように嫌凪が立ちあがったときにはもう、不動の赤黒く煌きらめく不気味な刃やいばが久渡に迫せまっていた。

　キン──。

　硝子ガラスの鈴すずが砕くだけたみたいに、澄すんだ音が鳴った。

「────へぇ」

　それは不動の刃が久渡の眼前、そのわずか手前で止まった音だ。

　すなわち──総長の煙管が、不動の一いち撃げきを難なく受けとめた音だった。

「……不動、身内に武器を向けるとは何事か、愚おろか者」

　特別な素材を使っているわけではない、軽くて質素な煙管のどこに剣けん撃げきの威い力りよくを無にする力が込こめられているのか。不動は肩の筋肉を目で見えるほど盛りあがらせ、力を結集しているようだが刃は硬こう直ちよくして動かない。

　どうして──と嫌凪がその派手ではない、けれど明らかに異常な光景を理解できないでいるうちに、ぐるん、と不動が激しく回転して床ゆかに叩たたきつけられた。

　震しん動どう。その衝しよう撃げきの重さも、今の不動の不自然な倒たおれ方も現実離れしている。不動自身も不思議そうに、ただ厳然と見下ろす総長を仰あおいでいた。

「ふぅん──」

　倒れたまま、彼は愉たのしげに口こう端たんを歪める。

「やっぱ強つえぇやん、あんた。それなのに、どうして命令するばっかりで自分で動かんの？」

「下がれ不動」

　不ふ遜そんな部下の行動にも言葉にも、まるで動じず総長は告げる。

「会議中だぞ」

　そんな彼の態度に何を思ったのか、不動がまた愉たのしそうに笑い声をあげる。

「えぇなぁ、あんた。面おも白しろいわ。なぁ、いっぺんおれと殺しあってくれへん？」

「……下がれと命じたぞ」

　嚙かみあわない会話に業ごうを煮にやし、嫌凪は飛びだして不動を真上から押し倒した。

「動くな不動！　こんにゃろう！」

　最初から不動はこちらに視線を向けもせず、ひたすら愛いとしい恋こい人びとでも見るように総長を見つめていたのだが、変態の思考など理解できるわけがないので考えない。

　鬱宮を呼びつけ、彼の不定型な身体からだを利用して不動を捕ほ縛ばくする。

　しかし──不愉快なことに、ぐるぐる巻きに拘こう束そくしても、不動は最後までこちらを見なかった。
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　わたくしは人形ですから、死というものが理解できません。

　死ぬ。殺される。命が消える。命とは？　わかりません。理解してはいけない概がい念ねんのような気もしました。考えてはいけない、言語が気まぐれに生みだした概念というのは殊ことのほか多いものでございます。

　ゆえに現在のわたくしは、思考停止、という技術を学びました。何も考えずにひたすらご主人様の命にのみ従う、そんな機能を自ら生みだしました。

　けれど、そんなに器用ではなかった昔、わたくしはご主人様に死というものについて尋たずねたことがあります。

　ご主人様は面めん倒どうそうに、誰だれかが死ねば、そいつは二度と笑えなくなる。おまえが死ねば、二度と誰かの笑え顔がおを見ることができなくなる──と、説明をしてくださいました。

　だから我わが輩はいはすでに死んでいるのじゃ、おまえもな、などと皮肉げに付け加えつつ。

　生きているのに死んでいる、それはとても哀かなしいことだと考えます。

　近ごろ、哀しいという感情は理解できた気がするわたくしでございます。もうそろそろ喜びの感情も習得し、ご主人様に本物の笑顔を見せてさしあげられるようになりたいのですが。……そうすれば、あのいつも仏ぶつ頂ちよう面づらのご主人様も、すこしは微笑ほほえんでくれるかもしれませんもの。

　道のりは遠く、わたくしも、ご主人様も、まだ心から笑えぬようでございます。
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　そこに屍し体たいがありました。

　二度と物言わぬ、また笑えない物体へと堕おちた生き物のなれの果て。

　うぞうぞと腐ふ臭しゆうが漂ただよい、ぐるぐると羽虫が舞まい、どろどろと地面が溶とかしていく骸むくろ。それは本来、ありえない屍体のはずでございました。腐敗、という事象からして不可解なのでございます。通常──わたくしが知るかぎり、このような屍体は世界に留とどまらず、蒸発するように消え失うせてしまうのが世の習い。

　では──どうして、これはさも普ふ通つうに地面へと還かえろうとしているのか。

　論理的思考を試みます。世界には不思議なこと、惰だ弱じやくな論理などでは解明できない謎なぞも多々ございます。それでも、考えることをやめてはなお悪い。何もわからず、何の結論も得られず、ただ不安になるだけでございます。

　ゆえに、最後の最後、もう本当にお手上げになるか、緊きん急きゆう事態が発生するまで、思考停止、という最終手段を用いないつもりのわたくしでございます。

「…………」

　場所は、先ほどまでご主人様と笛吹き男が会話していた瓦が礫れきの山──その付近、抉えぐられ、徹てつ底てい的に蹂じゆう躙りんされた地面の上、何かが爆ばく発はつしたようにひどい荒あれようの窪くぼ地ちでございました。

　そこに屍体が転がっております。巨きよ大だいな、なんと巨大な屍体でしょう。わたくしは、これほど大きな生き物をかつて見たことがございません。わたくしが抱かかえられるだけの大きさに切りわけたとして、これを違ちがう位置へ動かすのに一日で終わることか。見上げても、天てつ辺ぺんが見えない。太陽すらも隠かくしてしまいそうなほどでございます。

　これほどの大きさの、しかも生き物が、果たしてどのような手段で死ぬものか。とんと見当がつきませぬ。しかも、周囲の状じよう況きようと屍体の無む惨ざんな傷つきようから、何者かに殺害された、という事実が推測できます。

「………まだ生きておるな」

　不意に、ご主人様がわたくしの思考を引っくりかえすような発言をいたします。

　コペルニクス的転回に、ぽかん、とわたくしが呆ぼう然ぜんという感情を表現していると。

「うん。殺すの嫌きらいだからさあ。ま、こんな怪け我がさせたの私じゃないけどお」

　くすくす笑い、笛吹き男が変わらぬ微び笑しようで言ってきます。先ほどまでは座っていたからわかりませんでしたが、向かいあうとそこそこ背が高い。わたくしもそんなに小こ柄がらなほうではないと思うのですが、かるく見上げねばなりません。

　～♪と吞のん気きに笛など吹きつつ、汚お泥でいのような屍体を眺ながめ眇すがめて彼は笑います。

「うん。だって怪モン造ス生タ物ーだもの。死んだら虚界アンダカに戻もどるさ。でもこれは死んでないから戻らない。簡単な理り屈くつだよねえ、〝虚きよ無む〟の」

「………それで、どうして貴様はこやつを生かしたままにする？　こやつが我輩にとってどんな意味をもつ怪モン造ス生タ物ーか──わかっていて見み逃のがしているなら許さぬぞ」

　ご主人様は──思わずわたくしすら背筋が凍こおるような、殺気、を放ちました。それを柔じゆう軟なんにさばき、笛吹き男はやっぱり笑みを崩くずしません。

「くふくふ。そう怖こわい顔しないでえ」

　嫌いやな声でございました。無む邪じや気きで、そのくせ底知れない。

「大変だったんだよお。わざわざ虚界アンダカに戻ったみたいに偽ぎ装そうしてさあ、ここにこう、隠したの。今のところ誰にも気づかれてないかなあ？……あなたのために、こうして、わざわざ瀕ひん死しのこいつを残しておいてあげたんだよお」

「余計なお世話じゃ、〝喜き悦えつ〟の」

　苦々しそうに、さも不ふ愉ゆ快かいなものを見るように、屍体を睨にらんでご主人様は唸うなります。

「こやつのことなど思いだしたくもない」

「だけど忘れられもしない。ちがう？　ちがったらごめんねえ。私、哀しみとか怒いかりとか、そのへん理解できないようにできてるからあ。復ふく讐しゆう心とかあ、憎ぞう悪おとかあ、それこそあなたの担当の虚無とかあ、わかんないのお」

　頭の悪そうな口調で説明する笛吹き男と、どこか遠くを眺め、目の前の屍体ではなく何かを思いだすような顔をしたご主人様。わたくしが介かい入にゆうできない、二人っきりの空間を展開させているようで忌いま々いましく思います。

　ただ、わたくしのそんな嫉しつ妬と心のようなものも、長続きしません。

　その直後に笛吹き男が告げた言葉が──なんというか、非常に不可解でしたので、思考が停とまりました。

「ねえ、〝虚無〟の」

　にこにこと鼠ねずみまみれの男は笑います。

「こいつを殺させてあげるから、私の仲間になってくれるう？　ね？　ほら、私って弱いじゃない。あなたは、追放されたとはいえ、力が封ふう印いんされているだけで本当は超ちよう強いじゃない。だからね、協力してよお。私に。仲間になって、お願い？」

「…………」

　ご主人様はむしろ軽けい蔑べつするように、他者の命を秤はかりに載のせる彼を見み据すえました。

「くだらぬ。我わが輩はいはもう誰だれの仲間になるつもりもない。隠いん者じやじゃ──否いな、死者じゃ。戦争でもなんでも、好きにやっていればいい。我輩を面めん倒どうなことに関かかわらせるな、〝喜悦〟の」

「むうん……？」

　喜悦大公と呼ばれる男は、やはり幼い仕草で怪け訝げんな顔をいたしました。

「えー？　なんでー？　そんな意地悪なこと言わないで、お友達になろうよお、〝虚無〟の。ねえねえ、あなたが殺さないんだったら、私、こいつを虚界アンダカに帰しちゃうよ？　そしたら怪我が治って、また元気になって、あなたが守れなかったあのひとみたいに、たくさんの人間たちを殺しまくるんだよお？」

　なぜか彼はわたくしを見て、うそ寒いほど無邪気な瞳ひとみを煌きらめかせました。わたくしは一いつ瞬しゆんだけそれに怯ひるみ、すぐに恥はじ、常に太ふと股もものホルスターに挿さしている匕あい首くちを取りだしました。

　きらりと輝かがやく、針のように頼たよりない刃やいば。

「ご主人様を脅きよう迫はくするつもりでございますか？」

「……なあに。喧けん嘩かするの？」

　さして動じず、屍し体たいの正面、鼠に指先を歩かせて笛吹き男は首を傾かしげました。

「やめようよ、お人形さん。怪我したら面おも白しろくないよお？」

「怪我も喧嘩もいたしません。ただ、この状況はあまり好ましくございませんので」

　なにせ、ご主人様が苦しそうな顔をしている。葛かつ藤とうし、悩なやみ、迷っている。ならばそれを撲ぼく滅めつするのが従者たるわたくしの役目。

「その屍体──いいえ、瀕死の生き物、このわたくしが始末いたします」

　しゅ、と匕首を走らせました。もちろん、このように脆ぜい弱じやくな刃などで目の前の生き物を殺せるとは思っておりません。

　ただ──わたくしの血は、少しばかり特別製。

「ご主人様は取り引きに応じません。わたくしが、あなたの交こう渉しよう材料を潰つぶしますので」

　わたくしの二の腕うでを切り裂さいた匕首は、そのまま黒い、黒い、自分のものとは思えない漆しつ黒こくの血を迸ほとばしらせます。わたくしに痛覚はありませんので、何も感じません。ただ──いつもこの瞬間に思うのは、解放された、という感覚。薄うすい皮ひ膜まくはわたくしの本質を覆おおい隠かくす殻から。この不気味な黒い血液こそが、わたくしの正体。

　際限なく溢あふれ、眼前の巨きよ大だいな生き物を這はいまわり、やがてわたくしの本質はこれを食いつぶし、徹てつ底てい的に殺害し、無にまで還かえすことでしょう。

　これで、笛吹き男は交渉のための持ち札を失います。ご主人様は、誰の仲間にもならない、そう宣言したのでございます。ならばその意志が反映されるよう努めるのがわたくしの役目。

　そう思いなした行こう為いだったのでございますが──なぜでしょう、ご主人様はどこか哀かなしげにわたくしを見つめておりました。

　笛吹き男も初めてでしょうか、笑えみではない、人間らしい同情のようなものを浮うかべておりました。

「……これがあなたの望んだこと？　それとも自分への罰ばつ？」

「どちらでもないよ。あれはもう死んだ。こやつは生きておる。二人はすでに別人じゃ。これは──」

　完全に命を絶ったからか、拡散しながら消えていく巨大な屍体を見上げてから、ご主人様はわたくしに視線を向けてきました。

「こやつが勝手にやったこと」

　……褒ほめてくれませんでした。わたくし残念です。

　それに──わたくしは、生きていないのではなかったのですか、ご主人様？
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「さて──」

　小休止を挟はさみ、しばし雑談に興じた後、総長の号令により集会は再開した。

　怪かい造ぞう学会本部。無数の燭しよく台だいが炎ほのおを宿し、部屋の隅すみにわだかまる闇やみを駆く逐ちくしていく。座ざ布ぶ団とんに姿勢良く正座した副総長・久く渡ど貴き乃の子こは先ほどの騒さわぎを気にしたふうではなく、しかし縛しばられて床ゆかに転がされたままの不ふ動どう霧きり晴はるには視線を向けずに宣言した。

「定例報告は以上。それでは今年の主な議題を論じていきましょう、と防衛部の報告が終わっていないのに久渡が議事を先に進めるのは、防衛上の仕組みを気安く教えるほど久渡があなたがたを信用していないからです」

　いつもより少しだけ忌いま々いましそうに、仏ぶつ頂ちよう面づらの彼女はそう言った。まぁ防衛部長の高たか橋はしは『ギ』としか喋しやべれないので最初から報告は無理なのだが。

　同じく機き嫌げんを損そこねつつ、爆はぜ川かわ嫌や凪なぎは己おのれの至らなさを恥じていた。

　さっき、不動が久渡に刃を向けたとき、もしも総長が動かなければ──久渡が死んでいた。突とつ然ぜんの出来事だったとか、相手が不動だから仕方ないとか、そういう言い訳はきかない。運が良かったのだ。運が悪かったら悲劇になっていた。

　もし、総長の反応が少しでも遅おくれたら、あるいは総長に戦せん闘とう力が皆かい無むだったら、久渡も、そして総長も、不動の凶きよう刃じんの前に倒たおれていたかもしれない。それを思うと嫌凪はぞっとする。彼らは仲間だった。たしかに多少は得体が知れないが、それでも同じく怪造学会を支えていく同志だ。

　仲間を守れないのは嫌いやだ。大切なひとが死んでいくのは大だい嫌きらいだ。

「……虚界アンダカ難民現象、と仮に呼こ称しようしておきましょう」

　嫌凪のように自分の失態を引きずっていないのか、ただ顔に出さないだけなのか、久渡はすぐにいつもの調子を取りもどして淡たん々たんと議事を進める。

「ごく最近、発生したこの異常現象は、現在、様々な怪モン造ステ学イス者トの研究に齟そ齬ごをもたらしております。皆みなさんにも先日、その現象についてまとめた資料を配付したはずです」

「……おれはもらってへんけど？」

　不動が退たい屈くつそうに、がんじがらめのまま告げた。

　久渡はさぞ不快なものでも見たというように不動を見下ろす。

「…………」

　嫌味のひとつでも垂れるかと思ったが、先ほど襲おそわれたことを考こう慮りよしたのか、久渡は短く溜ため息いきをついてつぶやいた。

「……あなたは所定の位置に留とどまらず、各地を彷徨さまよっておりますから、連れん絡らくがつかなくて──と、申し訳なさそうに言いながらも、実際はあなたの放ほう浪ろう癖へきを糾きゆう弾だんしている姑こ息そくな久渡のやり口です」

「で、副総長」

　宇う宙つ木きが興味深そうに、その血の気のない唇くちびるを歪ゆがませた。

「虚界アンダカ難民現象っていうのは、つまるところ何なわけ？　例のごとく怪造学会の資料は曖あい昧まいすぎて意味がわからなくてね」

「虚界アンダカ難民現象とは」

　不動から視線を外し、大きな帽ぼう子しの陰かげで瞳ひとみを煌きらめかせて久渡が言った。

「ここ最近、頻ひん発ぱつしている異常現象の総そう称しようです。主に──」

　少し俯うつむき、脳内の情報を整理しているのか、瞳を一いつ瞬しゆんだけ真上に移動させ──すぐに戻もどして彼女は説明した。

「虚界アンダカで、大量の怪モン造ス生タ物ーが、何かから逃にげるように大おお幅はばに場所を移動していたり」

　極きわめて冷淡に、ひとつひとつ、例示していく。

「怪モン造ス生タ物ーが、怪かい消しようを命じても怯おびえるように虚界アンダカに帰らなかったり」

　それは異常──怪造学の法則を根底から覆くつがえす、明らかに異常な現象だった。

「呼んでもいない怪モン造ス生タ物ーが、大量に現界カナイへ逃げこんできたり──と、いったところでしょうか。それらを総称して、虚界アンダカ難民現象と呼んでおります」

「へぇ………奇き妙みようなこともあるものねェ……」

　不動に巻きついたままの、真っ黒な半液体が感心した。嫌凪は彼──鬱うつの宮みやの能力を詳くわしくは知らないが、彼は拘こう束そく・呪じゆ縛ばくなどに関しては嫌凪よりも腕うで前まえが上だ。不動のことは任せておいて大だい丈じよう夫ぶだろう。

　正面の久渡が深々と溜息をついた。

「鬱宮、何を感心しているのでしょう。この現象の報告をしてきたのも、命名をしたのも、全すべてあなたなのですが」

「………過去は忘れるの。嫌なことしかなかったはずだから……」

　ぶくぶく泡あわ立だつ奇妙な研究部長に、おそらくこの場にいるほとんど全員が嘆たん息そくした。彼の口調と声はなんだか陰いん気きすぎて、聞いているだけで雰ふん囲い気きが暗くなっていく。

「虚界アンダカ──難民、現象ねぇ」

　ともかく、嫌凪は提示された議事について考える。しかし前例のない不気味な現象だ。虚界アンダカで何かが起こっているのだと推測はできるが、その何かがわからない。

「久渡、えぇと、その虚界アンダカ難民現象の影えい響きようを受けている怪モン造ス生タ物ーにさ、なんか共通項こうはないわけ？　ほら、さっき鬱宮が言ってたじゃん。怪モン造ス生タ物ーの系統分類ができたって、その系統のうち一つしか影響を受けてないとか、なんかない？」

「…………そんなこと言ったっけ。忘れた……、忘れた……、過去の自分は全て今のアタシにとって亡ぼう霊れいだもの、その発言は死者の呻うめき声、考えたくもないの………」

　相変わらず、よく意味がわからない発言をして、鬱宮は微かすかに震ふるえた。

「ん……、そうね、確かに、現界カナイに逃げてきたり、虚界アンダカに帰らなかったりするのはひとつの系統に偏かたよっているのね。それも弱い、虚界アンダカの外がい縁えんで細々と生きているようなのが多い………見苦しく逃げるくらいなら死ねばいいのに………」

「最後の発言はともかくとして、鬱宮、そちら方面から何か虚界アンダカ難民現象に法則性は認められません？」

　久渡の問いかけに、鬱宮はまず応こたえるよりも先に抗こう議ぎした。

「どうしてアタシにばかり喋しやべらせるの……？　苛いじめ……？　苛め……？　二回も言っちゃった、苛めはいい言葉ね……。うん、良い気分になったから教えてあげる」

　空気を震わすというより、脳に直接、浸しみてくるような鬱宮の声である。嫌凪はなんとなく猛もう毒どくガスは呼吸を止めても浸みこんでくるという情報を思い浮うかべた。

「虚界アンダカの怪モン造ス生タ物ーはね、大きく分けて四つの系統に分類されるの。仮にＡ系統、Ｂ系統、Ｃ系統、Ｄ系統に分類してみる……」

　適当な命名をして、彼はか細い声でつづけた。

「虚界アンダカでは現在、Ｂ系統とＣ系統の怪モン造ス生タ物ーが主流なのね。全体の六割。強力な怪モン造ス生タ物ーはだいたいこの二系統に分類されるの。残りのＡ系統とＤ系統は弱い弱い、あるいは消えかけだったり、絶ぜつ滅めつしまくったりしている感じなの……」

　陰いん々いん滅めつ々めつ、という表現がこれほど似合うものはない、真っ暗くら闇やみな声で鬱宮が語る。

「虚界アンダカ難民現象について、アタシなりに仮説を立てるとね、そうね、現在──虚界アンダカではＢ系統とＣ系統の怪モン造ス生タ物ーが大規模な戦争をしているんじゃないかしら」

「怪モン造ス生タ物ーが──戦争？」

　そんなの聞いたことがない。

　嫌凪は怪モン造ス生タ物ーなんか全て同じだと思っていたし、戦争とか、そんな組織的な行動をする存在だとは考えていなかった。そもそも虚界アンダカでの怪モン造ス生タ物ーの生態はこれだけ研究しても不明だし、実際のところ、虚界アンダカがどういう世界なのかも未知数なのである。

「そ。戦争、戦争もいい言葉ね。みんな死ぬし……うふふ」

　陰気に笑いつつ、鬱宮の仮説はつづく。

「虚界アンダカ戦争。虚界アンダカ大戦。なんと呼んでもいいけど──そういう事態が虚界アンダカで起きているのではないかしら。虚界アンダカ難民現象はその余波で起きた些さ細さいな事こと柄がらに過ぎない。強大なＣ系統とＢ系統が激げき突とつし、滅ほろびゆくだけのＡ系統はそのまま潰つぶされ、弱いＤ系統は堪たまらず現界カナイに逃げだした………そんな感じ？」

　こういうとき、意外と鬱宮は饒じよう舌ぜつになる。なんだかんだ言っても研究は好きなのだ。知的好こう奇き心しんも強いし、仮説を組みたてるのも誰だれより早い。不ぶ精しような彼は滅多にそれを口にしないが。

「虚界アンダカ──戦争、ね」

　久渡が区切りながら発言し、隣となりの総長に意見を尋たずねるよう上うわ目め遣づかいに見た。総長は重々しく頷うなずき、煙管きせるを吸って紫し煙えんをくゆらせる。

「虚界アンダカは、あらゆる理り不ふ尽じんが我が物顔で闊かつ歩ぽする世界だ。虚界アンダカ戦争？　ありえないことではない。……だが、しかし」

　鋭するどく、金かな槌づちで殴なぐりつけるような視線だった。その瞳ひとみは真っ直すぐ鬱宮に向けられている。

「貴様の話でわからんところがある。Ｂ系統とＣ系統が戦争をしているのは理解した。Ａ系統は滅びゆくだけでそれに関かかわっていないのも、弱いＤ系統が逃にげ惑まどっているのもまぁ──断定はしないが、おそらく正しいのだろう」

　コン、と火受けで床ゆかを叩たたき、体内の水分を振しん動どうさせる声で総長は問いかけた。

「それで、彼奴きやつは──魔ま王おうはどこにいる？」

「…………」

　鬱宮は珍めずらしく驚おどろいたように反応し、しばしの沈ちん黙もくの末、呻いた。

「あぁ──忘れてた、そうね、魔王がいないのね……。でも魔王は身動きがとれないはずだし──でもでも、それでも魔王が虚界アンダカに影響を与あたえないわけがないから、だとしたら虚界アンダカ戦争も魔王の変容を映しだした鏡でしかなくて……、ううん、それじゃ自殺なの……」

　何やら独り言を言っている。考えこんでいるらしいが、傍はたから聞いているぶんには意味不明だった。

　まぁ難しいことを考えるのは研究部の鬱宮に任せるとして、嫌凪は執しつ行こう部長として発言してみる。

「ところで、話の腰こしを折って悪わりぃけど──現界カナイに怪モン造ス生タ物ーが逃げこんできたと言ったな？」

　ならば、そこからは執行部の領分だ。

　久渡も頷き、巨きよ大だいな帽ぼう子しをわずかに揺ゆらしてこちらを見つめてきた。

「はい。聞いてのとおり弱い、とりたてて危険ではない怪モン造ス生タ物ーが大多数ですが」

「それでも放ワイ浪ルド怪・モ造ンス生タ物ー──現界カナイに不法滞たい在ざいしやがる怪モン造ス生タ物ーは虚界アンダカに送りかえすのが規則だろ？　どんなに弱くてもさ、例外はねぇんだ。そいつら追いかけて出ていけーってやるのは俺たち執行部の役目だぜ」

　しかし、最近になって放ワイ浪ルド怪・モ造ンス生タ物ーが増えたという話も聞かないし、執行部の出動が過か剰じように増えているわけでもない。それが不自然だった。虚界アンダカに帰りたがらない怪モン造ス生タ物ー。勝手に現界カナイへ逃げてくる怪モン造ス生タ物ー。それらはどこに消えたというのだ？

「さて」

　久渡は首を傾かしげ、まだ何かしら考えている鬱宮に視線を向けた。

「久渡は専門ではないのでわかりかねますが──まぁ、ごく一いつ般ぱん的な推論を述べますと」

　わずかに目を細め、そこに何らかの仄ほのかな感情を滲にじませて告げてくる。

「虚界アンダカから難民として流れてきた怪モン造ス生タ物ーたちは、執行部の目の届かないどこかに隠かくれて潜ひそんでいる──と、いったことが考えられますね」

「……執行部はそんなに無能な集団じゃねぇぜ」

「怪モン造ス生タ物ーも、計り知れない存在ですがね」

　馬鹿にしたわけではない、と主張するように久渡は小さく胸の前で手をふった。

　つまり嫌凪の知らない、執行部の目から怪モン造ス生タ物ーを隠しつづけるような能力をもった存在がいるということか？　久渡は簡単そうに言うが、それは並なみ大たい抵ていのことではない。執行部は怪モン造ス生タ物ーを追つい跡せきするプロなのである。その監かん視しの目から自分を、さらに他ほかの怪モン造ス生タ物ーたちを逃のがしつづける、それはいったいどれほど強大な存在なのだろう？

　とにかく──早さつ急きゆうに執行部の部下たちに命じ、消えた難民怪モン造ス生タ物ーたちの行方ゆくえを捜さがさせよう、と嫌凪は決めた。なんだか嫌いやな予感がする……。

「……少し、失礼」

　久渡が己おのれの耳元に手をやり、小声でなんらかのやりとりを始める。彼女の帽子には通信機やら何やら、様々なものが詰つまっているらしい。おそらく外部と何かしら通信をしているのだろう。

　相手が誰だかは知らないが、いずれにせよ怪造学の関係者だろう。年に一度の集会をしていると理解してなお通信してくるとは、それほどの緊きん急きゆう事態が発生したということか？

「宇宙木」

　不意に、久渡がその人形めいた顔をわずかに上げた。

「また私？」

　宇宙木が死ぬほど嫌そうな顔をする。そういえば、先日も宇宙木は似た状じよう況きようで愛すべき自分の学校が潰つぶれたことを知ったのだった。

「宇宙木、落ちついて聞くように」

　案の定、久渡がもたらしたのは吉きつ報ぽうではなく凶報だった。

「殻から蛇だ怪かい造ぞう高等学校に移動していたというあなたの生徒──古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校の一年生だけが、いまだに殻蛇に到とう着ちやくしていないそうです」

　心当たりはありますか？　と首を傾げる彼女に、宇宙木が今度こそ余よ裕ゆうげな表情を崩くずして絶句した。
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　殻蛇の生徒にとって、状況は最悪と言ってよかった。

　元より燃料もろくに積まれていない旅りよ客かく機きで飛びたつようなものだったのだ。どこかへ向かう当てもなく、現状を取りつくろいながらつづけていたが、いずれ限界がきて破は綻たんが訪おとずれる。

　美み咲さき次じ郎ろう花はなという生徒が怪モン造ス生タ物ーを目もく撃げきしてから、同様の事件が多発するようになった。怪モン造ス生タ物ーの目撃事件は止とまらなくなり、古頃の生徒には不信感が充じゆう満まんしている。いずれその不安は爆ばく発はつし、アルテたちも進退窮きわまる状況になるだろう。

「……ま、それも一興」

　戯ざれの小こう路じアルテは張りつめた表情で、古びた生徒会室、その中央に腰かけていた。今日は近くに已い己こ巳みや飽あき友ともの姿はない。彼らは彼らで各おの々おの、勝手に行動しているのだろう。

　周囲に控ひかえた殻蛇の生徒たちにそれとなく彼らのことを尋たずねてみたが、結果は芳かんばしくなかった。ただ已己巳は古頃の生徒の一人と熱心に話しあっているところが目撃されたというし、飽友は、獲え物ものを物色でもするみたいに彼らが寝ね泊とまりするキャンプをうろついたりしているという。

　好きに動くのはべつに構わないが、自分の邪じや魔まだけはしてほしくないとアルテは思う。世界でいちばん迷めい惑わくなのは、どんな敵よりも愚おろかな味方だ。どんな失敗をしでかして、アルテの足を引っぱるかわからない。

　そういう意味で、アルテが最も警けい戒かいしているのは喪も時とき飽あき友ともだった。彼は傍はたから見てもわかるくらいに理性を失いかけている。肉にく食しよく獣じゆうなのだ、周囲に人間がうようよ歩いている状況にそう長くは耐たえていられないだろう。いずれ事件を起こす。それは同時にこの薄はく氷ひようを踏ふむような古頃と殻蛇の関係が破は滅めつする瞬しゆん間かんだった。

「あ、あの……」

　そばにいた殻蛇の女生徒が、質問に応こたえるついで、というように言ってくる。

「こうなったら、その、目撃された怪モン造ス生タ物ーを古頃の生徒に引き渡わたして──それで、全すべての責任をなすりつけてしまえばどうでしょう」

「それもいいですわね……」

　言ってから、彼女の表情が蒼そう白はくなのに気づいて、アルテは内心で舌打ちする。試ためされたのだ。今の質問は。わざと過激な言葉をぶつけて、こちらの反応を観察されたのだ。状況の整理と対応に焦あせって相手の台詞せりふの意図をうまく摑つかめなかった。

　殻蛇の生徒はアルテに疑いを持ちはじめている。べつにそれは構わないが、しばらくはこの信しん頼らい関係、および上下関係を保ったままにしておきたい。

　微笑ほほえみ、アルテは冗じよう談だんめかして指をふる。

「なんて。仲間を売ることなんかできるわけがありませんわ」

「…………」

　女生徒は不安そうに沈ちん黙もくしたが、すぐに表情を綻ほころばすと健けな気げに笑顔を浮うかべた。

　吞のん気きな連中だ、とアルテは思う。どうしてこうも善良なのか。そうして他人を信じ、他人の良心を信じたせいで、騙だまされ追われこんな僻へき地ちにこそこそ隠かくれなくてはいけなくなったのではないか。

　そう、救いようのないくらいに、殻蛇の生徒は平和な性格をしていすぎる。操あやつるのには便利だが、こうも素す直なおではいずれ誰だれかに簡単に陥おとしいれられ全ぜん滅めつしてしまうのではないか。

　ま──それこそ、アルテの知ったことではないが。

「アルテさん、いる？　空すかい井い伊い依よりなんだけど、話したいことがあるんだ」

　ノックの音とともに響ひびいてきた声に、アルテは本日何度目か知れない溜ため息いきをついた。
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　伊依たち古頃の生徒が殻蛇怪造高等学校にきてから、微び妙みような緊きん張ちようを保ったまま三日ほどが経過していた。今のところ大きな事件は起きていないが、怪モン造ス生タ物ーの目撃事件は止まらないし、そのくせ、いまだ怪造の力も失われたままだ。

　何より、やはり──この学校はおかしい。

　その代表は殻蛇の教師だ。授業が始まってから急に湧わいたように現れた彼らは、どうも奇き妙みようだった。教え方がぎこちないし、そもそも話の内容がさっぱり理解できなかったりして困る。学校がちがえば教育内容もちがうといえばお終しまいだが、それにしたって、ほとんど常識的に考えて変な内容を語られている気がする。

　懸けん命めいに我が慢まんして違い和わ感を無視していたけど、もう限界だった。伊依は怯おびえるように傍そばを離はなれない次郎花を引きつれ、頭に梅うめ子こを乗せたまま、再び生徒会室を訪おとずれた。

「きたよ、アルテさん」

「呼んではいませんがね、空井さん」

　アルテも伊依が本質的に相あい容いれない相手だと判断しているのか、態度も声も刺とげ々とげしい。部屋には珍めずらしく何人もの殻蛇の生徒もいたが、かるく会え釈しやくするだけで挨あい拶さつとして中央のアルテに立ち向かう。

　黄こ金がね色の螺ら旋せんを揺ゆらし、アルテは物もの憂うげに目を細めた。

「さて騒そう々ぞうしくも何の用ですの？　これでも生徒会は何かと忙いそがしいのでね、くだらない用事ならば自じ粛しゆくしていただきませんと」

「くだらなくない用事だから自粛しないよ。アルテさん、本当に──知っていることを教えてほしいんだ」

　ちりばめられた嫌いや味みや悪意を我慢し、伊依は堂々と胸を張る。背後の次郎花をアルテの鋭するどい視線から守るように、一歩、踏みだして。

　アルテはもちろんとぼけたように、小馬鹿にする笑みを浮かべた。

「知っていること？　そうですわね、前置きもなく大して親しくない相手にずけずけ質問するような輩やからは失敬だということくらいかしら？」

「じゃあ親しくなろう。あのねアルテさん、あたしべつに口論したいわけじゃないからね、喧けん嘩か腰ごしなのやめようよ」

　やんわりと微笑み、自身も自然と挑いどみかかるようになっていた姿勢を弛し緩かんさせる。

「あたしたちは、ただ、安心したいだけなんだ。誰か悪いひとを見つけてリンチしようとか思ってないよ。どうしてここでは怪かい造ぞうができないのか、どうして怪モン造ス生タ物ーが目もく撃げきされるのか、その理り屈くつを知って、楽しく学校生活を送りたいだけなんだよ」

「あたしたち？　あたしたちと言いましたか？」

　言葉の揚あげ足取りをして、アルテはさも可笑おかしそうに笑った。

「あなた何様のつもりですの？　わたくしのように名めい誉よある役職にもついていない、何か学究的な結果を残したわけでもない、混じりっけなしの一いつ般ぱん生徒が、偉えらそうに──みんなの意思を代弁ですの？」

「…………」

　それは伊依にしても痛いところなので、反論はできない。そうだ、自分がみんなの意見を代弁する理由も資格もないのだ。

　アルテはここぞとばかりに責めたててくる。

「あなたも幼児ではないのですから、力ある言葉を発することができるのは、一定以上の立場をもった人間だけだとわかるでしょう？　たしかに何を思うのも、言うのも自由です。けれど世界に影えい響きようを与あたえる言葉を口にできるのは、多くの部下をもち、より高貴な身分をもち、権力をもった──強い人間だけですわ。一般人がきゃんきゃん吼ほえても滑こつ稽けいなだけでしてよ？」

「……あのね、アルテさん」

　溜息をつき、また一歩、アルテに近づく。

「今は資格とか権利とか、強さとか、そういう話をしているんじゃないんだ。みんなが不安になっているから、どうにかしなくちゃいけない、それだけなんだよ。事件を解決するのはあたしじゃなくていい。偉そうに喋しやべるのはほんと好きでもなんでもないんだ。あたしみたいな一般人の言葉がみんなに届かないなら、せめてアルテさんにこうして正直に言うよ。そうしたら、強い立場のあなたが世界に影響を与える発言をしてくれるかもしれないでしょ？」

「…………」

　相手の言葉を逆手にとって、反論を封ふう殺さつする。そのまま伊依はたたみかけた。

「あたしには、そのくらいのことしかできない。わかってるよ。でも友達が怖こわがってるのに、何もしないような人間にはなりたくない。できるかぎりのことをするよ、あなたも──」

　真っ直すぐに、自分の対極にいる相手を見つめて言う。

「強いなら、偉いなら、この世界の主人公だっていうんなら、それを証明してよ。口だけならなんとでも言えるよ？　本当はいろんなことができるんだ、自分はすごい強いんだって、言っているだけじゃ意味ないんだよ、アルテさん」

「……空井さん？　それはわたくしに喧嘩を売っているのかしら？」

　冷え冷えとした彼女の声に、伊依は首をふる。

「だから今日は喧嘩しにきたんじゃないんだよ。何か知っているなら教えて。できることならその力を──みんなを安心させるために使って、アルテさん」

　胸に手を当て、小さく微笑ほほえむ。

「たまにはそういうのもいいんじゃないかな？　独りで強さに酔よっているだけじゃ寂さびしいよ。力っていうのが、ただ高めるだけのものじゃなく、ちゃんと誰だれかを助けるために使えるものなんだって教えてあげる」

「本当に──傲ごう慢まん」

　鼻で笑い、アルテは周囲で立ちつくしていた殻蛇の生徒に視線を向ける。

「どういたします、皆みなさん？　あぁ、あくまでこれは古頃の一生徒の主張にすぎないのですが、協力してあげます？　彼女はどうも、自分がどれだけ残ざん酷こくなことを要求しているかわかっていないようだけど……」

　それは──どういう意味だろう。わからないが、殻蛇の生徒たちは怯おびえるように縮こまり、けれど、搾しぼりだすように己おのれの意思を主張した。

「む、難しいことは……わかんないけど。みんな安心して、平和に暮らせるのは良いことだと思う」

「ちゃんと話せば、わかってくれるんじゃない？　その子──たぶん、あたしたちのこと、わかってくれるんじゃない？」

「うん……」

　口々に否定的ではない、優やさしい言葉を紡つむいでくれる彼らに、伊依は心が温かくなる。なんだろう、この、懐なつかしいような──身に良く馴な染じむ、このひとたちの善意には憶おぼえがある。

「正気ですの？」

　唯ゆい一いつ、棘とげと毒を宿し、アルテが皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめた。

「だからあなたたちは馬鹿だというのですわ。そうして優しくして、自分の身を滅ほろぼすような真ま似ねをして、これまで何かが得られました？　どうして、わたくしたちがこうして──」

「でも、自分に恥はずかしい真似はしたくないよ……」

「俺たちは、争うために生まれたんじゃない。そう言われた。生まれたとき、たしかに言われた」

「戯小路さん、みんな話してしまわない？　わかってくれると思うの……。あたし、人間が好き。そりゃ悪いひともいるけど、話してわからないことはないと思うの……」

　周囲から投げかけられる意見に、アルテは諦あきらめたように深く重く溜ため息いきをついた。

「あぁ、なるほど。なるほどなるほど、本当に──馬鹿なのね、あなたたちは。えぇえぇ、わかりました。わかりましたわ。まったく……何があっても知らなくてよ？」

　そのままこちらを見み据すえてきて、彼女は投げやりに手をふった。伊依の胸に安あん堵どと、殻蛇の生徒への好意が満ちてくる。今まで、少しだけ彼らのことを誤解していたかもしれない。本当に、良いひとたちだ、すごく──。

「空井さん、そういうことですので……わたくしたちは全面的に協力してあげますわ。ただ──ね、最後に確かく認にんいたしますが」

　恐おそろしい、釘くぎを打ちこむような声でアルテは告げてくる。

「何を知っても後こう悔かいしませんわね？　もう逃にげることも、目を逸そらすこともできなくってよ？　嫌いやな事実を知ったとしても、自分は一いつ般ぱん人だって見ないふりをすることは許しません。わたくしの思想を批判したのですもの……そのくらいは当然ですよね？」

「うん。アルテさんに頼たのんで動いてもらうんだ、あたしも自分だけ逃げたりしないよ」

　伊依は不敵に笑い、挑いどみかかるように目の前の天敵に告げる。

「みんなで協力したほうが、独りで強くなるより何倍もいいって教えてあげる」

「えぇ。楽しみにしていますわ。もしもあなたの意見が正しければ──そのときは、あなたのことを友達とでもなんでも呼んでさしあげます」

　火花を散らし、睨にらみあう二人のそば、そっと伊依の制服をつまんでいた次郎花が、そんなアルテと──優しく、強い表情で立つ殻蛇の生徒たちを眺ながめて、久しぶりに和なごやかな微び笑しようを浮うかべた。

「……良いひとたち、だべな」
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　彼は、その集団のなかでは比ひ較かく的てきに知性派として認知されていた。

　もっとも、それは蛞なめ蝓くじと比べたら犬のほうがまだ賢かしこい、という程度のことで、比較対象である他ほかの連中の頭が悪すぎただけともいえたが。

　ともあれ、今回の任務には駆かけ引きやら何やら、頭の良さげなことが必要だったので、知性派である彼が選ばれて派は遣けんされたのだった。

　敵地の真ん中に単身で潜もぐりこむという、ある意味では危険な任務だったが、彼は恐れなかったし、もちろん他の連中も心配したりはしなかった。彼の戦せん闘とう力は誰もが知るところだったし、だいたい、敵がどいつもこいつも話にならないくらい弱いのだ。

　彼には、たとえ戦いになっても敵を残らず殲せん滅めつできる自信があった。すぐにそうしなかったのは、敵の親玉がどこにいるか発見できなかったからで、いざとなれば全滅させてさっさと帰ろうと決めていた。

　退たい屈くつで面めん倒どうなだけの、あまり気が向かない任務。

　そう思っていた。彼女に会うまでは。
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　授業など受けていられるわけがなかった。

　殻蛇怪造高等学校。その教室の扉とびらを、戦たたか橋はし舞まい弓ゆみは遠えん慮りよなく蹴けり破った。

　三日ほど前、古頃の教師から今後の予定を聞いたあと、さっさと始まってしまった通常授業には完全にめげた。意味がわからなかった。いつも舞弓にとって教師の語る言葉はどこか異世界の言語だが、今日の授業を担当した殻蛇の教師らしい男の講義はいつにも増して理解できなかった。

　もう何もかもが面倒になり、休み時間になると同時に廊ろう下かに飛びだした。

　昼下がり。どこか蒸し暑い嫌な気候である。舞弓は校内で唯一の自動販はん売ばい機きでジュースを買おうとしたが、電気はきているものの中身がないようで何も出てこなかった。

　苛いら々いらして、舞弓は腕うでを組み、シルバーアクセサリをがちゃがちゃ鳴らしながら誰だれもいない廊下を歩いていく。

「……そう、特とく撮さつヒーローも、魔ま法ほう少女も、ひとたび敵が現れたら、授業も仕事も放ほうりだして変身し、悪と戦うのが普ふ通つうなのだ。つまり、私が授業をサボるのも何も変ではない。そう──美み咲さきや、他の生徒が謎なぞの怪モン造ス生タ物ーを見たという。そやつを退治し、みなの学校生活を守るのが今の私の役目だ！」

　うんうん頷うなずき、すぐに機き嫌げんを直すと舞弓は笑う。そうだ、勉強などはいつでもできる。そんなくだらないことよりも、正義の味方として活動することのほうが何倍も有意義である。理論武装は完かん璧ぺきだ。そばに伊依でもいれば何がしかの突つっこみが入っただろうが、今は口くち喧やかましい彼女はそばにいない。

　肩かたにぶら下げた刀を握にぎり、周囲を警けい戒かいする。

「しかし……わかりやすい敵がどこかの民間人を襲おそっているとか、そういう場面にうまく出くわさんことにはこう、隠かくれた悪を見つけだすとかそういうのは苦手なのだが……。伊依か誰かに協力を頼むか？　しかし彼女は変なところで真面目まじめだからな……。正義の味方の崇すう高こうなる任務を理解せず、授業にちゃんと出なくちゃいけないよ舞まいさん、などと説教するに決まっている」

　ぶつぶつ喋しやべりつつ、ひとまず自分のやるべきことを確認する。

　現在のところ、誰かが怪け我がを負わされたり、襲われたりする事件は起きていない。ただ次郎花をはじめ、何人かの生徒たちが怪モン造ス生タ物ーを目もく撃げきしたというだけだ。それだけなら、嫌な言い方だが彼らの妄もう想そうや噓うそという可能性もあるが、彼女の怖こわがりようはまともではなかった。怪モン造ス生タ物ーでなくても、何か恐ろしいものを見たのは間ま違ちがいない。

　それに、舞弓だって気づいている。この空間に満ちた違い和わ感に。何かがある。絶対に。邪じや悪あくな陰いん謀ぼうか、あるいは凶きよう悪あくな何かが潜ひそんでいるに違いない。

　それらが誰かを不幸にする前に叩たたき潰つぶす。自分のやるべきことは、それだ。

　もちろん舞弓だって学習している。前回、古頃の事件では一人で先走りすぎ、重傷を負って危あやうく死にかけた。今回は、危険を感じたら他のみんなに助けを求めることを優先しようと思う。無敵でなくていいし、不敗でなくてもいい。大切なのは、誰も傷つかないで済むことだ。

「…………!?」

　表情を引きしめ、ぴたり、と舞弓は足を止める。そして刀を強く握り、油断なく周囲の気配を探さぐる。

　見すごしようのない、嫌いやな感じ。殺気──ではない。もっと何か生々しいもの。善良ではありえない、禍まが々まがしい感覚が空間に満ちていく。

　いきなりビンゴか。明確に、舞弓に向けて敵意を放っている誰かがいる。否いな──やはり敵意ともちがう、なんだこれは。かつて舞弓が感じたことのない、けれど不安だけが湧わいてくる特異な雰ふん囲い気き。

「──何者だ」

　低く問いかけると、瞬しゆん間かん、背後で爆ばく発はつするように気配が濃のう度どを増した。舞弓は躊躇ためらわずに抜ばつ刀とうし、相手の姿を確かく認にんもせずに真横へ薙なぎ払はらった。

　風が乱れた。手て応ごたえはない。それどころか──相手の姿すら見えない。

　気配を読み間違えたか？　否、そんな可能性はない。声をかけられるよりも、肩を手で叩かれるよりもはっきりと相手がそこにいると知れた。あれが錯さつ覚かくなどと──。

　舞弓が振ふりかえり、刀を向けた先は無人の廊下。殻蛇の校舎は四階建てで、他ほかの生徒は二階に集まって授業を受けているはずだ。ここは一階。すなわち──今、ここを歩いている存在が、普通の生徒であるわけがない。

　すう、と廊下の奥、曲がり角から人ひと影かげが姿を現す。

　見覚えのある人物だった。童顔に浮うかぶ凶悪な表情に、どこか着き崩くずした純白の制服。瞳ひとみはまるで野生の獣けもののように荒あらぶれている。

　彼は──たしか、殻蛇生徒会副会長、喪時飽友。

　焼き肉のときも感じた、名状しがたい、嫌な感じが舞弓を貫つらぬいた。

「………貴様、何者だ」

　低く問いかけると、彼は愉たのしげに笑った。歩みは止まらず、距きよ離りが近づくにつれ吐はき気のような感覚は強まってくる。

　危うい少年は、有毒な視線をこちらに向けたまま語った。

「何者って？　てめェこそ何者だよ……、てめェ、あの距離で気配読んだろ？　すげェなァおいおい、どんな五感してるわけ？　その耳、あるいは鼻？　目かな？　とにかく──すげェすげェ、すげェなァ、喰くっちまいてェ……」

「う………」

　何か気味の悪い視線が自分の肢し体たいを這はったのを知り、舞弓は恐きよう怖ふとはちがう悪お寒かんをおぼえる。なんだ、この目は。この気配は。考えて──舞弓は思い当たる。

　これは獲え物ものを見定める肉にく食しよく獣じゆうの瞳だ。

「貴様、何者だッ！」

　三度目にもなる鋭するどい問いかけに、飽友は笑え顔がおを引きつらせて立ち止まる。けれどそれは舞弓に気け圧おされたというより、何かひどく驚おどろいているような感じだった。

「……その、声。その顔。その瞳。なんだ？　なんだ──てめェ、なんでそんなに美味うまそうなんだよォ堪たまんねェなァ？　おい、こんなん久しぶりだぜ……。なんでだ？　なんでそんなに──くくく、くくくくはははははッ！」

　呵か々か大たい笑しようする彼に、舞弓は嫌けん悪おが限界にきて鋭く仕し掛かけた。

「だ──黙だまれ下げ郎ろうが！　そんな──そんな、変な目で私を見るなッ！」

「おっ……と」

　朽くちた廊ろう下かが弾はじけるほどの勢いで跳ちよう躍やくし、十字に振るった斬ざん撃げきは後退した飽友に避よけられる。その動きを見ただけで、舞弓の疑念は確信に至る。彼は、明確にこちらの本気の一撃を見て避けた。人間の反射神経ではない。つまり──人間ではない。

「おいおい、活いきのいい獲物だなァおい」

　表情から笑みを消し、飽友は大きく息を漏もらすと──首を振った。
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「待て待て。オーケー、落ちつけ俺、落ちつけ。クールになって考えようぜ？　ここで喧けん嘩かをしてこいつを倒たおしたとする。そんで倒れたこいつを見たらたぶん俺は喰っちまう。喰ったら屍し体たいと血が残るから俺は言い逃のがれができない。ぜんぶ終わり。任務も強制的に終わらせなくちゃいけねェ。それはさすがになァ……でも喰いてェ」

「さっきから、貴様──なんの話をしている！」

　鳥とり肌はだすら立て、生理的な忌いまわしさに語気を荒らげて舞弓は叫さけんだ。

「そうか、美咲が目撃したという怪モン造ス生タ物ーは貴様だな!?　殻蛇の生徒に化け、何を企たくらむ怪モン造ス生タ物ー！　その邪じや悪あくな精神、疑うことなし！　貴様は悪だと魂たましいが知る！　その場に居直れ！　首を出せ！　悪党──成敗いたす！」

「おっほォ……面おも白しれェな、お嬢じようちゃん」

　裂さけるような笑みを浮かべて、飽友は姿勢を正す。そして無造作に手を伸のばしてきた。

「いいねェ、いいねェ、気の強つえェ女は好きだぜ。でも──俺はよォ、気の強ェ女が泣き叫ぶ顔のほうがずっとずっとずっと大好きだァヒャハハ！」

　だぐん、という異様な音がした。

「────」

　人間離ばなれした跳躍をした喪時飽友は、天てん井じようのあたりまで飛びあがるとその場で回転、両手両足を同時に振ふりまわして舞弓に襲おそいかかってきた。本能的に危険を察し、舞弓はその一撃を危あやうく避ける。

「くっ、現界カナイの扉とびらを打ち開けて──」

　廊下を転がりながら呪じゆ文もんを唱え、そこで舞弓は無反応の刀を見て思いだす。

「そ、そうか──しまった、怪かい造ぞう剣けんは使えないのだ……」

「ヒャハハ！　ハハハ！　あァ──もう面めん倒どうくせェ！　我が慢まんするのが面倒くせェ！　てめェ喰って他ほかの生徒も喰って任務も終わらせて一件落着としてやらァ！」

　そう叫び、こちらに迫せまってくる飽友の姿が──刹せつ那な、変へん貌ぼうする。

「な……」

　舞弓は思わず棒立ちになり、その異変を凝ぎよう視しした。予想はしていた。最悪の予想を。しかし今──舞弓の目の前に現れたのはそんな陳ちん腐ぷな想像など遥はるかに超こえた邪悪だった。

「なんだ……これは」

　言葉と同時に、戦橋舞弓の身体からだは激しい衝しよう撃げきに吹ふき飛ばされた。
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　仇あだ祭まつり 遊ゆうは殻蛇怪造高等学校の一階、下げ駄た箱ばこのそばにあるベンチで巴ともえ 已い己こ巳みと会話していた。授業中なので他に人ひと気けはない。緩ゆるやかな午後の陽ひ射ざしが窓から差しこんでいて、空気に混じった埃ほこりをほんのりと浮うかばせている。

「──そうだな」

　已己巳はそんな穏おだやかな光景をぼんやり眺ながめ、長い沈ちん黙もくの果てに切りだしてきた。

「僕も全すべてを知っているわけではない。むしろ知識は狭せまく少ない。それを前提で聞いてほしい、遊ちゃん」

　三日前、取り引きを持ちかけ、彼らの正体を黙っている代わり──遊は已己巳からとある情報を聞きだそうとしていた。その内容を知ると已己巳は三日の時間を要求し、今日、こうして調べてきた事実を生き真ま面じ目めな顔で教えてくれている。

　基本的に、殻蛇の連中は善良だと遊は思う。自分との約束など守らず、夜にでも襲いかかって始末されるかとも警けい戒かいしたのだが、ちゃんと調べてきてくれたようだ。

　それに驚きつつも、已己巳が口にした謎なぞの呼こ称しように眉まゆをひそめる。

「遊ちゃんって呼ぶんだ。いや、悪くないけどね？」

「変か？　友達はそう呼ぶと教わった」

　已己巳は真顔で、ただ純じゆん粋すいにこちらを見つめてくる。

「君と僕は利害の一いつ致ちによる一時的な友好関係だ。辞書で調べたら、それは友達に該がい当とうする関係だと判明した。ゆえに君は友達であり、遊ちゃんであるわけだ」

「なんだか微び妙みように面おも白しろいこと言われてる気がする……」

　ひとまずその話題は置いといて、遊は手早く知りたい情報を得ることにする。

「それよりも──」

「あぁ。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》のことだな」

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》。正体不明の禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ー。かつて遊の両親を殺害し、遊の全身を蹂じゆう躙りんしたあげくに右目を化け物の眼球と交こう換かんした唾だ棄きすべき相手。遊の仇かたき。生しよう涯がい、許せない怨おん敵てき。その存在に操あやつられ、道を踏ふみ外したことを忘れはしない。身体を、人生を、狂くるわされ弄もてあそばれたことを永久に恨うらみつづける。

　已己巳は淡たん々たんと、包み隠かくさずに語ってくれた。

「君がどうして《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》について知りたいと望むのか、それはあえて問わない。ただ近づいても害しかない存在だ──とだけ忠告させてもらう」

　優やさしくすら聞こえるそんなことを枕まくら詞ことばに、彼女は膝ひざの上で手を絡からめて溜ため息いきをつく。

「厳密には、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は怪モン造ス生タ物ーですらない」

「なんだって……？」

　よく意味がわからない。遊は戸と惑まどい、表情に疑念を混ぜて首を傾かしげる。

「え──でも、禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーと呼ばれているからには……」

「怪造学会がそう呼んでいるだけだ。あれは、なんというか──規格外だ。普ふ通つうの怪モン造ス生タ物ーとは思えないんだ」

　説明が難しいのか、ときおり悩なやみながら已己巳は言葉を重ねてくれた。

「《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は、無数の怪モン造ス生タ物ーが融ゆう合ごうした存在だ。ゆえに規定の外見を持たない。何にでも化けられるし、あらゆる能力を使いこなす。その正体は不明だ。だが──あんなもの、虚界アンダカに存在するわけがないんだ」

　その声には、隠しようもない不安のようなものが浮かんでいた。

「自由に虚界アンダカと現界カナイを移動し、人間を殺し怪モン造ス生タ物ーを喰くう。そして成長する。無敵の生き物だ……。あらゆる生命の外敵にして、きっと、あらゆる生命の進化が行きついた果てにいるもの。究極の存在だ。無限に強くなり、望めばあらゆるものを滅ほろぼすだろう」

　すう──と已己巳はその細い指先で遊の右目を示してきた。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に交換された右目。遊は思わずそれを手で押さえ、已己巳はそんな遊を哀かなしげに眺めていた。

「君の気持ちはわかる。復ふく讐しゆうしたいのだろう？　だが──やめたほうがいい、と僕はあえて言わせてもらう。あれに近づいてはいけない。災害のようなものだ。どれだけ人類の文明が進化しても、地じ震しんや台風を殺すことはできない。避ひ難なんするしかないんだ」

「それでも」

　遊は、静かに宣言した。

「僕の憎ぞう悪おは消えない。何より、あれが僕の大切なひとたちの前に姿を現したとき、僕は──何もできないなんて耐たえられないんだ」

　已己巳の肩かたを摑つかみ、悲痛に見つめる。いつも余よ裕ゆうげな表情を崩くずさない遊には珍めずらしい、切羽つまった顔だった。已己巳は息を吞のみ、眉をひそめる。そんな彼女を遊は問いつめた。

「何かないかい？　どんな情報でもいいんだ、教えてくれ。あいつの目的だけでもいい。それさえわかれば、まだ対処はできる。たとえあいつが地震や台風でも、どんな理由で発生するのかわからなければ一方的に巻きこまれて殺されるだけだ。そんなのは僕はもう嫌いやなんだよ、已己巳ちゃん」

「…………」

　已己巳は、しばし考えていたようだが、やがて──細々と語った。

「《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》の目的は──正直、よくわからない。推測できないこともないが、確証もない。それでいいなら聞いてほしい」

　頷うなずく遊に、彼女は恐きよう怖ふに怯おびえるように声を震ふるわせて語った。

「過去の、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》の行動を統計してみると、気まぐれなものも多いが──いくつか共通点、行動パターンのようなものが浮きでてくる。あいつが行動する理由は……」

　指を一本だけ立て、已己巳は冷れい淡たんに言う。

「まず、人間や怪モン造ス生タ物ーを襲おそって、その一部分や、全てを奪うばって喰うこと。これはどうも、相手の能力や、綺き麗れいな部分を取りこんでより美しく、より強くなるための行動らしい」

　すう、と二本目の指を立て、遊の顔を覗のぞきこんでくる。

「そして──次に、自分を追ってくる怪造学会の執しつ行こう部ぶや、自分の研究をしようとする怪モン造ステ学イス者トの殺害をすること。これは邪じや魔まな相手を駆く逐ちくする、極きわめて普通の自己防衛だ。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》にもどうやら、知られて困るようなことがあるらしい」

　暗い雰ふん囲い気きを漂ただよわせ、三本目の指を立てて彼女は無表情になる。

「最後に──魔王を怪造しようとしたり、かつて魔王を怪造したという人間にちょっかいをかける。そして──どうも、魔王を怪造させたがる」

「魔王を？」

　虚界アンダカの魔王。それは虚界アンダカの支配者。存在が確かく認にんされているものの詳しよう細さいは曖あい昧まいだし、遊のような怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グにはほとんど情報が届いていない。ある意味では、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》よりもずっと正体不明の存在だ。

　そして──遊の幼なじみである伊依は、かつて魔王の怪造に成功し、制せい御ぎよできた唯ゆい一いつの人間なのだという。そういえば、古頃の事件の最後、姿を見せた《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は彼女に語りかけたり、積極的に何かをさせようとしたりしていたが。

「なんで……魔王なんか」

　しかし、わからない。どうして《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は魔王を現界カナイに呼びだそうとする？　已己巳の言うことが正しいなら、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は怪モン造ス生タ物ーですらないという。ならば魔王への忠誠心というのも考えにくいし、あの気まぐれな存在がそんな忠犬のような行動をするとは到とう底てい思えなかった。

「わからないか？」

　已己巳が、ひどく恐おそろしい表情でつぶやいた。

「魔王はいつも虚界アンダカの奥地にいる。そこで永とこ久しえの眠ねむりについている。さらに封ふう印いんされ、普ふ通つうの手段では接せつ触しよくすることも不可能だという。起こすのは容易ではないし、周囲には高等怪モン造ス生タ物ーがうろついていて《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》といえども楽には近づけない。けれど──もし、現界カナイに魔王が怪造されたら？　《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は何の苦労もせずに魔王と会える」

「魔王と会ってどうするんだい？　そこがわからない。まさかサインが欲しいわけでもないだろうし、あんな危険な存在に近づいちゃ《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》も危ないんじゃない？」

「だから……」

　已己巳は、当たり前のように告げてくる。

「言っただろう。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は他ほかの怪モン造ス生タ物ーを喰って力を得る。もしも魔王を食べてしまえば？」

「あ………」

　それが──《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》の目的か？　否いな、早はや合が点てんはいけない。已己巳も推測だと語っていたし。

　けれど、ありえる話ではあった。もしも《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》がより大きな強さを求めるなら、魔王は格好の餌えさだ。なりふり構わず求めても不思議ではない。

　言い知れぬ嫌な予感に、遊の全身が震えた。もしも已己巳の予想が正しくて、さらに《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が目的を達成してしまったら？

　伊依に会わなくてはいけない。会って、絶対に魔王を怪造しないよう──。

「──危ない！」

　不意に、已己巳が鋭するどく声を発した。遊は一いつ瞬しゆん──反応が遅おくれる。

　それは已己巳の警告とほぼ同時だった。二人の座っていたベンチの背後、脆もろい壁かべに無数の亀き裂れつがはしり、その木造の壁へき面めんは容易たやすく吹ふき飛び、見覚えのある少女が瓦が礫れきとともに転がってきた。

　埃ほこりが立ちこめるなか、已己巳に手を引かれ床ゆかに倒たおれた遊は思わず叫さけぶ。

「舞ちゃん！」

　素す早ばやく立ちあがった舞弓は、こちらに気づいて目を丸くした。

「仇祭!?　どうしてこんなところに……」

　そして、すぐさま状じよう況きようを思いだしたか、彼女にしては珍しい引きつるような声で呼びかけてくる。

「それよりも──仇祭、ここは私が食い止める！　急いで二階にいる他の生徒に避ひ難なんを呼びかけろ！」

「……どういうことだい？」

　戸と惑まどう遊と、なぜだか──哀かなしそうな顔をした已己巳に、侍さむらい少女は当然のごとく最悪の事実を宣告した。

「怪モン造ス生タ物ーだ！　しかも──とんでもなく大物だぞ！」
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　彼は、己を慎しん重ちよう派と自じ認にんしていたが、それはその集団においてひとより少しだけ我が慢まん強いということに他ならなかった。基本は同じなのだ。薄うすっぺらな理性の下したに、獰どう猛もうな本能を持て余している。

　それでも彼は耐たえたほうだ。他のものならとうに暴発していただろう。目につくものは破は壊かいし、蹂じゆう躙りんしたいと思うのが彼が本来、属している群れの本質だった。彼はそういう意味ではたしかに慎重派であり知性派だったのだ。

　けれど、駄だ目めだ。もう駄目だ。

　あんな上等な獲え物ものを前にして、理性などが防ぼう波は堤ていになるはずもなかった。あっさり本能は流出し、誘ゆう爆ばくしながら大きくなって止まらなくなる。

　人間の三大欲求といえば、性欲・食欲・睡すい眠みん欲だが、彼らに性欲や睡眠欲は存在しない。

　彼らの狂くるえる三大欲求は、食欲・破壊欲・征せい服ふく欲である。なかでも彼は、その食欲がひとよりもとびぬけて大きかった。

　そんな彼の目の前に、どこか憶おぼえのある──そして、何より素晴らしく美味おいしそうな獲物が現れたのだ。もう我が慢まんできない。任務なんかどうにでもなる。今はただ、彼女のことが食べたい、食べたい──。

　本ほん性しようを顕あらわした彼──喪時飽友と呼ばれていた存在は、衝しよう動どうのままに行動を開始した。

　それは同時に微び妙みような均きん衡こうをもってつづいていた、古頃と殻蛇の泡うた沫かたの夢のような生活に終幕をもたらすことになる……。
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　誰だれもが逃にげつづけております。

　過去の失敗から。現在の痛みから。未来の不安から。

　それは決して愚おろかしいことではありません。一いつ生しよう懸けん命めいに逃げて、それでも必死で生きて、もがきながらも諦あきらめないひとを、わたくしは尊敬いたします。我々は、殊ことのほかに弱い存在でございます。唯い々い諾だく々だくと運命を受けいれていれば壊こわれてしまいます。

　逃げて、ときには手を組んで、身を寄せあい、あらゆる災さい厄やくから生きのびる。

　その姿は美しい。できれば、わたくしも、少しでもそんなひとたちの手助けがしたい。人形でも、心の慰なぐさめくらいにはなるでしょう。機械でも、誰かの役に立つことができるかもしれません。それは幸いで、また本ほん望もうでございます。

　ですから、ご主人様。どうか──わたくしに、ご命令を。

　あなたは独りではないと、わたくしが証明してみせましょう。
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「結局のところ、ここはどういう場所だったのじゃ？」

　空気に拡散していく巨きよ大だいな怪モン造ス生タ物ーの屍し体たい、その正面でしばし立ちつくしていたご主人様が、誰にともなく尋たずねました。

　人間たちがどう考えているかは寡か聞ぶんにして知らないのでございますが、怪モン造ス生タ物ーは、死ねば砕くだけちって虚界アンダカに還かん元げんします。わたくしが今、殺した怪モン造ス生タ物ーも、個性や記き憶おく、その存在の全すべてを消しよう滅めつさせていったことでしょう。

　いつまで経たっても殺しには慣れませぬ。

　わたくしは料理やお掃そう除じが好きでございます。

「……どういう場所って？」

　わたくしが呆ぼう然ぜんとしていますと、小こ憎にくたらしい笛吹き男が変わらぬ表情で首を傾かしげます。目の前で行われた血なまぐさい殺しにも何も感じないらしく、くすくす、と子供のように笑っております。

「あなたもわかっているんじゃないかなあ？　わかっていることを説明させるのは時間の無む駄だだよ、〝虚きよ無む〟の。時間の無駄は嫌きらいじゃないけど」

「だいたい──想像できぬこともないが」

　ご主人様は衣服を引きずり、少しだけ移動いたします。そしてその場にしゃがみこみ──わたくしを、ちょいと手招きします。

「如何いかがなさいました？」

　もちろんわたくしは拒こばまず戸と惑まどわず、ご主人様の命に従ってそのおそばへ馳はせ参じます。

　犬よりも鎌かま倉くら武士よりも立派なこの忠義心、褒ほめていただいても構いませんよ、ご主人様。

「ここを見よ」

　わたくしの内心など無視して、ご主人様はその足あし元もとを示しました。草原で──学名も何も思いだせないような野花や雑草が逞たくましく生おい茂しげっております。

「……これは」

　そこに異変がございました。

　ある場所を境に、植物の色が変わっております。足元の草原に一筋の線が走り、そこを境に色いろ違ちがいになっていたのです。よおく目を凝こらさねばわからないほどの微かすかな変色でございますが。

　見ると、その不思議な線はずっとずっと遠くまで延びており、どこまでつづいているかは判然としません。

　これは──どういうことでございましょう。

「結界じゃ」

　ご主人様が、足元に転がっていた空き缶かんを摘つまみあげました。線上にあったその缶は、中ちゆう途とからは長い年月を経たように錆さびており、半分はきれいなまま、という不思議な変化をしておりました。

「結界──と申しますと」

　首を傾げると、ご主人様はさして面おも白しろくなさそうに説明してくださいました。

「つまり、ここを境界線にして、こちらと向こうが区分けされておったのじゃ。どうも──内側は、時間の流れが速かったらしいな。雑草などは生長が早いから、見比べると一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃ」

「そ。正解正解」

　吞のん気きに歩き、馬鹿っぽく語りつつ、笛吹き男が笑います。

「私もねえ、大公では最弱とはいえ結界くらいなら作れるのお。まあ、時間の流れが速くなったのは副作用というか、べつに予期してなかったんだけど」

「貴様、どうして結界など張った？　今は破れておるようじゃが、楽な仕事ではあるまい？」

　心配するわけでもなく、心の底から不思議そうにご主人様が仰おつしやいました。

　すると笛吹き男は微笑ほほえみます。無む邪じや気きに。

「虚界アンダカで、戦争が起きているのは言ったよねえ？」

　ちちち、と三さん匹びきの鼠ねずみを腕うでに走らせ、彼は陽気に指をふりました。すると二匹の鼠が爪つま楊よう枝じを手にし、ぴしりぱしりとチャンバラをいたします。最後の一匹はそれに怯おびえるように、素す早ばやく逃げて笛吹き男の帽ぼう子しの中に隠かくれてしまいました。

「こんな感じ。私は喧けん嘩かとか苦手だから、戦争に巻きこまれないよう逃にげてきたの。臣下の連中も一いつ緒しよにねえ。いわゆる難民ってやつ？　この結界は、人間たちに私たちの存在が気づかれないようにって張ったの」

　戦争。そして難民。わからない話ではございません。この世界でも、しょっちゅう問題になっている事こと柄がらでございます。

　戦争に巻きこまれたくないから、安全なところまで逃げていく。逃げた先の土地に勝手に住みついて、動こうとしない。それが難民。

　虚界戦争の難民。そんな奇き妙みような方々が、この結界で暮らしていたというのでしょうか。

　周囲を眺ながめます。立ち並ぶ樹木と瓦が礫れき。焼け焦こげたり、抉えぐれたりした無む惨ざんな地面。

　今は──誰だれもいないようでございますが。

「戦わずに逃げるとは、貴様らしいな──〝喜き悦えつ〟の」

　ご主人様が無表情に言いますと、笛吹き男はどこか嬉うれしそうに跳はねました。

「うんっ。私は平和主義者だからねえ、喧嘩せずに済むならそれが一番なの。みんな笑って、みんな幸せ、私はその理想のためならなんだってするよ？」

　その表情は、やはり善意だけではない、どこか暗い思念を感じましたが──。

　ご主人様は意に介かいさず、笛吹き男を見上げてつぶやきました。

「見るかぎり、その理想とやらは達成できなかったようじゃがな？　強い血と、焼け焦げと、屍し体たいの臭においしかせぬぞ──この場所には。何者かに結界を破られ、蹂じゆう躙りんされたように思えるが？　難民は全ぜん滅めつしたか？」

「んー………」

　笛吹き男は言葉を濁にごし、どこか楽しげに世界を仰あおぎました。

「そんなこともないよお？　ここが壊こわされたのは事実だけど、むしろ結果からみれば──理想に近づけたかも？」

　本当に、寒気がするほど明るく、彼は純じゆん粋すいな笑みを浮うかべました。

「もうすぐ、みんなが笑って暮らせる世界になるかもよ──〝虚無〟の？」

「御ご免めんじゃな」

　ご主人様は、やはり忌いま々いましそうにぼやきます。

「……笑うのは嫌きらいじゃ」

　わたくしも、笑うのは苦手なのでございますが──少し、想像してみます。争いのない、幸せなだけの、みんながいつも笑顔でいられる世界。不安はなく、悩なやみもなく、ひたすら健すこやかに生きられる世界…………。

　なんだか、狂くるった世界に思えるのですが──。

　あるいは天国のような、完結してしまった恐おそろしいほど退たい屈くつな世界。
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　怪かい造ぞう学会副総長・久く渡ど貴き乃の子この特とく徴ちよう的に巨きよ大だいな帽ぼう子しが激しく震ふるえた。しばし耳元に手を添そえ、周囲に居並んだ怪レイ造・モ学ンス教テイ授アたちに黙だまるよう目配せすると、彼女は通信を終え──相変わらず淡たん々たんとした口調で宣言した。

「爆はぜ川かわ嫌や凪なぎ」

「…………」

　宇う宙つ木きに古こ頃ころの異変が伝えられた直後、自分が呼びつけられる──前回の事件をなぞるような展開に嫌凪は悪い予感をおぼえた。

　その虫の知らせは裏切ることなく、久渡の口を通して、嫌凪にひとつの事件を知らせる。

「怪モン造スタ生ー物ハザ災ー害ドです」

「規模は？」

「特Ａ級。上級一位と無数の下級」

「場所は？」

　すぐに表情を真しん剣けんにし、立ちあがる嫌凪に久渡が首を傾かしげてきた。普ふ段だんは無む駄だに喋しやべりまくる性せい癖へきをもった彼女だが、緊きん急きゆう事態のときは逆に必要最低限のことしか口にしない。だが黙りこむことは珍めずらしかったので、嫌凪は再び呼びかけた。

「場所はどこだ？　特Ａ級なら《魔ま力りよく》も強つえぇ、場所の特定は簡単だろ？」

「さて……連れん絡らくしてきた相手が混乱していまして。なんでも、急に巨大な《魔ま力りよく》が検知されたとか──お待ちください、現在、照会しております」

　帽子に仕込んだ通信機へ、冷静に何かを尋たずねている彼女がひどくのろのろしているように思える。嫌凪は堪こらえきれず、出口へ向かって歩を進めた。

「もう待てねぇ！　現場で聞く！　俺は出動するからな！」

「おれも行くで。爆川の小こ娘むすめ」

　不意に、どこか吞のん気きな声が嫌凪の背中に投げかけられる。

　この声──と、忌々しく思いながら振ふりかえると、鬱うつの宮みやや呪じゆ具ぐの拘こう束そくをあっさり解ほどいて不ふ動どう霧きり晴はるが立ちあがっていた。鉢はち金がねの奥で山やま猫ねこのような瞳ひとみが煌きらめいている。

「うぅ………」

　足元では、振りはらわれた衝しよう撃げきでばらばらになった鬱宮が呻うめいていた。彼はこの程度では死なない、どころか痛みすら感じていないだろうが、仲間を仲間とも思わないその仕打ちには腸はらわたが煮にえくりかえった。

　嫌凪は三つ編みを舞まわせ、腕うでを組んでいる不動を烈れつ火かのごとく睨にらみつけた。

「……ざけんな。死ね、殺さつ人じん鬼き。てめぇなんぞに来られたら迷めい惑わくなんだよ」

「まぁまぁ、そう怒おこりないや。小娘の仕事は邪じや魔ませぇへんって。なんや──怪モン造ス生タ物ーがおるんやろ？　強いのと、数が多い弱いのと」

　にやにや笑い、嫌凪の制止を無視してそのすぐ傍そばまで歩いてくる。逞たくましい筋肉が目立つ戦うために研とぎすまされた体たい軀く。その指先から脳天までに異様な歓かん喜きが溢あふれていた。

「おれはね、怪モン造ス生タ物ーが嫌いや。皆みな殺ごろしにしたい。それもできるだけ残ざん酷こくに皆殺しにしたい。本当に、嫌いで嫌いで気が狂いそうなんよ。……だから、な？　殺させてや。どうせおまえの仕事も同じやろ？　ここは協力といこうやないの」

「ボォケ、てめぇの悪あく趣しゆ味みと俺の仕事を一いつ緒しよにすんじゃねぇー」

　文句を口にしたが、不動は聞いていない。神しん妙みように座していた総長を振りかえって叫さけんでいる。

「な！　総長はん、えぇやろ？　おれも出るで」

「…………」

　総長は押し黙り、何秒か考えていたが──すぐに、煙管きせるを口から離はなして煙けむりを吐はきながら頷うなずいた。

「良し。許可するぞ、不動。ただし怪モン造ス生タ物ーを殺すだけだ。人間に対する殺傷や建築物の破は壊かいは許可しない」

「総長！　正気かよ！」

　嫌凪は信じられず、肩かたを怒いからせて悲鳴をあげた。

「こいつが何者だか忘れたのかよ！　大火災を爆ばく撃げきで消火するようなもんだぜ！　そもそも、こいつが言うことなんか聞くわけな────んぐ」

　口元を、不動の大きな掌てのひらで押さえられ、嫌凪はそれ以上の発言を封ふうじられる。不動はなんとも楽しそうな顔で、久渡や宇宙木に疑いの眼まな差ざしを向けられながらも軽けい薄はくに笑った。

「おおきにな、総長はん。ほな──行こか、爆川の小娘」

「許さねぇからな！」

　手を振りはらい、真っ赤になって怒いかり、不動の顎あごに指をつきつけて嫌凪は告げる。

「総長が許しても、俺が勝手な真ま似ねは許さねぇぞ！　不動霧晴──何を企たくらんでるか知らねぇが……！」

「なぁんも企んでへんって。ほら、急がんといかんのとちゃう？」

　大きく扉を開け放ち、不動はすでに廊ろう下かを進んでいる。舌打ちし、その真意を探さぐるように総長を見つめた嫌凪だが、彼はやはり仏像のように重々しく鎮ちん座ざしているだけだ。視線を逸そらし、闇やみを擦すりぬけ、光に満ちた廊下を不動と二人で進んでいく。

「予感がすんねんな──」

「……あ？」

　意味不明な彼の言葉に疑問の声をあげたが、不動は不気味に笑うだけで応こたえなかった。
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　調査は遅ち々ちとして進まなかった。

　そもそも誰だれかが殺されたなら殺人現場を調べればいいが、現状、そういった事件が起きていないので、どこをどう調べたらいいか見当もつかない。授業を放ほうりだして最初に怪モン造ス生タ物ーの目もく撃げき証言のあった炊すい事じ場ばをしばらく調べていたが、専門家ではない伊い依よりには何が何やらわからなかった。

　日が高くなり、蒸し暑さも最高潮になってきたので、ひとまず今日は切りあげて学校へ戻もどった。そして生徒会室であらためて作戦会議。そばにいるのは、ぴったり寄り添そっている次じ郎ろう花はなと、戯ざれの小こう路じアルテをはじめとした数人の殻から蛇だの生徒。

　アルテはそれ見たことか、と何の成果もだせなかった伊依を馬鹿にするように無言で、一人だけ集団から離れて窓の外を眺ながめている。

　伊依はぐうの音もでない。今回は本当に、手がかりが少なすぎる。《鳳フエニ凰ツクス》事件は、逃にげた《鳳フエニ凰ツクス》を追いかけるという単純なものだった。《愛シヤリ天テコ使ラール》事件も、自分たちに敵対する〝神〟──倉くら波なみ無な楽らくという明確な対戦相手が設定されていた。《卵アイ・姫ドール》の事件なんて、犯人の遊ゆうが自ら名乗りでてくれたわけだし、本当に、これまで伊依が事件を解決できたのは運が良かったのだと思う。

　足りないのは、推理だ。発想の飛ひ躍やくだ、と伊依は思う。今回の事件には敵の形がない。アルテは天敵だが、それは思想の相そう違いであって、彼女をやりこめても事件が解決するわけでもない。何か、みんなを安心させる情報やアイディアを見つけなくてはならない。敵を倒たおさなくていい、安心がほしいだけなのだ。

　しかし──それは。

「なかなか……難しいね……」

　腕うでを組んで悩なやんでいると、そばにいた殻蛇の生徒が躊躇ためらいがちに声をかけてきた。

「あの……」

「うん？」

　白い制服を着た、まだ名前も覚えていない男子生徒だ。他ほかにも、性別も体格もいろいろな数人の生徒が伊依を取り囲んでいた。敵意はないので警けい戒かいしない。怯おびえた次郎花は少しだけ身を縮めたが──。

「君さ、空すかい井い伊い依よりだろ？」

　恐おそる恐る、という感じに、男子生徒は問いかけてくる。彼らには前に名乗っただろうか、と伊依は不思議に思いながらも、曖あい昧まいに頷うなずく。

「うん、そうだよ？」

「そっか！」

　やっぱり、すげぇ、などと、周囲の反応がやけに大きかったので、伊依は逆に戸と惑まどう。なんだろうか。殻蛇──他の学校にまで響ひびきわたるような悪名を知らないうちに得ていたのだろうか。あるいは、伝説の怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、空すかい井い滅めつ作さくの娘むすめとして名前が売れているのか。

　ぴくり、とアルテが騒さわぎに気づいて顔をあげたが、やはり会話には交じらずにまた窓へと視線を戻していた。

　そんな彼女を見やり、声をひそめ、今度は女子生徒が囁ささやきかけてくる。

「ね、ね、空井さん。怪モン造ス生タ物ーは友達だって言ってるって本当？」

「え──」

　意外といえばあまりにも意外な言葉に、伊依は一いつ瞬しゆんだけ反応できない。周囲の殻蛇の生徒たちは固かた唾ずを吞のんで伊依の答えを待っているようで、形容しがたい、期待と不安の入り交じるような表情をしていた。

　伊依はそんな彼らを不思議に思ったが、隠かくすことでもないので正直に告げる。

「うん。怪モン造ス生タ物ーは友達だよ。それがどうかしたの？」

　頭の上の梅うめ子こを示して言うと、歓かん声せいがはじけた。伊依は目を白黒させる。殻蛇の生徒たちは互たがいに顔を見合わせ、満面の笑えみになってそれぞれ言葉を交かわしている。

「すげぇ！　すげぇ！　あの噂うわさマジだったじゃん！」

「だから言っただろ！　俺、知りあいから聞いたもんそれ！」

「あ！　あ！　じゃあ質問！　しつもーん！」

　元気良く、不思議な色の髪かみをした女生徒が手を挙げる。

「空井さん、もしも目の前に落ちてくる瓦が礫れきに押し潰つぶされそうな怪モン造ス生タ物ーがいたとします！　あなたは助ける？　それとも逃げる？」

「……助けるに決まってるじゃん」

　即そく答とうすると、うおお、とまた派手な歓声があがる。なんだろうこのテンションは。困っているうちに、今度は武骨な顔をした男子生徒が低く手を挙げた。

「では、また質問。今度は人間と怪モン造ス生タ物ーが同時に瓦礫に押し潰されそうになっています。一方を助けたら、もう一方は助けられません。あなたはどちらを助けますか？」

「どっちも助けられる方法を考えるよ。たぶん、近くにいるほうに駆かけ寄ると思うけど……うぅん、考えるだけでやだなその質問。なぁに、これ、なんの心理テスト？」

　伊依の質問は無視され、熱気のこもった殻蛇の生徒たちはお互いに肩かたを叩たたきあい、嬉うれしそうに笑っている。ひとまず機き嫌げんは損そこねなかったようだが、彼らが何に喜んでいるのかわからなくて伊依は困こん惑わくする。

　彼らは、本当に幸せそうに、伊依を見つめて微笑ほほえんでいる。その様子を見て、伊依はやはり彼らは見た目ほど怪あやしくないし、たぶん良いひとたちなのだと思う。こんなに綺き麗れいに笑えるひとたちが、悪いひとたちなわけがない。

「良かった……、良かったねぇ」

「おう。俺らだけじゃなかったよな？　な？　だから言っただろ、探せば同じ考えをもった人間がいるって！」

「だって、普ふ通つうは怪モン造ス生タ物ーなんか道具だって言うよ。奴ど隷れいとか、敵だって言うよ。でもこの子、友達だって言ってくれたよ？　ね？　友達だって」

　手をとりあい、和わ気き藹あい々あいと喋しやべりあう彼らに、置いてきぼりの伊依は首を傾かしげて声をかける。

「あの……」

「あぁ──ごめんなさい、興奮しちゃって、つい嬉しくてねぇ」

　にっこり笑い、女生徒が伊依の手を握にぎりしめてくれる。

「あたしたちもね、人間と怪モン造ス生タ物ーは仲良くしてほしいと思ってるの」

「そう！　友達！　いいね！　友達！」

　笑いつづける彼らに、伊依は胸の内側が熱くなる感覚をおぼえた。思わず何も考えず、目の前の彼らに問いかける。

「え？　本当？　本当に？　怪モン造ス生タ物ーが怖こわいとか、そういうふうに思ってなくて、友達なの？　あなたたちも、友達だと思ってるの？」

　返答はいらなかった。視線と視線で通じあえた。手を繫つなぎあい、伊依も笑顔になって彼らの輪に加わる。歓声をあげ、同じ思想をもっていることを──初めて示してくれた彼らの存在を喜ぶ。

　ずっと、変なやつだと思われてきた。世間一いつ般ぱんには、奴隷や道具でしかないと認にん知ちされている怪モン造ス生タ物ーを、友達だと主張する自分は。

　それが──こんな、偶ぐう然ぜんに一いつ緒しよにいることになった他校の一室で、たくさんの理解者に出会えるなんて。奇き跡せきのようだった。

　けれど──。

「怪モン造ス生タ物ーが、友達なんて噓うそだべさ……」

　震ふるえる声で、次郎花がつぶやいた。伊依は振ふりかえる。殻蛇の生徒たちもそちらを見た。彼女は、俯うつむき、涙なみだ目めになってか細い声をあげていた。

「怖い、怖い……、怪モン造ス生タ物ーは、どれだけ信じていても、いつ襲おそいかかってくるかわからないし……、理解できない、仲良くなんか──できるわけないべや」

「それは人間も同じでしょ」

　殻蛇の生徒の誰だれだろうか、誰かが口にした言葉に、次郎花は目を丸くする。その女生徒は、少しだけ哀かなしげに、寂さびしげに、次郎花の横に座って彼女の頭を撫なでた。

「怪モン造ス生タ物ーって、ひとまとめにして怖がらないでよ。人間にもいろいろいるでしょ？　怪モン造ス生タ物ーにもいろいろいるの。その事実を見ないふりして、みんなまとめて遠ざけちゃうのは哀しいよ。こうして人間と怪モン造ス生タ物ーは出会ってしまったんだから、殺しあったり、疑いあったり、遠ざけあったりするよりはさ、仲良くしたほうが──幸せじゃん？」

　にっこり笑った彼女に合わせ、男子生徒が胸を叩いて主張した。

「あんたさ、今度、もし怪モン造ス生タ物ーと会ったら、あんたは敵か味方か、奴隷か友達かって尋たずねてみ？　あんたら、何も聞かずに命令するだけなんだもんなぁ。そりゃ仲良くできねぇよ。怪モン造ス生タ物ーはみんな同じだ、敵だ奴隷だって決めつけてさぁ」

「決めつけて──」

　次郎花は、少しだけ表情を動かし、何かを考えるように大きく瞬まばたきした。

「いたのかなぁ。そうかも──しれない」

　ぎゅっと自分を抱だきしめ、彼女は低く呻うめいていた。

「どうしてだろうな……。最初は、怪モン造ス生タ物ーが可愛かわいくて、あいつらを呼びだせるのが嬉しくて、ただそれだけだったのに……。いつから目的を叶かなえるための道具にしたり、うまく強いのを呼びだせないって、劣れつ等とう感をおぼえたり……」

　そんな彼女を、当たり前のように女生徒が抱きしめていた。

「あなた、次郎花って名前でしょ」

「………え？」

　顔をあげる次郎花に、少しだけ寂しげに女生徒は笑った。

「昔のあなたは、怪造した怪モン造ス生タ物ーをこうして抱きしめて一緒に眠ねむっていたよね。それだけで満足で、幸せそうだったのに、なんで──怪モン造ス生タ物ーを怖がるようになっちゃったんだろうね？」

「あんた……」

　どういう意味だろう、という顔でしばらく考えていた次郎花だが、やがて驚きよう愕がくの表情になって傍そばにいる女生徒を見つめた。

「あんた……え？　なんで、あんた──まさか!?」

「あなたも、昔は怪モン造ス生タ物ーを友達だって呼んでくれたはずなのに」

　そうして彼女たちは見つめあう。二人の間に何かの理解が発生しているようで、伊依は立ち入ることができない。彼女たちは、いったい、何を喋っているのだろうか。

　伊依が彼女らを見つめていると──不意に。

「────」

　激しい、脳が揺ゆれるほどの、巨きよ大だいな震しん動どうが生徒会室を襲った。同時にひどく酩めい酊ていするような、奇き妙みような気持ちの悪い歪わい曲きよく感を伊依は体感する。

「な………っ!?」

　あまりの横揺れに立っていられない。殻蛇の生徒を何人か巻きこんで転び、伊依は頭を強したたかに打ちつけてしまう。梅子が悲鳴をあげたが、そちらを見る余よ裕ゆうもない。激しい衝しよう撃げきと音が、調度も人間も区別なく部屋の全すべてをかき回していく。

「……あら。最悪ですわ」

　アルテが、低くつぶやくのが大だい音おん響きようの隙すき間まで聞こえた。彼女の視線は真っ直すぐ外、窓の向こうに固定されている。

「アルテさん！　何か見えるの!?」

　たしかに轟ごう音おんは主に外から聞こえるようだ。伊依は梅子を抱きしめ、教室の窓に駆かけ寄った。アルテの真横、窓まど枠わくを摑つかみ身を乗りだす。そして眼前の光景が信じられず、呆ぼう然ぜんとした。

「怪モン造ス生タ物ー──!?」

　巨きよ大だいな、信じられないほど巨大な、それは歯車と生物が奇妙に融ゆう合ごうしたような怪モン造ス生タ物ーだった。建築物みたいな巨体は中央が空くう洞どうのドーナツ状で、横向きのその歯車は三段重ねに組みあわされ、てんでんばらばらに回転している。全身からは破は壊かい力をともなう紫し電でんを放ち、また得体の知れない霧きりか蒸気を噴ふきだしている。何本か突つきだしている奇き怪かいな腕うでは校舎の壁かべを殴なぐり、激しい勢いで破壊している。

　あんなに大きな怪モン造ス生タ物ーを、伊依は見たことがない。それに──この、肌はだにぴりぴりくる感覚。威い圧あつ感だけで気持ちが悪くなりそうだ。

　ごくり、と生なま唾つばを飲みこんだ。

　状じよう況きようはまったく理解できない。それでも、あれはやばいと思えた。少しでも怒おこらせたり、敵対したりすると即そく座ざに殺される。そんな存在だと思う。

　おそらく、上級一位の高等怪モン造ス生タ物ーだ。

　まともに攻こう撃げきされたら命が危ない。避ひ難なんしないと、と伊依はすくんだ足あし腰こしを叱しつ咤たして走りだそうとする。他ほかの生徒たちのことも心配だが、今、この場にいて伊依にできることはない。ひとまず安全な場所まで逃にげないと。

　そう思った、次の瞬しゆん間かん。

「────」

　伊依は聞き覚えのある声を耳にして、窓の外を凝ぎよう視しする。天まで届くかと思うほどの巨大な怪モン造ス生タ物ー──そのほとんど建築物のような威い容ように、真っ向から立ち向かっている少女がいた。

　真しん紅くの光が爆ばく発はつする。爆発し、流れ、更さらなる爆発を引きおこす。

　あの光の色は──。

「舞まいさん！」

　信じられなくて、伊依は大声で呼びかけた。距きよ離りが遠い。聞こえていないようだが、確かに見える。あれは舞まい弓ゆみだ。戦たたか橋はし舞まい弓ゆみだ。

　彼女は、以前、〝神〟を名乗る男との決戦の際に見せた燐りん光こうを身体からだにまとわせ、髪かみを燃やし、全身を灼しやく熱ねつさせ、また愛刀《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を一秒ごとに形を変える光の刃やいばと化していた。あれは舞弓の本気の姿だ。その強さは伊依がいちばんよく知っている。

　けれど──。

「駄だ目め、舞さん」

　舞弓はたしかに強い。伊依なんか比べものにならないくらいだ。けれど如何いかんせん相手との体格が違ちがいすぎる。ほとんどケーキにたかる蠅はえのようにしか見えない。何度も攻撃を食くらわせているようだが、気づかれてもいないように見える。

　それに──怪モン造ス生タ物ーは伊依の友達だ。喧けん嘩かしたら駄目だと思う。止めないと、と伊依は唇くちびるを引き結び、外へ向かうため部屋の出口へ走った。

　その直後だった。

「い──ひゃっ」

　背後から爆風がきた。舞弓に気づいて怪モン造ス生タ物ーが攻撃を加えたのか、無数の稲いな妻ずまが伊依のいる生徒会室まで明るく照らした。ひどい地鳴り、そして信じがたい揺れっかえし。これまでの震動など前座だったというような──その、はっきりとわかる致ち命めい的な一撃に伊依の背筋が凍こおる。

　これは、いけない。

　こんな殴りつけるような衝撃、まともに受けたら──。

「あ」

　ぐら、と視界が傾かしいだ。抱だきしめた梅子が悲鳴をあげる。視界がどんどん横よこ滑すべり──横滑り──していき、否いな、部屋そのものが斜ななめになっていき、あ、崩くずれる、と伊依は他人ひと事ごとのように思った。

　建物の倒とう壊かいの前には人間など無力だ。圧あつ倒とう的な超ちよう質量に押し潰つぶされ、無む惨ざんに死ぬことになる。柱の一本、天てん井じようの瓦が礫れきひとつが降ってきただけでお終しまいだ。伊依は死ぬ。人間の身体とはあまり丈じよう夫ぶにできていないのだ。

「────」

　殻蛇の校舎が倒たおれる！

　その事実を曖あい昧まいに理解しながらも、伊依は最後の一瞬まで諦あきらめなかった。とにかく──少しでも安全なところへ、一人でも多くのひとを避難させなくてはいけない。まだ間にあう。根こん拠きよはないが、そう信じる。

「う──わっ」

　重力が狂くるったみたいに足元が覚おぼ束つかず、一歩、二歩、三歩ほど根こん性じようで進んだ伊依は体勢を崩してしまった。あっ、と思ったときにはもう遅おそい。踏ふんばれなくなり、宙に放ほうりだされ、あとは校舎の建物と一いつ緒しよに落ちていくだけ──。

「ち──」

　誰だれかの舌打ちと、強い衝しよう撃げきを感じた。一瞬、死んだ、と思ったが──それは間違いで、ただすさまじい何かの力に引っぱられているだけだった。砕くだけ、落下していく瓦礫とは逆方向、地球の摂せつ理りに反はん抗こうするように、伊依は空を高く高く昇のぼっていく。

「わわわっ!?」

　状況がよく理解できない。視界が回転し、手足は動かず、万ばん有ゆう引力の法則を無視して舞う自分の身体がどうなっているのかもわからない。爆風にでも吹ふき飛ばされた？　あるいは死んで魂たましいが飛んでいる？　そんな突とつ飛ぴな考えも頭に浮うかんだが、耳元で囁ささやかれた声にそれらを即座に否定する。

「危ないところでしたわね、空井さん」

　この、憎にくらしいほど傲ごう慢まんで、けれど悔くやしいほどに美しい声は。

「だから言いましたのに。自分の実力も弁わきまえず、あまり危険なことに首を突つっこむと──早死にすると」

「アルテさ──」

　激しく動く感覚が消え、足元に崩れていく校舎がやけに遠く見える。空。空に伊依は浮かんでいる。誰かに抱きかかえられて。

　え──と伊依は首を傾げた。

　あれ、なんだかおかしい。変だ。この状況は変だ。

　伊依は青ざめた顔で、自分をお姫ひめさまのように抱っこし、足元で暴れ狂う巨きよ大だいな怪モン造ス生タ物ーを見下ろしている戯小路アルテを仰あおいだ。

「……アルテさん？」

　彼女の背中からは、無数の花に飾かざられた翼つばさが生えていた。
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　周囲はまるで空くう爆ばくを受けたみたいに騒そう然ぜんとしていて、あちこちから稲妻が生じさせた炎ほのおがあがり、慌あわてて飛びだしてきた生徒たちは悲鳴をあげて逃にげ惑まどっている。空は紫むらさき色いろの雲に覆おおわれ、宵よい闇やみのように暗い。世界の終わりのような光景だった。

　唸うなりをあげ、破は壊かいのかぎりを尽つくしているのは巨大な怪モン造ス生タ物ーだ。外見は、どことなく生物というより機械のようで、全体図は巨大な歯車に見えた。

　三つの歯車を積んで、それぞれ出で鱈たら目めに回転させている。それも途と方ほうもない大きさの歯車だ。校舎とほぼ同じくらいか、不自然に宙へ浮かんで地面に影かげをつくっている。

　紫色の蒸気を噴ふきだし、周囲の樹木を暴れさせ、ぐおんぐおんと稼か働どう音を響ひびかせるその怪モン造ス生タ物ーは何かの工場のようにも見えた。鉱物的な外観にそぐわない、節くれだった何本もの腕うでのようなものと、歯車の側面に並んだ無数の乱らん杭ぐい歯ばが不気味だった。

　突然にその場に現れた化け物に、窓から離はなれ、生徒たちは悲鳴をあげて逃げ惑う。特に母校を怪モン造ス生タ物ーにより蹂じゆう躙りんされた古頃の生徒がひどかった。怯おびえ、錯さく乱らんし、失神してしまう者もいる。

「落ちつけ！　みんな、安全なところまで避ひ難なんするのだ！」

　叫さけび、舞弓が真っ向から巨大な怪モン造ス生タ物ーと対たい峙じしている。いきなり現れた怪モン造ス生タ物ーは校舎の大部分を抉えぐり、今は全身から破壊力を迸ほとばしらせて天災のように荒あれ狂っている。

「……やっぱり──ここは、怪モン造ス生タ物ーの学園だったんだね」

「正確には、少しちがう」

　遊が尋たずねると、どことなく寂さびしげに沈ちん黙もくし、壊こわれていく校舎をぼんやりと眺ながめていた已い己こ巳みが首をふった。

「虚界アンダカで、戦争があった」

　不意に口にされたその言葉に、遊は眉まゆをひそめる。

「戦争？」

　嫌いやな言葉だ。平和な日本で生まれた遊にはあまり実感が湧わかないけれど、とても嫌な言葉だとは思う。

「そう。今はまだ小こ競ぜりあいだが、虚界アンダカは二大勢力に分かれ、互たがいに憎みあい殺しあっている。僕たちは、その戦争から逃のがれてこの現界カナイへ避難してきた怪モン造ス生タ物ーの難民。この場所は、そんな怪モン造ス生タ物ーの難民たちがようやく見つけた安息の場所だ」

　黙だまってただ途方もない話を聞いている遊に、已己巳は不思議そうな顔をした。

「……どうして言わない？」

「うん？　何を？」

「君は怪モン造ス生タ物ーだったのか、とか。僕たちを騙だましていたんだ──とか」

　儚はかなげにつぶやく彼女に、遊は苦く笑しようする

「べつに。そんな安息の場所にずかずか踏ふみこんできた僕たちも悪いしね。それに──已己巳ちゃんは已己巳ちゃん、怪モン造ス生タ物ーだろうが人間だろうが関係ない、友達だ──と、伊依ちゃんなら言うんだろうな。ふふ」

「…………」

　俯うつむき、戸と惑まどうような顔をした已己巳に、遊は舞弓に加勢するため己おのれの主力武器──《断ヒス末テリ魔ツクの・女ハ神ニー》を《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》から怪かい放ほうする。

「けれど──変だね、それなら、この場所には無数の放ワイ浪ルド怪・モ造ンス生タ物ー──怪モン造ステ学イス者トに支配されてない怪モン造ス生タ物ーがいたってことでしょ？」

「……わざわざ用語の解説をしなくても、一いつ般ぱん常識くらいは弁えているつもりだ」

　ちょっとだけ表情を元通りにして、已己巳は真顔で言ってきた。

「まぁ、教科書や本を何冊か斜ななめ読みしただけだが」

　どうりで、殻蛇の連中や授業には違い和わ感があるはずだ、と遊は思う。聞きかじりの知識だけで人間のふりをしていたから、すぐにあちこちで齟そ齬ごがでていたのだろう。

　考えながら、遊は飛んできた雷らい撃げきを鎌かまで弾はじき、已己巳を守る。

「じゃ──いいや。あのさ、放ワイ浪ルド怪・モ造ンス生タ物ーって、普ふ通つう、すぐに発見されちゃうものなんだよ。怪造学会執しつ行こう部ぶっていう特とく殊しゆ部隊が──なんかすごいレーダーみたいなので二十四時間、怪モン造ス生タ物ーを警けい戒かいしているからね」

「あぁ。それは我々だって馬鹿ではないから考えた。結界というものを知っているか？　あの殻蛇の校舎を中心にして、とある存在がこの地の支配権を握にぎり、外界と隔かく絶ぜつした空間をつくりあげて気配を隠かくしていたのだ」

「ふぅん。なんでもありだね、怪モン造ス生タ物ーは」

　遊の言葉に、已己巳はどことなく寂しげに俯いた。

「……そうでもない。怪モン造ス生タ物ーを匿かくまい、その姿を人間のものに変える結界を張ることにより、僕たちの指導者は全すべての力を使いきってしまった。残っているのは、ほとんど戦せん闘とう能力をもたない怪モン造ス生タ物ーだけ。あいつは──止められないだろうな」

　すでに丘おかの上は紫むらさきの蒸気と雷らい鳴めいが唸る魔ま界かいと化しており、その中央、ぼんやり浮うかんでいる巨大な怪モン造ス生タ物ーが不気味な存在感を示している。時おり真しん紅くの光が閃ひらめくが、ほとんど影えい響きようを発揮できていないようだった。

　その非日常な光景を見つめ、遊は眉をひそめる。

「あの怪モン造ス生タ物ーは──なんなの？　見たところ、上級一位か……とんでもなく強大なやつだってのはなんとなくわかるけど」
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　尋ねると、已己巳は当たり前のようにその名を口にした。

「遊ちゃん、喪も時とき飽あき友ともを覚えているか」

「喪時──って」

　その名前。白い制服をだらしなく着た、小こ柄がらで童顔な少年を思いだす。殻蛇生徒会副会長、喪時飽友。

「え……」

　遊は跳はねるように怪モン造ス生タ物ーを仰あおぎ、頰ほおを引きつらせた。

「あれ、まさか──喪時っていうやつなの？」

「そうだ」

　已己巳が信じがたいことを簡単に肯こう定ていする。

「虚界アンダカには昔からよっつの大きな勢力があって、殻蛇の生徒はほとんどがそのうちのひとつ──〝喜き悦えつ〟と呼ばれる集団のものだ。けれど、あの喪時は〝憤ふん怒ぬ〟と呼ばれる最も好戦的な集団からやってきた存在だ」

　虚界アンダカのよっつの勢力？　そんなもの遊は聞いたことがない。授業では習ってもいないし、他ほかの誰だれの話にもそんな内容はなかった。

　遊の混乱に気づかず、あるいは無視して已己巳は感情を含ふくまない声で説明してくれる。

「彼自身は〝憤怒〟のやりかたに不満をもち、難民に仲間入りしたいと言っていた。〝喜悦〟は基本的に来るものを拒こばまないから、それを疑わずに受けいれた。もっとも──彼の言葉はどうやら噓うそで、スパイか、あるいは難民を始末するよう命じられた刺し客かくだったようだが」

　悲痛な表情で、彼女は視線を落とす。飽友を招きいれたのが彼女だというわけでもないだろうに、それは悔くやむような、傷いたましい雰ふん囲い気きだった。

「これで……終わりだ。喪時が暴れだしたおかげで、どうやら結界も破れたようだ。やはり〝憤怒〟の部下など受けいれてはいけなかったのか？　けれど──仲良くできるなら、そのほうがいいと思ったんだ……」

　彼女は小さく、か細い声で問いかけてきた。

「どうして、僕たちはみんな仲良くできないんだ？　みんな友達になれないんだ？　わからない──どうしてだ、遊ちゃん、どうして……」
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　殻蛇怪造高等学校の雪のように真っ白な制服。その薄うすい生き地じを突つき破り、アルテの背中からは翼つばさが生えている。仮装ではない。作り物には見えない。目を凝こらすと見えるのは生々しく浮きでた血管と、産うぶ毛げ。それに──彼女は伊依を抱かかえて空を飛んでみせた。

　人間ではありえない、異形。伊依にはうまく理解できない。

　同じく人間の姿を捨て、次郎花を抱えて殻蛇の生徒たちは崩くずれゆく校舎から脱だつ出しゆつしてくれた。そのまま全力で遠ざかり、まだ安全そうなキャンプ場まで一息に移動した。

　そこでアルテが語った内容は、とてもすぐには納なつ得とくできないものだった。虚界アンダカでの戦争。そこから逃にげてきた難民。殻蛇の生徒は全すべて、結界の力で姿を変えた怪モン造ス生タ物ー。

　辻つじ褄つまはあっていた。伊依がこれまで感じていた、あらゆる違和感が解消された。動どう揺ようはいまだに収まらないけれど、理解はできた。

　花飾かざりの翼を揺ゆらめかせ、アルテが遠く、遠えん雷らいを響ひびかせる丘おかの上を仰いでいる。

「……ふん、結界が完全に破られたようですわね。このまま駆かけつけてきた怪造学会の執しつ行こう部ぶか──あるいは喪時に、わたくしたちは全ぜん滅めつさせられる運命というところかしら？　思ったよりも早かったですが、終わりのようですわね。ぜんぶ」

「アルテさん……」

　そんなアルテにどう声をかけていいか迷い、伊依は彼女に手を伸のばしたまま押し黙だまる。伊依にとって怪モン造ス生タ物ーは友達だ。だから、アルテも友達だと思いたい。憎にくらしいひとだけど、決して大だい嫌きらいではないし、できるかぎり守ってあげたい。困ったことがあるなら、助けてあげたい。

　けれど相手はおそらく上級一位の巨きよ大だいな怪モン造ス生タ物ー。

　さらに周囲には大混乱の渦か中ちゆうにいる古頃の生徒たち。

　止とどめとばかりに近づいてくる、怪造学会執行部の存在。

　対して伊依は弱い、なんの力ももたない普ふ通つうの女子高生だ。それはこれまでに何度もあった戦いでよく理解していた。圧あつ倒とう的な存在の前に、伊依はあまりにも無力すぎる。少しでも選せん択たくを誤れば、残ざん酷こくな運命に全てを根こそぎ奪うばわれてしまう。

　けれど、だからどうした──と思う。

「終わりじゃない」

　止まっていることに意味はないと、伊依は深く理解している。幼年期を過ごしたあの忌いまわしい生家、寂じやく憐れん院いんの屋や敷しきで伊依はいつも状じよう況きように流されていた。目を瞑つぶり、歯を食いしばり、めそめそ泣いて痛みや苦しみが過ぎさるのをただ待って、耐たえていただけだ。それで結局は何も変わらなかった。

「まだ終わってないよ──アルテさん！」

　伊依はちっぽけで、この手でできることは限りなく少ない。けれどこの手でしか救えない誰かもいるかもしれない。傷つくことを恐おそれて逃げていては何も変わらない。どれだけ愚おろかでも、意味がなくても、伊依は行動する。そう心に決めている。

　真っ直すぐに向かいあうと、アルテはわずかに戸と惑まどった。周囲にいる、次郎花も、彼女を助けてくれた怪モン造ス生タ物ーも、絶望的な顔をこちらに向けてくる。

「……空井さん？」

「ほら、見てよ周りを！」

　声をふりしぼる。精せい一いつ杯ぱいに誠意をこめて見つめる。それだけのことしかできないけど、何もしないでいるよりは遥はるかにマシだ。炎ほのおにまかれて樹木が叫さけび、地じ響ひびきが大地をぐずぐずにかき混ぜている。生徒たちは走りまわり、泣き叫び、せっかく張ったテントは焼きつくされようとしている。

　それでも。

「まだみんな死んでない。執行部も到とう着ちやくしてない。ぜんぶ終わったわけじゃない！」

「空井さん──」

　考えろ。考える。何かできることがあるはず。伊依は生きている。世界も廻まわっている。何かが変えられる。まだ全てが終わってしまったわけじゃないのだ。

〈《花オデツ火ト・オ花デール》様！〉

　伊依が全力で頭を働かせていると、どこからか野太い声が響いてきた。《花オデツ火ト・オ花デール》？　不思議なその単語に応こたえたのは、他ほかの誰だれでもない、隣となりに立つ戯小路アルテだった。

「何事ですの？」

　伊依も我知らず声の主を見て、少しだけ驚おどろいてしまった。

「わ──」

　怪モン造ス生タ物ーだった。無数の、それほど凶きよう悪あくそうではない──けれど明らかに現界カナイの生物とは異なる外見をした生き物たち。葡ぶ萄どうに脚あしが生えたような怪モン造ス生タ物ー。ふたつの頭をもつ獅し子し。鋼はがねで覆おおわれた人間としか表現できない何か。圧倒的に多いのは、梅子のように小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ーのようだが。

　それらの背中、あるいは抱だいた手の上に、炎や稲いな妻ずまで煤すすけ──また怪け我がをしている古頃の生徒たちがいた。

「みんな！」

　伊依は思わず駆け寄ってしまう。古頃の生徒数は少ない。みんな顔見知りだった。仲のいい人間が傷ついている姿は見ていて気持ちのいいものではなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　みんな、校舎が倒たおれたのに巻きこまれたの？」

〈《花オデツ火ト・オ花デール》様、彼女は？〉

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく近づいてくる伊依に、むしろ怪モン造ス生タ物ーたちのほうが戸惑ってわずかに後退した。構っていられない。見たところ死者や重傷者はいないようだが、そんなことは関係ない。

　気絶しているらしい生徒に呼びかけている伊依を無視して、アルテが怯ひるまずに怪モン造ス生タ物ーたちを見つめていた。

「ま──彼女のことは気にしないで。変人のことなど考えるだけ時間の無む駄だですわ。それよりも、ご苦労さま。生徒を運びだしてくれたのね？」

〈はい。ほとんどの生徒は戦橋という少女や古頃の教師が導き、また避ひ難なんさせてくれたのですが──なにぶん突とつ然ぜんのことでしたので、逃にげ遅おくれている生徒もまだいるかと〉

　アルテは肩かたをすくめ、鋭するどい表情で思案する。

「さて。どうしたものでしょうかね──助けにいくべきか、このまま逃げるべきか」

「あ、魑ち魅み寺でらくん！　駒こま崎ざきくんも！」

　最さい後こう尾び、車輪のついた怪モン造ス生タ物ーに運ばれてきた少年を発見し、伊依は慌あわてて近づいていった。次郎花も心配になったのか、すぐ後ろについてくる。屍かば丸まるは全身に打だ撲ぼくか何かの怪我をしているようで、痛みに呻うめくだけで反応しない。骨でも折れているのかもしれない。普ふ通つうの痛がりかたではなかった。

　その後ろ、ベンチにでも座るように何気なく怪モン造ス生タ物ーに腰こしかけた学まなぶを見る。

「駒崎くん、何があったの？　魑魅寺くんはどうしたの？」

「あ──伊依さん。美み咲さきさんも」

　何事か考えこんでいた学は、ぼうっとしていた顔を上げると何度か瞬まばたきをした。そして深く溜ため息いきをつき、低く重く、吐はき捨てた。

「いきなり校舎が崩くずれてね、天てん井じようが落ちてきたんだよ」

　何かを悔くやむような、また苛いら立だつような、不器用な声だった。

「それで──この馬鹿が、瓦が礫れきに潰つぶされそうだった僕を助けてね。まったく、守られる側が守る側を助けてどうするっていうんだ。自分の命の価値をわかっていない。本当に馬鹿で馬鹿で馬鹿で……大馬鹿野郎が！」

　喋しやべっているうちに怒いかりが頂点に達したか、寡か黙もくな学にしては珍めずらしく声を荒あららげて屍丸の頭を左右に振ふる。伊依は慌ててそんな彼を羽は交がい締じめにして止めた。

「こ──駒崎くん！　落ちついて！　魑魅寺くん死ぬから！　死んじゃうから！」

「死なないよ。こいつ単たん細さい胞ぼうなんだから。どんな怪我しても三日で治るよ。馬鹿馬鹿しい」

　なぜだか非常に不ふ機き嫌げんな学である。この二人の関係は、やはり今をもってしても伊依にはよくわからない。

「それよりも──」

　すぐに表情をいつもの鉄面皮にして、学は周囲の怪モン造ス生タ物ーに視線を向けた。生徒たちは完全に怯おびえているようで、助けられたというのにお礼も言わずに硬こう直ちよくしている。怪モン造ス生タ物ーたちもそれを気にしてはいないようだが、伊依にはなんとなく不満だった。

　学はどこか遠くを眺ながめ、ぼんやり告げた。

「どうして、怪モン造ス生タ物ーが助けてくれるのかな？」

「あ──やっぱり助けてもらったの？　このコたちに」

　足元で、こちらを心配そうに見つめている幼い子供のような怪モン造ス生タ物ーに手をふってみる。きゃあ、きゃあ、と怖こわがって彼らは逃げてしまった。それを複雑な表情で眺めつつ、学はすぐに頷うなずく。

「うん。いきなりの出来事で古頃の生徒はうまく対応できなくてね、転んだり、建物の倒とう壊かいに巻きこまれたりして怪我をしちゃったんだ。だけど──押し潰される前に、こうして怪モン造ス生タ物ーたちが助けてくれてさ」

　そんなふうに伊依が学と会話しているうちにも、横ではアルテが決然と行動を始めている。

「そうですわね……あなたたち、古頃の生徒をバスまで運んであげなさい。残りは殻蛇の校舎へ向かって、まだ取り残されている生徒たちの救出を」

　彼女の号令のもと、怪モン造ス生タ物ーたちは素す早ばやく動く。

　そうだ、バスに乗って逃げればひとまずこの危機からは脱だつ出しゆつできる。そうすれば執しつ行こう部ぶが到とう着ちやくして、あの飽友のなれの果てである怪モン造ス生タ物ーを退治して……。

　否いな、駄だ目めだ。怪モン造ス生タ物ーは殺させない。うまく怪かい消しようしてあげられれば一番だ。

　けれど──そのためには戦力が足りない。今の伊依が迂う闊かつに近づけば無む駄だ死にするだけだ。戦力。強さ。力──。

〈欲しいか？〉

　心に弱さを見せたとき、少しでも力を望んだとき、必ず囁ささやいてくるあの悪あく魔まのような声。その甘かん美びな誘ゆう惑わくを──今日も伊依は拒きよ絶ぜつする。

「うぅん。あなたの──誰だれかを殺すための力ならいらないよ」

　古頃での事件から舞弓に借りっぱなしの《門ＧＡＴＥ》、その冷たい金属の輪を撫なでて、強く──心の底で念じる。うまく邪じや悪あくな声を擦すりぬけ、その奥──虚界アンダカにいる、伊依のいちばんの友達に。

「桃もも子こちゃん……」

　ぽう、と光が仄ほのかに反応した。

　よし──と腹を決めて、生徒の救出に向かった怪モン造ス生タ物ーにつづき、伊依は戦場と化した丘おかの上へと走っていった。
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　幼いころ、戦橋舞弓は引っ込み思案な少女だった。

　実の両親はどこにもいなくて、他人だらけの家庭で育って、近くにあるのは武骨な刀のみ。養い親である陸りく戦せん坂ざかの家族は良くしてくれたけれど、それでも心の底の孤こ独どくは消えなくて、いつも不安だったように思う。

　どことなく世界が居い心ごこ地ち悪くて、広い屋や敷しきの一室に閉じこもり、自分だけの空間をつくってひたすら絵本を読んでいた。空想の世界で遊び、寂さびしい現実を忘れることで、幼い舞弓は己おのれの魂たましいを癒いやしていた。

　最初は、お姫ひめさまになりたかったのだ。

　綺き麗れいで、優やさしくて、存在するだけで世界を美しくするような可か憐れんな乙女おとめ。どれだけ過か酷こくな家庭で育っても、諦あきらめないでがんばって、彼女たちはその手に幸せをつかむ。

　御伽おとぎ噺ばなしのお姫さまは戦士だ。守られるだけの弱い存在だと思っているひとも多いだろうが、シンデレラも、白雪姫も、人魚姫も、かぐや姫も鉢はちかずきも親指姫も、どんなに苦しくても負けない、不ふ屈くつの心をもっていた。

　舞弓は彼女たちに憧あこがれた。今でもそんな強く美しい存在への憧どう憬けいは消えていない。

　ただ──自分は、がさつで、どうも乱暴に育ってしまったから。

　お姫さまにはなれないかもしれない。それは哀かなしいけれど、だからといって舞弓は戦士であることを諦めない。そうだ、刀をもって戦うお姫さまがいてもいいだろう。舞弓はそう思うし、尊敬していた義兄あにもその持論を聞くと褒ほめてくれた。

　強く正しく真っ直すぐに。

　綺麗に優ゆう雅がで誇ほこり高く。

　生きる。戦士として生きる。そしていつか、義兄のような天使になる。

　その夢にはまだ手が届かないけど。

　閉じた部屋で絵本ばかり読むあのころの弱い自分に嫌いや気けがさしたから。

　どうか勇気を与あたえてシンデレラ。夢を見させて白雪姫。力をください人魚姫。

　絵本を捨て──刀を握にぎり、そうして今日も舞弓は戦っている。

「鍔つば迫ぜり！　追いこみ！　切りかえし！」

　背中には校舎。守るべき誰かがまだ取り残されている場所。

　正面には敵。威い圧あつ的で殺人的、近づくだけで心が折れそうな強大な存在。

「小手！　右みぎ胴どう！　直じか突づき！　面──っ！」

　手には愛刀。幼いころからずっと舞弓を支えてくれた武器。

　心には正義。まだ弱い夢。けれど譲ゆずれない輝かがやかしい理想。

「……と、いっても──どこが胴だか面だかわからぬが」

　激しく火花を散らし、真しん紅くの煌きらめきを撒まき散らして舞弓はつぶやいた。突とつ然ぜんに現れた怪モン造ス生タ物ーと相対し、生徒たちが避ひ難なんする時間を稼かせごうと自主的に戦ってはいるものの、役に立っているかどうかはわからない。

　何せ体格が違ちがいすぎる。蟻ありと象の喧けん嘩かだってもうちょっと希望に満ちている。相手は、全身から電光と紫し雲うんを放っている建築物のごとき巨きよ体たい。対するこちらは、本気モードになっているとはいえ肉体的には普ふ通つうの少女がただ一人。

　正義の心に燃えたとき、舞弓は髪かみに燐りん光こうを灯ともらせ全身から光を発する。愛刀《朧おぼろ武ぶ朧ろう》も固定の形を見失い、ぐにゃぐにゃと歪わい曲きよくした真紅の刃やいばと化す。通常──この状態になったとき、舞弓は理性を失って本能のまま暴れてしまうのだが、今は不思議と平静だった。心は荒あれ狂くるっているが、駿しゆん馬めを御ぎよする武将のごとく己の本能を制することができている。

　自分も成長できているのか？

　わからないが、力が次から次へと湧わいてきて、舞弓は自分でも怖こわいくらいだった。

「実みの隙すき！　虚きよの隙！　見み据すえて仕し太だ刀ち！」

　義兄に教わった剣けん術じゆつ。鍛たん錬れんを欠かさず、呼吸のように発揮できるようになったその技わざで怪モン造ス生タ物ーと渡わたりあう。だが、いかな真紅の刃が強きよう烈れつとはいえ、相手の体格を考えれば針のようなものだ。決定打を与えるには貧ひん弱じやくすぎる。

　跳ちよう躍やくし、全身を舞まわせて回転する歯車を削けずり、また着地しては飛びかかり、めげずに一いち撃げきを重ねていく。一度で駄だ目めなら二度三度。塵ちりも積もれば山となる。怪モン造ス生タ物ーも鬱うつ陶とうしく思ったのか──激しくその逞たくましい腕うでを伸のばしてきた。

「───っ!?」

　鋭するどい爪つめと、節くれた関節と、凸でこ凹ぼことした瘤こぶが目立つ巨きよ腕わん。機械のような外見には似合わない、やけに生々しい肌はだの色をしていた。それは圧あつ倒とう的質量で舞弓を押し潰つぶさんと迫せまり、大たい砲ほうのごとく《朧武朧》に激げき突とつした。

　肩かたごと外れそうなすさまじい衝しよう撃げき。舞弓は歯を食いしばり、地面を縫ぬいとめよとばかりに足を踏ふんばる。突風が髪をなびかせ、身体からだを飾かざった無数のシルバーアクセサリを揺ゆらした。

「が、あ、あぁ！」

　吼ほえ、舞弓は全力で怪モン造ス生タ物ーの腕を弾はじきとばす。弾きとばせた。指先だけで舞弓の背せ丈たけはありそうなその存在を。勢いを殺さず、迅じん速そくな足あし捌さばきで接敵して刀を一いつ閃せん二閃。生身の怪モン造ス生タ物ーの指がぼろぼろと切断されて落ちていく。

　生なま温ぬるい赤色が舞った。返り血と刀の真紅で全身を染めた舞弓は、獣けもののように唸うなって戦いつづける。

「さぁ！　どうした怪モン造ス生タ物ー！　立派なのは図ずう体たいだけか！　私の武を見よ！　研けん磨まを感じよ！　貴様も誇りがあるならば本気をだしてかかってこいッ！」

　挑ちよう発はつすると、意外なことに怪モン造ス生タ物ーは過か剰じように反応した。

〈────〉

　舞弓が感知できたのは、びゅん、という聴ちよう覚かくではない触しよつ覚かくでもない第六感で知覚した衝撃だけだった。気がついたら視界が回転していて、全身に痛みを伴ともなう重圧を感じていた。

　攻こう撃げきされた？　一いつ瞬しゆんで？

　地面を転がり、慌あわてて受け身をして、瞬時に体勢を立て直した舞弓は目を丸くする。

「お──」

　髪の毛を撫なでて掌てのひらを見ると、自分が流した血で真っ赤になっていた。

　おかしい、とぼんやり思う。

　自分は今、どこから見ても正義の味方のはずだ。正義の味方は無敵であるはずだし、血だってきっと流さない。だからこの血は噓うそで、身体の痛みも──。

　びゅん。

「ぎ──っぐ」

　顎あごに衝撃。怪モン造ス生タ物ーは明確に舞弓を邪じや魔まと判断したのか、その腕を容よう赦しやなく振ふるっているようだ。反応できない。速すぎる。視認できない攻撃など反則である。

　直撃を食くらった腹と顎が痛む。視界が揺れているのは、たぶん脳のう震しん盪とうでも起こしたせいだろう。ぐらぐら、バス酔よいでもしたように不確かな感覚が気持ち悪い。

　びゅん。びゅん。びゅん。

「あ──」

　やばい、と舞弓は初めて危機感をおぼえた。相手がしているのは単純な攻撃──何の捻ひねりもない普通の打撃だ。だがそれでも、圧倒的な身体能力の違いが舞弓を満まん身しん創そう痍いにさせていた。

　歯がゆい。敵かなわないというのだろうか。どれだけ努力しても、気合をいれても、理想を想おもい描えがいても、舞弓では悪に勝てないのだろうか？

「うるさい！」

　内心から湧いてくる声に反発し、直感と反射だけで敵の攻撃を避よける。地面が飛び爆はぜ、抉えぐられた校舎が派手に倒とう壊かいする。

　もう生徒たちは避難を終えただろうか。あれ？　どうして──自分は、戦っているのだったか。

　頭がくらくらする。いけない。脳にダメージが残っている。

　けれど──。

「負けるものか！　負けるものか！」

「──がんばるね、舞ちゃん」

　血を流し、唇くちびるを結んで立ちつくす舞弓の横、振りおろされた怪モン造ス生タ物ーの腕の真上に綺き麗れいな少年が立っている。ジッパーのような疵きず痕あとに、鴉からすの羽根で飾られた衣服。

「仇あだ祭まつり！」

　手にした鋭えい利りな大おお鎌がまからは、苦鳴を漏もらす不気味な生首。

　仇あだ祭まつり 遊ゆう。かつて舞弓に敗北の苦さを味わわせた不ふ愉ゆ快かいな転校生。

　彼は雷らい鳴めいを背景に、表情を陰かげにして低く笑っていた。怪モン造ス生タ物ーもすぐ彼の存在に気づいたか、舞弓を吹ふき飛ばした腕を激しく揺すって排はい除じよしようとする。

「よいしょ、っと」

　その勢いに逆らわず、むしろ流されるように受け流して遊は着地した。木の葉みたいだ。瞬間──閃光のごとき斬ざん撃げきが迸ほとばしり、怪モン造ス生タ物ーの腕は手首から切断される。

　鮮あざやかな血が曇くもり空を染めた。

　怪モン造ス生タ物ーの悲鳴があがる。慌てて引き戻もどされる腕と、炸さく裂れつしていく稲いな妻ずまや紫し煙えん。

　遊は血まみれの舞弓に微笑ほほえみかけ、守るように前に立った。

「大だい丈じよう夫ぶかい、舞ちゃん？　君の王子様が助けにきたよ」

「死ね」

　つれなく言い捨てると、遊は哀かなしそうに眉まゆをひそめた。

「ひどいな。せっかく助けてあげたのに」

「頼たのんだ憶おぼえはない」

「……まったくもう、意地っぱりなんだから。素す直なおに可愛かわいくありがとうって言ってくれれば僕も普ふ通つうに喜ぶのにさ。《なシでグしルこミ》──怪放」

　遊の腕うで輪わを暗黒が取りまき、刹せつ那な──その《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》と呼ばれる呪じゆ具ぐから一体の怪モン造ス生タ物ーが解き放たれる。

　それは『ＳＯＳ』と無数にプリントされたリボンで全身を縛しばられた、ゴスロリ系の天使だった。天使は隈くまの浮うかんだ両目で鈍にぶくこちらを見つめると、よちよち、という感じに歩みよってきて舞弓の身体からだを撫でた。

「む………」

　それだけで、あっさりと舞弓の怪け我がが治ち癒ゆしていく。傷口に薄うすい膜まくが張り、すぐさま止血され疵痕もなく完治し、細かい擦さつ過か傷しようも夢のように消えてしまった。

「すごいな──この怪モン造ス生タ物ーの能力か？」

「そ。《なシでグしルこミ》はね、お医者さんがいつも強ごう奪だつしようと企たくらんでいるという治ち療りよう系の怪モン造ス生タ物ー。怪我だろうが火傷やけどだろうが病気だろうが区別せず治しちゃうという普ふ及きゆうしたら医学が滅ほろぶようなとんでもない存在だよ。ちなみに中級三位。けっこう怪造は簡単」

　事もなげに言ってくれる遊に、舞弓は少しだけ不思議になる。それだけ便利な怪モン造ス生タ物ーなら、どうして誰だれもが利用しないのだろう。怪モン造ス生タ物ーへの差別があるとはいえ、癌がんに効くと言われたら虫の死し骸がいだろうがそれに生えた茸きのこだろうが躊ちゆう躇ちよなく食べるのが人間なのに。

「ま──そのへんは深く考えたら怖こわいことになるよ？」

　舞弓の心を読んだみたいに、くすくす、と笑いながら遊は大鎌を血ち振ぶりし、再び《なシでグしルこミ》を《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》に収納して身構えた。

「……それよりも、今は、あのデッサン狂くるった化け物をどうにかしなくちゃね？」

「わかっている。だが覚えておけ、私はまだ貴様を完全に信用したわけではないからな」

　すぐに思考を中断し、刀の柄つかをぎゅっと握にぎりしめる。正面──腕を傷つけられた怪モン造ス生タ物ーは様子を見ているのか、歯車の中央から火山のように煙けむりを噴ふきあげつづけている。

　否いな──。

「………？」

　ただの煙ではない。いやに生々しい。というか──固形物のような存在感がある。その紫むらさき色いろをした気体は地面をずるずると這はいまわり、舞弓のすぐ傍そばで突とつ然ぜんに鎌首をもたげた。

「あ」

　そして舞弓は見たのだ。

「あ──あ、あ、あぁああっ!?」

〈舞弓〉

　煙は瞬しゆん時じに形を変え、愛いとしい義兄あにの顔で微笑ほほえんだ。
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《零バロン時ヘロ鏡メロ》。

　かつて喪時飽友という少年の姿をしていたこの上級一位の怪モン造ス生タ物ーは、仄ほの暗ぐらい、けれど燃えさかるような破は壊かい衝しよう動どうの隙すき間まで考えていた。

　己おのれに与あたえられた任務を。

　そして目の前に広がっている状じよう況きようへの対処を。

　思考はすでに人間のように雑多で無む駄だの多いものではなく、ひたすら他者を殺さつ戮りくするために特化した昆こん虫ちゆうのごときそれに変わっていた。喪時飽友という個人はすでに消失し、《零バロン時ヘロ鏡メロ》というシステムのみが残ったのである。

　壊こわせ。殺せ。現界カナイへ逃にげた難民たちはすべからく。

　それが主あるじ──憤怒大公から与えられた己の役目。本能のような行動原理であり、本来ならば他ほかのいかなる感情も目的も、思考すらも不純物として廃はい棄きされるはずだった。

　けれど──。

「ひ。ひ。ひ。ひ」

　身体のどこかの部分が、まるで人間みたいに笑った。興奮している。先ほどから己の行動が制せい御ぎよできない。今すぐ行動における矛む盾じゆんを修正し、ひたすら主の命令を遂すい行こうしなくては──。

　うるせェ。

《零バロン時ヘロ鏡メロ》の根源、ひどく荒あら々あらしい部分が命令などという陳ちん腐ぷな縛りを粉ふん砕さいした。

　うるせェ。うるせェ。うるせェ。

　雷かみなりを放ち、紫色を溢あふれさせ、全身の歯車を回し、《零バロン時ヘロ鏡メロ》は絶ぜつ叫きようした。

　目の前に──かつて《零バロン時ヘロ鏡メロ》が食い殺したあの女とよく似た、白い髪かみと紅あかい瞳ひとみの少女が立っている。

　覚えている。思いだした。

　あの女の純じゆん粋すいな思考。綺き麗れいな瞳。死してなお気高いその魂たましい。

　あの女は美味うまかった。その肉を味わってしまえば、もう他のどんなものを食べても満足できないほどに。

　不満は苛いら立だちとして吹ふき溜だまり、それは今、あの女の面おも影かげを感じる少女を前に食欲として爆ばく発はつした。

　全身が疼うずく。飢き餓が感がうねり、衝しよう動どうが爆発し、あらゆる物事がどうでもよくなる。任務のことも、主のことも、湧わきだしてくる食欲の前に呆あつ気けなく霧む消しようして──。

　そうだ。自分はただこの少女を喰くいたいだけなのだ。
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　それは幽ゆう霊れいの祭だった。他の表現が思いつかない。

「え………？」

　いつか映画で見た飛び回る蛍ほたるの光を、伊依は思いだしていた。弾はじけ、飛び回り、きらきらと美しい怜れい悧りな輝かがやき。そう美しかったのだ。あくまで遠くから眺ながめるぶんには。

「重ね重ねに最悪ですわね──」

　ぽつり、と背後を追走していたアルテがつぶやいた。よくわからない。正面には半はん壊かいした校舎と、取り残されている生徒を助けるために走っていく殻蛇の生徒のなれの果て──怪モン造ス生タ物ーたち。彼らを無視し、ひたすら紫色の稲いな妻ずまや雲を噴ふん霧むしている巨きよ大だいな歯車。その正面、相対しているのは──舞弓と、あれは遊か？

「舞さん！　遊くん！」

　伊依は思わず叫さけんでしまう。丘おかの上まではまだ少しだけ遠い。けれど見えた。彼らの周囲を幽霊が取り囲んでいる。

　幽霊。そうそれは人間の形をしていた。空を覆おおった雲と同じ紫色をした、自ら不気味に発光している朧おぼろ気げな人ひと型がた。それらは踊おどっているように見えた。手をふり、頭を揺ゆらし、宙すら飛び回って楽しげに。

「これ以上、人間は近づいてはいけません」

　丘の中腹、もうじき辿たどりつける──という位置で、先回りしたアルテが鋭するどくつぶやいた。

「吞のみこまれましてよ」

「ど、どういうこと……アルテさん？」

　行く手を遮さえぎられ、伊依は梅子を頭に乗せたまま立ち止まる。前方には歯車。近くから見ると、やはり異様に巨大な怪モン造ス生タ物ーである。どこかの国の秘密兵器なのだと言われたら信じてしまいそうな機械的な外見。ただ落下してくるだけで伊依など呆気なく潰つぶされてしまうだろう。

　アルテは神しん妙みような顔で立ちつくしている。純白の制服は破れ、肩けん胛こう骨こつからは異様な翼つばさが伸のびてはいるが、その仕草からは高貴さが消えない。他の怪モン造ス生タ物ーには敬意を表されているようだったし、もしかしたら彼女は虚界アンダカでもそれなりの地位にいたのかもしれない。

　────？

　なんだか一瞬、何か重大なことを忘れている気がした。

「あれ……？」

　きょとんとして考えこんだが、いまいち明めい瞭りような結論は得られなかった。

　そんなふうに伊依が思案に没ぼつ頭とうしているうちに、アルテは踊り狂くるう幽霊たちを忌いま々いましげに睨にらみつけた。

「あの幽霊は《零バロン時ヘロ鏡メロ》──喪時飽友のふりをしていた邪じや悪あくな怪モン造ス生タ物ーの、主力武器。そうです、この能力があるからこそ彼は皆みなから恐おそれられ、そして嫌きらわれていたのですわ」

「《零バロン時ヘロ鏡メロ》……？」

　聞いたことがない名前だが、伊依のような怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グには上級の怪モン造ス生タ物ーについての知識が開示されていないので仕方がない。己おのれの力量以上の怪モン造ス生タ物ーを怪造しようとしても、生命力を根こそぎ奪うばわれたり、制せい御ぎよできずに怪モン造スタ生ー物ハザ災ー害ドを起こしたりしてしまうからである。そもそも──上級の怪モン造ス生タ物ーを怪造できる人間は極ごく少数しかいないわけで、その詳くわしい生態もほとんどが謎なぞなのだった。

　いつも──こういうとき、頼たのまなくても我が物顔で詳しい説明をしてくれる父が、今日はやけにおとなしい。彼は性格が腐くさっていても仮にも怪レイ造・モ学ンス教テイ授アと呼ばれた男、大たい概がいの怪モン造ス生タ物ーについては知っていると思うのだが。

　髑どく髏ろの父は、ただ信じられないというようにつぶやくだけだ。

『《零バロン時ヘロ鏡メロ》──なんで、こんなところに……』

「父さん？」

　低く唸うなっている彼を不ふ審しんに思い、首くび飾かざりを揺らして何事かと尋たずねてみたが、反応はなかった。彼は《零バロン時ヘロ鏡メロ》に何か個人的な思いいれでもあるのだろうか？

　考えているうちにも、幽霊たちは素す早ばやく飛び回って舞弓の周囲を旋せん空くうしている。舞弓はというと──なぜだろう、ほとんど棒立ちになったまま呆ぼう然ぜんとしていた。まとっていた真しん紅くの光は萎しぼみ、その身体からだからも覇は気きというものが消えている。

　いったいどうしたのだろう。なんだか舞弓らしくない。まさか幽霊が怖こわいというわけでもあるまいし。

「……空井さん、あなたには好きなひとがいますか？」

　舞弓に駆かけ寄ろうか、でも近づくなって言われたし──と戸と惑まどい、足あし踏ぶみしていた伊依は、いきなり顔を覗のぞきこんできたアルテに驚おどろいてしまう。

「あなたには、嫌いなひとがいますか？」

「アルテさん？」

　不思議になって、やきもきしながらも伊依は首を傾かしげる。ツインテイルが柔やわらかく揺れた。

　アルテは気高く、彼女らしい挑いどみかかるような表情で、ただこちらを見み据すえている。

「ひとを好きになるということ。あるいは嫌いになるということ。それは他人に己の心の一部を侵しん略りやくされるということですわ。好きなひとがいたら、そのひとは今日、どこで何をしているのかが気になって考えてしまう。その細かな仕草の一つ一つを思いだし、考えてしまう。思考を支配されてしまう」

　傲ごう慢まんさに糊こ塗とされた彼女の表情の下、何か奇き妙みような感情が揺らめいている気がした。

「嫌いになるということも、同じ。その相手からされた嫌いやなこと、これからされるに違ちがいない不快なこと、それらへの嫌けん悪お、あるいは恐きよう怖ふが、思考を凍こおらせ──また無む駄だに浪ろう費ひさせられてしまう」

　両手を広げ、まるで舞ぶ台たい女優のようにアルテはつづけた。

「それはすなわち他人に思考を領土とされてしまうこと。心を、魂たましいを奪われてしまうこと。心に誰だれも住まわせず、完全に独立して立っているなんてこと、この究極個人のわたくし以外には不可能ですわ」

　そして──と彼女は空を指さした。そこで回転しているのは不気味な歯車。ぎりん、ぎりん、ぎりん、と断続的に響ひびいているのは何の音か。機械の呼吸音か。あるいは幽ゆう霊れいたちの歓かん喜きの哄こう笑しようなのか。

　言いようのない不安をおぼえ、身を震ふるわせる伊依にアルテは微笑ほほえんだ。

「《零バロン時ヘロ鏡メロ》が吐はきだす霧きりは、その人間が心に住まわせている他人の姿を写しとります。あなたの好きなひと、あるいは嫌いなひとが、幻げん覚かくではない──確実な生身の存在感をともなって近づいてくるのです」

　だから──あれは幽霊なのだ。実体のない、けれど確実に恐ろしい、幽霊。

「そして」

　アルテは、低く、脅おどすように告げてくる。

「わかりますか？　そうして次し第だいに増えつづける幽霊は、やがて人間の心の許容量を遥はるかに凌りよう駕がして増ぞう殖しよくします。腐っても怪モン造ス生タ物ーの能力なので、見ないふりも考えないこともできません。目を逸そらせず、心を支配している他人が次から次へと目の前に現れるという悪夢に心は苛さいなまれます」

　悲鳴があがった。舞弓の声だった。

　見ると、幽霊に取り囲まれ、彼女は必死で刀を振ふって喚わめいていた。伊依は知っている。彼女は強い。けれど心まで無敵なわけではないのだ。その過去に、彼女はいくつもの疵きず痕あとを隠かくしている。

　だから、そこを衝つかれ、抉えぐられたら──耐たえられない。

「好きだと思っているひとの全員から罵ののしられ、責められ、嫌きらいだと思っているひとの全員から同じく嘲あざ笑わらわれ、いたぶられます。その責め苦に耐えられる人間は皆かい無むですわ」

　そんな伊依の思考を肯こう定ていするみたいに、アルテはどこか見下すような微び笑しようを浮うかべる。

「いつか心はパンクし、魂は壊こわれてしまうでしょう」

「舞さん！」

　伊依は飛びだした。思わず。何も考えず。

　足に力をこめ、絶ぜつ叫きようしている舞弓に向かって走る。目の前を通りすぎるとき、アルテが珍めずらしく間の抜ぬけた、啞あ然ぜんとした表情をしているのが見えた。

「ちょっと──空井さん!?　ひとの話を聞いてました!?　理り屈くつを知っていれば耐えられるという生なま易やさしい能力ではないですのよ！」

「だったら舞さんが危ないよ！　助けてあげなきゃ！」

　振り向きもせず、決して優ゆう秀しゆうではない脚きやく力りよくで懸けん命めいに駆けていく。そんな伊依にアルテが引きつった声で怒ど鳴なった。

「あぁもう、お話になりませんわ！　あなた──理屈で行動できませんの!?」

　雷かみなりが鳴りつづける丘おかの上、崩ほう落らくした殻蛇の校舎の正面、舞弓にまとわりついていた幽霊の一部がこちらに迫せまってくる。一部といっても大群だ。不気味な、少しだけ人間の形をしているからこそ気味が悪い紫むらさき色いろの気体。

「ん──っしょ！」

　跳ちよう躍やくし、降ってきた瓦が礫れきを避よけて伊依は梅子を抱だきしめる。伊依の相棒。いくつもの死線をともにくぐりぬけてきた小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ー。

　周囲には幽霊。それらは近づくにつれて伊依の見知った人間に変わっていく。幻覚ではない。その正体をわかっていても本人だとしか思えない。五感の全すべてが相手を伊依の知人だと当たり前に主張してくる。

　深夜零れい時じに鏡を覗きこむと、幽霊が見える──そんな伝説がある。学校の怪かい談だんだったり、都市伝説だったり、語られる場所も内容も様々だが、夜の鏡は魔ま力りよくをもっている。

　そこに映るのは、未来の自分の姿だったり、死んだはずの誰かだったり、自分が将来、結けつ婚こんする相手だったり──様々だが、決まって、見た人間はそのあまりの恐おそろしさに震えてしまう。

　自分がどう死ぬか知って耐えられるひとはいない。

　死人が微笑みかけてきて恐れないひとはいない。

　未来を一方的に知らされて、絶望しないひとはいないのだ。

　けれど──。

「梅子ちゃん！　《零バロン時ヘロ鏡メロ》の能力をどうにかできる!?」

〈どうにかって──随ずい分ぶんとアバウトだね〉

　梅子が困ったように、けれど真しん剣けんな顔で側頭部の翼つばさを震わせた。

〈ん。やってみる。《零バロン時ヘロ鏡メロ》はわたしより高等な怪モン造ス生タ物ーだから、どこまで能力が通じるかはわからないけど〉

「ランクづけなんてくだらないもんね！」

〈……うん〉

　微笑み、瞳ひとみに勇気を宿らせて、梅子──中級一位の怪モン造ス生タ物ー、《愛シヤリ天テコ使ラール》はつぶやいた。

〈知ってる。伊依が教えてくれたんだよ〉

　刹せつ那な、梅子の全身が空気に振しん動どうを伝でん播ぱさせていく。側頭部の翼で増ぞう幅ふくされたその音波は、伊依を優やさしく包み、また攻こう撃げき的に周囲の幽霊たちに響いていく。

　視覚。聴ちよう覚かく。嗅きゆう覚かく。触しよつ覚かく。味覚。

　あらゆる五感が幽ゆう霊れいたちに生々しさを与あたえている。香か美みがいた。舞弓がいた。遊がいた。父がいた。母がいた。義兄あにがいた。自分自身すらも。

　それら、あらゆる悪意を向けてくる知人たちの群れに、伊依は臆おくせず飛びこんでいく。

《愛シヤリ天テコ使ラール》の能力は音だ。その音を最大限に放ち、伊依の聴覚を正常に保つ。すると幽霊が与えてくる噓うその五感に綻ほころびが生まれ、その姿が知人ではなく、何か得体の知れない霧きりの集合体だと理解できるようになる。

「嫌いやな声を聞きたくないなら、ヘッドホンつけて馬鹿な音楽でも聞けばいい！　嫌いなひとを見たくないなら、前だけ見つめて走ればいいんだ！　幽霊なんか怖こわくないんだから！」

　疾しつ走そうしていく華きや奢しやな怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グの正面、腕うで組ぐみをした武骨な男──父、空井滅作の幽霊が立ちはだかる。もう何年も見ていない、まだ人間だったころの父だ。たしかに伊依を怯おびえさせるのにこれほど最適な相手はいない。父は伊依の最大の敵、そしていつかは越こえなければいけない目標。そして何より、心の底では嫌いになれない実の親だった。

〈伊依〉

　彼は──滅作は、伊依が聞き慣れた、不ふ愉ゆ快かいな声でこちらに告げてくる。

〈てめぇには才能がない〉

「言われなくても知ってるよ！　糞クソ親おや父じ！」

　げしっ、と幽霊に蹴けりをくれて、爆ばく散さん、消しよう滅めつさせると伊依は構わず突っ走っていく。

『あの……伊依ちゃん？　相手はお父さんだよ？　せめて二、三秒くらいは蹴るの躊躇ためらっても………』

　胸むな元もとで本物の父が何か文句を言ってきたが、そんなものは聞こえない。
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　強い──と戯小路アルテは思っていた。

　伊依の背中を追いかけられず、ただ呆ぼう然ぜんと立ちすくみ、蒼そう白はくになっている。

　幽霊なんか歯し牙がにもかけない。誰だれも彼女は止められない。アルテが望んで接せつ触しよくした彼女は──もしかしたら、思っていた以上に侮あなどれない存在なのかもしれない。

　そして何より素す敵てきな存在だ。怪モン造ス生タ物ーにとって、彼女ほど魅み力りよく的な人間が他ほかにいるだろうか。ぜんぶを受けとめて、優しく愛あい撫ぶして、心ここ地ちよい安らぎをくれる少女。

　きっと、彼女は怪モン造ス生タ物ーの救世主になるだろう。

　空井伊依。彼女は──希け有うな存在だ。アルテが想像していたよりずっとずっと。

　ぎり、と歯は軋ぎしりをした。

　ぎりぎりぎり、と顎あごが砕くだけそうなくらいに。

　もっと早くに彼女へ正体を告げていればよかった。何も考えず、恐れず、怪モン造ス生タ物ーとして愛されていられればよかったのに。

　ずるい。ずるい。彼女の近くにいた全すべての怪モン造ス生タ物ーがずるい。梅子がずるい桃子がずるい──。

「《花オデツ火ト・オ花デール》」

　不意に、背後から声がかけられる。鬱うつ陶とうしく思いながらも振ふりかえると、こんな状じよう況きようでも変わらず静かな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた少女、巴ともえ 已い己こ巳みがそこにいた。

「どうする？」

　短く問いかけてくる彼女に、意味がわからなくてアルテは足あし踏ぶみする。

「どうする──とは？　あなた、単語で喋しやべるのやめてくださらない？　意味が取りにくくって仕方がないですわ」

「何を苛いらついている。僕がそういう女だというのは知っていたはず」

　瓶びん底ぞこ眼鏡めがねを怪あやしく煌きらめかせ、汚よごれひとつもない制服を風で揺ゆらめかせ、已己巳はつぶやく。

「なるべく早く《零バロン時ヘロ鏡メロ》を始末しなければ危あやうい。人間たちも無能ではない。この騒さわぎをすぐに察知して僕たちを殺しにくるぞ」

「殺しにくるぞ──と言われましてもね」

　嘲あざ笑わらい、アルテは肩かたをすくめる。

「わたくしたちに何ができますの？　相手は上級一位。こちらの戦力は上級三位のわたくしと、あとは無数の雑魚ども。人間は最初から《零バロン時ヘロ鏡メロ》の能力の前には無力ですし──それとも何ですか、あなたには、隠かくされた秘密の力でもあって、あいつを倒たおせるとでも言いますの？」

「僕は無力だ」

　已己巳はただ冷れい淡たんに、事実のみを口にする。アルテは眉まゆを吊つりあげる。

「ほらご覧らんなさい。理想論だけなら誰にでも言えますわ。傍ぼう観かん者しやを気取るなら、せめてこの状況を冷静に俯ふ瞰かんしなさいな、巴」

「…………」

　已己巳は応こたえない。ただ俯うつむき、何事か思案している。

　そんな彼女から視線を逸そらし、アルテは伊依の背中を追おうと身を翻ひるがえす。

「もういいです。あなたは──弱いあなたは、せめてこの状況を変えてくださいと親愛なる喜悦大公殿でん下かにお祈いのりあそばせ！」

　叫さけび、アルテはもはや已己巳を振りかえりもせずに走る。そうだ──危ないのだ。伊依が全てを説明する前に走っていってしまったから、伝えることができなかった。

《零バロン時ヘロ鏡メロ》が生みだす幽霊の能力は、相手の心をパンクさせるという心理的なものだけではないのだ。

「……努力する」

　已己巳が何か言ったが、どうせいつもの繰くり言だろう。

　アルテは無視し、ひたすらに大地を蹴って走る。

　そうだ、弱い生き物には価値などない。残らず死んでも構わない。むしろうろちょろ目め障ざわりな連中が消えて清すが々すがしいほどだ。

　けれど──ここで、伊依に死なれてはまだ困るのだ。

　アルテはぎゅっと唇くちびるを結び、自分に言い聞かせるようそう内心で繰りかえした。
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　爆発した。

　突とつ然ぜんだった。予想もしていなかった。舞弓のもとまで走り寄り、彼女の肩を揺さぶって呼びかけていた伊依は、激しい衝しよう撃げきに吹ふっ飛ばされて転げた。

「────」

　破は裂れつし、横よこ薙なぎの烈れつ風ぷうを放ったのは幽ゆう霊れいたち自身だ。知人の顔をした彼ら彼女らは瞬しゆん間かん的に膨ふくれたかと思うと、内側から反応して即そく発はつした。うぞうぞうぞ──と接近してきては、心理攻こう撃げきが無意味と悟さとったのか躊躇ためらいもなく自爆してくる。

　というか、まずい。

　際限なく湧わいてくるこの幽霊たちが残らず爆ばく弾だんになるとして、いったい如い何かほどの被ひ害がいを周囲にもたらすか。考えなくてもわかる。伊依の小さな身体からだくらい呆あつ気けなく消しよう滅めつしてしまうだろう。

「ま──舞さっ、舞さぁん」

　怖こわくなって、必死で上体を起こすと舞弓を抱だきしめる。長身の彼女はまるで夢遊病者のように虚うつろな瞳ひとみで、ただ呆ぼう然ぜんと伊依を見つめかえしてくるだけだったが……。

　いけない。彼女が何を見たのかはわからない。けれど幽霊による精神侵しん犯ぱんは確実に彼女を無力化していた。

『逃にげろ伊依！　どんどんくるぞ！』

　胸むな元もとの髑どく髏ろが甲かん高だかく警告を発する。言われなくても見ればわかる。まさに幽霊という不気味な動きで紫むらさき色いろの人間たちが接近してくる。それらは伊依を容易に殺傷たらしむ悪あく趣しゆ味みな爆弾だ。

「舞さん！　舞さん！　正気に戻もどって！」

　彼女の肩を摑つかみ、瞳を覗のぞきこみ、一いつ生しよう懸けん命めいに名前を呼ぶ。滅作がいつものごとく、逃げろ自分だけ逃げればいいだろうがと叫んでくるが自動的に無視する。ここで舞弓を見捨てていけば、身体は生きても魂たましいが死ぬ。誇ほこりが、夢が死ぬ。それは普ふ通つうに死ぬよりも何倍も何十倍も嫌いやなことだった。

　ぽん、と肩を叩たたかれた。

　泣きそうな伊依が振りかえると、困ったような顔の遊がそこに立っていた。そういえば、彼もこの場にいたのだった。幽霊の攻撃を受けなかったのか、いまだ正気を保っているようには見える。

「遊くん……」

　仇祭遊。寂憐院の箱庭で、いつも現実に怯おびえていた伊依を助けてくれた幼なじみ。彼の顔を見ると安心する。思っていたよりも、ずっと。

「遊くん、遊くん、舞さんがおかしいの……」

　子供のころに戻ったみたいに、ただ縋すがりつくと──遊は苦く笑しようした。

「安心して、伊依ちゃん。大だい丈じよう夫ぶ──僕にぜんぶ任せればいい」

　頭を撫なでられ、近づいてくる幽霊を《断ヒス末テリ魔ツクの・女ハ神ニー》で細切れにする遊をただ眺ながめる。爆風が吹き荒あれるも、遊は素す早ばやく身を翻してそれを避さけている。

「……伊依ちゃん、舞ちゃんを背負って走れる？」

　遊に言われ、試ためしてみたが、人間というのはそもそも運ぶのに適した存在ではない。意思のない身体はぐにゃぐにゃとしていて、おまけにかなり重い。貧ひん弱じやくな身体能力しかない伊依には背負うことも難しい荷物だった。

「ごめん、無理っぽい……うーん、腕うで立だてふせとかしとくべきだったかも……」

「それじゃ──仕方ないね」

　遊が溜ため息いきをつき、《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》から《なシでグしルこミ》という怪モン造ス生タ物ーを怪放する。治ち療りようを能力とする不思議な怪モン造ス生タ物ーだ。ＳＯＳで梱こん包ぽうされた小さな天使。彼女が癒いやしの手で撫でるも、舞弓はやはり目を醒さまさない。

「やっぱり、精神的な傷は治せないか……」

　少し考え、幽霊が迫せまっているのに、わりとのんびりと遊は舞弓の顎あごを摑むと普通にキスをした。

「……は？」

　キスをした。

　ありていに言えば口づけである。伊依はあんまりにも予想外だったので呆然とする。舞弓と遊が唇を重ねている。

「な──ななっ」

　意識のない女の子に。たぶん大切なキスというものを。この少年は──なんの抵てい抗こうもなくやってしまったのだ。

　伊依は思わず。

「何やってんの遊くんの馬鹿っッ！」

　殴なぐった。

　遊はその勢いで舞弓ごと地面に倒たおれ、その真上をちょうど幽霊が危あやうく通過していく。伊依は真っ赤になり、なんとなく遊を何度も蹴けりつけてみた。

「馬鹿っ！　馬鹿！　錯さく乱らんしたの!?　遊くんがっ、舞さんにっ、あれ？　あれれ？」

　混乱してきた。何がなんだかわからない。

「落ちついて、伊依ちゃん」

　舞弓を肩かたで支え、一いつ緒しよに立ちあがって遊が微笑ほほえんだ。

「ほら、童話とかで、眠ねむれる姫ひめを起こすのはいつもキスと相場が決まって──」

「この破は廉れん恥ち漢がぁぁぁ────あああッッッ!!」

　言葉の途と中ちゆうで、遊が高らかに舞った。高らかに、高らかに。

　あまりの出来事に精神崩ほう壊かいから帰ってきて、耳まで紅潮し、ふるふる震ふるえている舞弓が拳こぶしを突つき上げている。あ、結果オーライだったらしい。遊は殺されるかもしれないが。

　純情な侍さむらい少女は犬みたいに吼ほえた。

「貴様貴様貴様というやつはどこまで私を馬鹿にしているのだ！　乙おと女めの唇くちびるをなんだと思っている！　落ちてこい！　さっさと！　この場で膾なますにしてくれる！」

「まぁまぁ、そういう状じよう況きようじゃないし、今のはれっきとした治療行こう為いだよね？」

　落ちてきた遊は地面に手をつき、綺き麗れいに回転して立ちあがった。相変わらず動きはゆっくりだが、動作には無む駄だがなく滑なめらかだった。

　そう──舞弓には悪いが、今はそんな状況ではない。周囲にはいまだ幽ゆう霊れいたちが溢あふれ、正直に結論づけるならば四し面めん楚そ歌かである。さらに──《零バロン時ヘロ鏡メロ》はほぼ無傷。あれを怪消する方法など現時点ではさっぱり思いつかない。
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　けれど伊依は悲観しない。恐おそれることなどないのだ。

　そばに梅子がいる。遊がいる。舞弓がいる。独りじゃないなら怖こわくない。

　そして──。

　伊依の《門ＧＡＴＥ》が爆ばく発はつしそうな輝かがやきを放ち、周囲を埋うめつくした幽霊たちが怯えたように縮こまった。空気が凍こおり、時間が凍り、全すべてが凍ったその一いつ瞬しゆん。

「お願い、桃子ちゃん！」

　了りよう解かい──と応こたえるように、世にも美しい怪モン造ス生タ物ーが現れた。
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　雪のように白い肌はだ。同じく不思議に白い髪かみ。ほぼ同色の振ふり袖そで。黒目がちの瞳ひとみにきつく一文字に結んだ口元。手には漆しつ黒こくの扇せん子す、下げ駄たの鼻はな緒おは鮮せん烈れつに紅あかい。急激な気温の変化が巻きおこした水蒸気と、凍りついた空気が光を弾はじいて婉えん然ぜんと煌きらめいた。

　美しい、本当に、寒気がするほど美しい立ち姿。

　人間の女性のように見える、けれど根本的に別種の存在。ただそこにいるだけで世界を歪ゆがませていくような人型は、微笑みすらも浮うかべず、ただ一瞬だけ伊依をちらりと振り向いた。

「…………」

　かるく会え釈しやくをしてくる彼女に、伊依はぐっと指を立て挨あい拶さつし、やっぱり少しだけ感かん極きわまって涙なみだを浮かべてしまう。

　伊依は数ヶ月前、己おのれの未熟さと迂う闊かつさのためにこの怪モン造ス生タ物ーを死なせてしまった。その罪は許されることがないし、決して忘れてはいけないが、彼女の存在がその痛ましい記き憶おくを少しでも癒いやしてくれている気がする。

　桃子。死んでしまったはずの《雪クールキ童ユーテイ》。

　何者かに力を付ふ与よされたらしく、外見を様変わりさせて生まれ変わった彼女は、それでも変わらず愚ぐ直ちよくなまでに伊依のために行動してくれる。憎にくんでくれても、恨うらんでくれても構わないし、当然なのに。

　けれど、そうして桃子が信用してくれるなら、せめて伊依は精せい一いつ杯ぱいに応える。もう二度と悲劇を繰くりかえさせない。それが伊依の誓ちかいだった。

　ごぉん──と重低音の、さながら機械のような咆ほう哮こうが《零バロン時ヘロ鏡メロ》から放たれた。この威い圧あつ的な外観の怪モン造ス生タ物ーは、悠ゆう然ぜんと立つ桃子を明らかに警けい戒かいしていた。

　先ほどまでとは比べものにならない規模の帯電が《零バロン時ヘロ鏡メロ》を取り囲み、瞬間、爆ばく撃げきのごとく無数の光の筋が地面へ解き放たれた。

「くるさだんちゅら」

　桃子は、からん、ころん、と下駄を鳴らしながら薄うすく微笑ほほえむ。馬鹿にするみたいに。そうだ、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらで、得意そうな顔をするときは能力をうまく扱あつかえたとき。誇ほこり高い氷の乙女は能力合戦が意外に好きなのだ。

「くるさだんちゅら！」

　不思議な言葉を叫さけび、桃子が振り袖を舞わせて冷気を渦うず巻まかせる。周囲の気温が一気に冷えた。夏という言葉を殺し、暑さという概がい念ねんをも殺すような極ごつ寒かんの大気。

　直後──伊依は信じられないものを見た。

「な──!?」

　背後で身構えていた舞弓と遊も、あまりのことに声をあげている。

　信じられない。雷かみなりが凍っていた。

「そんなんありなの？」

　細かい電子の運動でしかない稲いな妻ずまが中空で固定され、霜しもをびっしりと貼はりつかせた針金細工のようになってしまう。もちろん、その見る影かげもない雷が他者を殺傷することは不可能だ。

《零バロン時ヘロ鏡メロ》が忌いま々いましそうに怒ど号ごうをあげた。霹へき靂れきを迅じん雷らいを、幽霊の爆ばく弾だんを、次々と解き放ってくるが──無意味で、全すべて凍らされる。

「…………」

　対する桃子は、あくまで冷然としている。

　圧あつ倒とう的な、参入することを許されない超ちよう常じようの戦い。物理現象も自然法則も無視したこの怪モン造ス生タ物ーたちの饗きよう宴えんに、むしろ世界が耐たえられないというように地じ響ひびきがする。大地には亀き裂れつがはしり、ただでさえ半はん壊かいしていた殻蛇の校舎は瓦が礫れきとなってしまう。

　皆みなは避ひ難なんできただろうか。

　その光景を眺ながめ、伊依はそれだけを心配する。みんなが無事に逃にげられれば、ひとまず伊依の最優先の目的は達成できる。無理に喧けん嘩かする必要はないのだ。伊依は正義の味方ではない。誰だれも傷つかないでいい方法があるならそれを選ぶ。

　けれど、このまま《零バロン時ヘロ鏡メロ》を放ほうっておいたら、いずれ自分たちは皆みな殺ごろしにされてしまう。彼を怪消──あるいは動きを封ふうじてしまわねばならない。そして、現時点で、《零バロン時ヘロ鏡メロ》と対等に戦えるのは桃子だけだ。

　桃子の力の限界はどこなのか、その能力はどこまで上じよう昇しようしているのか、わからないが──彼女に賭かけるしかない。

　こういうとき。怪モン造ス生タ物ーが戦っているのに、自分が何もできないとき、伊依はひどく自分が卑ひ怯きような人間になったように感じる。いつも矢や面おもてに立たされ、危ない喧嘩をさせられるのは怪モン造ス生タ物ーだ。近づけば死ぬとはいえ、桃子の横に並んでいられない自分が恥はずかしかった。

　けれど。

　せめて──何か、今の自分にもできることを。

「伊依ちゃん、あれ」

　桃子と《零バロン時ヘロ鏡メロ》が激しく戦せん闘とうしている方向とは逆、自分たちの背後を示して遊が鋭するどく叫んだ。伊依も彼に服を引っぱられて振ふりかえる。

「あ………」

　先ほど古頃の生徒を助けるために飛びこんでいった怪モン造ス生タ物ーたち──殻蛇の生徒たちが、無事に救助を成功させていた。背に背に傷ついた生徒をおぶり、バスが停とめてある方向へと懸けん命めいに走っている。

　それに気づいたか──苛いら立だちまぎれのように《零バロン時ヘロ鏡メロ》が紫し煙えんを噴ふん出しゆつさせた。液体のごとく流動したその紫むらさき色いろは瞬しゆん時じに幽ゆう霊れいへと姿を変え、ほとんど戦闘能力がなさそうな殻蛇の怪モン造ス生タ物ーたちに襲おそいかかる。

「駄だ目め──」

　伊依は唸うなる。彼らは古頃の生徒を助けてくれている。たぶん、命じられたからではなく、短い間だったけど一いつ緒しよに暮らした仲間として。だったら、その優やさしさにこちらも応こたえなくてはいけない。

　古頃だ殻蛇だ。怪モン造ス生タ物ーだ人間だ。そんな区別は関係ない。

　だから──。

「桃子ちゃん……は、無理か」

《零バロン時ヘロ鏡メロ》もほとんどの能力を封殺されているが、さすが上級一位、桃子に反はん撃げきを許さずにどこから湧わいてくるのかと思うほど猛もう悪あくな攻こう撃げきを放ちつづけている。電気が弾はじけ、爆発が生まれ、地形すら変えて暴れ狂くるっている。

　桃子もそれを食い止めるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。殻蛇の生徒は──自分たちが助けないと。

「遊くん、舞さん、行こう！」

　待機していた二人に呼びかけて、伊依は率そつ先せんして走る。《鳳フエニ凰ツクス》の事件のときも、《愛シヤリ天テコ使ラール》の事件のときも、《卵アイ・姫ドール》の事件のときも、伊依は今よりずっと体力を失い、満まん身しん創そう痍いで戦っていた。それと比べれば、ぜんぜん平気、足は羽のように軽かろやかに動いた。

　もっとも、基本的な身体能力が低いので、すぐに舞弓や遊には追いこされてしまったが。

「当然。強きを挫くじき、弱きを助くのは戦士たる私の役目だ！」

　殻蛇の生徒たちに迫せまりくる幽霊の前に立ち、舞弓が真しん紅くの刃やいばを煌きらめかせて構える。しかし──駄目だ、舞弓は幽霊には勝てないはずなのだ。先ほども心神喪そう失しつするまで追いつめられて廃はい人じんになりかけていたし。

　梅子に頼たのみ、音波を放って幽霊の幻げん覚かくを揺ゆさぶってもらう。これで少しは──。

「義兄あに上」

　そう伊依は思ったのだが、しっかり幻覚に嵌はまっているようで、舞弓は少しだけ後退して汗あせを浮うかべた。しかし伊依の不安は杞き憂ゆうだった。戦士の少女を甘く見ていた。

「先ほどは──とんだご無礼を」

　静かな表情で、彼女は軌き跡せきを描えがいて光の刃を旋せん回かいさせる。

「見苦しいところをご覧にいれてしまいました、義兄上。今度こそ──成長した舞弓の技ぎ倆りようを振る舞ってしんぜましょう。もう逃げぬ。怖こわがらぬ。立ち向かう」

　柄つかを握にぎりしめ、瞳ひとみに炎ほのおを宿し、周囲を埋うめ尽つくすほどの幽霊を舞弓は睨にらみつける。

「だいたい──馬鹿にするな、幽霊ども」

　その表情はもう正気だった。梅子の援えん護ごがあったからか、彼女自身の強さなのか、舞弓は幽霊への恐きよう怖ふから完全に解げ脱だつしていた。

「にいさまはぁっ、もっともっと素す敵てきな方だったもん！」

　……なんだか、今、すごく可愛かわいい声で舞弓が何か言ったような気がするが。

　伊依が戸と惑まどっているうちに、侍さむらい少女はその本領を発揮し、暴れに暴れた。

「無礼者が！　愚おろか者が！　形だけでも義兄上を真ま似ねたならば誇ほこりをもって戦うがいい！　弱い弱い弱すぎる！　義兄上は貴様らの五万倍は強かったぞ！　散れ！　舞え！　正義の前にひれ伏ふせよ！　大気にまで分解して懺ざん悔げせよ！」

　真夏の太陽のように輝かがやく舞弓の刀は、近づく全すべての幽霊を跳はねとばして爆ばく散さんさせる。台風のようだった。舞弓という台風の目が幽霊たちを苛か烈れつに巻きこみ、弾はじきとばしながら驀ばく進しんしていく。誰だれにも止められない。

「……大したもんだね。おっと」

　遊が微笑ほほえみ、舞弓が逃のがした幽霊を冷静に鎌かまで両断した。そのまま伊依を抱だきかかえて爆風から避ひ難なんさせてくれる。

　何もできない、戦えない自分に伊依は気持ちばかりが焦あせる。何かできることはないか──とも思うが、この貧ひん弱じやくな身体からだでは邪じや魔まになるだけだろう。

「焦らないで、伊依ちゃん」

　ぽん──と優しく遊が頭を撫なでてくれた。どうやら内心を見み透すかされたようだ。この綺き麗れいな顔をした幼なじみは、いつだって、伊依が不安になったら笑顔で励はげましてくれる。

「自分が無力だなんて思わないで。たぶん舞ちゃんがあそこまで強くなれたのも、僕がこうして誰かのために鎌を振るえるのも、伊依ちゃんがいたからなんだし。桃子ちゃんも、梅子ちゃんも、君を役立たずなんて思ってない。だからそんな顔しないで」

　伊依の目には見えない速度で、縦じゆう横おう無む尽じんに鎌を走らせながら遊は告げてくれる。

「戦局を覆くつがえしたのは伊依ちゃん、君だよ。僕がそれを保証してあげる」

「…………」

　まだ曖あい昧まいな顔をする伊依に、遊はいつものように戯おどけて微笑んだ。

「あ。どうしても役に立ちたいなら、ここで僕のほっぺたか何かにキスしてくれると嬉うれしい。僕の戦せん闘とう力が一時的に二倍くらいになるかもよ？」

「……遊くんそればっかりだね。男の子のそういうところはあたし嫌きらいだよ」

　つんと拗すねたものの、伊依は少しだけ元気になった。そうだ。悩なやんでいる場合ではない。喧けん嘩かはたしかに得意じゃないけど、声がだせる。走れる。非力だけど、誰かを抱きしめてあげることくらいはできる。

　その自分なりの精一杯で、がんばろうと伊依は思った。

　舞弓の獅し子し奮ふん迅じんの戦いっぷりのおかげで、殻蛇の生徒たちは無事に古頃の生徒を避難させられたようだ。遠ざかっていく彼らの一人が、こっちに向かって手を振ふってくれる。

　それに応こたえ、ひとまず目下の問題は解決か──と思った伊依だが、安心するにはまだ早すぎた。

　不意に嫌いやな気分に襲おそわれて、空を仰あおぐ。

　そして伊依はまだ《零バロン時ヘロ鏡メロ》が本気をだしていなかったことを知った。

「…………」

　先ほどから立ちのぼっていた紫むらさき色いろの暗雲が、空を埋めつくし──そこから雨のように大量の幽ゆう霊れいたちを降らせてきた。一いつ瞬しゆんだけ空は不気味な誰かの顔になり、悪あく魔まのように勝ち誇って低い笑い声を響ひびかせた。
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「これは──さすがに、僕らだけでは食い止められなさそうだね」

　遊が悲観しているのか余よ裕ゆうげなのか、よくわからない微び妙みような表情で肩かたをすくめた。舞弓も空を睨みつけ、その絶望的な光景に無言である。

　粉ふん塵じんか埃ほこりのように音もなく落下してくるのは幽霊の群れ。小さく見えるのはたぶん距きよ離りが遠いからで、あれらの全てが地上に到とう達たつし、爆ばく発はつしたらと思うと背筋が冷える。

「どうする、伊依」

「どうすればいいかな、伊依ちゃん」

　なぜだか遊も舞弓も普ふ通つうに伊依を見つめて尋たずねてきた。どうして自分に、とも思ったが、伊依は一いつ生しよう懸けん命めいに頭を働かせる。幽霊が見せる幻げん影えいは梅子の能力で弱体化させられるものの、声の届く範はん囲いには限界があるし、自爆したときの殺傷力はこれまで体感したとおりだ。あれらが一いつ斉せいに襲いかかってきたら自分たちは確実に全ぜん滅めつする。

「逃にげるしか──ないかな」

　伊依は、ぽつりとつぶやいた。

　そうだ。結界の消えた今、みんなでバスに乗って、全速力で逃げればどうにかなるかもしれない。けれど──間ま違ちがいなく《零バロン時ヘロ鏡メロ》は追いかけてくる。死と幽霊を振りまいて、各地で大だい惨さん事じが起きることだろう。いつしか怪造学会執しつ行こう部ぶがそれを止めるだろうが、そうなれば待っているのは《零バロン時ヘロ鏡メロ》の確実な死。あれほど凶きよう悪あくな怪モン造ス生タ物ーといえども、死ぬのは、やっぱりどうしても嫌だった。

「敵前逃とう亡ぼうは士道不ふ覚かく悟ご」

　舞弓が不満げにつぶやいた。伊依には意味がよくわからなかったのだが、とりあえず逃げるのは嫌だというニュアンスは伝わってきた。しかし空からは今も幽霊たちが舞いおりてくる。桃子を見ると、《零バロン時ヘロ鏡メロ》の本体と戦うことに行動の全すべてを割さかなければならなそうだった。圧あつ倒とう的に戦力が足りない。

　どうしよう。本当に手て詰づまりだった。刻々と迫せまる幽霊の大群という確実な死。それを打開する方法は皆かい無む。

「駄だ目めでもともと、私たちの全力で本体を潰つぶすか？」

　舞弓がわりと物ぶつ騒そうな提案をしてくる。まぁ、空に浮うかぶ幽霊を全滅させるよりはよほど現実的な判断だが、それにしたって、近づくだけで即そく死ししそうな《零バロン時ヘロ鏡メロ》を倒たおせるだろうか？

　戦橋舞弓の怪造剣けん。

　仇祭遊の《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》と怪モン造ス生タ物ーの融ゆう合ごう技術──〝粘ねん土ど細工〟。

　桃子の凍とう結けつ。梅子の共感の能力。

　自分にできることは──なんだろう。

「……助けがほしいのかしらん？　だったら遠えん慮りよしないで呼んでよね」

　考えこんでいると、不意に耳元で声がかかる。あんまりにも唐とう突とつだったので心臓が止まりそうになり、伊依は頓とん狂きような悲鳴をあげると背後を振りかえった。

「か、か」

　海のように空のように青い髪かみ。いつも寝ねぼけたような表情。民族衣い装しようみたいに改造した制服。

「カービィ、ちゃん」

　魅み神かみ香美という名前の伊依の親友は、やはり気け怠だるげに腕うでを組んで溜ため息いきをついた。

「カービィじゃなくてカミだもんね、あちき。いやいやいや、なぁにを悩んでんのか知んないけどさ──」

　ツインテイルを引っぱられ、呆あきれるように言われてしまう。

「伊依、あんたに喧嘩できるとは誰だれも思わないわよ。だから考えても無意味ね。あんたの能力は──ちゅうか、才能は、アレよ。みんなお友達にしちゃうことだけなんだから。困ったときは頼たよれ、な？　ほんで休んどけ、親友」

「え？　え？」

　気安く肩を叩たたかれて、伊依は困ってしまう。緊きん張ちよう感が抜ぬける彼女の口調に知らず強こわばっていた身体からだが弛し緩かんし、なんとなく安心してしまう。

「で──でも」

　周囲を見ると絶望しか転がっていない。《零バロン時ヘロ鏡メロ》は強大だ。桃子の協力があっても足止めしかできていない。しかも空からは幽ゆう霊れい爆ばく弾だんが散布されるオマケつきである。

　その表情を読んだのか、香美は猫ねこみたいに和なごやかな笑えみを見せた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。あちきを誰だと思ってんの、おたく？」

「いや──」

　誰って。伊依の中学時代からの友達で、傷ついたとき、いつも支えてくれた大切な親友。腐ふ乱らん死体と昼寝が大好きな、古頃の一学年で最も優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グだ。

　でも、考えてみたら、伊依は彼女のことを何も知らない。

　中学校より以前の生活も。その家族も。その能力すらも。何も知らないのだ。相手のことを全て知らなきゃ友達になれないというわけじゃないから、これまで特別に知ろうとしたことはなかったけれど──。

「……ほんじゃ、本ほん邦ぽう初公開、香美ちゃんの相棒をご紹しよう介かいしちゃおうかなん」

　そのへんに転がっていた自動販はん売ばい機き──殻蛇の校舎が倒とう壊かいし、ついでに落下してきたのだろう凸でこ凹ぼこのその機械に、香美は啞あ然ぜんとした伊依たちを置いて近づいていく。どういうつもりなのだろう。

「ナイトくん、ナイトくん。出番だわよ」

　こんこん、と香美が自動販売機を叩くと、信じられないことに内側から答えが返ってきた。

「……貴女あなたの騎き士しは、いつでも御ご諚じようをお待ちしております」

　汚お泥でいを煮につめたような、暗く落ちこむ男の声だった。どことなく口調などに高貴さを感じるが、やはり印象としては陰いん鬱うつである。

「カービィちゃん？」

　どういうことかと問いかけると、香美はこちらを振ふりかえって微笑ほほえんだ。

「伊依、あちきが助けてあげる。戦力が足りないんでしょ？　この子、手先は不器用だけど馬鹿みたいに強いから、こういうときはお役立ちだわ」

「え？　って──カービィちゃん、まさかその自動販売機が……」

　伊依が全すべてを言い終わらないうちに、台詞せりふを中断させて声が朗々と響ひびいた。

「姫ひめ様を奇き態たいな名前で呼ぶでない、不ふ埒らち者！」

　弾はじけるように自動販売機が開いた。そして飛びだしてくるのは漆しつ黒こくの影かげ。巨きよ大だいな、比ひ較かく的てきに小さな自動販売機にはどう考えても納まらない巨体。女の子としては長身な香美よりもさらに大おお柄がらで、あろうことか全身を真っ赤な包帯でぐるぐるに巻いている。

　漂ただようのは腐ふ臭しゆう。瞳ひとみには──狂きよう気き。

　手にした武器は大たい砲ほうかと思うほどに巨大な口径をもつハンドガン。

　異様な巨人は、敏びん捷しような動きで香美の前に跪ひざまずくと吐と息いきを漏もらした。

「姫様。貴女の下僕、貴女の奴ど隷れい、貴女の犬──貴女の忠実な騎士、《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》ただいま御ご命めいにより見参」

「………ひめさま？」

　不思議な単語に伊依が首を傾かしげると、香美は大おお慌あわてで手をぶんぶん振った。

「あ、あ。気にしないで、こいつが勝手に呼んでるだけだから。あちきはどこから見ても平へい凡ぼんな一いつ般ぱん人なのだわ」

　珍めずらしく紅潮し、きつく《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》と名乗った存在を香美は睨にらみつけた。

「……ナイトくん、姫様とか呼ぶなと言ったのに」

「拙せつ者しや、腐肉なので理解できませぬ。おぉ、姫様の命が正しく理解できないこの腐くされた脳のう髄ずいに哀あわれみを！　して姫様、どの敵をぶち殺せばよろしいので？」

「これだよ、話が通じてないよこいつ。やだやだ」

　謎なぞの漫まん才ざいを繰くりひろげつつ、香美は後方──瓦が礫れきがうず高く積まれた殻蛇の廃はい墟きよに視線を向ける。伊依もそちらを見たが、特に何もないように思えた。

「そこの、おたく」

　がたっ、と物音がした。香美は疲つかれたように後頭部で手を合わせる。

　誰か──いるのか？

「出てきなさいな。手伝いたいなら積極的にさ」

「…………」

　呼ばれ、渋しぶ々しぶといった感じに顔をだしたのは、戯小路アルテ。背中からは花畑のような翼つばさを生やしたままで、どことなく居い心ごこ地ちが悪そうな顔をしている。

「アルテさん」

　伊依は思わず駆かけ寄って、その手をそっと握にぎりしめる。

　みんなきてくれた。この状じよう況きようを変えるために。そうだ、自分だけでは無力でも、みんなの力を合わせれば──あるいは。

「か、勘かん違ちがいしないでくださいますか？」

　アルテは、少しだけ視線を逸そらして唇くちびるを尖とがらせた。

「あなたを助けにきたわけではなくってよ。殻蛇の、わたくしの手下どもを守るためなんですからね。そのためには……その、あなたたちと協力するのが──」

「アルテさん大好き！」

「ひ、ひとの話はちゃんと最後まで聞きなさい！　あなたはっ、もう──」

　抱だきしめてぎゅうぎゅうすると、アルテは虚きよ勢せいを崩くずして疲れたような顔をした。彼女も──たぶん、悪いひとではないのだろう、と伊依は思う。

　薔ば薇らのように美しく、貴族みたいに高貴な少女。

　戯小路アルテ。彼女が助けにきてくれた。

「伊依、伊依」

　香美がどことなく寂さびしげに手を挙げる。

「あちきには？　あちきにはハグしてくれないの？　助けにきたのは香美ちゃんも同じなのだわ」

「カービィちゃんも好きだーっ！」

「愛されてるーっ！」

　騒さわいでいると、なぜか舞弓が怖こわい顔で低くつぶやいた。

「貴様ら、状況を把は握あくしているか？　今も桃子が必死で戦い、幽ゆう霊れいどもが我らを殺さんと降ってきているのだが？」

「うん。わかってる」

　すぐに真顔になり、頭に頰ほおずりをしてくる香美をそのままにして伊依は宣言した。

「みんな、がんばってどうにかしよう！」

「みんながんばれって言われても、具体的にどうすれば……」

　嫌いやそうな顔をするアルテの横、黙もく然ぜんと立っていた《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》が彼女に問いかけた。

「おい……其その方ほう、怪モン造ス生タ物ーであろう？　名はなんという？」

「え？　わたくしは──《花オデツ火ト・オ花デール》。……え。あ」

　そこでようやく《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》に気づいたか、アルテは全身を引きつらせて絶ぜつ叫きようした。

「ぎゃあああああああ！」

「あ、アルテさん？　アルテさんどうしたの？」

　そのアルテらしからぬ下品な悲鳴に、伊依は戸と惑まどって問いかけてみた。するとアルテは猛もう烈れつな勢いで腰こしを抜ぬかし、背中の羽を戦慄わななかせて震ふるえはじめた。無数の花びらが散る。

「なんで──なんで、なんで、こんなところに《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》がっ！」

「ほほう。拙者をご存知か？」

「知りませんっ。知りません──わっ、わたくしは何も見ませんでした！　だから殺さないで──殺さないで……！」

　なんだろうこの怯おびえようは。アルテだってたぶん高等で強力な怪モン造ス生タ物ーのはずなのだが、《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》は遥はるかにそれを凌りよう駕がしているというのだろうか。見たところ、ただのロックでパンクな包帯人間にしか見えないのだが。威い圧あつ感もあまりないし。

《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》は愉ゆ快かいげに呵か々か大たい笑しようした。

「ぬはは。主あるじに命じられねば無益な殺せつ生しようはせぬがの。《花オデツ火ト・オ花デール》か──たしか能力は火か炎えんか爆ばく発はつか……そんなところだったであろう？　便利そうでござるな。おい其の方──しばしの間だが、その存在を使わせてもらうぞ」

「え……どういう？」

　アルテが応こたえる暇ひまもあらばこそ、《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》はその手にした武骨なハンドガンを振ふるい、ぴた──と彼女の額に銃じゆう口こうを突つきつけた。

「なっ──」

　伊依がその行こう為いに反応し、抗こう議ぎしようと口を開いたまさに瞬しゆん間かん。

　アルテが銃口に吸いこまれた。

「え？」

　どういうことだ──と思う余よ裕ゆうも、時間もなく、《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》はアルテを充じゆう塡てんしたハンドガンを空に向ける。そこでは今まさに、生まれきた幽霊たちが地表に肉にく薄はくしていた。

「姫ひめ様、ご命令を！　拙せつ者しやに暴力の許可を！」

「姫様じゃないっつうに」

　香美はぼやきつつ、やはり適当に首を傾かしげた。

「あー、じゃ、まぁいいや。やっちゃって、どーん」

「ぬははははは！　御ぎよ意いに！　御意に姫様！　見さらせ世界！　見さらせ宇宙！　今宵こよいの拙者は血に飢うえておるぞ！」

　華か麗れいに引き金が引かれ、刹せつ那な、その銃口から七色の閃せん光こうが放たれる。それは大気を爆発させながら轟ごう音おんとともに疾しつ空くうし──。

「イヤーッハアア──ァァァッ！」

　瞬時に拡散して爆発し、幽霊たちをまとめて吹ふっ飛ばした。
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《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》のハンドガンは、怪モン造ス生タ物ーに充満し現界カナイへの存在を許している力──いわゆる《魔ま力りよく》を集合させ弾だん丸がんとして解き放つという代しろ物ものらしい。放たれた弾丸がもたらす結果も、氷の怪モン造ス生タ物ーなら氷結、電気の怪モン造ス生タ物ーなら電でん撃げき、とそれぞれ変わってくるらしい。

　ともあれ。

「冗じよう談だんじゃありませんわ！」

　幽霊の第だい一いち陣じんを粉ふん砕さいし、凱がい旋せんして戻もどってきたアルテが真っ先に不満を述べてきた。この状じよう況きようを解決するための策を思いつき、伊依が言ってみたら、いきなり反対されてしまったわけである。

　まぁ、伊依も「また《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》のハンドガンの弾丸としてぶっ放されて」という感じのことを言ったので反論は覚かく悟ごしていたのだが、やっぱり駄だ目めかなぁ、と哀あい願がんするような顔をしたらアルテは言葉につまった。

「ぐっ──」

　眉まゆをひそめ、もはや恐おそれずに巨きよ大だいな包帯男を指さしてアルテは主張する。

「あなたにわかるものですか！　すさまじく怖こわかったんですのよ！　存在レベルまで分解されて弾丸に収納、激しい勢いで爆発してまた無理やり元の形に再構築されるという──あぁ、思いだすだけで気が狂くるいそうですわ！」

　そんな彼女に、さも不満そうに《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》は片方だけ露ろ出しゆつした目を細めた。

「むう。軟なん弱じやくな……義ぎ俠きようのために粉ふん骨こつ砕さい身しん、という正義感はないものか」

「正義感で弾丸にされるなら、そんな正義感、わたくしはいりません！」

　言いあいをしている《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》と《花オデツ火ト・オ花デール》は置いといて、とりあえず伊依は周りのみんなを見まわしてみた。

「……とにかく、作戦はそんな感じで、アルテさんが協力してくれたら決行したいんだけど。──そんなに余裕もないしね」

「まぁ、いいんじゃない？　伊依のやりたいようにやればいいわ」

　香美が適当に応え、他ほかのみんなの意見を窺うかがうように目を細めた。

「私は構わぬ。さりげなく私が最も目立つしな。相手に止とどめをさす役目を任されるとは正義の味方として本ほん望もうだ」

「いや、止めをさしちゃ駄目なんだよ？　舞ちゃん、きちんと怪消しなきゃいけないんだから」

　鼻高々の舞弓と、苦笑している遊。こちらも問題はなさそうだ。ただ、少しばかり懸け念ねんがあったので伊依は遊を心配する。

「あの、遊くん。本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん？　あぁ、不思議とさっきから調子いいからね」

　つぶやき、右目を指先でさすって彼は微笑ほほえむ。

「視みえるよ。ぜんぶ」

　遊はかつて《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》という存在に右目を奪うばわれ、代わりに怪モン造ス生タ物ーの眼球を埋うめこまれている。その眼球は人間には見えない特とく殊しゆなもの、とりわけ怪モン造ス生タ物ーのみがもつ気配──《魔ま力りよく》の解読に長たけている。

「……ふむふむ。あいわかった、銃じゆうの弾丸になるのが嫌いやなのでござろう？」

　背後ではまだ怪モン造ス生タ物ーたちが気が抜ぬけた会話をつづけている。《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》がハンドガンを放ほうり捨て、どこからか濡ぬれたような漆しつ黒こくの長ちよう剣けんを引きずりだしてきた。

「では、これで。この拙者が愛用する太た刀ちに力を貸してくれんかな？」

「え？　えっと、そうですね──弾丸にされなくていいのならっ……きゃあああ!?」

　そっと柄つか尻じりに埋めこまれた宝石に触ふれさせられたアルテが、あっというまに悲鳴をあげて吸いこまれてしまう。

「……まぁ、能力は似たようなもんなのだがの。拙者の銃も太刀も」

　残された《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》は悪魔みたいなことを言って、西洋騎き士しのように姿勢を正して太刀を構えた。

「姫ひめ様、準備完かん了りようでござる」

「………ご苦労さん」

　微び妙みように釈しやく然ぜんとしない表情で、香美が彼を労ねぎらい、伊依を見つめてきた。

「んじゃ、やろっか。適当に、正義っぽいこと」

「うん。目的は《零バロン時ヘロ鏡メロ》の怪消！　合い言葉は──みんながんばれっ、だよ！」

　謎なぞの号令とともに、伊依たちの作戦が始まる。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　目的は、執しつ行こう部ぶが到とう着ちやくする前に《零バロン時ヘロ鏡メロ》を怪消すること。

　理由は、古頃の生徒と殻蛇の生徒が無事に生き残るため。

　それをあらためて頭の中で確かく認にんし、伊依は何度でもその内容を検討する。何か間ま違ちがってはいないか。取りかえしのつかない過あやまちを犯おかしてはいないか。危険リスクはどのくらいか。成功する確率はどれほどか。考えて考えすぎなことなどない。失敗してから悔くやんでも遅おそすぎるのだ。

　伊依は喧けん嘩かが嫌きらいだ。何も考えず暴力で物事を解決するのは駄目だと思う。せっかく思考する力が自分たちにはあるのだから、神様が与あたえてくれたその非暴力の手段で物事を処断していくべきなのだ。

　何度も何度も間違って、時には暴力に溺おぼれて他者を傷つけ、また殺した。それでも伊依は考えることをやめない。

「桃子ちゃん！」

　今の喪時飽友──《零バロン時ヘロ鏡メロ》には思考能力がほとんど欠けているという。アルテの話によると虚界アンダカの怪モン造ス生タ物ーは何種類かに大別できるらしく、《零バロン時ヘロ鏡メロ》が属している集団はより獣けものに近い本能で生きる存在らしい。話しあいを持ちかけようとしても捻ひねり殺されるのがオチだ、と。

　ならば首に縄なわをつけて虚界アンダカに帰ってもらうしかない。本当はそういう酷ひどいことはしたくないのだが、背に腹は代えられない。そのかわり、伊依は《零バロン時ヘロ鏡メロ》に恨うらまれることを覚かく悟ごする。何度も彼が現界カナイに現れて伊依を殺そうとしても、そのたびに伊依は真っ向から彼に立ち向かうつもりだ。

　最終的に仲良くできるまで。諦あきらめず。

「くるさだんちゅら！」

　上級一位の《零バロン時ヘロ鏡メロ》と正面から相対して互ご角かくに戦っていた桃子が、まとった氷の羽衣を舞わせて応こたえる。

　彼女の周囲は異世界だった。

　大地は凍こおりつき、空気にはダイアモンドダストが躍おどり、周囲には氷像と化した樹木や幽ゆう霊れい、稲いな妻ずまや雲が前衛芸術のように固まっている。それらの全すべてが、とん、という桃子の足あし踏ぶみで散らされ、氷結した星空が彼女の周囲に展開した。

「くるさだんちゅら！」

　伊依たちが何かをしようとしていることを察したか、《零バロン時ヘロ鏡メロ》が劇的に反応して無数の幽霊を解き放った。寒々とした紫むらさき色いろの噓うそは、そのまま爆ばく弾だんと化してこちらに襲おそいかかってくる。

　それを桃子が凍らせ、舞弓が粉ふん砕さいし、《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》が爆散させる。

「……面めん倒どうでござる。あの程度の輩やからならば拙せつ者しやがひょいっとブチ殺したほうが早いのだが」

　物ぶつ騒そうなことをつぶやく《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》、彼の手に握にぎられた禍まが々まがしい大たい剣けんは、振ふるわれるたびに時空ごと断たち切るような烈れつ火かの斬ざん撃げきを放つ。衝しよう撃げき波はと化して滑かつ空くうしたその一撃は、幽霊を触れただけで吹ふっ飛ばし、《零バロン時ヘロ鏡メロ》本体にまで被ひ害がいを与えていた。

　羽織ったマントを泳がせ、機き敏びんな動きで空から零こぼれてくる無数の幽霊をも相手どる。意思をもたない幽霊たちもこの異形の騎士は恐おそろしいのか、羽虫のように逃にげまどうも、決して逃のがれられない。

　電撃のごとき灼しやつ光こうが閃ひらめき、無数の爆ばく裂れつが空を焦こがす。本当に、ただ《零バロン時ヘロ鏡メロ》を殺すなら彼と桃子がいれば数分もかからないだろうと思う。

「……桃子ちゃんに、《零バロン時ヘロ鏡メロ》の攻こう撃げきを防いでもらって──《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》さんに、空から降ってくる幽霊を一いつ掃そうしてもらう」

　伊依は作戦内容を繰くりかえし、傍かたわらに立つ遊を仰あおいだ。彼は戦せん闘とうには参加せず、ひたすらその右目で《零バロン時ヘロ鏡メロ》を凝ぎよう視ししていた。

　通常とは異なる視覚をもった遊の目玉──現在、その右目に宿った《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》ごとそれは封ふうじられているはずだったが、それも完かん璧ぺきではなく、わずかに能力は残っているらしい。そういえば殻蛇の生徒に不ふ審しんそうな顔をしたのも遊がいちばん最初だったか。

　ともあれ、遊はその悲劇の後こう遺い症しようのごとき右目を使ってくれた。

「《零バロン時ヘロ鏡メロ》の《魔ま力りよく》は──」

　小さく、遊が目を細めてつぶやく。

「やはり独立して《零バロン時ヘロ鏡メロ》の中で完結している。誰だれか怪モン造ステ学イス者トに怪造された怪モン造ス生タ物ーじゃなく、放ワイ浪ルド怪・モ造ンス生タ物ーみたいだね。その中心部分は──舞ちゃん、わかるかい？　あの歯車の中央、《零バロン時ヘロ鏡メロ》のちょうど真ん中だよ」

「心得た！」

　瞬しゆん間かん、侍さむらい少女が華はなやかに飛びだしていく。燐りん光こうをまとい、刀を手にした戦橋舞弓は、大地を蹴けりつけるようにして疾しつ走そうしていく。その背に負われた作戦の要かなめとなる物体を確かく認にんし、伊依は成功を祈いのった。

　神様にではなく、もちろん悪魔にでもなく、舞弓に。舞弓の能力を信しん頼らいし、また祈った。
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　舞うように走る。飛ぶように駆かける。この身の全てを活力に変え、魂たましいすらも燃やすようにして舞弓は《零バロン時ヘロ鏡メロ》に向かった。心に恐れはない。迷いもない。思考を無にして舞弓はひとつの弾だん丸がんになる。

　迫せまりくる雷らい撃げきは、桃子によって瞬またたくうちに凍とう結けつされる。重なりあった幽霊の氷像を蹴け散ちらし、舞弓は宙に浮うかんだ《零バロン時ヘロ鏡メロ》に飛びかかっていく。

「いざ──尋じん常じように勝負！」

　巨きよ大だいな、信じられないほど巨大な相手。その歯車の出っぱりに足をかけ、多少は不格好だが刀を鞘さやに納めて手足で這はいあがる。目的は歯車の中央、空くう洞どうになったその部分。そこまで辿たどりつければ舞弓の勝ちだ。

　身み震ぶるいし、こちらをふるい落とそうとする《零バロン時ヘロ鏡メロ》から懸けん命めいに耐たえる。直下型の地じ震しんみたいなその衝しよう撃げきは生半可なものではなかったが、こんな程度で落下するわけにはいかない。

　時には体勢を崩くずし、危あやうい瞬間も何度かあったが、舞弓はそのたびに持ち前の運動神経で姿勢を保った。歯車を登り、跳ちよう躍やくし、ついに頂点まで辿りついてその場に仁に王おう立ちする。

「はぁっ……、はぁっ」

　さすがに息切れするも、ここからが本番である。周囲を眺ながめる。豪ごう壮そうな大自然。立ち並ぶ樹木に溢あふれた泉、空は紫色の雲に覆おおわれて暗いが、そこから降りそそぐ幽霊の群れは雪のようで美しい。地面には仲間たち。遠くでは避ひ難なんをしている守るべき生徒たち。

　そこまで確認し、しゃらん──と刀を抜ぬくと舞弓は歯車の中央へ歩みよる。歯車は構造的にドーナツ状になっており、内部は空洞である。下からは噴ふきだす蒸気に負けてよく見えなかったのだが、上から見るとそこに奇き妙みような存在が確認できた。

　溶とけた宝石。

　そんな表現がよく似合う何か。それは内臓のように断続的な鼓こ動どうを放ち、ばちばちと明めい滅めつして歯車の中央で震えている。濃こい紫色のその球体は、歯車に触しよく手しゆを伸のばしてかろうじて貼はりついているようにも見えた。

「あれが──《零バロン時ヘロ鏡メロ》の本体か」

　そう悟さとり、舞弓は唇くちびるを引き結ぶ。

　恐きよう怖ふはない。いっそ清すが々すがしいほどだ。けれど──なんだろう、この胸のざわめきは。人間の姿をしていた喪時と相対したときも感じた、奇妙な感覚。なんだろう、このもどかしさ。

　何かを思いだしそうになっていて、だけどその記き憶おくには手が届かなくて、歯がゆい。身体からだが自然と震え、鼓動が速まっていく。

「……なんだ、これは」

　己おのれの異変に戸と惑まどっているうちに、《零バロン時ヘロ鏡メロ》の本体が舞弓を察知した。

　刹せつ那なの出来事だった。棒立ちになっていた舞弓に《零バロン時ヘロ鏡メロ》は蜘く蛛もの糸のごとき触手を伸ばし、その身体を呆あつ気けなく縛しばりあげた。

「しまっ──」

　反応できたときにはもう遅おそい。激しい力で舞弓は引っぱられ、本体のある方向へぐんぐん近づいていく。

　伊依の悲鳴が聞こえた。死の恐怖に──一瞬、舞弓の心が凍こおる。

「う。わ。あ、あぁっ！」

　絶ぜつ叫きようし、必死で暴れる。油断した。己の失敗である。一瞬の忘ぼう我がが命取りになる戦場で、悠ゆう長ちように立っているからこんなことになる。いつも冷静な遊ならこんな間ま違ちがいは犯おかさなかっただろう。目的に向かって一直線な伊依なら、最後の最後で気を抜くようなことはしなかっただろう。

　だけど──自分は。

「やめろ！　放せ！　私をどうするつもりだ！」

　自分の口から放たれる言葉が、なぜか空々しい。舞弓にはわかっていた。これから自分がどうなるか。幼いころ、目の前でそれを見ていたのだから。

　──一瞬、何かを思いだしそうになって、ひどい悪お寒かんがした。

　周囲は、ある意味では幻げん想そう的だった。雷らい雲うんの中央に紛まぎれこんだように、火花のごとき雷鳴が弾はじけ、蒸気が溢れ、太陽のごとき光度をもった本体にどんどん近づいていく。その傍そばにいくほどに感じてきた猛もう烈れつな熱に舞弓は汗あせをかく。

　敵は強大。自分は身動きがとれない。抵てい抗こうの手段はなく、他ほかのみんなも自分の役目を果たすのに精せい一いつ杯ぱいだ。助けはない。わかっている。正義の味方にいつも都合のいい奇き跡せきが与あたえられるのは、絵本やＴＶのなかでの作り話だけだ。道はいつでも自分で切り開かなければならず、失敗すればそこで冷れい酷こくに未来の可能性は断たち切られる。

　あの完かん璧ぺきだった義兄あにですら友に裏切られて死んだ。

　この世に──正義の味方は存在できないのか？　弱気を助け、強きを挫くじく、絶対無敵の英えい雄ゆう──そんなもの、やはり現実が見えていない世よ迷まよい言なのか？

　もがき、《零バロン時ヘロ鏡メロ》の本体に肉にく薄はくした舞弓は見た。

「喪……時、飽友──」

　本体の中央に大口が開く。牙きばをびっしりと生やし、涎よだれを零こぼしたその口元。さらに生えてきたその眼球、相手を餌えさとしか思っていない獰どう猛もうな瞳ひとみに舞弓は見み憶おぼえがあった。

　殻蛇怪造高等学校生徒会副会長、喪時飽友。

　なぜか即そく座ざにそう理解できた。面おも影かげがあった。そこに人格を見つけた。これは機械ではなく、意思をもった生き物だ。それが確かく認にんできた。だからこそ──明確に、相手の悪意、そして寒気がするような欲望が感じられた。

　次の瞬しゆん間かん、舞弓は耳を疑った。

〈へ──へへっ、へへへっ、へへへへへ〉

《零バロン時ヘロ鏡メロ》の本体が、牙をがちがち鳴らしながら哄こう笑しようしたのだ。ひどく歪ゆがみ、不ふ愉ゆ快かいになる聞きがたい笑い声。舞弓は耳を塞ふさぎたい衝しよう動どうにかられたが、全身を縛られたこの状態ではそれも不可能だ。

〈おまえ──やっぱり匂においがするぜェェ。あの女の匂いだァァ〉

「な………？」

　意味がわからない。匂い？　なんのことだか理解できない。

〈おまえ、戦たたか橋はし危あや香うかとかいう女の子供か？〉

「────」

　タタカハシアヤウカ。

　誰だれだ？　それは──誰だ？

　目を見開き、呆ぼう然ぜんとする舞弓に、《零バロン時ヘロ鏡メロ》は世にも嬉うれしそうな声で語る。

〈俺が喰くらった女だよ。あいつは美味うまかったぜェェ。おまえ危香の娘むすめだろ？　匂いが同じだ、顔も似ている、その刀も──〉

　高笑いする牙だらけの口が近づいてくる。吐と息いきすら肌はだに触ふれる。あと数秒で舞弓はこの存在に捕ほ食しよくされる。

〈あのとき、危香が自分の赤ん坊ぼうに持たせていた刀だ。そうか、あのときの赤ん坊はおまえか！　大きく──へへへ、食べごろになったなぁ！〉

「…………え？」

　また悪寒がした。今度は先ほどよりも鮮せん明めいな寒気だ。嫌いやな光景が脳のう裏りに浮うかんだ。たぶん、まだ物心がついていないころの、原始の記き憶おく。

　巨きよ大だいな舌が伸のび、こちらに迫せまってくるそのとき、舞弓は表情を刃やいばのように冷たくした。全身から力が抜ぬけ、しかし身体からだの中央では熱さが弾けていた。

「つまり──なんだ、え？　貴様、貴様が……母上を殺したのか？」

　生黒い口こう腔こうが、滴したたる唾だ液えきが、牙の汚よごれまで鮮明に見えてくる。食べられる。抵抗もできず。母と同じように。母と──同じように？

「あ」

　幼いころ、ずっと寂さびしかった。

　陸戦坂という家庭で、自分だけが戦橋という苗みよう字じを名乗らなければいけないことが。夜泣きして母を、父を恨うらみ、寂しさに喘あえぎ、枕まくらを涙なみだで濡ぬらした。会いたかった。それだけで良かった。父、母、本当の両親。声が聞けるだけでよかった。その姿を見られるだけでよかったのに。

　その可能性を、ささやかな願いを──。

「貴様が……」

　倉波無楽という、舞弓の幼なじみが言っていた。舞弓の母はすでに死んでいると。けれど心の底では信じていた。まだ彼女はどこかで生きていて、成長した舞弓を見るのを楽しみにしていると。

　希望。願望。それは子供じみた甘えだったかもしれない。

　けれど舞弓にとって、大切な夢だったのだ。

〈親子で俺の餌になってくれるとはねェええ！　本当に有あり難がたい親子だぜェェえ！〉

　刹せつ那な。不思議な感覚が舞弓の内側で爆はぜた。すでにそのとき、舞弓は《零バロン時ヘロ鏡メロ》に喰われようとしていた。触しよく手しゆに縛しばられたまま、頭上と足元に牙、目の前に不気味な舌。奥には喉のど。このまま咀そ嚼しやくされ嚥えん下かされ消化されてしまうと思った。

　怒いかりでも哀かなしみでもない。漠ばく然ぜんとしたやるせなさ。

　虚むなしさみたいなものが、舞弓の全身を循じゆん環かんした。

「……なるほど」

　感情がないという感情。瞳には絶対零度の炎ほのお。髪かみは燃えあがる氷。舞弓は無表情に無感情に虚しく俯うつむいて、くく、と忍しのび笑った。

　それは喜き悦えつの欠片かけらもない、ひたすらに空っぽな、ただの冷れい笑しよう。

「そうか──貴様が母上を食べたのか、そうかそうか、食べて殺して消化して……そうかそうかそうか、それで、貴様はなんで生きているのだ？」

　呆あつ気けなく触手の呪じゆ縛ばくは引きちぎられる。舞弓は自分でも不思議だった。数秒前までは大だい蛇じやの締しめつけのように感じていたその縛いましめが、まるで砂糖細工みたいに脆もろかったから。

　力が湧わいてきた、という感覚はない。舞弓にとって力とは爆ばく発はつみたいなもので、火力発電のように生命力を燃やしボイラーを回転させて力を得る、という感じだった。

　けれど今の舞弓には、何もない。静かな虚しさだけがあった。この世のあらゆるものがくだらない。儚はかない、弱いものに見えてくる。自分が強くなったという自覚はない。ただ世界の全すべてが平等に底辺まで弱くなった。

　それは虚しい感覚だった。

　しゃらん──と刀を抜く。同じく携たずさえていたのは、《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》から預かった大口径のハンドガン。伊依の作戦によると、桃子と《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》が攻こう撃げきを抑おさえているうちに、遊が看破した《零バロン時ヘロ鏡メロ》の本体を舞弓がこのあらゆる怪モン造ス生タ物ーを吸収するハンドガンで封ふう印いん、というものだった。それが無理だったら本体にダメージを与あたえ、伊依と香美が怪消する──という。

「ふ──」

　けれど、駄だ目めだ。そんな生なま易やさしいものでは納なつ得とくしない。

「ふふ、ふふふ」

　右手にハンドガン。左手に怪造剣。瞳ひとみには虚きよ無む。口元にも虚無。心にも虚無。身体にも虚無。虚無に虚無を重ねてさらなる虚無へ。

「……殺す」

　瞬しゆん間かん、躊躇ためらいもせず《零バロン時ヘロ鏡メロ》が舞弓を嚙かみ潰つぶそうと牙きばを落としてくる。その断頭台に挟はさまれて舞弓は瞬間的に咀嚼されるはずだったが──。

「この牙か？」

　刀の柄つかを握にぎったまま、舞弓は牙を右手と足で押さえて止めていた。そこにも力を加えている意識は一いつ切さいない。だらしなく弛し緩かんしている。

「この牙で、母上を嚙んだのか？」

　つぶやき、左手で握りしめた怪造剣を振ふりまわす。真しん紅くの光を宿したその虚マテ界リ呪ア具ルはなぜか禍まが々まがしく、かつてないほどの巨大な塊かたまりとなって《零バロン時ヘロ鏡メロ》を蹂じゆう躙りんした。

〈ギ────ィ、イアアアアアァァ──ッ！〉

　悲鳴があがった。けれど舞弓は何も思わない。同情も快感もない。達成感も徒労感もない。ただひたすらに虚無。相手に死という終わりをもたらすだけの暗い感情がある。

「この牙で母上を引き裂さき、この舌で母上を刮こそぎ、この唾液で母上を溶とかし、この喉で飲み下しこの口でこの口でこの口でぇぇええ！　母上を殺したのかッッッ！」

　あとは蹂躙だった。一方的な殺さつ戮りくだけがあった。

　弾たまを込こめる必要もなくハンドガンは次々と真紅の砲ほう弾だんを放ち、《朧武朧》は竜りゆうのごとく暴れ狂くるって《零バロン時ヘロ鏡メロ》の口こう腔こうを破は壊かいした。血が飛び散り、金切り声があがり、常人の神経ならば耐たえられないほどだったが──。

「…………」

　やはり舞弓は何も感じない。

　ふと周囲を見ると、《零バロン時ヘロ鏡メロ》が苦しまぎれに生みだしたのか、無数の幽ゆう霊れいがこちらを見つめていた。陸りく戦せん坂ざか砲ほう矢や。舞弓が敬愛していた、天使のような義兄あに。彼らは口々に優やさしい声で舞弓に語りかけてくる。こんな酷ひどい真ま似ねをしてはいけない。誰だれかを傷つけるのはいけないことだよ。

「…………」

　舞弓は無表情で、ハンドガンを連射する。次々と解き放たれていく烈れつ弾だんは、義兄の幻げん影えいを残らず塵ちりにして吹ふき飛ばす。

　その作業をやはり無感動に終えると、舞弓は血まみれの口の中で立ちつくし、恐きよう怖ふか、何か痛ましい感情をこめて唸うなる《零バロン時ヘロ鏡メロ》の本体を仰あおいだ。

〈ひ──い、いァ、……噓うそだ、なんで──こんなところに、〝虚無〟の……ごめんなさ、い──許して………〉

「なぁ」

　舞弓は静かに、小さく首を傾かしげた。

「貴様はいつになったら死ぬのだ？　面めん倒どうくさいな……、早く死ね」

　直後──銃じゆう弾だんと斬ざん撃げきが吹き荒あれ、《零バロン時ヘロ鏡メロ》を散り散りに滅ほろぼした。
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「舞さん！」

　理解できない光景だった。無数の触しよく手しゆに縛しばられて、舞弓が《零バロン時ヘロ鏡メロ》──その歯車の中央に引きずりこまれたところだけは伊依にも見えた。悲鳴をあげ、何もできないくせに、必死になって走って《零バロン時ヘロ鏡メロ》に駆かけよっていった。なぜか楽しげに笑っている《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》と、険しい顔をした桃子のことが気になったが、そんなの考えていられない。

　作戦を考えたのは伊依だ。伊依にぜんぶの責任がある。舞弓が危険に晒さらされ、命を落とすようなことがあったらと思うと気が狂いそうなほど怖こわかった。たぶん舞弓が死んだとわかった瞬間、伊依は親友と夢を同時に失う。伊依の甘さのせいで、また友が死ぬ。今度は耐えられる自信がなかった。

「舞さん！　舞さん！」

　そこで伊依にとって予想外の事態が起きた。血が雨のように降りそそいできて、伊依の身体からだを汚よごしたのだ。一瞬、舞弓の血かと思い、心が冷えたが──それが間ま違ちがいだということがすぐに理解できた。

　爆ばく発はつがあった。否いな、それによく似た破壊が。

　巨きよ大だいな《零バロン時ヘロ鏡メロ》に無数の亀き裂れつがはしり、轟ごう音おんが生まれ、その巨体が激しく震ふるえて砕くだけ散ったのだ。

「………え？」

　その衝しよう撃げきに吹っ飛ばされ、伊依は地面を転がった。《零バロン時ヘロ鏡メロ》は細かくちぎれ、あちこちに散らばっていく。怪モン造ス生タ物ーは死んだらすぐに虚界アンダカに戻もどるはずなので、命はまだあるのだろうが、肉の欠片かけらとなったこの状態では生きていたとしても動けまい。

　無む惨ざんに血まみれになった、たぶん本体がある巨大な肉につ塊かいが瓦が礫れきのそばに落下した。それとはべつに舞弓がかなりの高度から落ちてきて、信じられないことに空中で回転すると地面に軽々と着地した。

　音すらなかった。羽のような着地。血ち塗ぬられた刀と銃を手にした舞弓はそこで伊依に気づくと、思わず寒気がするような微び笑しようを浮うかべた。

「……伊依。敵は倒たおしたぞ。見かけほど強くはなかった。まぁ、この私──正義の味方、戦橋舞弓の前では怪かい獣じゆうだろうが妖よう怪かいだろうが無力だがな……」

「舞さん」

　なぜだか無む性しように怖くなって、伊依は立ちあがると舞弓に歩みよってそっと抱だきしめた。血の匂においがする。舞弓は、細かく震えている。その身体は不思議なくらい冷えきっていて、意思をもたない武器のようだった。

「舞さん──大だい丈じよう夫ぶ？」

　他ほかに尋たずねようがなかった。伊依には何が起こったのかも理解できないのだから。

「……大丈夫。なんでもない。私は大丈夫だ、伊依」

　けれど舞弓は柔やわらかく微笑ほほえみ、不器用に伊依の頭を撫なでてくれた。
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「──どうする？」

　前置きもなく口にされたその言葉に、皆みなは一いつ斉せいに振ふりかえった。ひとまず避ひ難なんした生徒たちと合流しようとバスが停とまっていた方向へと走り、これで事件も終しゆう了りようかと、どことなく安心していたときである。

　桃子と《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》は役目を終えたとばかりにすでに姿を消しており、激しく疲ひ労ろうし気絶した舞弓を背負った遊をしんがりに、伊依たちは無言で進んでいた。

　そばにいた誰だれのものでもない声による問いかけに、一番に反応したのは伊依である。

「……已己巳ちゃん？」

　足を止め、その小こ柄がらな瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの少女に歩みよる。表情を綻ほころばせて手をとった。

「良かった。無事だったんだね。怪け我がはなかった？」

「どうする？」

　そんな伊依に首を傾げつつ、已己巳はただ淡たん々たんとアルテに問いかけている。伊依はその態度に少しだけ戸と惑まどったが、アルテは弁わきまえているようで神しん妙みように頷うなずいた。

「間もなく怪造学会の執しつ行こう部ぶ──現界カナイの殺し屋たちがこの地にやってくるでしょう。そんな連中を相手にするよりは、まだ虚界アンダカに帰ったほうがいいかもしれませんわね」

　虚界アンダカ。そうだ。彼女らは怪モン造ス生タ物ーだったのだ。アルテも已己巳も、虚界アンダカ戦争の戦せん渦かから逃のがれてきた難民にすぎない。当然──現界カナイに怪モン造ス生タ物ーが存在することを許さない執行部にとっては、排はい除じよすべき外敵だ。

「しかし、《零バロン時ヘロ鏡メロ》を倒してしまった」

　已己巳は自ら率そつ先せんして歩を進め、足を止めずにバスへと向かわせながら囁ささやく。

「《零バロン時ヘロ鏡メロ》は憤ふん怒ぬ大公の側近だった。《零バロン時ヘロ鏡メロ》自身は憤怒の支配下から抜ぬけ、難民に協力するためにきたとは言っていたが、あの行動から見るに憤怒の命令で暴れるためにきたというのが本当だろう。それを倒した──つまり、憤怒大公にとっては自分の部下を難民ごときに始末されてしまったという展開だ」

　結んだ髪かみを舞まわせ、ただ硝子ガラス玉のような瞳ひとみで彼女はアルテを見つめている。

「……虚界アンダカにも、僕らの居場所はない。狙ねらわれて殺される。もうどこにも行けない」

「…………」

　最悪の状じよう況きように、さしものアルテも打つ手がないのか、眉まゆをひそめて押し黙だまる。伊依には虚界アンダカの事情などよくわからないが、彼女たちが困っているのは見ていられなかった。

「あのっ」

　伊依は手をあげ、二人の会話に割りこんだ。

「あの──駄だ目めかな、あたしたちと一いつ緒しよにいくのは」

「……どういうことですの？」

　煩わずらわしそうに、アルテがこちらを見てくる。

「だからね、えっと」

　うまく思考がまとまらないで、けれど一いつ生しよう懸けん命めい、伊依は主張する。

「虚界アンダカに戻れない、現界カナイにも居場所がないっていうんなら、あたしたちと一緒にいればいいよ。古頃の生徒とさ。ほら、なんか執行部のひとに見つからないようにする技わざがあるみたいじゃない。結界だっけ？　それ使ってさ、もう一回みんなで隠かくれればいいよ」

「だが──」

　已己巳が何か言いかけたが、伊依は止まらない。

「執行部の偉えらいひと、いちばん偉いひと──爆川さんっていうんだけど、悪いひとじゃないから、たぶん話せばわかってくれると思うんだ。古頃の校長先生も、ちょっと意地悪だけど頭が柔らかいから、がんばって説得すれば『面おも白しろそう』って受けいれてくれるかも。だから──その、希望を捨てちゃ駄目だよ。できるかぎりで協力するから」

「どうして？」

　本当に不思議そうに、已己巳がまた首を傾かしげた。彼女は怪モン造ス生タ物ー。いつも人間に協力させられるために無理やり呼びだされる存在。そんな彼女にとって伊依の態度は未知のものだったのかもしれない。

「どうしてって」

　伊依は繰くりかえす。己おのれの信念を。

「友達だからだよ、已己巳ちゃん。アルテさん」

「ともだち」

　二人して顔を合わせて、已己巳とアルテは何かしら考えている。そうしているうちにもキャンプ場を通過し、広場を駆かけ、避難した生徒たちがいるバスが見えてきた。空気が焦こげ臭くさく、いまだ燃えあがっている樹木も多い。空の雲もまだ濃のう密みつに立ちこめたままだ。

　どことなく不安になる、陰いん鬱うつな風景。

　それを茫ぼう漠ばくと眺ながめ──已己巳が俯うつむいた。

「……すまない。君の提案は実現不可能のようだ」

　え？　と伊依が首を傾げると、已己巳が前方を静かに指さした。

「どうやら遅おそすぎた」

　少しだけ申し訳なさそうに言う彼女の正面、バスのすぐ傍そば、そこに生徒たち以外の存在が発見できた。

　漆しつ黒こくのヘリコプター。覆ふく面めんをし銃じゆう剣けんを手にした巨きよ漢かんたち。

「………ちーっす」

　血の色の髪を三つ編みにした、執行部長、爆川嫌凪。

　そして──。

「見つけた」

　異様な、鉢はち金がねと籠こ手てで身を固め三本の刀をぶら下げた見知らぬ男が、迷いもせずに抜ばつ刀とうしてこちらに向かってきた。

「な──っ、こら不動！　何しやがる！」

　気け怠だるげに挨あい拶さつをしていた嫌凪が慌あわてて叫さけんだが、すでに遅く、その声が届くころには不動と呼ばれた男の凶きよう刃じんが伊依の隣となりにいた人物を呆あつ気けなく斬きり裂さいていた。

　血ち飛沫しぶきが舞った。
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「────!?」

　その瞬しゆん間かんのことを、伊依はすぐには理解できなかった。目の前で友と呼んだ存在が斬りつけられる。抜ぬき放たれた刀がぬらりと輝かがやくのを視し認にんするやいなや、その冷たい刃やいばは恐おそるべき獰どう猛もうさで一人の少女を切断していた。

　悲鳴はなかった。ただ鮮せん血けつだけがあった。

　肩かた口ぐちから袈け裟さ斬ぎりにされた彼女は、くるんくるんと舞うようにして吹ふっ飛び、玩具おもちやみたいに大地に転がった。

「え？」

　伊依が反応できたのは、自分の頰ほおに返り血が飛んでその生温かさを感じたとき。そのころにはもう全すべてが終わっていて、肩から腰こしにかけてほとんど身体からだを両断された彼女からは血ち溜だまりが広がっていて──。

「あ。あ」

　信じられないものを見るように、その凶行を為なした存在をただ凝ぎよう視しした。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした、まさに戦うために生まれたような男だった。鉢金と籠手には真っ赤な〝斬〟の文字。表情は隠かくれているが、口元だけは笑っている。姿勢は悪いが背は高いようで、近くにいると威い圧あつ感をおぼえる。

　彼はさも愉ゆ快かいそうに笑って、右手に握にぎったやけに分厚い刀を血ち振ぶりした。

「よぉ──久しぶりやなぁ、捜さがしたで。それも血ち眼まなこでなぁ、あれ？　なに寝ねとんねん。冗じよう談だんはよせや、こんなんで死ぬわけないやろ……化け物が」

「不動、てめぇ！」

　嫌凪が猛もう烈れつな勢いで走ってきて、不動の胸むなぐらを思いっきり摑つかみあげた。こめかみには血管が浮うかび、彼女の怒いかりが空気すら震ふるわせていた。

　けれど、不動と呼ばれた男はそれを鬱うつ陶とうしそうにして見ることもしない。

「離はなせや、小こ娘むすめ。おまえも一目で理解できたはずや。あいつの異様な《魔ま力りよく》──殺やらなきゃ殺られる相手やで？　仲間割れしとる場合とちゃうんやない？」

「誰だれが仲間だ殺さつ人じん鬼きが……！　てめぇ、誰の許可で勝手に刀ぁ抜きやがった！」

　言いあいをしている二人のすぐそば、呆ぼう然ぜんとしている伊依の隣り、変わらず静かな表情で立ちつくしていた巴已己巳が小さくつぶやいた。

「……戯小路」

　斬りつけられ、今もまだ血を流している少女は戯小路アルテ。薔ば薇らの花の美しさと棘とげのような傲ごう慢まんさを併あわせもつ、華か麗れいな少女。伊依の、たぶんまだ解わかりあえてはいない天敵。殻蛇怪造高等学校生徒会長。《花オデツ火ト・オ花デール》と呼ばれる高等怪モン造ス生タ物ー──そのはずだった。他ほかの属性は彼女にはないはずだった。少なくとも伊依は知らなかった。彼女がこんなに一方的に攻こう撃げきされる理由などないはずだった。怪モン造ス生タ物ーだから？　古頃の生徒を騙だましていたから？　そんなことでこんなに無む惨ざんに殺されなければいけないのか？

　否いな──。

「うふ」

　不意に、屍し体たいにしか見えなかったアルテが低く笑った。それは血管が縮むような、毛が太るような恐ろしい声だった。

「うふ。ふふ。困ったな……。予想外というか、困った困った。ふふふ。うふふ」

　人間なら──いや、たとえ怪モン造ス生タ物ーであっても生きていられるはずがない。身体の中央を切断されたのだ、内臓などの主要器官を傷つけられたせいで死亡するはずだ。

　けれど彼女は生きていた。生きて、動いていた。身体の仕組みを無視するように直角に立ちあがり、だらんと垂れさがった己おのれの半身を右手で引っぱって傷口にくっつけた。

　そのあまりに異様な光景に、伊依は貧ひん血けつを起こして気絶しそうになった。

　これはなんだ？　いったいなんだ？

「痛いなぁぁ、身体が千切れちゃったじゃないのよう……。本当にもう、困ったちゃんなんだからぁぁあ、不動きゅんはぁぁ」

　口調すら様変わりした、彼女はいったい誰だ？

　硬こう直ちよくした伊依の前に、すっと歩を進め、已己巳が冷れい徹てつに告げた。

「やはり、君は僕が知っている《花オデツ火ト・オ花デール》じゃないな。君はいったい誰だ？　どうして《花オデツ火ト・オ花デール》の姿をしていた？」

「……え？」

　どういう──ことだろう。もう何がなんだかわからない。頰に飛び散ったアルテの血を指でなぞり、そっと見つめる。

　それはすでに人間の赤い血ではなく、何かどろどろした、漆しつ黒こくの液体だった。

「あぁ、あなただけだったわねぇ、あたしに疑いをもっていたのは」

　くすくす笑い、アルテは已己巳を楽しげに見つめた。

「けれど──あたしと喪時と、二人を等しく疑いながら、そのまま受けいれてしまった、これはあなたの罪よ、巴。あたしが怪あやしいと思ったなら、二人っきりのときに始末してしまえばよかったのに」

「……僕は喜悦大公の代理人だ。〝喜悦〟は全てを受けいれる」

　少しだけ寂さびしそうに、已己巳は顔を伏ふせた。

「君や喪時が何者であれ、ともに生きたいと思うならそれを許すことにした。拒きよ絶ぜつから〝喜悦〟の感情は生まれない。受けいれ、愛することしかできないんだ──喜悦大公は」

「ま、それをわかっていて利用したわけでもあるけれど」

　溜ため息いきをつき、アルテは肩かたをすくめた。

「最後の最後にしくじっちゃったわねぇ。どう──空井さん、びっくりしたでしょう？」

「え──」

　まさかの自分への言葉に、伊依は反応ができない。驚おどろいた、というなら、それはもちろん驚いている。けれど今は混乱が強くて、状じよう況きようすら理解できない。

「だからねぇぇ」

　アルテは、ひどく意地悪な顔で言ってのけた。楽しみにしていたお菓か子しを口に運ぶときのように、満面の笑えみで。

「あたしの存在は全すべてが噓うそだったの。戯小路アルテという名前も。《花オデツ火ト・オ花デール》という名前も。殻蛇の生徒という事実も。生徒会長という肩書も」

　どんどん言いながら歩みよってきて、裂さけるような笑みを浮かべ、彼女は伊依に肉にく薄はくし顔を近づけて言葉をつづける。残ざん酷こくな言葉を。

「この髪かみも目の色も服も。ぜんぶ何もかも噓。わかる？　あたしがあなたに語った言葉も、あなたに協力するようにした行動の全ても！　みんなみんな噓だったのよ！　ヒャハハハキャハハ！」

　肩を揺ゆさぶり、ひたすら笑う彼女に伊依は応こたえられない。頭を殴なぐられたようなショックと、その勢いに悲鳴すら吞のみこんでただあとずさる。アルテは離はなれない。顔を近づけ喜色満面に残酷な言葉を吐はきつづける。

「アルテって？　どこの誰だれですか？　怪モン造ス生タ物ーが友達って？　知るか馬鹿！　夢だって？　友達だって？　気持ち悪いんだよ！　勘かん違ちがいすんな人間ごときが！」

「あ──あるて、さん」

　理解できない。涙なみだすら溢あふれてくる。意味がわからない。なんだこの悪夢は。脳が揺さぶられる。記き憶おくが掘ほり起こされる。現実が崩くずれていく。

「だからぁ」

　さも可笑おかしそうに、彼女は低くくぐもった笑い声をあげた。

「戯小路アルテなんて存在しないんだってわかんないかな？　アルテさんって呼ぶな！　誰ですかそれは？　あぁ、泣いてるねぇ……くくく、いい気味。こちとら心にもない台詞せりふばっか口にしなくちゃいけなくて気持ち悪くてさぁ。──どう？　絶望した？　はい、少し賢かしこくなれましたねぇ？　これに懲こりたらもう他人なんか信用しちゃだめだぞ？　みんなどうせ自分のことしか考えてなくて、あんたの夢のことなんかどうでもいいとしか思ってないのよぉん？」

　どん、と伊依は突つき飛ばされる。そしてアルテは高々と両手を振ふりあげた。

「さぁ、疑いなさい空井伊依！　周囲の人間の善意を！　その言葉を！　存在を！　友達なんかいやしないんだ！　あんたはこの世で独りぼっち！　ちょっと友達だと思って近づいても、すぐにその友情は裏切られ、夢も希望もゴミ屑くずみたいに捨てられちゃう運命なのよ？」

「あ──あ」

　伊依は周囲を見る。魅神香美。戦橋舞弓。仇祭遊。巴已己巳。爆川嫌凪。空井滅作。梅子。その誰が、伊依を完全に理解してくれるだろう。心の底から、伊依の夢に協力してくれるだろう。口先だけではなかったか。アルテのように騙だましてはいないか。自分は独りぼっち？　自分の夢は、願いは、誰にも理解されないもの？

「それ以上は許さないよ──ヴェクサシオン」

　気絶したままの舞弓を香美に預け、遊が伊依を守るように立った。その表情には真しん剣けんな怒いかりが湧わいている。伊依はこんな怖こわい顔をした遊を見たことがない。

　それよりも、今、彼はなんと言った？

「あぁ──」

　アルテの整った顔が、わずかに歪ゆがむ。

「うふふ。遊きゅん、本当は君が最初に気づかなくちゃいけなかったんだぞ？……ま、できれば最後まで気づかれないで、もう少し時間があったら空井さんとお友達ごっこでもして、末永くお付きあいしていたほうがダメージ大きいかもとは思ってたけどさぁ？」

「へぇ──坊ぼう主ずもこいつにやられたんか？」

　楽しげに会話を傍ぼう観かんしていた不動が、遊に歩みよって鉢はち金がねを動かした。その酷こく薄はくそうな目元──瞳ひとみの色が左右で違う。

　それを見つめ、遊が怪け訝げんな顔をする。

「あなたも？」

「ま、昔のことや。捜さがしたでぇ──ヴェクサシオン」

　ヴェクサシオン。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》と呼こ称しようされる禁タブ忌怪モン造ス生タ物ー。その正体は不明、目的も不明。ただ頻ひん繁ぱんに現界カナイに現れては人間と怪モン造ス生タ物ーの身体からだの一部を交こう換かんするという奇き妙みような怪モン造ス生タ物ー。その被ひ害がい者しやの実数は判然としないが、禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーといえば《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》、というほどに有名な存在ではある。

　じゃぎん、と不動は三本の刀を同時に抜ばつ刀とうし、あろうことか片手でその三本を握にぎりしめて爪つめのように煌きらめかせる。そのまま大地を蹴けり、彼は目にも留まらぬ動きでそれらを振るった。

「あらら？」

　アルテの首が飛び、胴どう体たいが分割され、手足が零こぼれて地に落ちる。刹せつ那なのうちに何十もの肉にく片へんに分解された彼女は、粘ねん土どのように瞬しゆん間かん的に結合し、溶とけあわさって元の形に戻もどる。

　何事もなかったかのように、アルテは首を傾かしげた。

「……おかしいなぁ。君にはかなり酷ひどいことしたのになぁ。憎ぞう悪おを理由にたくさん修しゆ行ぎようして強くなってるはずなのに、進歩してないぞ、不動きゅん？」

「吐ぬかせ。今のは小手調べや」

　楽しそうに、本当に──おかしいくらい楽しそうに、不動は今度は右手に二本、左手に一本と刀を握りかえる。不思議な戦法だが、アルテはそれに構ってはいなかった。

「ま──楽しもうとしてるとこ悪いんだけどさぁ、さっき不ぶ躾しつけな《走ナ馬イ燈ト処メ刑ア・騎士ナイト》の武器にされて大量の《魔ま力りよく》を消費させられてんだよねぇ。不動くんと本気で喧けん嘩かできるほど余力がないから……今日は逃にげさせて？」

「逃げさすと思うか？　阿呆が」

　高笑いする不動が、なんだか怖くて──伊依は思わず、立ちあがってそんな彼の手を摑つかんで止める。

「ん？」

　戸と惑まどうように、むしろ邪じや魔まそうに、こちらを見てくる彼に伊依は首をふった。

「やめ──て、ください。お願いします。アルテさんが、知ってるひとが切り裂さかれるのは、嫌いやだ。嫌なんです。見たくない──本当に、見たくないんです」

　そうだ。たとえ騙されていたのだとしても。彼女の仕草も言葉もみんな噓うそでしかなかったとしても。アルテが攻こう撃げきされ、血を流し、苦しむ姿は見たくない。

「まったく──あなたは」

　アルテが何か言いかけたが、伊依は力なく彼女を見つめて、真っ直すぐに告げた。

「アルテさん」

　なぜだか怯ひるんだような顔をした彼女に、伊依は正直な言葉を口にする。

「本当にぜんぶ噓だったの？　あたしはそうは思えないよ？　校舎が崩くずれたとき、迷わず飛びだしてくれたよね？　《零バロン時ヘロ鏡メロ》を怪消するのにも、頼たのんでもいないのに協力しにきてくれた……」

　ひとつひとつ、彼女の言葉を思いだし、どうしても彼女の全すべてが噓だったとは信じられなくて伊依は呻うめく。そうだ、少なくとも──彼女の語った夢は、空っぽではなく、伊依の心に衝しよう撃げきを与あたえるほど実感のこもった思想だった。

　あの理想までも出任せだったのか？　だとしたら、どうして彼女は伊依たちを騙していたのだろうか？

　伊依は涙なみだを浮うかべ、胸に手を当ててアルテに問いかける。

「……アルテさん、なんであたしを騙そうと思ったの？　あなたは何に苦しんでいるの？　何か目的があるなら相談してよ……、協力するよ。あたし、ようやく──あなたとも友達になれると思ったのに……」

「呆あきれた──あたしまでその友達とやらにしようっていうの？」

　鬼おにのように悪意に満ちた、怖いくらいに張りつめた顔で、彼女は呻く。

「馬鹿じゃないの。他人なんか信用できないんだって。あたしだって！　他人の善意を信じていたときもあったわよ！　だけど裏切られた！　何度も何度も！　あんたは、本当に、世間知らずの甘ちゃんよ！　この世界を過信しすぎよ！　人間を、怪モン造ス生タ物ーを、勘かん違ちがいしてんのよ！」

「あたしは裏切らないよ」

　伊依は、ただ当たり前のように言う。

「あたしは裏切らない。アルテさん」

「信じられるもんかっ──」

　叫さけんで、アルテの姿が光に包まれる。現界カナイと虚界アンダカを繫ぐ門。行ってしまう。アルテが遠ざかってしまう。駄だ目めだ。まだ何も通じあっていない。しっかり真心をこめて語りあえば、わかりあえるはずなのだ。

　彼女はたしかに自分に噓をつき、騙だまして裏切ったのだろう。

　けれど──と伊依は首をふる。

　ヴェクサシオン。禁忌タブーと呼ばれ、誰だれからも愛されない怪モン造ス生タ物ー。彼女の心の闇やみを、伊依は祓はらいたいと心から思った。誰に頼まれたわけではない、本当に──《零バロン時ヘロ鏡メロ》と向かいあったとき、アルテとは仲良くなれる、友達になりたいと思えたから。

　アルテを抱だきしめたときの、誰かに触ふれられることに慣れていないような──ちょっとだけ強こわばった身体と、困ったような表情を憶おぼえている。

「アルテさん……！」

　強く彼女の名前を呼ぶと、アルテは強ごう情じように主張した。自や棄けになったように、頑かたくなに叫ぶ彼女の姿が伊依には哀かなしい。

「伊依──他人なんか信用すんな！　人間に、世界に絶望して、絶対に裏切らない純じゆん粋すいな力──魔王を解き放つ！　それがあんたの唯ゆい一いつの役目なんだからさぁ……本当に、余計なことばっかり喋しやべらないでよ！　おとなしくあたしの思おも惑わくどおりに動けばいいのに！」

　消えていくアルテが、最後にこちらを睨にらみつけた。

「あんたの夢じゃ誰も救えない！　甘い理想じゃ世界は変えられない！　魔王が！　純粋な力だけが！　この腐くされた世界を救える唯一の存在なのよ！」

「違う！　あたしが救うよ！　救ってみせるよ……少なくともアルテさんを！　約束する！」

　一いつ瞬しゆん、アルテの表情が縋すがるようなものに変わったが、すぐに俯うつむき──やはり悪意に満ちた瞳ひとみでこちらを見つめたまま消えていった。

「あ──あ、あぁ！」

　瞬間、不動がこちらを激しく見み据すえてきた。

「何しとんねん、自分！　これからお楽しみやったのに！　ヴェクサシオン逃がしよって！　ふざけんやないでぇ！　このボケ！」

　がつん、と衝撃がきた。車に激げき突とつされたような感覚だった。全身が、自分の意思を無視して錐きり揉もみ回転し、地面に叩たたきつけられる。あぁ殴なぐられたのだ、と思った。

「不ふ動どおぉ！」

　嫌凪が不動に摑つかみかかる。そんな彼女すら不動は殴り、蹴けり飛ばし、狂きよう乱らんに支配された瞳で周囲を睥へい睨げいした。

「阿呆か……、おまえら、阿呆か！　おれの楽しみを邪じや魔ましよって──」

「黙だまれ不動！　伊依ちゃんに謝りやがれ！　命令無視もいい加減にしねぇと本気で殺すぞこの俺がよぉーっ！」

　視界が明めい滅めつする。不動の一いち撃げきで脳が揺ゆれている。視線の火花を散らして相対している不動と嫌凪がなぜだかひどく遠い。奥歯が折れたようで、血の味と小さな異物感が口にある。

　あぁ、痛い。

　たまに本当に不思議になる。どうしてこんな痛みを感じて、苦しんでまで夢を叶かなえようと思うのか。梅子を抱きしめる。頭に生まれた疑問はすぐに氷解する。自分よりも、怪モン造ス生タ物ーはずっと虐しいたげられて傷ついている。アルテ──ヴェクサシオンも、たぶんその現状の被ひ害がい者しやだ。

　変えたい。誰かが血を吐はかなくては回転しないこの世界を。

　救いたい。ひとつでも多くの命を。苛さいなまれた魂たましいを。

　この手が届く範はん囲いは狭せまくて、自分の力は貧ひん弱じやくで、声は世界に響ひびかせるには小さすぎるけど──それでも諦あきらめないと決めたのだ。

　だから。

「まぁいい……」

　不動は刀を納めず、狂きよう気きに彩いろどられた瞳で周囲を見まわした。バスの近く、戦せん々せん恐きよう々きようと成りゆきを見守っていた古頃の生徒、そしてその傍そばに、さっきは気づかなかったが怪モン造ス生タ物ーの姿をしたままの殻蛇の生徒がいた。彼らが自分たちを助けてくれたことを知っているのか、古頃の生徒が治ち療りようしたのだろう、包帯が巻かれたものもいる。

　あれが、伊依の守りたい世界。

　怪モン造ス生タ物ーと人間が、仲良く暮らせる世界。

「ここにはまだ怪モン造ス生タ物ーが腐るほどいるようやし──おまえら、ストレス解消に皆殺しにしてやるよ。えぇやろ爆川の？　執しつ行こう部ぶの仕事の──お手伝いや」

　え？　と思った。

　今──不動はなんと言った？

　信じられない。理解できない。その言葉。伊依はこちらを心配して呼びかけてくる香美と遊、その声すらよく聞きとれないまま立ちあがる。

　じゃらり──と擦こすりあわされた不動の刃やいばが音をたてる。嫌凪が何かを叫んだが、効果はない。徐じよ々じよに徐々に鼓こ動どうが激しくなり、嫌いやな予感が湧わいてきて──伊依は思わず絶ぜつ叫きようした。

「逃にげて怪モン造ス生タ物ー！」

「────」

　その瞬間にはもう不動霧晴が鬼き神しんのような動きで跳ちよう躍やくしていた。伊依は必死になって追いすがる。駄だ目めだ。殺される。みんな殺される。不動のあの目は、間ま違ちがいなく本気だった。ヴェクサシオンを殺せなかった苛いら立だちに任せて殻蛇の生徒を蹂じゆう躙りんする気だ。

　駄目だ駄目だ。そんなことはさせない。彼らとの会話を憶おぼえている。怪モン造ス生タ物ーは友達という、伊依の夢を肯こう定ていしてくれた。悪い怪モン造ス生タ物ーではないのだ。無む惨ざんに虐ぎやく殺さつされていいわけがない。

「逃げて！　みんな！」

　怪モン造ス生タ物ーだから？　怪モン造ス生タ物ーだから命を奪うばわれていいというのか？

　そんなわけがない。そんなわけがないのだ。

「なっ──」

　不動が息を吞のんで、一瞬、怯ひるんだ。

　伊依は何事かと思う。けれどすぐに理解できた。見ればわかった。獣けもののような速度で走っていた不動の正面、傷つき、疲つかれはてた怪モン造ス生タ物ーたちを守るように。

「ふざ……けん……な」

　怯おびえ、震ふるえ、それでも両手を広げているのは、美咲次郎花だった。彼女は、真っ直すぐに不動を睨みつけ、気合一発、大声で叫さけんだ。

「ふざけんじゃないべや！　あんた何様のつもりだ！」

「な──」

　その声に、なんと不動が気け圧おされて少しだけ後退した。次郎花は目を涙なみだでいっぱいにして、たぶん、あのとき生徒会室で会話した、次郎花を抱だきしめた女生徒──その変へん化げ、一輪の百ゆ合りみたいに可か憐れんな怪モン造ス生タ物ーの前で叫んだ。
















「怖こわいよ……あちゃし、怪モン造ス生タ物ーは怖いよ。一度は、怪モン造ス生タ物ーなんかみんな滅ほろんじゃえばいいって思ったよ。だけど──だけどなぁ」

　何の力もない、怪モン造ス生タ物ーに怯えていた少女は、ただ声を振ふりしぼって強大なる男に向かいあう。

「助けてもらっちゃったんだ……。その前にも、抱きしめてくれた。温かかった──憶えてる、あちゃしが、いちばん最初に怪造した《白カラフ雪ルシ秘エル》。抱きしめて眠ねむったよ、たしかに……まだ小学生だったころに、嫌なことがあったら、慰なぐさめてもらっていた──友達だった」

〈次郎花……〉

《白カラフ雪ルシ秘エル》と呼ばれた怪モン造ス生タ物ーは、どこか嬉うれしそうに声をあげた。たぶん──次郎花は思いだしたのだ。最初に怪モン造ス生タ物ーを怪造できたときの喜び。限りなく遠い隣となりの世界から、自分の声を聞きとって会いにきてくれた異世界の友達を。

　思いだし、乗りこえた──彼女を縛いましめていた恐きよう怖ふを。

　そんな彼女を見て、動くいくつもの影かげがあった。

「みんな……」

　伊依はその奇き跡せきのような光景に、痛む身体からだを忘れるほどに感動した。

　魑魅寺屍丸がいる。駒崎学もいる。顔見知りの生徒も、あまり親しくない生徒も、教師も──一丸となってそこに立っていた。立って、両手を広げて怪モン造ス生タ物ーを守っている。表情は真しん剣けんな怒いかりに燃えていて、さしもの不動も手を出しかねている。

　いつもは、この役目は伊依だけのものだった。他ほかの誰だれも怪モン造ス生タ物ーを守ろうとしないから、身体を張って、懸けん命めいに両手を広げていた。けれど小こ柄がらな伊依では伸のばした手にも限界があって、時には守りきれずに傷つけ死なせてしまった怪モン造ス生タ物ーたちもいた。

　けれど、今は。

　ふらふらのまま、伊依は不動を追いこし、古頃の集団の前に立つ。

「みんな──」

　言葉が出てこない。伊依にもよくわからなかった。彼らは怖がっていたはずだ。母校を半はん壊かいさせた怪モン造ス生タ物ーという存在を。あるいは道具としか思っていなかったはず。そういうふうに教えられてきたのだから。

「伊依ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　先頭にいた次郎花が、泣きそうな顔でこちらを見てくる。伊依は彼女に抱きとめられ、やはり戸と惑まどいながら見上げた。

「ハナちゃん……どうして」

「正直なところな。ずっと不思議だったべさ、伊依ちゃん」

　次郎花はただ優やさしくこちらを抱きしめ、動けずにいる不動を見つめている。

「なんでいつも、伊依ちゃんは、怪モン造ス生タ物ーのために走りまわってるのかって。わかんなかった。でも──今は理解できたべや。みんな、わかったと思うべさ」

　それに応こたえるように、ほぼ自や棄けになっているみたいな生徒たちの声が響ひびいた。

「崩くずれ落ちてきた鉄骨から、俺は助けてもらったぞ！」

「近づいてくる幽ゆう霊れいから、あたし守られたよ！」

「普ふ通つうに喋しやべって、名前だって覚えてんだ、人間じゃなくたって関係あるか！」

「怪モン造ス生タ物ーってだけで……殺させてたまるか！」

　その言葉に驚おどろいていたのは、むしろ背後にいる怪モン造ス生タ物ーたちだった。生徒たちの名前を呼び、また呼びかえされ、困こん惑わくして問いかける怪モン造ス生タ物ーに、笑って応えたり。

「伊依ちゃん」

　次郎花が、震ふるえている伊依の頭を撫なでてくれた。

「伊依ちゃんがやってきたことは、無む駄だじゃなかったべさ。みんな見てた。ちょっとずつ共感してた。今日──確信できた、伊依ちゃんは間ま違ちがってなかったって」

「あ………」

　力が抜ぬけて、立っていられなくなる。脳のう震しん盪とうでも起きているらしく、視界が覚おぼ束つかない。それを柔やわらかく腕うでで包みこんでくれた次郎花は、小さく笑った。

「だから伊依ちゃんは、もう一人でがんばらなくていいべや。ご苦労さま、これまで──たくさん苦しいこと、あったべや？　もう大丈夫……伊依ちゃんは一人じゃないべさ」

「あぁ──」

　その言葉に救われた。ずっと徒労なのではないかと思っていた。自分が何をしても、語っても、世界は変わらないのではないかって。

　けれど、ちゃんと見ていてくれた。言葉を聞いてくれていたひとたちがいた。こうして、いろいろな偶ぐう然ぜんが重なった結果ではあるけれど、怪モン造ス生タ物ーを友達だと思ってくれるひとたちがいた。

　世界は変えられる。人間は変えられる。伊依の行こう為いは無駄ではなかった。その事実に救われた。

「アルテさん……」

　遠ざかってしまった、孤こ独どくに生きる少女のことを思いだす。

「アルテさんも虚界アンダカで聞いている？　みんなの声──」

　ざり、ざり、と足音が近づいてきた。見ると、立ちすくんだ不動の正面、不思議な存在感を漂ただよわせる少女──巴已己巳が歩いている。彼女は古頃の生徒たちの正面に立つと、なぜだろう、深々とお辞じ儀ぎをした。

　呆あつ気けにとられるみんなの前、彼女は顔を上げて、やはり静かに告げた。

「僕たちは感謝しよう、今日この瞬しゆん間かんの奇き跡せきを。僕たちはきっと忘れない。君たちの優しい気持ちを。あぁ、僕たちは覚えていよう、この素す晴ばらしい、君たちと過ごせた日々を」

　已己巳は、信じられないことに──笑っていた。

　楽しそうに、嬉うれしそうに、幸せそうに、本当に──善意そのもののような、幸福そのもののような、春の陽ひ射ざしみたいに温かく優しい笑え顔がおだ。

「已己巳ちゃん……？」

　瓶びん底ぞこ眼鏡めがねを外し、髪かみを揺ゆらし、不動を見つめる已己巳の名前を伊依は呼んだ。已己巳は肩かた越ごしに振ふりかえり、やはり微笑ほほえみ、不器用に──仄ほのかにつぶやいた。

「友達。その難しい言葉を、ようやく理解できた気がする」

　恭うやうやしく、片手を広げて女優のように宣言する。

「僕たちは覚えていよう、ともに暮らした君たちの名前を。一いつ緒しよにご飯を食べたね？　同じ教室で授業を受けたね？　当たり前の会話をしたね？　あぁ、僕たちは忘れない、この素晴らしい日々を。君たちという友達を。ずっと心に刻んでいよう」

「已己巳ちゃん──あなたは」

　伊依はすでに意識を失いそうで、それを懸命に堪こらえている。最後、綺き麗れいに笑った已己巳は、ただ真っ直すぐに不動と相対した。

　不動は怪け訝げんそうに、けれど──その何倍も嬉しそうに、舌なめずりをしそうな顔で問いかける。

「なんや、おまえは」

「僕は────だ」

　彼女が誰だれかの名前を口にした気がしたが、それを聞くか聞かないかのうちに、不動が仕し掛かけた。地面を抉えぐるようにして跳はね、歓かん喜きの表情を浮うかべて已己巳に斬きりかかる。

　その直前、まさに瞬間、已己巳はこちらを振りかえり、また深々とお辞儀した。その背後、迫せまる不動の刃やいばがまさにその身体からだを断たち切らんとした刹せつ那な。

「また会おう。古頃の皆みなさん。今度は──」

　笑顔で、已己巳は顔をあげ、手をふった。

「普通に怪造して。名前を呼べば、僕たちはすぐに駆かけつける。君たちのもとへ」

　言葉と同時に已己巳の姿がかき消える。不動の斬ざん撃げきが擦すりぬける。同時に、生徒たちの背後にいた怪モン造ス生タ物ーも夢のように噓うそのように消しよう滅めつする。あとには刀を振りぬき、呆ぼう然ぜんとした不動と──どことなく寂さびしげな古頃の生徒だけが残された。

　行ってしまった。戦争中だという虚界アンダカに戻もどるのは危険なはずだから、生半可な覚かく悟ごではなかったはずだ。すぐに安全なところに移動して、彼らを怪造して、匿かくまってあげなくてはならない。友達だから。それを彼女たちも認めてくれたのだから。

「……またね、已己巳ちゃん」

　さようならではない。また会える。すぐにでも。

「不ぅぅ動どおぉぉぉ」

　そのどことなく感傷的な空気を粉ふん砕さいして、低く恐おそろしい声が響ひびいた。見ると、手持ちぶさたに立っている不動の背後、全身の入れ墨ずみを目ま映ばゆく輝かがやかせた嫌凪が立っている。

「今日という今日は堪かん忍にん袋ぶくろが爆ばく発はつしたぞこの野や郎ろう……！　おい伊依ちゃんたち、離はなれてろよぉ──これから俺は暴れるからよぉー」

「ちょ。待て。落ちつけ爆川の。そんなマジなるないや。正気か？　おれとおまえが本気でやりあったらこのへんの地形が──」

「うるせぇ！　死ね！　死ね死ね死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねぇぇ！　不動ぉぉ！　俺は鶏冠とさかにキたぞこん畜ちく生しようがぁぁあああ！」

　その後──嫌凪と不動は三時間にわたって死し闘とうを繰くりひろげたと後に伊依は知らされたが、古頃の生徒たちはさっさとバスに乗りこんで避ひ難なんしたので、その光景を見ることはできなかった。ゆえに、彼らの戦闘の内容がどれほど超ちよう常じよう的なものだったかは知るよしもない。

　ただ唯ゆい一いつ、わかったことは。

　その日──噓の殻蛇怪造高等学校があった山は半はん壊かいした。
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「──それで？」

　怪かい造ぞう学会本部で、報告を今か今かと待ちわびていたらしい副総長・久く渡ど貴き乃の子こに開口一番、問いかけられた爆はぜ川かわ嫌や凪なぎは鼻で笑った。その全身はひどい有様で、頭にも足にも包帯が巻かれ、片かた腕うでは折れたのか吊つって固定されている。あちこちに絆ばん創そう膏こうを貼はり、目元には青あざもつくり、どこから見ても満まん身しん創そう痍いといった感じである。

　けれど嫌凪は満足げに、かるく肩かたをすくめて笑えみすら浮かべた。

「事件の概がい要ようは帰りしなに報告したとおり。特筆すべきは虚界アンダカ難民の立ち位置とかヴェクサシオンの再登場とか、いろいろあるけど、そこらへんはもちっと調べてから結論をつけたほうがいいな。現時点では事情が交こう錯さくしてて何もわかんねぇ」

「あの、それも重要なのですが──久渡が尋たずねたのは、あなたが不ふ動どう霧きり晴はるをどうしたのか、ということで。まさか殺していませんよね？　と久渡は珍めずらしく神とやらに祈いのるつもりで言ってみます」

　薄うす暗ぐらい空間にいるのは不動霧晴を除く全すべての怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア。中央に座して黙もく然ぜんとしている激げき流りゆう院いん潮うしお静しずか。微び動どうだにしない高たか橋はし十とうと、興味なさそうな鬱うつの宮みや噓うそ。そして険しい顔でこちらを見ている宇う宙つ木き氷ひ蜜みつと、稀まれなことに心配そうな顔をした久渡貴乃子。

　ケッ、と嫌凪は腕組みして吐はき捨てる。

「べつに殺してねぇよ。ボコボコにして呪じゆ具ぐで縛しばって呪文で封ふうじて十三種類の怪モン造ス生タ物ーで動きを制限してまたボコボコにして牢ろう屋やに押しこんでさらに牢屋も封じただけ」

「……殺してあげたほうがマシな扱あつかいだとは思いますが、久渡はそんな真ま似ねをやってのける爆川を怒おこらせたくないのであえて何も言いません」

　こほん、と咳せき払ばらいし、久渡は少しだけ退いて総長に視線を向けた。

「総長、如何いかがいたしましょう？」

「ふむ──」

　長い沈ちん黙もくをつづけていた怪造学の支配者は、眉み間けんに皺しわを寄せ、ただその凄すさまじい双そう眸ぼうで嫌凪を射い貫ぬきながらつぶやいた。

「不動については、まぁいい。相手がヴェクサシオンではな、不動が正気を保てないのも理解できる」

　なぜか総長は不動に甘い、と嫌凪は思う。少しだけそれが疑問だったが、考えているうちに彼は遠くまで響く重い声で語った。

「輓ばん近きん、虚界アンダカに激しい動きが発生している。その流れはすでに止められず、我々は逐ちく一いちそれに対応していくしかない状じよう況きようである。だがしかし──後手後手に廻まわってはいるが、決して諦てい観かんする必要はない」

　ばん、と音がするほど激しく総長の手が振ふられる。

「虚界アンダカは所しよ詮せん、我ら人類の道具であり奴ど隷れいだ。飼い犬に手を嚙かまれることがあってもいい。だが嚙み殺されることがあってはならぬ。気をつけよ、精しよう進じんせよ、努めよ侮あなどるな、虚界アンダカから目を離すな。ゆめゆめ油断するでない。彼奴きやつらが牙きばを剝むいた瞬しゆん間かんに、その全身を踏ふみつけにせい。その心構えを忘れぬならば、我らが虚界アンダカに敗北することはない」

　立ちあがり、どん、と足あし踏ぶみして総長は声高く問いかけた。

「虚界アンダカとはなんだ!?」

「我らの最大の敵です」

　副総長・久渡貴乃子が冷れい淡たんに応こたえ。

「虚界アンダカとはなんだ!?」

「論理で解体可能な……ひどく単純な道具なの……」

　研究部長・鬱宮噓が唸うなる。

「怪モン造ス生タ物ーとはなんだ!?」

「ギ」

　防衛部長・高橋十の答えは誰だれにも理解できなかったが。

「怪モン造ス生タ物ーとはなんだ!?」

「奴隷で外敵、我ら人類の罪であり罰ばつって感じ？　高橋くん、こう言いたかったの？」

　教育部長・宇宙木氷蜜が楽しげに笑う。

「我々は──なんだ!?」

　最後、総長の指が真っ直すぐに嫌凪に向けられる。

　執しつ行こう部長・爆川嫌凪は背筋を正し、傷だらけの身体からだに決意を燃やし、ただ堂々と言いはなった。

「俺たちは怪造学会！　世界の守護者！」

「応よ！　その通りだ！」

　総長・激流院潮静はその和服を翻ひるがえし、部屋の中央でいまだ目ま映ばゆい輝かがやきを放ちつづける水すい晶しようの山と、その中央で眠ねむりつづける人物を睨にらみつける。

「俺が怪造学会総長──激流院潮静である！　この俺が率いる怪造学会あるかぎり、虚界アンダカの好きにはさせぬ！　諸君、世界に平和を！　人類に幸さちを！　俺たちに勝利を！」

　おおおおおお！　と咆ほう哮こうがあがり、怪造学会の中心で──怪レイ造・モ学ンス教テイ授アたちはそれぞれの思おも惑わくを抱かかえたまま、世界のため、人類のために戦う誓ちかいを新たにした。
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「──現界カナイの扉とびらを打ち開けて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め、死し人びと漁あさりの魔ま窟くつを越こえて、清めの砂さ塵じんに目を瞑つぶる、誘さそいの鈴すずに騙だまされず、尖とがった地面を目印に、静寂しじまの砂さ漠ばくを踏とう破はして──」

　穏おだやかな風に乗って流れるのは聞き慣れた呪文。それに伴ともなう怪造の光。怪モン造ス生タ物ーの鳴き声と、少年少女の喚かん声せい。平和な、いつもどおりの怪造学校の昼間。

　ここは本当の殻から蛇だ怪かい造ぞう高等学校。その校舎の窓からぼんやり外を眺ながめて、空すかい井い伊い依よりはひたすら呆ぼう然ぜんとしていた。噓の殻蛇ではたくさんのことがあって、それらを咀そ嚼しやくし頭でまとめるのに今は一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　いろいろなことがあった。まだ理解できないことのほうが多い。

　あの場所で出会い、また別れたひとたちを思いだす。

　戯ざれの小こう路じアルテ。巴ともえ 已い己こ巳み。喪も時とき飽あき友ともだって、それは同じ。今も目に浮うかぶ、生徒会室で自分を出で迎むかえてくれた彼らの顔。あれらは全すべて噓だったわけだけれど、伊依の心を少しでも変化させるほどの経験となった。

　バスで避ひ難なんして、そのまま怪け我がをした生徒は病院に直行、伊依も検査を受けて、幸い悪い結果にはならず、こうして本当の殻蛇で学習を再開していた。これは一時的な措そ置ちのようで、今、宇宙木校長の先導で新たな古こ頃ころを建造しようとしているらしい。

　座り慣れない豪ごう奢しやな椅子いすに腰こしかけ、校庭で怪モン造ス生タ物ーを怪造し、ともに戯たわむれ、楽しそうに遊んでいる生徒たちを眺める。あの怪モン造ス生タ物ーは、虚界アンダカに避難した噓の殻蛇の生徒だ。あれから古頃の一年生は怪モン造ス生タ物ーを友達と思い、彼らの境きよう遇ぐうに同情し、伊依のように怪モン造ス生タ物ーを怪造したまま保護したりしている。今や何も知らない殻蛇の生徒や古頃の上級生も、怪モン造ス生タ物ーをつねに連れて歩いたりすることが流行になっているほどだ。

　それは素す直なおに嬉うれしいと思う。人間と怪モン造ス生タ物ーの距きよ離りが近くなったのだから。けれど伊依はなんとなく、その光景を見ていると気が抜ぬけてしまう。

　これでいい。もういいだろう、と少し思っている部分があるのだ。やれるだけはやったし、実際、みんな変わってくれたではないか。自分にしては良くやったほうだ。お疲つかれさま──みたいな気持ちが浮かんできた。

　別れぎわの、アルテが口にした言葉が忘れられない。彼女は伊依の夢を否定し、罵ののしり、嘲あざけった。あれは苦しかった。心が血を流した。

　もう、あんな気持ちになりたくない。逃にげたい──という気持ちもある。もういいではないか、という甘えが浮かんでくる。自分じゃなくても、他ほかの誰かが世界を変えてくれるかもしれない。自分の役目は終わったのだ──と。

「…………」

　梅うめ子こを抱だきしめる。以前は、怪モン造ス生タ物ーといつも一いつ緒しよにいる自分は奇き異いな目で見られていた。今やそれが普ふ通つうだ。異常だと思われていたころは反発し、みんな怪モン造ス生タ物ーと仲良くしろと言いつづけ、それが実現すると、なんだか自分が特別でなくなったみたいで寂さびしい──という、我がままな感傷があることを自覚する。

　特別でなくていい。天才なんかじゃない。伊依が当たり前になるように、世界を変えることが望みだったはず。

「はぁ──」

「伊依」

　溜ため息いきをついていると、すぐそばに舞まい弓ゆみが座った。今はお昼休み。食事を終えた伊依はなんとなく会話をする元気もなく外を眺めていたのだが、舞弓に声をかけられたら微び笑しようを浮かべた。

「ん？　どうしたの、舞まいさん」

「近ごろ元気がないな」

「そうかな？　普通だよ」

　そう言うとなぜか睨まれたが、本当に身体は元気なのだ。ただ燃え尽つき症しよう候こう群ぐんというか、望みが少し達成されて、気が抜けている状態なのだ──今は。何かきっかけがあれば、すぐさま普段の伊依に戻もどるだろう。今は、なんだか、疲れたのだ。

「伊依。ひとつ確かく認にんしていいか？」

「……なぁに？」

　舞弓の表情が珍めずらしく弱々しかったので、伊依は居住まいを正して彼女と真っ直すぐに向かいあう。休みの終わりを告げる鐘かねが鳴り響ひびき、校舎に慌あわただしさが広がっていく。

　舞弓は意を決したように、その深しん紅くの瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

「君は、私が何者でも恐おそれないか？　私が──その、化け物でも、嫌きらわないでいてくれるか？」

「化け物なの、舞さん？」

　普通に首を傾かしげると、舞弓はちょっと困ったように首を傾げた。その子供っぽい仕草が、なんだか無む性しように可愛かわいらしかった。

　俯うつむき、彼女はかすかに首をふる。

「わからぬ。だが、《零バロン時ヘロ鏡メロ》と戦ったとき、私は何か私でないものに変わっていた。私は──あるいは、化け物なのかもしれぬ。それが怖こわい。私が今、手にしている全すべてを失いそうで、怖いのだ……伊依」

「…………」

　彼女の身に何があったのか、伊依には知るよしもない。けれど──質問にはちゃんと答えようと思った。思うと、身体からだに力が湧わいてきた。

　そうだ。ぼんやりしている暇ひまはない。自分の笑え顔がおで誰だれかが救えるなら、馬鹿みたいでも笑いつづけよう。誰かの心を少しでも癒いやせるなら、いくらでも綺き麗れい事ごとを口にしよう。今回のように何かが変わることがあるはず。一人でも多くの誰かが、微笑ほほえんでくれるはず。

「舞さんは舞さんだよ」

　伊依は、アルテにも告げてあげたかった言葉を、迷わず口にした。

「あたしの友達だよ。何があっても、舞さんが何者でもね」

　ははは、と軽く笑い、彼女の肩かたを叩たたく。

「正義の味方という変な属性の女の子が我が慢まんできるんだから、化け物とか妖よう怪かいとか天使とか悪あく魔まとかなんだって大だい丈じよう夫ぶだって。へーきへーき、全然へーき」

「……何か馬鹿にされているか、私？」

　むくれる彼女の手を握にぎり、伊依はちょっとだけ元気になって真っ直ぐに笑った。

「舞さんが悩なやんでるのは似合わないって。……あたしもね。馬鹿みたいに夢へ向かって一直線、さぁ今日も勉強だ！　ねっ？」

「勉強は嫌いだが……」

　苦笑いし、舞弓は優やさしく表情を綻ほころばすと頷うなずいた。

「そうだな。私らしくもない。ありがとう、伊依」

「うん。舞さん」

　二人で笑いあい、始業の鐘を耳にして授業の準備を始める。世界で何が起こっているのか、それはまだ理解できないけど──伊依はもう戸と惑まどわない。一に勉強、二に勉強、たまに修しゆ行ぎようで、また勉強。

　まだまだ伊依も発展途と上じよう、足あし踏ぶみしてなんかいられない。どんどん学んでいかなくてはいけない──苦しんで、傷ついて、それでも夢へとつながる虚界アンダカの怪造学。
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「結局──」

　ご主人様は疲つかれたように、笛吹き男を見つめて尋たずねました。

「噓うその殻蛇に古頃の生徒を招きいれたのは誰なのじゃ？　貴様か、〝喜き悦えつ〟の？」

　この地、殻蛇怪造高等学校を偽ぎ装そうし、噓の学園生活を古頃の一年生に送らせたのは虚界アンダカの難民たち。笛吹き男が語った内容はその概がい要ようといいますか、誰の主観も混じらない淡たん泊ぱくなものでしたが──。

　わたくしは、ただ古頃の生徒たちが誰も命を失わなかった幸運を喜ぶばかりでございます。神様もたまには仕事をするようでございますね。

　虚界アンダカの難民は、最初、普通にこの場所に隠かくれていただけだったようです。ここには来歴不明の廃はい校こう舎しやと、キャンプ場、炊すい事じ場ばなどが半ば投とう棄きされて残っていたそうでございます。その学校を取りつくろい、あやふやな知識と調査で殻蛇怪造高等学校を装よそおっていたのが虚界アンダカの難民──。

「生徒を招きいれたのは私じゃないよう、〝虚きよ無む〟の。私、現界カナイにきたときは人間とはあまり触ふれあいたくないと思っていたもの」

　ボブカットを揺ゆらし、変わらぬ軽けい薄はくな調子で笛吹き男は微笑んでおります。

「たぶん、戯小路だったんじゃないかなあ。古頃の生徒を連れてきたのは。彼女、肉体を自由に変化させられるから──私のふりをしたり、バスの運転士のふりをしたり、いろいろできたと思うし」

「どうしてその戯小路──《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》といったか、そやつは古頃の生徒を？」

　ご主人様はやはり興味なさそうに、ただの場つなぎの会話というように発言いたします。無関心なら帰ればいいのに、変に律りち儀ぎなご主人様でございます。

「うん、そうだね……仮説はあるよ？」

　笛吹き男は楽しそうに、ぞっとしない内容の言葉を口にいたします。

「古頃の生徒に、魔ま王おう陛下を怪造できる女の子がいるでしょお？　空井伊依さん。……彼女にね、こう、魔王陛下を怪造してもらって、それを食べて無敵の生き物になる──という感じなんじゃないかなあ？　そのために空井さんにちょっかいをだして、結局、うまくいかずに今回は退いたんじゃない？」

「魔王──魔王、か」

　ご主人様は、ひどく不ふ機き嫌げんにその名を口にいたしました。

「愚おろか者もここに極きわまれりじゃな。魔王を喰くう？　ふん……それは不可能じゃ。あらゆる意味でな。ヴェクサシオンとやらも馬鹿な望みをもったものじゃの」

「でも戯小路には感謝しているよう。だって、彼女がそうして古頃の生徒を招いてくれたから、私にはたくさんの友達ができたんだから」

　楽しげに両手を広げる彼に、ご主人様はこちらも意地悪に鼻で笑います。

「友達──友達、な」

　思いだしたように、問いかけを口にしながら。

「そういえば──そんな言葉をどこで覚えた？」

「教えてもらったんだよう。私も最初はわからなかったけど……」

　すう、と彼は自分の手で顔を撫なでました。するとそこに見知らぬ少女の顔が生まれます。長い髪かみを一つに結んだ、瓶びん底ぞこ眼鏡めがねをかけた少女。

「私、結界張るのに体力使ってたから、正体隠してたのね。それで半ば眠ねむりについて──この、私の別人格としての女の子を半自動的に動かしてたの」

「そして空井伊依と出会った──と」

　うん、と元気良く頷く彼──あるいは彼女に、ご主人様は鋭するどく問いかけます。

「それで、今、貴様は何を望んでいる？　我わが輩はいはそれだけが不安じゃ。貴様は確かに弱い。大公のなかでは最弱じゃ。だが、見過ごせるほど小さい存在ではない。場合によっては〝憤ふん怒ぬ〟や〝悲ひ哀あい〟などよりよほど油断がならぬ」

「うーん、望みとか言われてもねえ」

　それを確かめるために長話に付きあったのでしょう、神しん妙みような顔で尋ねるご主人様に、笛吹き男は笑いました。純じゆん粋すいな笑えみ。

「私は、ただ、みんなが笑顔でいられればいいだけさっ。みんな笑顔になればいい！　ハッピーでラッキー、ファニーでファンキーな極ごく楽らくでいられればいいね？　虚界アンダカも、現界カナイもぜんぶ──みんな友達、みんな幸せ、それが最高の世界じゃない？」

「…………」

　ご主人様は応こたえません。ただ、わたくしを一いつ瞬しゆんだけ見て、すぐに笛吹き男へ視線を戻もどすと忠告します。

「〝喜悦〟の、貴様は正しい。ただし正義はときとして危あやうい。貴様の望む幸せな世界のために、貴様の友達とやらを傷つけんようにな」

「うん、努力する。……ありがとう」

　にっこり笑い、彼は高らかに笛を吹ふき鳴らします。世界が輝かがやくような、華はな々ばなしい旋せん律りつ。わたくしも、ご主人様も、しばし不安を忘れて聞き惚ほれました。

　本当に──一瞬だけでございますが、みんなが幸福になればいい、みんなが笑顔でいられればいい、と思ってしまいました。だって今、世界は綺き麗れいで、憎にくしみや悪意なんか似つかわしくなくて、とっても幸せという言葉が似合いそうだったのですもの。

「……帰るぞ。もう用はない。こやつが道を誤ったとき、あらためて止めてやればいい」

「はい。ご主人様」

　そうです。彼は間ま違ちがってはおりません。みんな幸福で、みんな笑顔、そんな世界をどうぞ存分にお創つくりあそばせ。

　ただし、ご覚かく悟ごなさい。その正しさで古頃の生徒や、誰だれより、ご主人様を傷つけ──不幸にし、またその笑顔を奪うばうなら。

　わたくしが、そのときこそ──あなたの正義を叩たたき潰つぶしましょう。

「ご主人様」

　それを心に誓ちかいつつ、こちらを待ちもせず歩く意地悪な背中にわたくしは囁ささやきます。

「先ほど──わたくしが殺した怪モン造ス生タ物ー。それを見たとき、ふっと、思い浮うかんだ映像がございました」

　胸に満ちる熱いこの想おもいの正体は、人形であるわたくしには不可解なもので、よくわかりません。でもべつに嫌いやなものではなく、その熱さが心ここ地ちよかった。

「深しん紅くの目をした、可愛かわいらしい赤ん坊ぼう。それを、わたくしが抱だいているような……。あの子は──誰だったのでしょう？　どうして、そんな映像が思い浮かんだのでしょう？　わたくしは──」

「悪い夢を見たのじゃ、血ち影かげ」

　わたくしの名前を呼び、ご主人様は歩いていきます。その言葉にどう反応するか迷い、噓うその殻蛇、その瓦が礫れきと、そこで笛を鳴らしている男を仰あおぎました。

「……いいえ」

　微笑ほほえみ、わたくしは正直に告げました。

「そんなに悪い夢では──ありませんでしたよ、ご主人様」





アンダカの怪造学Ⅳ〈了〉　
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　あとがき




　こんにちは。日あ日き日らです。『アンダカの怪造学Ⅳ　笛吹き男の夢見る世界』をお贈おくりします。今回から第二部スタートということで、心機一転、ここまで英語だったサブタイトルを日本語に変えてみました。第一部が『伊い依より成長編』だったとしたら第二部は『虚界戦争編』あるいは『ヴェクサシオン編』となりまして、Ⅰ～Ⅲで『怪造生物は友達』理論を固めた伊依ちゃんがその思想を布教していく感じです。

　この第二部から読み始めても大だい丈じよう夫ぶなつくりになっている（はず……）ですので、既刊をご存じない方もこの機会にどうぞお試ためし読みくださいな。

　と、宣伝はここまで。

　今回のあとがきでは、『名前』についてお話しようと思います。

　というか、『日日日と已い己こ巳みは関係ない』ということについて。

　本作で新しく登場する女の子は二人いまして、そのうちの一人がぐるぐる眼鏡めがねの巴ともえ 已い己こ巳みちゃんです。うん、已己巳という名前が日日日に似ていますね。

　ただし、名前が似ているからといって『このキャラは日日日の姿や思想を投とう影えいさせた人物、すなわち作者の分身なのだ』とか思われたら大変ですので、まぁたぶんそんなこと思うひとはごくわずかでしょうが、そんなことはありませんよと一言こう申しておこうかと。

　登場人物はすべて作者の一部から培ばい養ようした分身ですが、作者そのものではありえません。已己巳と日日日は別人なのです。だいたい僕は男だし。

　それでは、どうして已己巳という日日日と似た名前の人物が出てきてしまったのか、その原因について説明していこうと思います。

　何もかも、このシリーズに登場するキャラの名前が無む駄だに難しいせいです。空すかい井い伊い依よりとか戦たたか橋はし舞まい弓ゆみとか激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかとか、読むのも書くのも面めん倒どうくさい感じの名前ばかり。手近にパソコンがあるひとは試しにこの三人の名前をタイピングしてみてください。びっくりするほど打ちにくいです。

　そもそも、僕の作品だけに限らず、日本に存在する名前というものは全すべてがこじつけか言葉遊びです。その昔、まだ平民に苗みよう字じがなかった時代、気まぐれなお殿との様さまがみんなに苗字を名乗る権利を与あたえました。といっても急に言われて思いつくわけがなく、山に田んぼを持っているから山田さん、裏庭に林があるから林さん、みたいな感じに適当に決めたそうです。

　同様に、名前の部分も、できるだけ縁えん起ぎがいい名前にしようとお父さんお母さんが精せい一いつ杯ぱいにこじつけて考えてくれるものです。友達がたくさんいる子になってほしいから友子ちゃん。健康に育ってほしいから健くん。

　そんな思考が根本にあるのが名前というものですから、僕も、特にアンダカの登場人物はなるべくそのまんまな名前にしています。まぁ少しずつ捻ひねったりはしていますが、基本的にキャラの立場や性格、および外見の直訳です。

　で、どうしても思いつかなかったら、普ふ通つうの名前だと世界観的に浮ういてしまうし、と已己巳ちゃんみたいに思いついた変な名前を宛あてがってしまうわけです。『已己巳』というのは日日日という自分の名前を変化させて面おも白しろい名前を作れないかなーと暇ひまなことをしているうちに思いついた名前でした。

　そういう意味ではそのキャラを表していない、適当な名づけかたをされて可か哀わい想そうな感じですが、巴已己巳はなんとなく雰ふん囲い気きにあっているので良いかなーと今は思っています。

　などと、まとまらない文章でお茶を濁にごして、以下、謝辞です。

　今回、過去最悪に厳しいスケジュールを強しいてしまった担当さん、および絵師のエナミカツミさんには平身低頭で感謝と謝罪を。お二人の仕事が早くて的確だったおかげでこうして本の形になりました。ありがとうございます。

　もちろん、ここまで読んでくださった読者様にも大感謝を。まぁ阿呆な名前とかそういう細かい部分も含ふくめて、どこかを少しでも楽しんでいただければ幸いです。

　では、また次回にお会いいたしましょう。


日日日。　


















カバー・口絵・本文イラスト／エナミカツミ

カバーデザイン／朝倉哲也+design CREST

口絵・本文デザイン／design CREST










アンダカの怪かい造ぞう学がく Ⅳ




笛ふえ吹ふき男おとこの夢ゆめ見みる世せ界かい








日あ日き日ら
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